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算 別 事 業 場

昭和 4 8 年 1 1 月 竣 功

総工事費 4 , 0  0 5 . 5 万 円

建物面積 9 8 5. 9 5 m''

鉄骨1部木造平家建

i更 容能力 1, g 2 o万粒

增収アトキンス式 4 8 本

飼 育 池  4 7 4 . 1 2 ;ml'



浜 中 事 業 場

n召和 4 8年 1 0 月竣功

総工事費 2 , 3 2 5 万 円

建物面積 1 7 2 . 1 2 m '

鉄骨1部木造平家建

養魚池上屋 7 1 2 . 8 4 7 1i'

収容能力 9 6 0 -;fiil

増収アトキンス式 2 4 本

養 魚 池  3 2 9 . 6 0  m'

飼 育 池  3 3 1 . 8 5 1n'

・l l ll・ 1

1・ l

修

取 水 理 提
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刊 行 の こ と ば

昭 和 4  8年度の事業結果を報告します。

本年のさけ来遊量は戦後最高の 8 3 2万尾を記録しました。 しかし, 河川内の

補獲数は6 o万尾に満たず, 河川そ上率は7 . 2 % と低下してか り ます。昭 和 4 6

年にはじまる増大計画で考えられているそ上率は1  4 . 2 %であり ,  回帰率が向上

しているとはいえ計画的な再生産にはならず, 将来に暗影を投げかけて 1i; り ま す。

近年における回帰率の向上は稚魚の適期放流を中心として技術上の充実に支え

られている もの と考えられますが, 一方では養魚池の不足, 用水の質量の低下,

第働力の不足等が進行してきてぉり,  当場の目途とする資源管理体制にはまだま

だ道の違い現況となつてかります。

今後は更に真剣にとり組み,生産量の拡大とともに質的改善向上を重視し ,効

果的な増殖への歩みを続けてゆきたいと考えております。

この事業が官民一体で結実されるぺきものであるこ とからも広 <関係各位のご

t力をi;,願いします。

昭 和 5 o 年 2 月

水産庁北海道さけ・ますふ化場

場,., 長  五十嵐  重四郎



本 書 の 見 方

1. さけ  ' ます増殖事業の実施体制と経過概要

北海道におけるさけ'ます增殖事業は. 明 治 2 1 年. 現在の千歳支場の地に北海道庁所管の中央
i化場の創設をもって始まり . その後道内各地に民間(漁業組合)経営の人工ふ化場が設立され.
一時水産試験場の所属となったが, 昭和9年には全道のふ化場を道営に移管した。
昭 和 2 7 年, 農林省所管水産庁北海道さけ ・ ますふ化場が設立されて, さけ・ ますの人工ふ化放

流を行なうこととなったが, このうち親魚の捕獲事業は北海道立水産ふ化場に委託した。 しかし,

昭和41年以降は道立水産ふ化場に代つて北海道さけ ・ ます増殖事業協会に委託し今日に至つてい
る・

2. 主 要 魚 種

創設当時から人工ふ化放流事業を実施している魚種は3種類(さけ, さ く らます, から .i.と ます )
と, 支笏湖のひめます增殖事業を行なってきた。このほがに, 昭和 3 5 年か ら ァ メ リ ヵ 産 -.,・ ス ノ ス
ケの移殖放流事業を継続実施中であり, 昭和40年度からはべニサケ生産事業を実施し, これに加

えて昭和43年からァラスカ産べニサケ卵を移入してぺニサケ資源の造成をはかっている。 さらに

このほかに, さけ ・からふとますの支配種の增殖試験も行なつている。

3. 計画年度と成續

単年度計画は, 国の会計年度区分(4月̃.翌年3月)によつて計画を立てるが, この成積書は親

魚の捕量i , 採卵, 卵管理, 稚魚飼育, 放流, 降海稚魚の保護までの一環した成積を取まとめしてい
るので, 翌会計年度の4̃ 6月頃までの成積を扱つている。

4. 主な用語の意味

〔治岸来遊量〕 さけ・ます漁業は, 再生産のための河川内親魚の捕獲(特別採捕)を除いて,

違島近海,沿岸の 3つに大別出来る。 この う ち, 沿岸漁獲量と河川内捕獲数を合せて沿岸来遊量
としている。

〔年級群 )  さけ'ますの産卵のための回帰は主に年.f- 5年にわたっている。これらは産卵年か
ら起算しての回帰年数であり, (発生年ではなぃ。)或年の2年? 通年の3年魚, 發 ?年の4年

魚さらにその翌年の5年魚は同一年級群である。

〔河川そ上率) 河川そ上数(捕獲数)一沿岸来遊量で表わしている。沿岸のさけ . ます資源を
維持するためには1 4 . 2 %以上が必要である。

〔 移nと移al 卵 〕  採卵された河川以外に種卵を移すことを移殖という。
tた, 移定するt卵を移li卵というが, 発限卵で移殖する場合, 移殖前に除去した死卵を, 移殖

卵の1・歴として加え, 卵の成意を表示したため,これを移常卵とした。
- 1-



〔:量元放 流  〕 捕獲採卵を行なつているが, ふ化施設のない河川では他河川の・ip・化施設に卵手

を収容し,稚魚として還元して i ilt産を計つている。こうした放流を還元放流としたo

5. 海区別と支場担当区域
全ii海域を5海区に分け,その境界はそれそれ,商 宗谷●ie, 白神l野, 前沙布llllt '最集 l■事-e
区分している。

支場の担当区域は, 下記区分の海面に流入する河川を包合する流aと しているo
北見支場 宗谷・ iMl走支庁界̃知床●甲

根室支場 知床10甲̃根室・ill降支庁界
十房支場 根室 ・il1解支庁界̃構集解

通 支 場  宗谷・組走支庁界̃雄冬解

千歳支場 雄冬岬̃神威娜, および標集0甲 ■̃地球●甲
渡島支場 地球呼̃神威呼

/

-2-

s 1 さ け ・  ます捕獲事業実施体制
昭和48年度のさけ・ます捕獲採卵事業は道内96河川,  1 o 4 補 獲 場 ( さ け 3 6 個 所 , さ け + ま す
5 8 個所 , ます 9個所 ,ひめます 1個所 )で実施した。

このうち国が直接実施した捕獲場は4個所(下中川, 素別, 遊楽部及び支笏湖), 民間団体に委託し

て実施した捕獲場は1 o o 個所である。

この詳細については第1表のとぉりで, 支場別に整理したものが, 第2表である。

さlナの欄…一一 〇さlナ ,◎さ lナ・ぺにさけ
ますの欄一一一 〇さくらます,  °からふとます ,◎さ くらます ・からふとます ,③ひめます

第 1表  昭和48年度さけ・ます捕獲採卵事業実施体制

海

区

ホ

ツ

ク

計

水 系
捕 獲

採 卵 場

所 属

事 業 場

実 施 区 分 海

区
水 系

捕 獲

採 卵 場

所 属

事 業 場

実 施 区 分
さ lナ ま す さ け ま す
国 民 国 民 国 民 国 民

ル シ ヤ

岩 尾 別

奥 薬 別

斜 里

藻 琴

網 走
/ /

能 取 湖

常 呂

ライトコロ

佐呂間別

湧 別

渚 滑

興 部

漢 興 部

雄 武

幌 内

徳 志 別

北見幌別

頓 別

猿 払

鬼 志 別

知 来 別

ル シ ヤ

岩 尾 別

奥 築 別

斜 里

漢 琴

網 走

西 網 走

能 取 湖

常 呂

ライトコロ

佐呂間別

湧 別

渚 滑

興 部

藻 興 部

雄 武

幌 内

徳 志 別

北見幌別

頓 別

援 払

鬼 志 別

知 来 別

岩 尾 別

/ /

斜 里
/ /

藻 琴

網 走

/ /

/ /

北 見

//

/ /

湧 別

渚 滑

/ /

/

幌 内

/ /

徳 志 別

歌 登

頓 別
'
/ /

/ /

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

◎
〇

◎
〇

0

〇

〇

風 蓮 別

古 丹 別

小 平 集

信 砂

暑 寒 別

石 狩

支 笏 湖

余 市

尻 別

朱 太

利 別

厚 沢 部

風 蓮 別

古 丹 別

小 平 薬

信 砂

暑 寒 別

西 越

ポロヒ'ナイ

余 市

名 的

朱 太

冷 水

厚 沢 部

中 川

/ /

/ /

天 塩

//

千 歳

支 笏 湖

千 歳

尻 別
/ /

利 別

厚 沢 部

l111l»
〇

◎

◎

◎

◎

〇

〇

〇

本

海

区

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

@

〇

◎
0

◎
〇

〇

◎

◎
〇

◎

◎
〇

計 1 6 1 8 7 1 1 1 2 1 4

ル サ

サシルイ

羅 日

春刈古丹

植 別

元崎無異

崎 無 異

表tl, - 別
古 多 糠

忠 類

伊 茶 仁

標 津
/ /

当 幌

春 別

味 丹

西 別

ル サ

サシル イ

羅 臼

春刈古丹

植 別

元崎無異

崎 無 異

素 別

古 多 糠

忠 額

伊 茶 仁

標 津

31 線

当 幌

春 別

味 丹

西 別

羅 Eヨ
/ /

/ /

/ /

//

/ /

/ /

表 別

伊 茶 仁

/ /

/ /

根 室

中 標 津

計 根 別

/ /

/ /

虹 別

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

0根

室

海

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

2 2

ホロナイ

増 幌

天 塩
//

//

違 別

2 3

船 泊

増 幌

天 塩

中 川

下 中 川

違 別

1 1

天 塩

中 川

天 塩

中 川
/ /

/ /

2 0 2 0

〇

◎
〇

◎

◎

〇

〇

〇

区

〇 ◎
:

- 3 -



海

区
水 系

捕 獲

採 卵 場

所 属

事 業 場

実 施 区 分

三 水 系?卵 l: 、 、

区分

議
l所 属
事 業 場

n
さ け ま す さ

一国一

け

一良一

国 民 国 民

矢 臼 別

風 蓮

別 当 賀

穂 香

ノッカマツプ

三 番

矢 日 別

風 蓮

別 当 賀

穂 香

ノッカマツプ

三 番

浜 中
1

厚 床
1l

/

//

〇

〇

〇

〇

〇

〇

◎

◎

◎

歌 別

元 浦 川

仁 雁 別

幌 満

日高幌別

三 石

静 内

新 冠

沙 流

jlllll 川

勇 払

自 老

敷 生

貫 気 別

長 万 部

遊 楽 部

汐 泊

尻 岸 内

茂 辺 地

知 内

亀 川

戸 切 地

歌 別

元 浦 川

仁 雁 別

幌 満

日高幌別

三 石

静 内

新 冠

富 川

ま1自i 川

勇 払

白 老

敷 生

買 気 別

長 万 部

遊 楽 部

汐 泊

尻 岸 内

茂 辺 地

知 内

亀 ' 川

戸 切 地

静 内

//

/ /

/

/ /

//

/ /

//

//

/ /

千 歳

自 老

敷 生

八 雲

//

/ /

//'

/ /

知 内

//

f l

/ /

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

0

0
0

0

0

0

根

室

海

区

裸

裳 .

計 2 2 23 9 1 2 1 1 5

幌 戸

別寒辺牛

チョロべツ

釧 路

庶 路

茶 路

音 別

阿 寒

十 勝
/ /

//

/

/

厚 内

歴 舟

広 尾

豊 似

猿 留

幌 戸

厚 岸

チョロべツ

釧 路

庶 路

茶 路

音 別

阿 寒

幕 別

東 3 3 号

利 別

千 代 田

打 内

厚 内

歴 舟

広 尾

豊 似

猿 留

太 田

//

釧 路

/ /

鶴 居

//

/ /

阿 寒

幕 別
//

/ /

札 内

十 勝
/ /

大 樹
/ /

/

/

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

以
〇

襟

裳

◎
西

海 0

0
0

以

東

海

区

〇 〇 〇

区

〇

0

〇

〇

計 2 2 2 2 ,.・6

4 1

1 2 1 1 10

; 9 6 1 0 4 3 9 1 3 65

計 1 4 1 8 8 1 8 6

第 2 表  支場別さけ・  ます捕獲採卵事業実施体制

支 場 水 系
捕 獲

採 卵 場

実 施 区 分

備 考さ け ま す

国 民 間 国 民 間

北 見

根 室

十 勝

天 塩

千 歳

渡 島

1 6

2 2

1 4

1 5

1 6

1 3

1 7

2 3

1 8

1 7

1 6

1 3

1 7

2 1

1 8

9

1 5

1 1

1 4

1 .5

6

1 6

9

5

1

1

1

1

1

1

計 9 6 1 0 4 3 9 1 3

3

6 5

4 7 年 度 l 8 8 9 5 3 8 2 4 4 一一
- 4 -

S 2 さ け  ・ ますふ化放流実施体制

昭和48年度のさけ・ます人工ふ化放流事業は, 7 7個所のふ化放流施設(国38個所, 道2個所,

民間3 7個所 )で実施し ,生産された稚魚は1 1 8水系に放流された。

この中には, 捕獲を実施しているが, ふ化場のない河川 ( 3 0水系 ) , 捕獲, ふfヒ とも行なっていな

い 河 川 ( 2 3 水 系 )への稚魚の還元, 移殖放流が含まれる。

昭和48年度のさlナ・ますふ化放流実施体制については, 第1表から第4表に示したとぉりである。

(表中の記号は下記のとぉり)

さけの欄…一一 〇さけ, o ぺ に さ け
ますの欄一一… 〇さくらます,  °からふとます ,◎さくらます・からふとます , @ひめます

第 1 表  昭和4 8年さけ・ますふ化放流実施体制(国 )

海

区
水 系

実 施

事 業 場
支 場

魚 種 海

区
水 系

実 施

事 業 場
支 場

魚 種

さ け ま す さ け ま す

岩 尾 別

斜 里

藻 琴

細 走

常 昌

湧 別

渚 滑

幌 内

徳 志 別

北見幌別

屯 別

1 1

岩 尾 別

斜 里

藻 琴

網 走

北 見

湧 別

渚 滑

幌 内

徳 志 別

歌 登

屯 別

北 見

/

/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

//

天 塩

fy

/ /

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

◎

◎

〇

〇

〇

〇

〇

0

〇

〇

〇

標 津

/ /

当 幌

西 別

風 蓮

別 当 賀

根 室

中 標 津

計 根 別

虹 別

浜 中

厚 床

根 室

/ /

/ /

/ /

fy

/ /

〇

〇

〇

〇

〇

〇

◎

◎

◎

〇

◎

根

室

海

区

オ

ホ

l

ツ

ク

海

区

計 8 9 1 9 6

別寒辺牛

釧 路

/ /

十 勝

//

/ /

歴 舟

太 田

釧 路

鶴 居

十 勝

慕 別

札 内

大 樹

十 勝

/ /

/ /

1l'

/

/ /

//

〇

〇

〇

〇

〇

〇

0

標

裳

以

東

海

区

〇

〇

計 1 1 2 1 1

〇

〇

〇

〇

〇

〇

6

〇

〇

〇

1 1

天 塩

/ /

石 狩

支 笏 湖

尻 別

利 別

厚 沢 部

天 塩

中 川

千 歳

支 笏 湖

尻 別

利 別

厚 沢 部

天 塩

/

千 歳

/ /

渡 島

/ /

/ /

〇

◎

〇 l ・

〇

〇

日

本

海

区

il-

根
室
海
区

計

. 、 4

7 1 7 2

襟
裳
以
西
海
区

計一

合

計

静 内

敷 生

遊 楽 部

知 内

4

3 3

静 内

敷 生

八 雲

知 内

4

3 8

千 歳

/ /

渡 島

/ /

2

〇

〇

〇

〇

4

◎

◎

6

羅 臼

表 別

伊 茶 仁

7 3

根 室

/ /

/ /

5

〇

2

羅 臼

表 別

伊 茶 仁

6 3 7 2 6

- 5-



第 2 表  道・民間の収容施設

す
す
ま
ま
と

け
ら
ふ
く
ら

さ
さ
か

〇
〇
o

．

｛
・
・
け
す
さ
ま

考

似町

海 区
放 流

水 系 名

収 容 実 施

個 所 名
支 場

魚 種
備1

さ lナ ま す

ル シ ヤ

斜 里

常 呂

旗 払

ル シ ヤ

来 速

福 ・山

〇:渡 払

北 見
//

/ /

天 塩

〇

〇

〇

ウトロ渡,5
斜里漁協

常呂漁llfb

摸払漁協

オホーツク海区
〇

礼文島ホロナイ

増 幌

通 別

信 砂

着 寒 別
/

余 市

美 国

天 の

船 泊

增 幌

通 別

信 砂

二 寒 別
〇増 毛

余 市

美 国

上 の 国

天 塩
/ /

//

//

/ /

//

千 蔵
/ /

渡 島

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

◎
〇

◎

◎
〇

0

船泊漁協

宗谷漁協

i動 lJ漁協
增毛漁協

/ /

北 海 道

余市漁協

美国漁協

上の国漁重

日 本 海 区

l ル サ

サ シ ル イ

元 崎 無 異

忠 類

床 丹l 矢 日 別
ノ ッ カ マ ツ プ

, 糖 香

ル サ

サ シ ル イ

元 崎 無 異

忠 類

〇床 丹

矢 自 別
ノ ッ カ マ ツ ・プ

〇構 香

根 室
/ /

/ /

//

l

/ /

l//

//

〇

0

〇

〇

羅臼漁協
/ /

標津漁協
/

野付漁協

別海漁協

歯舞漁協

根室漁協

浜中漁あ

ilt布森漁1
自組E漁協

//

大津漁脇

池 田 町

大樹漁協

広尾漁協

幌 泉 町

ll'足泉,様 f3
様 似 町

豊浦漁協

尻岸内漁

銭地沢漁

t-1識漁協
茂辺地漁

木古内漁

編島i慧l、協
北 海 道

〇

〇

〇

〇

〇

根 室 海  区

、t ョ ロ べ?
1 茶 路

l 音 別

標装以東海区 1 厚 内
l 十 勝

1 歴 舟

l 広 尾

1 疲 留

幌 戸

チ ョ ロ べ ツ

茶 路

音 別

厚 内

〇利 別

更 生

〇広 尾

旗 留

十 勝
//

/ /

//

/ /

/ /

1

/

/ /

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

- 〇

〇

〇

0

〇

1 歌 別
様 似

買 気 別

, 尻 学 内

標集以西海区 1; 切 差
l1 茂 辺 地
亀 川

l 福 島

l

歌 別 l 千 歳
新 富 1 ″

o農 j資 l 渡 〟  島

〇汐 泊 l ″

〇有 川 1 "
〇 茂 辺 地 l ″

〇亀 川 1 "
福 島 l 〟
〇 森 ″

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

0

〇

〇

〇

合 計 1 3 8
4 0 3 l  l 〇5,o21

益)収容実施個所名のうち〇印の付いたものは年度当初に計画したもので,その他は仮収容施設。
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i i ' 「:二二し .,;
海 放 流 水; l,、
区
奥 業 別
パ イ ラ キ '

ォ 能 取 湖

藤
1 佐 9 間 別
ッ 富_ 露

グ 異 部

海 雄 武

l 区 演 払
鬼 志 別

. 知 内 別

放流実施
事 業 場

所 属
支 場

魚 種 海
区 放流水系

放流実施
事 業 場

所 属
支 場

魚 種
さlナ ます さ1l 1- ます

斜 里
相 走

//

北 見
程 別

/ /

移別・清精

幌 内

屯 別

(旗  払 )
//

北 見
/ /

/ /

/ /

//

/ /

/ /

/

天 境
/ /

/ /

〇
〇
〇

〇
〇
〇

〇
〇
〇

〇 伊 茶 仁

春 別

床 丹

失 国 別

風 通
別 当 賀
温 根 別

德 香

三 番

根 室
計 根 別

/ /

浜 中
伊 茶 仁

根室・計観lll
根 室
伊 茶 t
根 室

根 室
//

//

//

/ /

//

/ /

//

l l l

〇

◎
〇
0

根

室

海

区

〇

〇
〇
〇
〇
〇

0

0

〇

0

〇

0

0

〇

0

〇

報
装
以
東
海
区

幌 戸
チ ョ ロ べ ツ

阿 寒
庶 路

豊 似

音 調 津

太 田

釧 路

9 居
//

( 広  尾 )
//

十 勝
/ /

//

/ /

//

//

o 1
o l
o 1
o 1
8 1

一一「電一 幌
信 砂

基 寒 別

速 別
日 風 連 別
古 丹 別

小 平 集

浜 益
本 厚  国

積 丹

古 平l 古 字

海 朱  太
泊1 突 符

天 の
区 1 石 崎
大 鴨 津

茂 草

, 及 部

( 増  毛 )
//

・ ・ /

・ ' ・,
千 歳

/

( 森 )
ll1l

尻 別

尻別・(森)

尻 別

( 森 )
/ /

/ /

/ /

八 雲

( 森 )

天 la
/ /

//

/ /

/ /

/ /

'
千 歳
//

渡 : 島
/

/ /

/

i 「

'
/ /

//

/ /

/ /

/ /

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

歌 別
と 雁  別

日 高 幌 別

元 浦
三 石
新 lii
沙 流

国S 川

自 老
貢 気 別
長 万 部
遊 楽 部
落 部
馬 崎

常 路

大 船

i実:: 尻

尻 岸 内

汐 治

松 倉

大 当 別
.知 内
落 島

静 内
千神御t'i )ei 加
千llt、・n内 f当1、1)
千歳・静内

静内・御lか

静 内

千 歳

千歳・静内

千蔵・数生

( 森 )
/P

尻 別

八 雲

( 森 )
/ /

八 雲
//

( 森 )

八雲・(森)

八 雲

( 森 )
八 雲

/ /

千 歳
/ /

/ /

/ /

/ /

/ /

//

/ /

/

渡 ・ 島
/ /

/ /

'
/ /

/ /

l

/ /

//

0l

/ /

/

/ /

/ /

〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
0

〇
〇
〇

0
〇
〇
〇
0
0
〇
〇

〇

〇

0

〇襟

〇
〇

装

以

西

海

0

〇

1 ル サ

援1 サ シ ル イ

1 審1(l1 古 丹
室1植 別

海 1 崎 無 異
l 素  別

区 1 古 多  額
l 忠 額

羅 日
f'

羅日・(ルサ)

羅 日
//

根 室

伊 茶 仁

根 室

根 室
/ /

//

/ /

//

/ /

//

//

〇
〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇 区 〇

〇

〇 l 計 7 7 7 0 〇 8o 2 0

第4表

北

根

．-」一一一一一一'
千

-f

さ l
註)  ( ) は道. 民開

支 場

と一三
i 室
L 勝

t 境

ド 歳

l:_ 島

放 流
水 系 数

ふ 化 施 設 実 施 区 分
国 営 道 営 民 間 計 さ け ま す

1 7

2 3

l 5

1 5

l 8

3 0

8

9

7

5

4

5

2

8

9

6

4

8

1 0

1 7

1 6

1 2

7

J 4

〇
〇
〇
0
〇
〇

◎
◎
〇
◎

◎〇
◎

1

1

計 1 l 8 3 8 2 3 7 7 7

_・一



S 3 さ け ・  ます増殖事業経費

昭和48年度のさlナ・ます增殖事業のためlt要した経責,予算および決算額は下記のとおりである。

昭和48年度さけ・ます増殖事業のための予算および決算額

区 分 予 算 領
-l、

決 算 額 備 考

( 組  検 )

水 産 庁

( 項 )

北 海 道 さ l ナ ・ ま す .i , 化場

( 目 )

人 当 経 費

職 員 旅 費

庁 費

採 卵 , i , 化 放 流 庁 費

土 地 建 物 借 料

各 所 修 1構

自 動 車 重 量 税

国有資産所在市町村交付税

水 産 庁 施 設 責

施 設 施 ェ 旅 費
施 設 施 ェ 庁 費
施 設 整 備 費

農 林 本 省

属 林 本 省 施 設 費

施 設 整 備 費

合 計

円

5 6 4 , 5 0 9 , 0 0  0

4 7 8.9 3 7 , 0 0  0

3 1 3.6 0 3.0 0 0

8 ,344 ,00  0

7 , 536 , 0  0 0

l 3 6.960 , 0  0 0
1.6 8 1 , 0 0  0

1 0 , 2 1 1.0 0 0
2 l 8.0 0 0

3 8 4 , 0 0 0

8 5.5 7 2.0 0 0

7 2 l , 0  0 0

5 0 0.0 0 0

8 4 , 3 5 1 , 0 0 0

0

0

0

5 6 4 , 5 0 9 , 0 0  0

内
5 5 5.0 1 9 , 3 5 2

4 6 9.4 6 7 , 7 7 9

3 0 4.3 0 2 , 5 1 1

8.3 3 9.4 7 3

7 , 5 3 4 , 5 3 2

1 3 6. 9 5 9 , 3 2 6

l , 5 5 6 , 7 9 S

1 0 , 2 l 0 , 5 6 2

1 8 7.5 0  0

3 7 7 , 0 8 0

8 5 , 5 5 1 , 5 7 3

7 1 2 , 0 5 「'

4 9 9.5 2 1
8 4.3 4 0 , 0  0 0

0

0

0

5 5 5 , 0 1 9 , 3 5 2

、 、

S 4 北 海 道 さ け ・  ますふ化場の現員

昭和49年3月31日現在の本場および支場別入員配置状况は第1表のとぉりであるo

第 1 表  北海道さけ・  ます.i・化場願本・地男l从員配置表

場 名_
本 場

北 見

根 室

十 勝

天 塩

千 歳

渡 島

現 員

定 数
技 官 事 務 官

名
1 5

5

4

4

4

4

. 3

計

名
3 0

1 7

2 0

2 1

8

9

8

名
4 5

2 2

2 4

2 5

l 2

1 3

1 1

計 1 5 5 1 1 3 3 9 1 5 2

前 年 度
1

1 5 5
1

1 1 3 4 0 1 5 3

註 定数155名の職種別内訳

行 (- ) 1 4 5 名
行 ( 二 )

研 究 職

1 名

9 名

- 9



S 5 北 洋 さ け ・ ます漁業

l )  漁 業  規 模

第 l 表  母船式さけ・  ます流し網漁業(隻数)一企 業 別  年 度
l 1 召 和 4 7 年 昭 和 4 8 年

母 船

独 航 船

1 0

3 3 2

1 0

3 3 2

第 2 表  4 8度以南流し細 - はえなわ漁業(許可集数)
X許 可 別  年 度

昭 和 4 8 年昭 和 4 7 年

大臣 ̃ 中 型 さ l ナ ・ ま す 流 し 網

大 臣 ̃ 中 型 さ け ・ ま す は え な わ

知 事 ̃ 太 平 洋 7 ト ン 以 上 流 し 組

太平洋 3 7 4
日本海 1 7 5

0

0 '

3 7 4-
1 8 7

0

0

第 3 表  その他さけ・  ます漁業(道知事許可集数)

X許 可 別  年 度
昭 和 4 7 年 昭 和 4 8 年

太 平 洋 小 型 流 し .網 7  ト ン 未 満

日 本 海 小 型 流 し 網

津 軽 海 峡 流 し 網

日 本 海 小 型 は え な わ

1.1 3 2

1 0 0

1 0 0

4 1 4

1 , 1 2 0

1 0 0

1 0 0

3 8 9

1 0-

2 )  昭 和 4 7 年 さ け ・ます漁業実構

第 4 表  日本およびソ連のさけ ・ ます漁獲量(区域別) ( 単位 : ト ン )

X区 分  年 次

1 9 7 0

4 5

1 9 7 1

4 6

1 9 7 2

4 7

1 9 7 3

4 S

割

A

区

域

母 船 式

太 平 洋 流 し 細

計

3 6.5 4 5

8 , 4 5 5

4 5 , 0 0 0

3 7 , 3 5 7

8.6 4 3

4 6 , 0 0 0

3 5 , 3 2 6

8.1 7 4

4 3.5 0 0

3 5.7 3 2

8 . 2 6 8

4 4.0 0 0

当

量

B

区

域

太 平 洋 流 し 網

太 平 洋 は え な わ

日 本 海 漁 業

計

28.7 5 0

1 1.1 5 0

5 , 1 0 0

45 ,0  0 0

3 1 , 4 0 0

1 2 , 3 0 0

5 , 3 0  0

49 , 0  0 0

3 8.6 0 0

0

4. 9 0 0

4 3 , 5 0 0

4 1.8 0 0

0

5.20  0

4 7 , 0 0  0

日

A ・ B 区 域 計 90,0 0 0 9 5 , 0 0 0 8 7 , 0 0 0 9 1.0 0 0

A

区

域

母 船 式

太 平 洋 流 し 細

計

3 6.4 0 9

8.4 2 6

4 4.8 3 5

3 1 , 4 1 6

9.0 4 5

5 , 5 5 8

4 6.0 1 9

3 7.2 3 8

8.6 0 7

4 5 , 8 4 5

3 4.2 4 3

1 3 , 3 9 2

5 , 8 1 5

5 3 , 4 5 0

3 5.2 0 5

8 . 1 5 8

4 3 , 3 6 3

3 5.5 8 9

8 .240

4 3.8 2 9

実

太 平 洋 流 し 網

太 平 洋 は え な わ

日 本 海 漁 業

計

4 2 , 1 0 4

0

4.9 9 8

4 7 , 1 0 2

‘ l 5. 8 3 1

0

5 , 6 1 6

5 1.4 4 7

B

区

域

本

續

A ・ B 区 域 計 9 0.8 5 4 9 9.2 9 5 9 0 , 4 6 5 . 9 5 .2 7 6

沿 岸

日 本 計

2 3 , 6 8 6

1 1 4 , 5 4 0

3 4 , 6 0 3
. li、一 ,

2 5.6 8 6 i°i 1 0.6 1 8

1 3 3 , 8 9 8 1 1 6 , 1 5 1 1 0 5. 8 9 4

ソ

:i

( 計  画 )

実 検

日 ・ ソ 漁 獲 量 計

4 0 , 0 0 0

3 9 , 0 5 3

8 3 , 0 0 0

7 7 , 5 9 5

2 1 1 , 4 9 3

3 7 , 0 0 0

3 0 , 6 1 3

70.0 0  l11

7 7 , 7 1 8

1 5 3.5 9 3
l

1 4 6.7 6 4 l 1 8 3 . 6 1 2

類 1  9 7  3年の沿岸測n量は1月一 9月の暫定漁獲量

-1 i-



S 6 さ け ・ ます増殖事業成績総括

昭和 4 8 年度 さ け ・  ます捕ai採卵事業は 4 8 年 5 月 1 日か ら 4 9 年 2 月 1  2日までの間に実施し、.主要3?j
のすけも実施しておl)、 これらの成績は第1表のとぉ l)である。 0 線 は 4 8 年 1 2 月 1 日 か ら 4 9 年 6 月 3 0 日 の 間 に 放流 し た o また・ この他にひめます、べにさけ、 ます

第 1 表  海区1ll lL 魚種別成積集計表

魚 種 さ け -
海 区

水

系

数

実
施
箇
所
数

水

系

数

、 、

放 流 1ll

千基

捕 獲 数

尾

採 卵 数

千粒

項 目

計 画

実 積

達 成 率

1 6

1 8

2 0

1 9

1 7 8 , 6 0 0

1 5 5 , 4 9 9

8 7 . 1 %

159,933

126 ,365

79.0'i,

1 8 8.7 1 0

1 7 5 , 1 9 6

9 2 . 8 %

2 1

2 1オ ホ i ツ ク 海 区

計 画

実 積

達 成 率

7

1 0

1 2

1 2

3 1.0 0 0

1 9.3 3 3

6 2 . 4 %

3 4 , 3 3 2

2 2 , 6 0 0

6 5 . 8 %

2 2

2 8

54,82g

34,492

62.8'l l

日 本 海 区

計 画

実 積

通 成 率

1 8

2 1

2 0

2 1

1 7 5 , 6 0 0

1 2 8.0 5 6

7 2 . 9 %

1 8 7 , 5 4 1

1 3 9 , 4 3 9

7 4 . 4 %

1 9

2 3

156,41◆

1 1 2.495

62.91,

根 室 海 区

計 画

実 續

達 成 率

8

1 4

1 8

1 8

3 3 0 , 8 0 0

2 3 5.3 3 6

7 1 . 1 %

2 8 9 , 8 8 0

1 8 0.4 6 4

・ 6 2 . 3 %

1 4

1 5

166,247

l 2 9 , 3 8 5

77.8ll

;際整以東海区

計 画

実 積

達 成 率

1 9

2 2

2 2

2 2

3 9.1 0  0

5 8.7 4 2

1 5 0 . 2 %

3 8 , 1 4 8

3 8 , 3 7 2

1 0  0 . 6%

2 3

2 8

63,125

4 2.773

67.8'l'

襟装以西海区

合 計 i 成 i
6 8

8 5

9 2

9 2

7 5 5 , 1 0 0

5 9 6 , 9 6 6

7 9 . 1 %

7 3 8 , 6 1 1

5 5 6 , 0 7 1 '

7 5 . 3 %

9 9

1 1 5

6 0  0,5l0

4 4 5.510

74.2;

註 )  1. 計画には、 そ上調査河川分は含まない。

2. 実積には、そ上調査河川分を含めた。

3. さけ採卵数(実績)には海産卵は含まないが、放流数の中には含まれる。

4. さくらます放流数には拡大再生産事業分(321千尾)を含まない。
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- さ く ら ま す か ら ふ と ま す
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水

系

数

実
施
箇
所
数

i
2 0

水

系

数

捕 獲 数

尾

8 , 9 0 0

3 , 8 3 9

4 3 . 1 %

3.2 0  0
2.2 2 3

6 9 . 5 %

採 卵 数

千粒

放 流 数

千尾

6 , 7 7 0

2 , 0 3 3

3 0 . 0 %

捕 獲 数

尾

採 卵 数

千粒

放 流 数

千尾

8

7

7 , 8 9 1

2.2 0 1

2 7 . 9 %

5 , 0 9 6

3 , 2 6 1

6 4 . 0 %

1 0

3

1 5

1 9

一o 7 , 8 0  0

1 7 l l), 3 0 0

3 1 0 . 2 %

3 6 , 8 8 4

1 0 6 , 6 8 3

2 8 9 . 2 %

1 8

1 7

2 7. 3 2 6

4 0.2 8 7

1 8 0 . 4 %

5

l

1 0

1 2

7

8

3.8 3 9

1 , 8 6 2

4 8 . 5 %

3

1 0

1 1

1 2

2.50 0

6 3 1

2 5 . 2 %

1 , 0 2 5

1 8 4

1 8 . 0 %

1 0

1 1

2.4 2 0

1 9 , 1 7 1

7 9 2 . 2 %

9

10

1 0

1 0

7.2 0  0
l

6 , 1 4 2

8 5 . 3 %

8.4 4 3

7 , 0 1 9

8 3 . 1 %

9

9

7 , 2 6 5

5.7 3 1

7 8 . 9 %

1 3

1 4

1 4

1 4

1 1.0 0 0

1 7 , 4 3 8

1 5 S . 5 %

5 , 7 9 1

5 , 9 7 8

1 0 3. 2 %

9 4 2

9 0 4

9 6 . 0 %

9

1 3

4 , 8 0 0

7.3 2 6

1 5 2 . 6 %

1

5

3

9

4

6

l , 8 0 0

3 , 6 1 9

2 0 1.1 %

2

7

5

1 0

7 5 4

5.9 6 2

7 9 0 . 7 %

2

4

22

32

2

4

6 0  0

1 3 8

2 3 . 0 %

1 9.9 0 0
1 2.3 4 2

6 2 . 0 %

6 8 0

9 8

1 4 . 4 %

1

4

2 8 6

8 0

2 8 . 0 %

5

9

1 , 4 0 0

1 , 0 9 4

t._ 7 S . 1 %

5 7 4

3 8 2

6 6 . 6 %

3 , 3 8 8

7 , 3 4 5

2 1 6 . 8 %

3 0

3 3

2 2 , 1 1 0

1 2.5 7 9

5 6 . 9 %

2 7 1 8 , 1 6 0

9 , 7 0 6

5 3 . 4 %

3 5

5 7

5 3

6 1

7 4 ,-o 0 0
2 0 2 .0 8 2

2 7 1 . 3 %

4 5 , 2 1 6

1 1 4.1 3 1

2 5 2 . 4 %

4 4 3 8 . 6 8 8

8 9.0 9 1

2 3 0 . 3 %
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魚 種 ひ め ま す ぺ に さ
、_
放 流 最_海 区

項 目 捕 獲  数

尾

採 卵 数

千粒

放 流 数

千尾

捕 獲  数

尾

採 卵 数

千粒

計 画

実 積

達 成  率

オホーツク海区

計 画

実 積

達 成 率

27,0 0 0

2 7 , 4 6 0

l 0 l.7%

4 , 860

2.5 4 9
5 2 . 4 %

2,0 0 0

1 , 5 4 7

7 7. 3 %

ー 、一

日 本 海 区

計 画

実 積

達 成 率

7 1 5

0

0.0

、 -
267

4 2 6

l 5 9 . 6'lb

9 0 0

0

0.0

4 8 6

0

0.0

根 室  海 区

計 画

実 積

達 成 率

様集以東海区

計 画

実 機

達 成 率

機装以西海区

計 画

実 積

通 成 率

27 ,0  0 0

2 7 , 4 6 0

1 0 1 . 7 %

4 , 8 6 0

2.5 4 9

5 2.49b

2 , 7 1 5

1 , 5 4 7

5 7. 0 %

9 0 0

0

0.0

4 8 6

0

0.0

2 6 7

4 2 6

1 5 9 . 6 l

合 計

1 4
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0

0.0
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数
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施
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千尾

採 卵 数

千粒

放 流  数

千尾

捕 獲  数

尾

採 卵 数

千粒

7 2

0

0.0

5 0

0

0.0

2 4 5 , 4 0  0

3 3 8 , 6 3 8

1 3 8 . 09b

2 3 3.5 5 7

2 8 4 , 0 8 0

1 2 1 . 6 %

1 9 4 , 0 1 9

1 7 7 , 6 8 5

9 1 . 6 %

一一
2 0 0

0

0.0

4 5 , 4 5 7

2 8 , 5 9 4

6 2 . 9 %

1 4 4

0

0.0

1 0 0

0

0.0

6 3 , 9 0 0

4 9 , 6 4 7

7 7 . 7 %

6 3 , 1 8 8

5 7.0 7 2

9 0 . 3 %

1 9 4.7 0  0

1 5 1.6 3 6
77 . o'9b

2 0 3 , 2 6 1

1 5 2 , 4 3 6

7 li. 0 %

1 6 9 , 4 6 l

1 2 5.9 7 1;

7 4 . 3 %

1 0 0

0

0.0

7 2

0

0.0

5 0

0

0.0

3 3 2 , 7 0  0

2 3 8 , 9 5 5

71 .8'lb

2 9 0 . 8 9 4

1 8 1 , 3 6 8

6 2 . 3 %

1 6 7.0 5 1
1 3 5 , 3 4 7

81 . 0 %

4 1.1 0 0
5 9 , 9 7 4

1 4 5 . 9 %

3 9 , 4 0  0

3 8 , 8 5 2

98 . 6%

6 6 , 7 9 9

5 0.1 9 8

7 5 . 1 %

4 0  0

0

0.0 :i 2 0 0

0

0.0

8 7 7 , 8 0 0

8 3 3 , 8 5 0

9 5 . 6 %

8 1 1 , 5 7 1

6 8 53l 3 0

8 4 . 4 %

6 6 0 , 5 7 8

5 4 6 ,2 8 0

8 2 . 7%

1 5



第 1 図  魚 種 別 成 積 図

r-- ひめます  0.4% 2 . 5 4 9 :F粒

( 注 )  各魚種の捕獲数, 採卵数と も沂上調査河川分を

加算してぃる。

(ただし, さ け 施1;tl分,14 ,o 42千粒を含まなぃ。)
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' 4 2 6千尾

1 . 5 4 7千尾

9 . 7 0 6千尾



第 2表 さけ海産卵(海産魚からの採卵)

n
1

ォ書一ツク海区

1

実 施 地 区 採 卵 数 l 収 容 事 業 場 実 施 者 海 区 実 施 地 区 採 卵 数 収 容 事 業 場 実 施 者

ウ ト ロ

常 昌

程 別

計

2 , 6 0  0n

1 0 4

2 8 0

2.9 8 4

岩 尾 別

北 見

蕩 別

ゥ ト ロ 漁 協

常 呂 漁 協

湧 別 漁 協

白 構

大 構

広 尾

捜 留

計

4 g千 lt

4 6 7

5 8 6

2 3 1

1.3 3 3

( 茶  路 )

大 樹

( 広  尾 )

( 旗 '観 )

自 構 観 協

大 樹 漁 協

広 尾 演 協

幌 泉 温 協

標集以東海区

羅 日

標 津

f 「

野 付

/ /

別 海

根 室

//

計

1. 9 1 0
4 2 6

9 2 1

1 , 4 3 4

4 9 9

2.6 7 8

8 9 9

8 0

8. 8 4 7

羅  臼

l
素 別

伊 茶 仁

計 根 別

( 床 丹 )

虹 別

( 薄 香 )

l ( ノ ッ カ マ ツ プ )
l

羅 日 漁 協

標 津 漁 協

//'

野 付 漁 協

/ /

別 海 漁 協

根 室 漁 協
a・

歌 別

仁 展 別

計

4 2 8

4 5 0

8 7 8

( 歌  別 )

( 様  似 )

構 似 漁 協

/ /様装以西海区

限 室 海  区 l
l
l
l

合 計 1 4.0 4 2

第3表  最近1 0カ年のさけ增殖事業成積(昭和3  9̃ 4 8 年度 )
'''二==二:二 __、 年 度
区 分  -・一一 ._. 3 9 4 0 4 1 4 2 4 3 4 4 4 5 4 6 4 7 4 8 1 o ケ年平均

来一 遊 量 (千尾 )

河川内捕獲数(千尾)

そ上率 ( % )

l;l 親魚捕獲数 (千尾 )

1i 比 ( % )

率親魚使用数(千一尾)

使用率 ( % )

操 卵 数 (千粒 )

l尾平始棚職 ( 粒 )

海産卵(千粒)

便 1l1,l 容 卵 数 ( 千 粒 )
取 容 卵  数 (千粒 )

収/仮  ( % )

・i, 出 尾 数 (千尾 )

・1l,/収 ( % )

;0 解 尾 数 ( 千 尾 )

給/ふ  ( % )

給/収 ( % )

i t 流 尾 数 ( 千 尾 )

_ 放/収 ( % )

3.8 l 4

5 9 3

1 5 . 5

2 0 4

3 4 . 6

1 6 7

8 1 . 5

4 1 0 , 9 2 5

2 , 4 6 4

2.5 0 2

4 l 3. 4 2 6
3 9 0 . 4 4 4

9 4 . 4

3 4 8.0 1 3
8 9 . 2

1 0 3.6 4 5
2 9 . 8

2 6 . 5

3 3 4 , 4 6 3

8 5 . 7

4 , 7 4 9

8 0 6

1 7 . 0

3 9 9

4 9 . 5

2 9 6

7 4 . 3

7 7 4.4 2 0
2. 6 1 0
1 7 1

7 7 4 , 5 9 1

7 0 6.3 4 6

9 1 . 2

5 9 3 , 6 .i 0

8 4 . 0

1 2 1 , 2 7 4

2 0. 4

1 7 . 2

5 4 9.2 7 8
7 7 . 8

3. 8 0 5
3 9 7

・ 1 0 . 4

1 7 1

4 3 . 2

1 3 3

7 7 . 7

3 4 2. 6 7 6

2 , 6 0 0

5, 8 9 5

3 4 8.4 7 9
3 4 8. 4 6 9

9 9 . 9

2 8 9 , 0 9 6

8 3 . 0

1 5 7 , 4 9 2

5 4 . 5

4 5 . 2

2 7 2 . 0 3 6

7 8 . 1

4 , 5 0 1

5 9 2

l 3 . 2

2 ll l 9

4 5 . 5

2 0 2

7 5 . l

5 3 8. 9 5 1
2 , 6 7 0

7 , 1 4 4

5 4 6.0 1 4
5 4 5 , 6 4 6

9 9 . 9

4 7 2.4 4 8

8 l5. 8

2 1 l.1 6 1

4 4 . 7

3 8 . 7

4 3 4 , 7 2 9

7 9 . 7

2.1 3 8
2 3 6

1 1 . 0

1 0 4- 4 4 . 0

8 9

'8 5. 6

2 3 5.0 8 6
2.6 5 0
6 , 6 6 0

2 4 1. 6 9 8
2 4 1 , 1 l 4

9 9 . 8

2 1 5 , 9 7 6

8 9 . 6

l 9 2. l 4 3
8 9 . 0

7 9 . 7

2 0 7 , 4 3 8

8 6 . 0

4. 1 7 3
5 7 8

1 3 . 9

2 2 3

3 8 . 6

1 9 9

8 9 . 3

4 7 2 . 5 2 9

2 , 3 8 0

3 , 4 2 0

4 7 5 , 3 4 4

4 6 1 , 6 2 8

9 7 . 1

3 8 9 , 5 0 4

8 4 . 4

2 7 6.5 1 9

7 l . 0

4 2 . 4

3 6 1.5 7 1
7 8 . 3

5.2 8 7
6 2 6

1 1. 8

2 8 6

4 5 . 6

2 3 5

8 2.3

5 4 6 , 6 2 0

2.3 2 0
1 3.1 1 2
5 5 9 , 7 3 2

5 5 6.5 8 9
9 9 . 4

4 6 7.1 l 8
8 3 . 9

3 2 7 , 1 2 1

7 0 . 0

5 8 . 8

4 4 2.1 0 1

7 9 . 4

7 , 6 5 2

8 4 5

1 1 . 0

3 4 4

4 0 . 6

3 0 9

9 0 . 1

7 5 1 , 7 5 5

2 , 2 1 0

9 , 2 0 8

7 6 0 , 9 6 3

7 4 8 , 6 5 1

9 8 . 4

6 2 4 , 9 4 2

8 3 . 5

4 3 5. 6 1 5
69.7

5 8 . 2

5 7 5.9 8 6
7 6 . 9

6. 9 5 7
6 1 4

8 . 8

2 7 4

4 4 . 6

2 4 9

9 0 . 8

5 9 7 , 2 2 9

2 , 3 9 8

7 , 5 3 5

6 0 4 , 7 6 4

6 0 .i ◆ 1 0

9 9 . 4

5 0 l l. 0 3 5

8 4 . 5

3 7 6. 9 6 9
7 4 . 2

6 2 . 7

4 7 5 , 8 0 5

7 9 . 2

8.3 2 1
5 9 7

7. 2

2 5 9

4 3 . 4

2 2 9

8 8 . 5

5 5 6 , 0 7 1

2.4 2 9
1 4 , 0 4 2

5 7 0.1 1 3
5 6 0 . 5 7 0

9 8 . 3

4 7 5 , 4 7 7

8 4 . 8

3 4 4 , 1 7 8

7 2 . 4

.6 1 . 4

4 4 5 , 5 1 0

7 9 . 5

5.1 4 0
5 8 8

1 2 . 0

2 5 3

4 3 . 0

2 l l

8 3 . 5

5 2 2 , 6 2 6

2.4 7 3
6. 9 6 9
5 2 9.5 l 2
5 1 6.0 4 7

9 7 . 8

4 3 1l;. 4 2 5
8 5.4

2 5 4 , 6 l 2

5 9 . 6

4 9 . 1

4 0 9 , 8 9 2

8 0.1
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S 7  さ け 増 殖 事 業

1 . さけの沿岸来遊概況

昭和 4  8年度の全道の来遊量(沿岸+河川 ) は 8  3 2万尾と戦後の最高を記録したo そのt群は4年
魚 で 4 6 0 万 尾 ( 5 6 % )が回帰し, 3 年 魚 は 3 2 0 万 尾 ( 3 9 % ) で, 3年魚としては比較的多い日

帰であったが, 5 年 魚は 3 2 万尾 ( 4 %弱)と少なかつたo

河川内そ上数(捕獲数)は, この記録的な豊漁にも抱らず59.7万尾にとどまり, 源上率は7.2 % と
最低を記録したo

本年度の計画目標は親魚捕獲数755千尾, 採卵数 7 3 8 , 6 1 1 千粒を日標に 8 6水系, g 4捕獲採
卵場で実施した。 これらの実積と前年度の対比は第1表のとおりである。
第 1 表  事業計画と実積ならびに前年との比較

区 分
昭 和 4 8 年 度 昭和4  7年度

実 積

前年度との

対比增減△計 画 数 実 積 達 成 率

捕 獲 数 ( 尾 )

採 卵 数 ( 千 粒 )

放 流 数 ( 千 尾 )

7 5 5 , 1 0  0

7 3 8 , 6 1 1

6 0  0 ,548

5 9 6 , 9 6 6

5 5 6.0 7 1
4 4 5.5 1 0

7 9 . 1 %

7 5 . 3

7 4 . 2

6 1 4.2 3 9
5 9 7.2 2 9
4 7 5.8 0 5

△ 1 7.2 7 3
△ 4 1.1 5 8

△ 3 0 , 2 9 5

各海区の状況は次のとぉりである。

(1) ォホーツク海区

この海区の来遊量は3. 2 3 6 千 尾 ( 沿 岸 3 , 0 8 0 千 尾, 河川156千尾)でこれは戦後最高を記録し
た前年 ( 3 , 4 6 4千尾 )に次ぐものであり ,  3年続きの豊漁となったo

来遊魚のt群は 4年魚で 6 4 . 4 %を占めたoまた, 3 年魚は 3 1 . 9 %であった o 特 に, この4年魚は
第4次の漁業権切替えにより漁期の短縮を行ない, 親魚の河川;lli上を促して, 従来の2倍近い放流を行

なった時のもの, 即ち, 1 9 6 9 年 級 群 で,前年は3年魚としても大量に回帰して好漁に寄与した群で

あり, 3 , 4年魚で回帰したものの回帰率は4 %以上と高い値を示しているo

一方,河川捕獲は豊漁にも抱らず, 計画数 ( 1 7 9 千 尾 ) を 下1国 る 1 5 5 千 尾 ( 計 画 の 8 7 % ) に と
どまったo河川沂上1率は4.8 %であったo  - .j ,_ .
(21 日 本 海 区

この海区の来遊量は41千尾(沿岸22千尾, 河川19千尾)と前年を下l国る来遊であったo

来遊魚の主群は4年魚1t 4 5 . 4 %であったが, 3 年 魚 も 3 5 . 3 % とやや高い比率を占めたo
河川捕獲は19千尾, 河川沂上l率は46.3 %であったo

この捕獲数は前年より約1 o千尾l:l1国るもので,天塩川,石狩川が前年のような1l l i上がみられなかっ

たことによるものであるoしかし厚沢部川は4年魚 ( 5 5 . 9 % ) , 3 年 魚 ( 2 7 . 1 % ), 2 年 魚 ( 1 5.

6 %)の構成による来遊群で好漁したのが特筆される。

-l 9-



3) 根 室 海 区

この海区の来遊量は2 , 4 4 6千尾(沿岸2 , 3 1 8千尾, 河川1  2 8 千 尾 ) で, 最も多かつた1昨年に

匹敵する量であり., 4年続きの豊漁となった。

来遊魚の主群は4年魚で50.4 %を占めたoしかし,  3年魚も多く 4 6 . 2 %回帰しており, 3年魚と

して, このように多く回帰したのは過去に例をみない。 そして, その半分は標津川系であったo

河川捕獲数は計画 ( 1 7 6 千尾 )の 7 3 %に当る128千尾の実積に終つたo河川沂上率は5.2 %と

この海区の最低であった。

(41 様裳以東海区

この海区の来遊量は1 , 9 2 0千尾(沿岸1. 6 8 5 千 尾, 河 川 2 3 5 千 尾 ) で, 戦後最高であった 4 0

年 ( 1. 9 6 0千尾)に匹散する豊漁であった。
これは十勝川系ば力・りでなく, 釧路川系の回帰魚が非常に多く, また, 歴舟川, 広尾川系も例年より多
く回帰したためであるo

来遊魚の主群は4年魚で53 . 3 %であり, 3 年魚も 3 7 . 5 % と多く出現しており, これは釧路川が壤

著であったo

本年の来遊について特堂すぺきことは, 従来,十勝川系は来遊時期が早く, 1 o月末には漁が終了す

るが, 今年は終期になって新しい1群が来遊したことである。 この魚群はすぺて3年魚であり, 雄が多

かつたo これらの魚群は45年に来遊時期の通いォホーツク海区系の卵を約1. 0 0 0万粒移殖したもの

の回帰魚と判断された。そして, その量も沿岸, 河川で3̃ 4万尾と推定され, 数量的には既存資源の

比ではない力, 新しい資源の造成ということで興味ある結果が得られた。

一方, 河川捕獲は計画数 ( 3 3 2 千尾 ) の 7 1 %に当る 2 3 5 千尾に とど まったo河1l所上率は122%
と, この海区としては最低であった。

(5) 様裳以西海区

この海区の来遊量は6 7 8千尾 (沿岸6 1 9千尾, 河川59千尾)と戦後の最高を記録し, 前年の2

倍という好成積であった。

ところで, この海区で漁獲される魚群は, この海区系のほかに, 様装以東海区系, 本州系から成つて

おり, この海区系のものは560千尾程度,標装以東系は日高沿岸で70千尾程度, 本州系は目高解

と道南太平洋域で50千尾程度と推定された。 .

来遊魚の主群について主要河川別にみると静内川は3年魚で45.1 %, 遊楽部川は4年魚で85 . 4 l,

茂辺地川は3年魚で83 . 9 %, 知内川は3年魚で7 9 . 8 %であったo

一方, 河川捕獲は計画数 ( 4 0 千尾 ) に対して 1 4 8 %に当る59千尾と計画目標を越した唯一の構
区であった o

河川沂上率は8.7 %であった。

-2 0-

2, 沿岸漁業と再生産用親魚の確保

北海道沿岸に来遊するさけ資源は, ほとんどが人工i化事業によるものであり, その漁業は大部分が

さけ定置相漁業によって占められている。 ・

新の沿岸来遊資源の回帰率は, 年級群計算による4ケ年平均 ( 4 1 - 4 4 年級群 ) で 2 . 2 %と従来
の2倍近い好率となっており, 46年度より豊漁が続き, 本年は832万尾と戰後最高の来遊となって

いるo

ところで, さlナ資源の維持拡大のためにはその再生産に必要な親魚を河川に折上させ, 計画的な增殖

が計られねばならないが, 昨年より河川折上率は10 %を割り, 本年は7. 2 %にとどまり, 増殖に必要

な親魚の計画数を下l日つており, このため, 再生産用親魚の必要量を計画的に確保-j' 'るための措置が必
要となっている。

48年度のさけ定置細の許可続数は全道で564ケ統であり, その支庁別, 海区別の内容は第2表の

とぉりであるo

第 2 表  昭和4  8年度さけ定置相の許取数

海 区 支 庁 支 庁 別 統 数

1 0 7

海 区 別 統 数

オ ホ - ツ ク 細 走 1 3 1

宗 谷 3 5

留 ll 1 5

1 6
日 本 石 狩

4 8

後 志 6

情 山

根 室 1 4 5

篠 装 以 東

根 室 1 7 l

1 2 5all 路 ・ 'i-?- , 6 2

十 勝 2 9

日 高 8 1

2 6襟 裳 以 西 胆 振 1 1 5

渡 島 1 6

計 5 6 4 5 6 4

-2 1-



第 3 表  海区別のさけ沿岸漁獲数, 河川捕獲数, 河川そ上率
沿岸, 河川(千尾 )

単位(
そ 上 率 (  % )

tK 1 9 6 7

4 2 年度

:L 9 6 8

4 3 年 度

l 9 6 9

4 4 年度

l 9 7 0

4 5 年 度

1.3 6 3
2 2 1

1.5 8 4

14.0

9

7

・ 1 6

43.8

1.9 2 4

1 1 3

2 , 0 3 7

5.6

1 9 7 l

4 6 年 度

1 9 7 2

4 7 年 度

l 1 9 7 3
l 4 8 年度

オ

ホ
l
ツ

ク
海
区

沿 岸

河 川

合 計

そ 上 率

1.3 1 7

4 8

1 , 3 6 5

3.5

7 6 9

3 3

8 0 2

4.1

1.3 2 1
1 7 7

1.4 9 8

11.8

2 , 6 9 1

1 2 3

2 , 8 1 4

4.4

3.2 4 9

2 1 5

3.4 6 4
6.2

3 , 0 8 0

1 5 6

3.2 3 6

4.8

日

本

海

区

沿 岸

河 川

合 計

そ 上 率

4 7

1 2

5 9

20.3

3 3

1 7

5 0

34 . 4

1 5

9

2 4

3 7.5

9 9 9

1 8 9

1. 1 8 8

l 5 . 9

1 8

1 7

3 5

48.6

2.3 3 4

1 4 9

2.4 8 3

6.0

2 1

3 1

5 2

59.4

2 2

1 9

4 l

46.3

根

室

海

区

沿 岸

河 川

合 計

そ 上 率

1.4 4 0

1 6 3

1 , 6 0 3

10 .2

5 6 1

8 6

6 4 7

13.3

1.6 8 4

9 6

1.7 8 0

5.4

2.3 l 8

1 2 8

2 , 4 4 6

5.2

標
基
以
東
海
区

沿 岸

河 川

合 計

そ 上 率

8 0 3

3 5 3

1.1 5 6

30.6

3 2 9

8 5

4 1 4

20 . 5

9 7 7

1 9 1

1 , 1 6 8

16.4

2 8 3

1 2

2 9 5

4.1

1.1 4 3

2 6 2

1.4 0 5

1 e.7

1.3 2 3

5 2 3 .

1.846・

28.3

1.0 8 3

2 3 5

1.3 1 8

17 .8

3 0 6

3 7

3 4 3

10.8

1. 68S

2 3 5

1.920

12.2

標
装
以
西

海
区

沿 岸

河 川

合 計

そ 上 率

3 0 2

1 6

3 1 8

5.0

2 1 0

1 5

2 2 5

6.5

2 1 3

2 3

2 3 6

9.8

4 4 1

3 3

4 7 4

7.0

6 , 8 0 7

8 4 5

7.6 5 2
11.0

6 l 3

59

6 7 8

8.7

全

道

計

沿 岸

河 川

合 計

そ 上 率

3.9 0 9

5 9 2

4 , 5 0 1

13 . 2

1.9 0 2

2 3 6

2.1 3 8

1 1 . 0

3.5 9 5
5 7 8

4 , 1 7 3

. 13 . 9

4 , 6 5 1

6 2 6

5 , 2 7 7

11.8

6 . 3 4 3

6 1 4

6.9 5 7

8.8

7.724
597

8.321

r.:l

註 1. 千尾未満の数字は四捨五入してまとめた。

2. 河川そ上率とは, 河川捕獲数+(沿岸漁獲数+河川捕獲数)である。

-2 2-

第 4表  昭和 4  8年度さけ年令組成(北海道河川)

海区 l 河 川 名 年 令 組 成 ( ,lt )
標本数 備 考

2 年 魚 3 年 魚 4 年 魚

54 .6

7 5 . 5

88 . 0

5 年 魚

1.8

1.0

2.0

3.3

15.5

6.8

1.8

6 年 魚

斜 里 川

綱 走 川

常 呂 川

湧 別 川

徳 志 別 川

幌 別 川

屯 別 川

0.4

0.5

2.0

13.4

8.6

50 . 3

43.2

23.0

8.0

22 . 6

55.6

56 . 4

28.5

4 5 2

2 0 8

1 0 0

6 6 7

4 5

8 8 2

1 6 5

オ

ホ

l

ツ

ク

海

区

7 4 . 1

15 .5

28 .2

19 . 4

45.8

3.6

46.5

30.5

55.9

日

本

海

区

天 塩 川

暑 寒 別 川

石 狩 川

利 別 川

厚 沢 部 川

6.3

44.7

5 9 . 5

2 7 . l

47 . 9

95.4

3.7

4.8

1.4

4 8

1 9 6

7 4 8

4 5 9

7 5 0

1.0

5.1

5.2

15 .6

根

室

海

区

羅 自 川

薫 別 川

伊 茶 仁 川

標 津 川

西 別 川

風 蓮 川

1.1

0.5

0.7

4.0

64.2

75.5

27.3

55.5

34.8

29.9

34 .4

18 . 7

61 . 1

42.2

63.0

60.6

0.3

5.8

11 .1

1.6

2.2

5.5

2 8 8

1 5 5

5 5 8

5 5 5

2 2 7

2 5 4

篠

装

以

東

海

区

接
集
以
西
海
区

別 寒 辺 牛 川

音 別 川

釧 路 川

十 勝 川

歴 舟 川

静 内 川

遊 楽 部 川

茂 辺 地 川

知 内 川

15 .9

33.3

48.0

28.6

56.6

45.1

10 .5

8 3 . 9

7 9 . 8

56.1

66 . 7

47 .5

58.5

43.4

24.2

85.4

1 0 . 3

16 . 7

28.0

・3;3- '
12.6

4 7 8

3 6

1.1 3 5

6 5 8

7 6

0.7

0.3

12 .4

0.7

5.8

18 .3

3.4

3.5

1 5 3

1 , 2 8 4

4 1 5

1 1 4
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第 5 表  昭和 4  8年度さけ年令組成(本州河川)

海区 河 川 名
年 令 組 成 ( lt ) 標本数 備 考

2 年 魚 3 年 魚 4 年 魚 5 年 魚 6 年 魚

奥 入 構 川

馬 渊 川

新 井 田 川

津 軽 石 川

厳 笠 川

大 川 川

新 田 川

請 戸 川

1定. 怒 川

那 珂 川

7

2 5

6 5

9

3

6

3 l

1 9

5 3

3 3

5 0

3 5

6

2 2

5 7

5 4

5 8

5 0

3 6

5 5

4 3

3 7

2 9

5 7

3 7

4 0

1 1

3 0

1 1

1 2

4 2

1 8 5

1 1

3 6 4

3 0 0

1 9 5

1 0 7

1 7 8

1 2 9

6 9

太

3

1 2

3

平

洋

雄 物 川

奈 會 川

最 上 川

月光(牛l度川 )

月光(滝渕川)

三 面 川

信 演 川

神 通 川

庄 川 川

8.1

4.1

1 0 . l

7.6

12 .9

9.5

5 4 . 4

55.0

7.0

46.8

38.8

l 7 3 . 9
l 35.4
40.3

l
4 7 . 2

1 7 . 5

3 0. '1l

1 51 .3

44.3

55 .8

10.1

53.5

44.3

37.0

24 .6

14.3

38.3

0・8

1.3

5.9

3.5

2.5

6.3

3.5

_
3.4

2 3 5

1 4 7

6 9

1 9 8

2 0 1

1 2 7

5 7

1 8 9

1 l 5

; 一 ,

-2 4

第 1 図  海 区 別 事 業 成 積

l 9 , 3 3 3 尾
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第 6 表  昭 和 4  8 年 度 海 区 別 さ け 事 業 成 演 集 計 表

二
捕 獲 採

捕 獲 数 率 親 魚

使用数

率親魚

使用率

率 比
率 合 計

尾
7 4.9 9 6

8 , 9 1 1

6 2 , 1 2 6

9 0 , 5 5 2

2 2.1 5 6

尾
8 0 , 5 0 3

1 0 , 4 2 2

6 5 , 9 3 0

1 4 4 , 7 8 4

3 6.5 8 6

尾
1 5 5.4 9 9

1 9.3 3 3

1 2 8 . 0 5 6

2 3 5 , 3 3 6

5 8.7 4 2

%
48・2

4 6.1

4 8 . 5

38.5

3 8 . 4

尾一

7 3.0 9 7

8 , 3 9 2

5 9 , 3 2 8

7 0.0 2 9

l 8.0 6 7

%
9 7 . 5

9 4 . 2

95.5

77 .3

8 1 . 5

オホーツク海区

日 本 海 区

根 室 海 区

複l裳以東海区

:際裳以西海区

合 計

前 年 度/
3 3 8.2 2 5

3 3 9 , 9 0 9

5 9 6.9 6 6

6 l 4 , 2 3 9

4 3 . 3

4 4 . 7

2 2 8.9 1 3

2 4 9.0 2 7

88 .5

9 0 . 8

第 7 表  昭 和 4  8 年 度 支 場 別 さ け 事 業 成 績 集 計 表

二
捕 獲 . 採

捕 獲 数 率組魚

使用数

字親魚

使用率率 6 計

率 比

北 見 支 場

根 室 支 場

十 勝 支 場

天 塩 支 場

千 歳 支 場

渡 島 支 場

尾
7 3.1 6 6

6 2 , 1 2 6

9 0.5 5 2

2 , 8 0 2

7.4 7 9

2 2 , 6 1 6

尾
7 7.7 0 6

6 5 , 9 3 0

1 4 4.7 8 4

4.0 3 3

9.1 4 4

3 6.6 2 8

尾
1 5 0 , 8 7 2

1 2 8 , 0 5 6

2 3 5 , 3 3 6

6 , 8 3 5

1 6 , 6 2 3

5 9 , 2 4 4

%
48.5

48 .5

38 .5

41.0

45 .0

38.2

尾
7 l , 5 7 7

5 9 , 3 2 8

7 0 , 0 2 9

- 2 , 3 2 6
6 , 6 2 3

1 9 , 0 3 0

%
9 7 . 8

95 .5

7 7 . 3

83.0

88.6

8 4 . 1

合 計

前 年 度

2 5 8.7 4 1

2 7 4 , 3 3 0

3 3 8 , 2 2 5

3 3 9 , 9 0 9

5 9 6 , 9 6 6

6 1 4.2 3 9

43 .3

44.7

2 2 8 , 9 1 3

2 4 9.0 2 7

88 . 5

90 .8

-2 6-

llp 成 演 ふ 化 放 流 成 績

平 均

採卵数

採卵数 実施期間 収容卵数 ふ出尾数 ふ出率 放流尾数 放流期間

粒
2 , 3 9 7

2 , 6 9 3

2.3 5 0

2 , 5 7 7

2.1 2 4

千お1
1 7 5 , 1 9 6

2 2.6 0 0

1 3 9 , 4 3 9

1 8 0 , 4 6 4

3 8.3 7 2

9 . 1̃ 1.16

9 . 1 ĩ 2 3 1

g. 1̃ 1.10

9 . 1̃ 2.12

9. 1 1̃ 2a1

. 千粒
1 4 8 , 3 5 6

4 3.1 3 9

1 4 2 , 6 5 0

1 6 8 , 8 9 9

5 7 , 5 2 6

千尾
1 2 9.8 3 6

3 5 , 2 6 2

1 1 9.4 7 5

1 4 3.1 9 5

4 7 , 7 0 9

4 7 5 , 4 7 7

5 0 8 , 0 3 5

%
87.5

81.7

8 3 . 8

84 .8

8 2 . 9

千尾
1 2 6.3 6 5

3 4 , 4 9 2

1 1 2 , 4 9 5

1 2 9 , 3 8 5

4 2 , 7 7 3

4 4 5 , 5 1 0

4 7 5.8 0 5

2 . 1 2̃6 . 1 5

2 . 10̃6 . 2 6

3 .15̃6 .15

3. 1̃5 .31

2. 1̃5 . 13

2 , 4 2 9

1 2 , 3 9 8

5 5 6 , 0 7 1

5 9 7.2 2 9に:: :::: 84 . 8

8 4 . 5

2. 1̃6 . 2 6

2. 1 6̃.3 0

卵 成 績 ふ 化 放 流 成 積

平 均

採卵数

採卵数 実施期間 収容卵数 ふ出尾数 ふ出率 放流尾数 放流期間

粒
2.3 8 7

2 , 3 5 0

2 , 5 7 7

2.8 9 6

2 , 5 1 2

2 , 2 0 5

千粒
l 7 0 , 8 2 8

1 3 9 , 4 3 9

1 8 0 , 4 6 4

6.7 3 7

1 6.6 3 8

4 1 , 9 6 5

9. l-- 1 . l 6
g. 1 ̃ 1.1 0

9 . 1̃ 122

g. 1̃  1.10

9. 1 1̃ 2 2 5

9.1 0~12 3 1

千粒
1 3 5 , 3 8 2

1 4 2 , 6 5 0

1 6 8 , 8 9 9

2 3.5 4 8

4 0 , 4 1 3

4 9 , 6 7 8

千尾
1 1 8.4 4 0

1 l 9 , 4 7 5

、--
1 4 3 , 1 9 5

2 0.5 7 1

3 2.5 3 9

4 1.2 5 7

%
87 .5

83 . 8

8 4 . 8

8 7 . 4

80 . 5

83 . 0

千尾
1 1 5 , 5 1 7

1 1 2 , 4 9 5

1 2 9.3 8 5

1 9.0 0 8

3 0 , 7 9 9

3 8.3 0 6

2.12̃6 .15

3.15̃6.15

3. 1- 5 .31
4 .15̃6 . 2 6

2 .20̃6. 8

2. ; ̃5 . 24

_二::に::9. 1̃ 2ユ2

8 . 1̃ 1.15 :::: 4 7 5 , 4 7 75 0 8.0 3 5

8 4 . 8

84 . 5

4 4 5 , 5 1 0

4 7 5 , 8 0 5

2. ●̃6.2 6

2. 1̃6.3 0
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第 8 表  昭 和 4 8 年 度 海 区 ・ 水 系 別 さ け 親 魚 捕 獲 ' 採卵成績表

海区 水 系
捕 獲

採卵場

所 管

事 業 場

捕 獲 数 使 用 親

率 3 計 率

0 -

ル シ ヤ

岩 尾 別

奥 薬 別

斜 里

1操 琴

網 走

/ /

小 計

能 取 湖

常 昌

ライトコロ

佐呂間別

場 別

清 精

興 部

操 興 部

雄 武

幌 内

徳 志 別

北見幌別

頓 別

尾
0

2.8 3 3

2 , 1 5 7

2 2.3 0 5

1 , 2 1 6

2 6.8 9 3
1 , 8 8 0

2 8.7 7 3
0

2 , 5 0 1

9 6

4 4 6

1 1 , 0 2 0

7 3 4

4

・ 4

4

1 , 0 7 3

9 0 9

6 l 0

3 1 1

尾
0

3,5 1 7

2 , 1 5 1

1 7.7 9 5

1 , 7 8 5

3 8 , 8 2 7

1.7 3 0
4 0.5 5 7
0

1 , 4 2 8

6 5

3 7 7

7 , 6 2 0

9 8 8

1 2

1 3

1 4

1 , 3 8 4

1 , 1 2 9

1 , 0 3 0

6 3 8

尾
0

6 , 3 5 0

4 , 3 0 8

4 0 , 1 0 0 (

3,0 0 1

6 5 , 7 2 0

3 , 6 1 0

6 9 , 3 3 0  Q

0

3 9 2 9 5

1 6 1

8 2 3

1 8 , 6 4 0 ,

1 , 722

1 6

l 7

1 8

2 , 4 5 7

2.0 3 8 0
1 , 6 4 0 l

9 4 9 (

尾
0

2.8 3 3

2 , 1 3 1

2 2 , 0 4 8

1 , 2 1 3

2 f l , 0 1 2

1 , 8 7 3

2 7 , 8 8 5

0

2 , 4 8 4

8 7

4 0 5

l 0 , 9 5 7

7 3 4

0

』

1

7 9 9

7 2 2

4 9 5

3 0 3

尾一

0

8 2 4

7 6

7.9 6 0

6 9 8

9 , 8 0 1

9 2 2

1 0 , 7 2 3

0

7 4 1

4 9

1 9 6

3 , 1 8 0

2 t1 5

0

0

1

. 3 5 6

2 8 4

1 7 7

1 7 1

ル シ ヤ

岩 尾 別

奥 築 別

斜 里

操 琴

網 走

西 網 走

岩 尾 別

/ /

斜 里

/ /

操 琴

網 走

/ /

/ /

北 見

1

/y

場 別

渚 滑

//

/ /

幌 内

/ /

徳 志 別

歌 登

頓 別

オ

ホ

※
I

※
ツ

能 取 湖

常 昌

ライトコロ

佐昌間別

揚 別

渚 滑

興 部

操 興 部

雄 武

幌 内

徳 志 別

北見幌別

頓 別

ク

海

※

区

海 区 計
本 年 度

前 年 度

7 4.9 9 6

1 0 2 , 2 7 1

8 0 , 5 0 3

1 l.2.7 3 7

1 5 5.4 9 9

2 1 5.0 0 8

7 3.0 9 7

9 9.4 0  0

2 5 , 7 0 1

3 5.5 1 1

天 塩

/r

/ /

小 計

増 幌

小 平 葉

天 塩

中 川

下 中 川

天 ・ 塩

中 川

/ /

5 2 4

4

2 3 2

7 6 0

0

3

7 6 3

1 4

3 1 4

1 , 0 9 1

0

8

1.2 8 7

1 8

5 4 6

1 , 8 5 1 y

0

1 1

3 7 8

2

2 1 8

5 9 8

0

1

7 1

2

97

1 7 0

0

0

日

li;三 增 観

小 平 葉

中 川

/ /

-2 8-

※ 沂上調査河上

魚 数
採 卵 数 増 減 卵 数 仮収容卵数 :言基 平 均

採 卵 数

粒

2.5 0 7

2.2 1 6

2.3 8 5

2.3 4 2

2 , 3 4 1

2,1 8 4

2 , 3 3 1

0

2 , 4 0 0

1 , 5 4 0

2 , 3 6 8

2 , 5 0 5

2 , 5 4 4

0

0

2,0 0 0

2 , 7 5 1

2 , 7 8 3

3.0 1 2

2 , 8 6 5

実 施 期 間

- 計

一 尾
0

3 , 6 5 7

2 , 2 0 7

3 0 , 0  0 8

1.9 1 1
3 5.8 1 3

2 , 7 9 5

3 8 , 6 0 8

0

3 , 2 2 5

1 3 6

6 0 1

1 4 , 1 3 7

9 9 9

0

0

2

1 , 1 5 5

1,0 0 6

6 7 2

4 7 4

9 8.7 9 8

1 3 4 , 9 1 1

千粒
0

7 , 1 0 2

4 , 7 2 2

5 2.5 9 5

2 , 8 4 1

6 0 , 9 0 2

4 , 0 9 0

6 4.9 9 2

0

5 , 9 6 1

1 3 4

9 5 9

2 7 , 4 5 5

. 1.8 6 7

0

0

2

2 , 1 9 8

2.0 0 9

1.4 9 1
8 6 8

千粒

海 2 , 6 0 0

千粒
0

9 , 7 0 2

4.7 2 2

5 2 , 5 9 5

2 , 8 4 1

6 0.9 0 2
4.0 9 0

6 4.9 9 2

0

6.0 6 5

1 3 4

9 5 9

2 7 , 7 3 5

1.8 6 7

0

0

2

2 , 1 9 8

2,0 0 9

1 , 4 9 1

8 6 8

%

1 0  0.0

9 8 . 8

9 8 . 8

ol Cl. 8

9 6 . 7

99 .6

9 6 . 9

0

(l 9.3

90.6

90 .8

9 9 . 4

l 0  0.0

0

0

25 . 0

7・l.5

79 . 4

81.1

97.4

月 日 月 日

1 0 . 1 1̃1 2 . 3 1

9 . 1 1̃ 1 2 . 1 ( l、

9. 1̃1 2 . 2 4

1 0 .  1̃1 2 . 2 4

9 . 1 1̃ 1. 5

1 0 . 2 1̃ 1 . 1 6

海 1 0 4 9. 1̃1 2 . 2 4

1 0 . 1 0̃1 1 . 2 7

1 0 .  1̃ 1 2 . 3 0

9. 1̃ 1. 7

1 0 .  1̃1 2 . 3 1

1 1 . 1 0̃1 2 . 2 0

1 1 . 1 0̃1 2 . 2 0

9 . 2 3̃1 2 . 2 4

9 . 2 0̃1 2 . 2 7

g. l̃ 1 . 1 0

9 . 1 1̃1 1 . 1 9

9 . 1 1̃1 2 .  7

海 2 8 0

1 7 5 , 1 9 6

2 1 8 , 1 7 6

1,0 0 9

5

6 3 2

1.6 4 6

0

3

海 2 , 9 8 4

海 3 , 5 8 2

1 7 8. l 8 0
2 2 1 , 7 5 8

97.5

97 . 2

2 , 3 9 7

2.1 9 5

9. 1̃ 1 . 1 6

9. 1̃ 1 . 1 2

4 4 9

4

3 1 5

7 6 t;

0

1

1,0 0 9

5

6 3 2

1 , 6 4 6

0

3

7 2 . l

50.0

94 .0

78.7

33 . 3

2 , 6 6 9

2,50  0

2 , 8 9 9

2 , 7 5 3

3,0 0 0

9. 1̃1 0 . 3 1

1 0 .  1̃1 1 . 3 0

9. 1̃1 2 . 2 0

9. 1̃ 1 2 . 2 0

9. 1̃1 2 . 3 1

9. 1̃ 1 2 . 3 1

-2 9-



海区 水 系
捕 獲

採卵場

所 管

事業場

捕 獲 数 使 用l-i-、
0、
i
0

1 1 1

8 2 3

6

1 1 7

3 4 2

1 ,260

率 0 計 率

※

日

本

海

区

信 砂

号 寒 別

石 狩

余 市

朱 太

利 別

厚 沢 部

信 砂

身 寒 別

西 越

余 市

朱 太

冷 水

厚 沢 部

尾
1

2 0 8

4 , 5 2 2

1 8

2 2 8

7 7 4

2.3 9 7

尾
0

1 3 7

4 , 1 3 8

2 8

2 7 9

9 5 3

3.7 8 8

尾
1

3 4 5

8 , 6 6 0

4 6

5 0 7

1.7 2 7

6. l 8 5

尾
1

2 0 6

4 , 2 7 0

1 0

2 0 6

7 4 2

2 , 3 5 8

天 塩

・l1l

千 : t

'y

尻 別

利 別

厚 沢 部

海 区 計
本 年 度

前 年 度

8 , 9 1 1

1 4.1 9 6
1 0 , 4 2 2

1 6 , 6 4 3

l 9 , 3 3 3

3 0 , 8 3 9

8 , 3 9 2

1 2 , 0 7 2

2 , 8 29

4.1 0 5

ル サ

サルシイ

羅 日

植 別

元崎無異

崎 無 異

意 別

古 多 糠

忠 類

伊 茶 仁

標 津

l l

小 計

当 幌

春 別

味 丹

西 別

矢 自 別

風 通

別 当 色

ル サ

サシルイ

羅 自

植 別

元崎無異

崎 無 異

意 別

古 多 接

忠 類

伊 茶 仁

標 津

3 l 線

羅 自

/ /

/ /

/ /

/

//'

意 別

伊 茶 仁

/ /

/ /

根 室

中 標 津

t計 根 別/ //虹 別浜 中//厚 床

8 3

3 2 1

4 , 3 4 3

9 2 6

l 5 l

4 9 7

3 1 6

1 2 3

1 , 0 8 3

1 , 2 4 9

2 2 , 3 5 7

0

2 3.3 5 7
3 , 1 3 S

6 5 2

1 , 5 7 2

l 2 3 5 0 4

4 0

5 7 8

1 , 0 0 7

1 4 5

3 6 0

5 , 3 3 5

8 9 0

l 7 7

5 9 4

3 8 7

2 5 2

7 3 5

7 9 6

2 8 , 1 8 7

0

2 8.1 8 7
3.0 7 4
4 9 2

1 , 2 8 8

2 1.5 8 0
2 2

5 2 3

9 3 1

2 2 8

6 8 l

9 , 6 7 8

1 , 8 1 6

3 2 8

1.0 9 1
7 0 3

3 7 5

1 , 8 1 8

2.0 4 5
5 0.5 4 4
0

5 0 , 5 4 4

6 , 2 0 9

1 , 1 4 4

2 , 8 6 0

4 5 , 0 8 4

6 2

1 , 1 0 1

1 , 9 3 8

7 6

2 8 6

3.9 9 9

8 7 8

1 3 3

4 6 8

3 0 2

1 1 4

1.0 6 7
1 , 2 2 9

2 0 , 6 6 7

0

2 0.6 6 7
3.0 0 7

6 2 7

1.5 1 3
2 3 , 1 9 7

4 0

5 4 8

9 9 0

6 2

2 0 5

2 ,019

3 9 4

6 3

2 0 8

1 5 8

5 3

4 0 3

4 6 3

7.6 0 1

0

7,601

1 , 487

4 6 9

1 ,249

9,200

11

2 51

7 8 0

根

室

海

当 概

春 別

l床 月

西 1lll

矢 自 別

風 通

別 当 整

区

-3 0-

良 数

計
採卵数 增減卵数 仮収容卵数

率親魚

使用率

平 均

採卵数
実 施 期 間

- 尾
1

3 1 7

5 , 0 9 3

1 6

3 2 3

1 , 0 8 4

3 , 6 1 8

千粒
3

7 1 7

1 1.0 1 8
3 0

5 8 3

2 , 0 9 6

6 , 5 0 4

千粒 千粒
3

7 1 7

1 1.0 1 8
3 0

5 8 3

2 , 0 9 6

6 , 5 0 4

%
1 0 0 .0

99.0

94.4

55.5

90.3

95 . 9

9 8 . 4

粒
3.0 0 0

3.4 8 1

2 , 5 8 0

3.0 0 0

2.8 3 0

2.8 2 5

2.7 5 8

月 日 月 日
9. 1̃1 1.3 0

9. 1̃1 1 . 3 0

9. 1̃ l 1 . 3 0

9 . 1 1̃1 1 . 3 0

9 . 1 0̃1 2 .  1

9. 2 1̃1 1 . 2 0

9 . 2 3̃1 1 . 2 5

1 1 , 2 2 1

1 6 , 1 7 7

2 2 , 6 0 0

3 4 , 5 0 4

2 2 , 6 0 0

3 4 , 5 0 4

94.2

85 .0

2 , 6 9 3

2 , 8 5 8

9. 1̃ 1 2 . 3 1

8 . 1 6̃ 1 2 . 1 9

1 3 8

4 9 l

6 , 0 1 8

1.2 7 2

1 9 6

6 7 6

4 6 0

1 6 7

1 , 4 7 0

1 , li 9 2

2 8.2 li 8
0

2 8 , 2 li 8

4.4 9 4

1 , 0 9 5

2.7 li 2
3 2 , 3 9 7

5 7

8 0 5

1 , 7 7 0

1 5 4

5 9 5

8.5 3 0

1 , 7 7 7

2 8 0

1.0 1 0

6 l 9

2 4 6

2,40 0

2.8 6 8

4 8.1 5 5
0

4 8 , 1 5 5

7.3 0 9
1 , 4 8 4

3.7 2 5
5 5 , 7 3 9

9 8

1 , 3 7 9

2.6 3 5

1 5 4

5 9 5

1 0 , 4 4 0

1 , 7 7 7

2 8 0

1.0 1 0

1 , 0 4 5

2 4 6

2 , 4 0  0

3.7 8 9

4 8.1 5 5

0

4 8.1 5 5

8.7 4 3

1.4 8 4
4 , 2 2 4

5 8 , 4 1 7

9 8

1 , 3 7 9

2 , 6 3 5

91 . 6

89.1

92.1

9 4.8

8 8.1

94.2

9 5 . 6

92.7

98.5

98.4

92.4

0

92 .4

ii '

.g

96 .2

96.2

98.7

100 . 0

94 .8

98 .3

2 , 0 2 6

2 , 0 8 0

2 , 1 3 3

2.0 2 4

2 , 1 0 5

2.1 5 8

2 , 0 5 0

2.1 5 8

2 , 2 4 9

2 , 3 3 4

2.3 3 0

0

2 , 3 3 0

2 , 4 3 1

2 , 3 6 7

2.4 6 2

2.4 0 3

2.4 5 0

2.5 1 6

2.6 6 2

1 0 . 2 7̃ 1 2 . 2 4

1 0 . 2 7̃1 2 . 2 4

1 0 .  1̃1 2 . 2 4

9 . 1 0̃1 2 . 2 4

1 0 .  1̃1 2 . 2 4

9. 1 0̃ 1 2 . 2 4

9 . 2 7̃ l 2 . 2 5

1 0 . .  1̃1 2 . 2 5

9 . 2 1̃ 1 2 . 3 0

g. 1 0̃ 1 . 1 0
g. 1̃ 1 . 1 0

海 1.9 1 o

海 4 2 6

海 9 2 1

海 1 , 4 3 4

海 4 9 9

海 2 , 6 7 8

9. 1̃1 2. 2 0

9 . 1 0̃ 1 2 . 2 0

9. 1̃ 1 2 . 2 0
g. l̃ 1. l 0

9. 1̃ 1 2 .  5

. 9. 1̃ 1 2 .  5

9. 1̃ 1 2 . 1 0

-3 1-



海区 水 系
捕 獲

採卵場

所 管

事業場

捕 獲 数 使 用 親

率 容 計 率 3

根
※
室

海

区

穂 香

ノッ力マ1'プ

三 番

尾
9 0

8 7

l 2

尾
8 9

6 5

8

尾
! 7 9

1 5 2

2 0

1 2 8 , 0 5 6

9 6.4 0 6

尾
8 9

8 7

1 1

5 9.3 2 8

4 7.0 2 0
7

l

2 , 1 8 5

3 5

2 7.3 5 7
3 8

2 1 3

1 2 1

5 3

2.7 4 5

1 , 7 6 4

ユ 2 6
2 0. 6 1 2
1 2 , 6 6 7

3 7.9 1 4
0

7 4 6

1 , 2 8 7

3 1

4 2

1ll
5 1

3 1

6

穂 香

ノ 、 病 げ

三 番

厚 床

/ /

/

本 年 度

前 年 度

62.1 2 l ll

4 8 , 4 2 1

1 6

2 , 3 1 3

6 i l

3 2. 9 4 1

3 8

2 2 0

1 5 9

6・l

3.0 4 7

1.9 5 7

1 4 2

2 2.8 8 8

2 4.1 2 6

5 2 , 1 6 0

1

9 6 5

1 , 5 0 3

4 6

5 tl

6 5.9 3 0

4 7.9 8 5

2 5.1 7 5

2 1 . 1 5 9
海 区 計

※

※

エ

※

リ

モ

幌 戸

別寒辺牛

チョロー・〇'

all 路
庶 路

茶 路

音 別

阿 寒

十 勝

//

/ /

//

//

小 計

厚 内

1lii 舟

広 尾

豊 似

技 留

幌 戸

厚 岸

チヨロべツ

1illl 路

庶 路

茶 路

音 別

阿 寒

幕 別

東 3 3 号

利 別

千 代 田

打 内

厚 内

歴 舟

広 尾

豊 似

擴 留

太 田

//

Sl1l 路

/ /

観 居

f 「

//

阿 寒

幕 別

/

/ /

札 内

十 勝

十 勝

大 樹

/ /

/

_,/ /

3 0

2 , 3 4 4

9 6

4 8 , 4 1 2

4 4

3 6 5

2 8 0

1 3 2

5.0 1 1

4 , 0 6 3

:i 5 5

3 7 , 1 7 0

4 2.6 5 8

8 9 , 5 5 7

2

1 , 9 0 1

1. 4 6 5

8 0

7 6

4 6

4. 6 5 7 '
1l 6 4

8 1 , 3 5 3

8 2

5 8 5

4 3 9 (

1 9 6

8.0 5 8

6.0 2 0

1 9 7

6 0 , 3 5 8

6 6.7 8 ・i

1 4 1 , 7 1 7 '

3

2.8 6 6 '

2.9 6 8

1 2 6

13・1

-1

7 7 5

1 5

8 , 9 9 3

6

0

ll;5

0

l i 1 7

3 1 6

3 7

5. .1 4 8

1.9 0 3

8.4 0 1

0

3 ' l S

3 2 2

0

.1 5

以

東

海

※

区

※

※

海 区 計
本 年 度

前 年 度

歌 別

元 浦 川

仁 雁 別

9 0 5 5 2

9 4.8 0 6
5 9

4 7

2 0

1 4 4 , 7 8 4

1 4 0 , 1 0 2

3 1

5 】

3 0

2 3 5 , 3 3 6

2 3 4 , 9 0 8

7 0 , 0 2 9

7 8 , 0 3 7

1 9 , 0 2 4

2 2 , 1 9 1

※ 歌 別

元 浦 川

仁 雁 別

静 内

//

/ /

9 0 l  3 8

l
9 8 l 4 0

5 0 1 2 0

2 1

2 4

2 1

-3 2-

魚 数

計
採卵数 增減卵数 仮収容卵数

9 親 魚

使用率

平 均

採卵数
実 施 期 間

一 尾
1 4 0

1 1 ・t;

l 7

千粒
2 1 8

1 9 0

2 8

千粒
海 6 9 '

海 8 (

千粒
1 , 1 1 7

2 7 0

2 6

%
98 . 9

l 0 0 . 0

91.7

粒
2.4 4 9
2 , 1 8 4

2 , 5 4 5

月 日 月 日
9 . 1 4~1 2 .  5

1 0 .  6、,1 2 . 1; 0

1 1 .  1̃1 2 .  5

1i 4 , 5 0 3

6 8.1 7 9

1 3 9.4 3 9

1 0 3 , S 1 7

海 8 , 8 4 7

海 3.3 4 2

1 4el.2 8e

1 1 2.1 5 9

95.5

97.1

2.3 5 0

2.3 1 4
g. 1̃ 1 . 1 0
9. 1̃ 1 . 1 5

1 1

2.9 6 0

5 0

3 6 , 3 5 0

4 4

2 1 3

2 0 6

5 3

3.3 1o2

2.1 6 0

1 6 3

2,6, 0 6 0

1 4 , 5 7 0

4 6 , 3 1 5

0

l .1 2 4

1. 6 0 9

3 1

8 7

1 7

6 , 4 5 e

7 7

7 4.4 9 5

9 2

5 4 8

3 0 6

1 3 5

6 , 7 3 9

4.3 3 1

3 3 0

5 0.6 1 2

3 0 , 6 5 0

9 2 , 6 6 2

0

2 , l 9 l

3 , 30  0

7 1

1 1 2

1 7

6.4 5 8
7 7

7 4.4 9 5

1 4 1

5 4 8

3 0 6

1 3 5

6 , 7 3 9

4 , 3 3 1

3 3 0

5 0.6 1 2

3 0 , 6 5 0

9 2 , 6 6 2

0

2 , 6 5 8

3 , 8 3 6

7 1

3 4 3

43 .t;

94.5

51.5

83 .0

1 0 0 . 0

96 . 8

':6.1

82 .8

90.1

9 0 . 1

38.7

90.1

52.5

7 2 . 7

0

77 . 3

8 5 . 6

・ ,a・,- ・
7.4

7 2 . 4

2 , 4 2 9

2.9 5 6

2 , 2 0 0

2 . 7 2 3

2 . 4 2 1

2.5 7 3

2 . 5 2 9

2.5 4 7

2 , 4 5 5

2 . 4 5 5

2 , 6 1 9

2.4 5 5

2 , 4 2 0

2,4 4 4

0

2 , 9 3 7

2 , 5 6 4

2,2 9 0

2 , 6 6 7

9. 1̃ 1 1 . 2 8

9. 1 1̃1 1 . l 0
1 0 .  1~ 1 2. 2 l ・

9. 1̃ 1 2 . 1 5

9 . 2 0̃ l 1 . 3 0

9 . 1 5̃ l 1 . 2 0

9 . 1 7̃1 1 . 3 0
9. 5̃1 0 . 3 l ・

9 . 2 l̃ 1 . 2 2

9 . 1 0̃1 0 . 3 l

9 . 2 1̃ 1 0. 2 1l

9. 1̃ 2 . 1 2

9 . 1 0̃ 1 1 . 2 0

1 0 .  1̃ 1 2 . 1 0

9 . 2 l 、,1 2 . 2 0

9 . 1 6̃1 2 . 3 1

1 0 .  9̃ 1 1 . 3 0

1 0 .  5̃ 1 2.2 7

海 4 9

海 4 6 1

海 5 8 l

海 2 3 1

8 9 , 0 5 3

1 0 0 , 2 2 8

1 8 0 , 4 6 4

2 0 e.7 5 1

海 1 , 3 3 3

海 2 6 2

1 8 1.7 9 7
2 0 9 , 0 1 3

7 7 . 3  1 2:,5 7 7

1
3 2 . 3  l 2.6 7 5

9. 1̃ 2. 1 2

9. 1̃1 2. 3 1

5 9

6 4

4 1

8 2

8 7

5 2

海 4 2 6

海 4 5 0

5 1 0

8 7

5 0 2

64. 4

8 5 . l

1 0 0 ・0

2.1 5 t;

2.1 7 5
2 , 6 0 0

1 0 .  1̃ 1 2 . 2 5

・ 1 0 .  7̃ 1 2 . 2 5

9. 1ll̃1 2 . 2 0
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海 区 水 系
捕 獲

採卵場

所 管

事業場

捕 獲 数 使 用 親

字 :0 計 率

0 -

※ 幌 満

日高幌別

三 石

静 内

新 冠

沙 流

鵡 川

勇 払

白 老

敷 生

貢 気 別

長 万 部

遊 楽 部

汐 泊

尻 岸 内

茂 辺 地

知 内

亀 川

戸 切 地

尾
0

3 1 4

6 1

1 , 2 1 2

1 6

3 4

8 2

1 3 2

4 3 0

5 3 2

2 4 4

9 0

3 , 6 4 8

2.7 1 3

8 5

1 1 , 5 2 2

2 6 0

1 8 6

4 6 9

尾
0

5 2 4

5 3

2.0 2 3

2 6

5 3

1 8 2

2 2 6

l , 0 5 1

7 2 8

1 5 8

7 4

2.3 9 7

5.7 9 2

1 3 5

2 l , 2 6 6

5 5 8

2 7 2

9 5 6

尾
0

8 3 8

1 1 4

3 , 2 3 5 ̃
4 2

s 7

2 6 4

3 5 8

1.4 8 1
1 , 2 6 0

4 0 2

l 6 4

6.0 4 5 ・

8 , 5 0 5

2 2 0

3 2 , 7 8 8

8 1 8

4 5 8

1 , 4 2 5

尾
0

2 9 7

5 6

8 3 8

1 1

2

5 5

8 2

3 9 1

5 1 3

l 6 0

6 8

3.3 7 4

1 , 9 2 0

4 6

9.3-6 t
2 4 3

1 3 5

4 1 4

尾

・ 0

1 7 7

2 4

3 0 1

l1l

1

1 9

2 7

1 4 5

1 3 2

6 1

3 8

1 , 1 9 3

6 7 6

3 3

5 , 4 5 9

6 9

7 7

1 0 3

幌 満

日高幌別

三 石

静 内

新 冠

富 川

iai 川
勇 払

白 老

敷 生

質 気 別

長 万 部

遊 楽 部

汐 泊

尻 岸 内

茂 辺 地

知 内

亀 川

戸 切 地

静 内

//

/ /

/ /

/ /

/ /

//

千 才

白 老

数 生

八 要

/ /

//

/ /

/ /

知 内

/

/ /

//

エ

リ

モ

以

西

海※

区

海 区 計
本 年 度

前 年 度

2 2 , 1 5 6

1 4 , 6 3 6

3 6.5 8 6

2 2.4 4 2
5 8 , 7 4 2

3 7.0 7 8

1 8 , 0 6 7

1 2 , 4 9 8

8 , 6 5 0

6.4 0 1

l 合 計 l= ・1 2 5 8.7 4 1

2 7 4 , 3 3 0

3 3 8 , 2 2 5

3 3 9.9 0 9

5 9 6.9 6 6
6 1 4 , 2 3 9

2 2 8.9 1 3

2 4 9 , 0 2 7

8 1 , 3 7 9

8 9 , 3 6 7

3 4-

魚 数

計
採 卵 数 増 減 卵 数 仮収容卵数

率 親 魚

使用率

平 均

採卵数
実 施 期 間

尾
0

4 7 4

8 0

1 , 1 3 9

2 0

3

7 4

1 0 9

5 3 6

6 4 5

2 4 1

1 0 6

4 , 5 6 7

2.5 9 6

7 9

1 4 , 8 2 3

3 3 2

2 1 2

5 1 7

千粒
0

7 1 0

1 3 4

2.0 1 4

3 0

3

1 4 7

2 5 3

8 7 2

1 , 2 0 6

4 0 3

1 3 2

1 0 , 2 3 7

4 , 9 8 1

8 1

1 5 , 2 0 3

5 7 8

3 3 1

8 3 6

千粒 千粒
0

7 1 0

1 3 4

2.0 1 4

3 0

3

1 4 7

2 5 3

8 7 2

1 , 2 0 6

4 0 3

1 3 2

1 0.2 3 7
4.9 8 1

8 1

1 5 , 2 0 3

5 7 8

3 3 1

8 3 6

%
0

94 . 6

9 1 . 8

69 .1

6 8 . 8

5.9

67.1

62.1

9 0 . 9

96.4

65.6

7 5 . 6

9 2 . 5

7 0 . 8

54.1

8 1 . 3

9 3.5

7 2 . 6

S8 .3

粒
0

2 , 3 9 1

2 , 3 9 3

2.4 0 3

2 , 7 2 7

1 , 5 0  0

2 , 6 7 3

3.0 8 5

2 , 2 3 0

2 , 3 5 1

2.5 1 9

1.9 4 1

3.0 3 4

2 , 5 9 4

1 , 7 6 1

1 , 6 2 3

2.3 7 9

2.4 5 2

2 , 0 1 9

月 日 月 日
1 0 . 1 1̃ l 0 . 3 1

9. 1̃1 2 . 2 5

9 . 2 1̃1 2 . 2 0

9. 1̃ 1 2 . 2 l:

9 . 2 5̃1 2 .  5

1 0 .  1̃ 1 1 . 1 0

1 0 .  1̃1 1 . 3 0

9. 1̃ 1 1 . 2 0

9 . 1 1̃1 2 . 1 5

9. 2 8̃ 1 2 . 2 0

9.1 6̃1 2. 8

9 . 1 1̃ 1 2 . 1 0

9 . 1 1̃1 2 . 3 1

9 . 2 1̃1 2 . 2 0

1 0 .  1̃1 2 .  5

1 0 .  6̃1 2 . 3 1

1 0 . 1 0̃ 1 2 . 2 0

1 0 .  5̃ l 2. 2 0

1 0 .  3̃1 2 . 3 0

2 6.7 1 7

1 8.8 9 9

3 8.3 7 2

2 6 , 9 8 1

海 8 7 8

海 3 4 9

3 9 , 2 5 0

2 7 , 3 3 0

81 .5

85.4

2 , 1 2 4

2 , 1 5 9

9. 1̃ 1 2 . 3 1

8. 1̃1 2. 3 1

9. 1̃ 2 . 1 2

8. 1̃ 1 . 1 5

3 1 0 , 2 9 2

3 3 8.3 9 4

5 5 6 , 0 7 1

5 9 7.2 2 9
海 1 4 , 0 4 2

海 7 , 5 3 5

5 7 0 , 1 1 3

6 0 4 , 7 6 4

88 .5
ー、-
90 .8

2.4 2 9

2 , 3 9 8



第 9 表  昭 和 4  8 年 度 支 場  ・ 事 業 場 別 さ け 親 魚 捕 獲 ' 採卵成績表

捕 獲 数 l 使 用 親 魚 数 -
支場 事 業 場

率 0 計 率 0l 計

尾
2 , 8 3 3

2 4.4 6 2

1 , 2 1 6

2 8.7 7 3

3 , 0 4 3,

1 1 , 0 2 0

7 4 2

1.0 7 7

尾
3. 5 1 7

1 9.9 4 6

1 , 7 8 5

4 0.5 5 7

1.8 7 0

7 , 6 2 0

1.0 1 3

1 , 3 9 8

尾
6 , 3 5 0

4 4 , 4 0 8

3.0 0 1

6 9.3 3 0

4 , 9 1 3

1 8. 6 4 0

1 , 7 5 5

2.4 7 5

尾
2 . 6 3 3

2 4 , 1 7 9

1 , 2 1 3

2 7 , S S 5

2.9 7 6

1 0 , 9 5 7

7 3 4

S 0 0

尾
S 2 4

8 , 0 3 6

6 9 8

1 0.7 2 3

9 8 6

3.1 8 0

2 6 5

3 5 7

尾
3. 6 5 7

3 2 , 2 1 5

l. 9 1 1

3 8 , 6 0 8

3.9 6 2

1 4.1 3 7

'lll ll l 9

1 , 1 5 7

北

見

支

場

岩 尾 別

斜 里

操 琴

網 走

北 見

蕩 別

清 滑

幌 内

計
本 年 度

前 年 度

7 3.1 6 6

9 3. 6 9 1

7 7.7 0 6

1 0 3.7 9 3

1 5 0.8 7 2

1 9 7.4 8 4
7 1 , 5 7 7

9 1 , 2 9 7

2 5.0 6 9

3 1 , 3 0 l1l

9 6 , 6 4 6

1 2 2.6 0 6

羅 自

置 別

伊 茶 仁

根 室

中 標 津

計 根 別

虹 1l;ll

浜 中

厚 床

6.3 2 1

3 1 6

2 , 4 5 5

2 2 , 3 5 7

0

5.3 5 9

2 3.5 0 4

6 1 8

1.1 9 6

7. 5 0 1
3 S 7

1.7 8 3

2 8.1 8 7
0

4.8 5 4

2 1 , 5 8 0

5 4 5

1.0 9 3

1 3 , 8 2 2

7 0 3

4 , 2 3 6

5 0 , 5 4 4

0

1 0 , 2 1 3

4 5 , 0 8 4

1.1 6 3

・ 2 , 2 8 9

5 , 8 4 0

3 0 2

2 , 4 1 0

2 0 , 6 6 7

0

5.1 4 7
2 3.1 9 7

5 8 8

1 , 1 7 7

2.9 5 1

1 5 8

9 1 9

7 , 6 0 1

0

3.が0 4

9.2 0  0

2 7 4

8 6 8

8.7 1 1

4 6 0

3.3 2 9

2 8 , 2 li o

0

8 , 3 5 1

3 2 , 3 9 7

8 6 2

2 . 0 4 5

根

室

支

場

計
本 年 度

前 年 度

6 2.1 2 6

4 8 , 4 2 1

6 5 , 9 3 0

4 7.9 8 5
1 2 8.0 5 6

9 6.4 0 6
5 9.3 2 8

4 7 , 0 2 0

2 5 , 1 7 5

2 1 , 1 5 1l'
S 4.5 0 3

6 8.1 7 9

十

勝

支

場

太 田

釧 路

鶴 居

阿 寒

幕 別

札 内

十 勝

2,3 2 9

3 3 .0 0 9

l -

6 4

5 . 1 4 6

2 2 , 8 8 8

1
l 2 4.1 2 7

2.3 7 4

4 8.5 0 8
5 S 9

1 3 2

9 , 4 2 9

3 7.4 7 0

4 2. 6 6 0

4 , 7 0 3

8 1,5 1 7

1. 1 0 ti

1 9 6

1 4 , 5 7 5

6 0 , 3 5 S

6 6.7 8 7

2 , 1 9 2

2 7 , 3 9 2

3 7 2

5 3

4 .6 3 5

2 0 , 6 1 2

1 2 , 6 6 7

7 7 9

9,0 0 8

9 1

0

1 , 0 5 0

5 , 4 4 6

1 , 9 0 3

2. 9 7 1

3 6.4 0 0

4 6 3

5 3

5. l l 8 5

2 lf、.0 6 0

l 4 .5 7 0
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採 卵 数 增減卵数 仮収容卵数
率親魚

使用率
平 均 採 卵 数 実 施 期 間

一 千 粒
7 , 1 0 2

5 7.3 1 7
2 , 6 4 1

t;4.9 9 2

7.0 5 4
2 7 , 4 5 5

1 , 8 6 7

2 , 2 0 0

千粒
海 2 , 6 0 0

千粒
9.7 0 2
5 7.3 1 7
2.8 4 1
6 4 , 9 9 2

7.1 5 8
2 7 , 7 3 5

1 , 6 6 7

2 , 2 0 0

%
1 0 0 . 0

98.8

99 . 8

96 . 9

97 .8

99 .4

98 . 9

7 4 . 3

粒
2 , 8 0 7

2 , 3 7 l

2 , 3 4 2

2.3 3 1

2.3 7 0

2 , 5 0 6

2 , 5 4 4

2 , 7 5 0

月 日 月 日
1 0 . 1 1̃1 2 . 3 1
9. 1̃ l 2 . 2 4

1 0 .  1̃' 2 . 2 4
9 . 1 l̃ l . l 6

9. 1̃1 2 . 3 0

9. l̃ l .  7

1 1 . 1 0̃1 2 . 3 1

9 . 2 0̃1 2 . 2 7

海 1 0 4

海 2 8 0

1 7 0 , 8 2 8

1 9 4.3 2 9
海 2 , 9 8 4

海 3 , 5 8 2

l 7 3.8 1 2

1 9 7 , 9 1 1

9 7.8

97.4

2.3 8 7

2.1 2 6

9. 1̃ 1 . 1 6

g. 1̃ 1 . 1 0

1 2 , 3 4 li

6 1 9

5 , 5 1 4

4 8.1 5 5
0

1 2 , 5 l 8

5 5. 7 3 9

1 , 4 7 7

3,0 7 1

海 1.9 1 o
海 4 2 6

海 9 2 1

1 4 , 2 5 6

1.0 4 5

6 , 4 3 5

4 8.1 5 5
0

1 4 , 4 5 1

5 8.4 1 7

1 , 4 7 7

4.0 5 0

9 2.4

9 5 . 6

98.2

92 .4

0

96.0

98.7

95.1

9a6

2 , 1 1 4

2 , 0 5 0

2 , 2 8 8

2 , 3 3 0

0

2.4 3 2

2 , 4 0 3

2.5 l 2

2.6 0 5

9 . 1 0̃ l 2 . 2 4
9 . 2 7̃ l 2 . 2 5

g . 1 0̃ l . l 0

g. 1 ̃ 1 . 1 0

9. 1̃1 2 . 2 0

g. l̃ l . l 0

9. 1̃1 2 .  5

9. 1̃1 2 . 3 0

海 1 , 9 3 3

海 2 , 6 7 8

海 9 7 9

1 3 9 , 4 3 9

1 0 8 , 8 1 7

海 8.8 4 7
海 3.3 4 2

1 4 8.2 6 6
1 l 2.1 5 9

95 .5

97 .1

2 , 3 5 0

2 , 3 1 4

g. 1̃ 1. 1 0
9. 1̃ 1 . 1 5

6 , 4 7 5

7 4 , 5 7 2

9 4 6

1 3 5

1 1 , 4 0 0

5 0 , 6 1 2

3 0. 6 5 0

6 , 4 7 5

7 4 , 5 7 2

9 9 5

1 3 5l 1 1 , 4 0 0
5 0.6 1 2
3 0.6 5 0

9 4 . l

83 .0

8 9 . 2

82 .8

lll0.1

90 .1

56 . 6

、' 2 , 9 5 4

2 , 7 2 2

2 , 5 4 3

2 , 5 4 7

2.4 6 0

2 , 4 5 5

2.4 2 0

9. 1̃1 1 . 2 8

9. 1 ̃1 2 . 2 0

9 . 1 5̃ l 1 . 3 0

9. 5̃1 0 . 3 0

9. 5̃ 1 . 2 2

9. 1̃ 2 . 1 2

9 . 1 0̃1 2 . 1 0

海 4 9

l

-3 7-



支場 事 業 場
捕 獲 数 使 用 親 魚 数 -

率 0 計 率 0

計一

十 勝

支 場

尾
2 , 5 7 2

尾
3.5 2 2

尾
6 , 0 9 4

尾
2 , 1 0 6

尾
7 4 5

尾
2.8 5 1大 樹

計
本 年 度

前 年 度

9 0 , 5 5 2

9 4.8 0 6
1 4 4 , 7 8 4

l 4 0 , 1 0 2

2 3 5.3 3 6

2 3 4 , 9 0 8

7 0 , 0 2 9

7 8.0 3 7

1 9 , 0 2 4

2 2.1 9 l
6 9 , 0 5 3

1 0 0 , 2 2 6

天

塩

支

場

徳 志 別

歌 登

頓 別

天 塩

中 川

9 0 9

6 1 0

3 1 l

7 3 3

2 3 9

1 , 1 2 9

1 , 0 3 0

6 3 8

9 0 0

3 3 6

2 , 0 3 8

1.6 4 0

9 4 9

1 , 6 3 3

5 7 5

7 2 2

4 9 5

3 0 3

5 6 5

2 2 1

2 8 4

1 7 7

l 7 1

l 6 2

9 9

1 , 0 0 6

6 7 2

4 7 4

7 6 7

3 2 0

計
本 年 度

前 年 度

2,S 0 2

1 3.0 4 7

4 , 0 3 3

1 4 , 2 3 2

6 , 8 3 5

2 7 , 2 7 9

2 , 3 2 ti

1 0 , 9 8 4

9 1 3

5 , 2 4 0

3.2 3 9

l 6 , 2 2 4

千

才

支

場

千 才

静 内

白 老

敷 生

4.6 7 2
1.8 4 5

4 3 0

5 3 2

4 , 3 9 2

2 , 9 7 3

1 , 0 5 1

7 2 6

9.0 6 4

4 , 8 1 8

1 , 4 8 1

1 , 2 6 0

4.3 6 2

l , 3 5 7

3 9 l

5 l 3

S 5 6

5 9 7

1 4 5

1 3 2

5.2 1 8

1 , 9 5 4

5 3 6

6 4 5

計
本 年 度

前 年 度

7.4 7 9
1 0 , 0 2 7

9 , 1 4 4

1 3 , 8 8‘

1 6 , 6 2 3

2 3.9 1 4

6 , 6 2 3

8 , 5 5 0

1.7 3 0

一2. t 0 1
3.3 5 3

1 1.1 5 1

渡

島

支

場

尻 別

利 別

厚 沢 部

八 要

知 内

2 2 8

7 7 4

2 , 3 9 7

6 , 7 S  0

1 2.4 3 7

2 ‘ 9

9 5 3

3.7 6 8

8 , 5 5 6

2 3.0 5 2

5 0 7

l , 7 2 7

6 , 1 8 5

1 5.3 3 ti

3 5.4 8 9

2 0 ti

7 4 2

2.3 5 S
5 , 5 6 8

1 0 , 1 5 6

1 1 7

3 4 2

1 , 2 6 0

2 , 0 2 1

5 , 7 2 8

3 2 3

1 , 0 S 4

3.6 1 S

7.5 6 9

15 ,884

計
本 年 度

前 年 度

2 2 , 6 1 l5

. 」 4.3 3 6

3 6 , 6 2 6

1 9 , 9 1 0

5 9.2 4 4

3 4.2 4 8

1 9 , 0 3 0

1 3.1 3 9

9 , 4 6 S

6.6 6 7

2 8.4 'S6

2 0 , 0 0 6

合 f
本 年 度

前 年 度に::: l 3 3 8.2 2 5l 3 3 9 , 9 0 9
l

l 5 9 6.9 6 6
L
l 6 1 4 , 2 3 9

2 2 8.9 1 3

2 4 9 , 0 2 7

8 1 , 3 7 9

8 9 , 3 6 7

3 1 0 , 2 9 2

3 3 8 , 3 9 4
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採 卵 数 増 減 卵 数 仮 収 容 卵 数
率親魚

使用率
平 均 採 卵 数 実 施 期 間

一 千粒
5.6‘ 4

千粒
海 1.2 8 4
海 1.3 3 3

海 2 6 2

千粒
6 , 9 5 6

1 8 1 , 7 9 7

2 0 9.0 1 3

%
8 1.9

7 7.3

8 2 . 3

粒
2 , 6 9 4

2.5 7 7

2 , 6 7 5

2 , 7 8 3

3 , 0 1 2

2.8 6 5

2 , 9 5 6

2.8 9 6

2 , 8 9 6

2 , 9 3 3

2 , 5 9 1

2 , 4 0 2

2.2 3 0

2 , 3 5 1

月 日 月 日
9 . l 6̃1 2.3 1

1 8 0.4 6 4

2 0 8 , 7 5 1

9. 1̃ l . 2 2

9. 1̃ 2 . l 2

2.0 0 9

1 , 4 9 1

8 6 8

1 , 7 2 9

6 4 0

2,0 0 9

1 , 4 9 1

8 6 8

1.7 2 9
6 4 0

7 9 . 4

81.1

97.4

7 9 . 8

92 . 5

g. 1̃ 1 . 1 0

9 . 1 1̃1 1 . 1 9

9 . 1 1̃1 2 .  7
9. 1̃10 . 3 1

9. 1̃ l 2 . 3 l

g. 1̃ 1 . 1 0

9. 1̃1 2 . 2 6

6.7 3 7

3 2.2 2 1

海 8 7 e

6 , 7 3 7

3 2 , 2 2 1

1 1 , 3 0 1

4 , 1 3 7

6 7 2

1 , 2 0 6

83.0

84.2

93.4

7 3 . 6

90.9

96.4

1 1 , 3 0 1

3.2 5 9

6 7 2

1 , 2 0 6

9. 1̃1 1 . 3 0

9. 1̃1 2 . 2 5

9 . 1 1̃1 2 . 1 5

9 . 2 8̃1 2 . 2 0

1 6. 6 3 8

2 3 , 5 8 5

海 8 7 8

海 3 4 9

1 7.5 1 6
2 3 , 9 3 4

5 8 3

2 , 0 9 6

6.5 0 4

1 5 , 8 3 4

1 6 , 9 4 8

88 .6

8 5.3

2 , 5 1 2

2 , 7 5 8

2 , 8 3 0

2.8 2 5

2 , 7 5 8

2.8 4 4

1 , 6 6 9

9. 1̃1 2 . 2 5

8. 1̃1 2 . 3 0

5 8 3

2 , 0 9 6

6.5 0 4

1 5.8 3 4

1 6.9 4 8

90.4

95 .9

98.4

82 .1

81 .7

9 . 1 0̃1 2 .  1

9 . 2 1̃1 1 . 2 0

9 . 2 3̃1 1. 2 5

9 . 1 6̃1 2 . 3 1

1 0 .  3̃1・2 . 3 1

4 1 , 9 6 5

2 9 , 5 2 6

4 1. 9 6 5
2 9.5 2 6

84.1
' 1'

・、
91 . 6

2.2 0 5

2.2 4 7
9 . 1 0̃1 2 . 3 1

9. 1̃1 2 . 3 1

5 5 6 , 0 7 1

5 9 7 , 2 2 9

海 1 4 , 0 4 2

海 7 , 5 3 5

5 7 0 , 1 1 3

6 0 4 , 7 6 4

88 . 5

90.8

2.4 2 9

2 , 3 9 8

9. 1̃ 2 . 1 2

8. 1̃ 1 . l 5

-3 9-



3. さ け 種 卵 の 移 殖

本年度のさけ採卵数は計画7 3 8 , 6 1  1千粒に対して? 5 5 6 , 0 7  1千粒 一e, その達成率は75.3

その一部を次の方針に基づいて移殖した。 特に本年からチリ一国で進められているさけ ' ます增殖プo

① ォホーツク海区北部. 日本海区i,・よび標裳以西海区への資源均てん化
@ 稚魚飼育事業計画に基づく不足種苗の供給

③ 早期群:i,・よび後期群の資源育成のための供給

④ 本州に対する再生産用種卵の供給

⑤ チ 11;一国にi;けるさけ・ます增殖プロジェ クトのための種卵供給

第 1  0表  さけ種卵の移殖な l1・、びに試験供用に伴なう動き

支 場

卵 子 収

容 設 備

採 卵 数

増 減 卵 数 仮収容

卵 数海産卵 △ 供 試 卵

北 見

根 室

十 勝

天 塩

千 才

渡 島

2 5 7 , 3 0 0

2 0 0.8 5 0

2 3 6 , 7 0  0

6 9.2 0  0

7 1 , 0 0 0

7 1.7 0 0

l 7 0.8 2 8

1 3 9.4 3 9

1 8 0.4 6 4

6.7 3 7

1 6 , 6 3 8

4 1 , 9 6 5

2 , 9 8 4

8 , 8 4 7

1.3 3 3

1 7 3.8 1 2

1 4 8 , 2 6 6

1 6 1.7 9 7

6. '1l 3 7

1 7.5 1 6

4 1.9 6 5

8 7 6

合 計 9 0 6 ,'1l 5 0 5 5 6.0 7 1 1 4 , 0 4 2 5 7 0.1 1 3

註 )  1. 収容設備は事業計画書にょるo

2. 収容設備には道, 民間を含み. 一部では増収ボツクス設備を含むo
3. 発眼卵の移殖は移籍卵数

-4 0-

,‘で 1らった。 これに海産親魚からの採卵数1 4 , 0 4 2千粒を加えた総採卵数57 0 , l  l 3千粒にっいて,

ジェク トのため 1 , 0  0 0千粒の国外移殖も行なったo

受精直後卵の移殖 供 試

卵 数

△

発 眼 卵 の 移 殖 最 終

収 容 卵 数

収容能力に

対する収容

率 (%)
道 内 本 州

△

他快給卵数 受給卵数 供給卵数 受 給 卵 数

1 7.0 9 5 2 1 , 3 3 5

1 8 , 0 0 8

2.4 0 3

1 3 5 , 3 8 2

1 4 2 . 6 5 0

1 6 8.8 9 9

2 3.5 4 8

4 0 , 4 l 3

4 9.6 7 8

5 2 . 6

7 1 . 0

7 1.4

34 . 0

5 6 . 9

69 .3

l 2 , 3 'i 2
本州
8 , 5 4 3

10 ,4 l ll 5

9.1 8 0

3.l l l l 0

2.2 2 8

7 , 6 3 1

2 0 , 0 8 7

5.4 8 5

1.0 0  0 チリ一国
l , 0 0 0

21, 5 '9 0 l 2 7 , 5 9 0 4 2 , 7 4 6 3 3.2f5 3 9 , 5 4 3 5 6 0.5 7 0 6 1.8

4 1



第 1  1 表  道 内 移 殖 ( 供 給 状 況 )

供 給 地 受 給 地 移 殖 1t の 内 訳
摘 要

支場名 業 易 名
移殖年月日

支場名 事業場名 移籍卵数 ・商 形 P 数 移殖実卵数

網 走

/ /

/ /

/

小 計

斜 里

4y

l /

/ /

//

fy

小 言1

湧 13 l

/ /

小 計

北 見

4 8 . 1 2 . 4

1 2 . 1 3

1 2 . 2 0

1 2 . 2 6

千粒
3.4 2 0

2 , 2 2 S

1 . 5 6 7

1.8 7 7

9 , 1 1 2

3 , 2 8 0

2 , 4 8 0

2.2 2 3

6 8 0

5.3 3 5
4 , 8 5 9

1 8.8 5 7

2 , 9 0 4

4 , 9 8 9

7 , 8 9 3

2 , 5 6 8

千粒 千粒
3.4 2 0

2.2 2 8

1 .5 8 7

1. 6 7 7
9. 1 l 2

3.2 8 0

2.4 S 0

2 , 2 2 3

6 6 0

4 , 8 0 2

4 , 3 1 9

1 7.7 6 4

:l1.6 5 1

4 , 5 1 1・l

7 , 1 6 1ll

2 , 2 7 6

受精直後卵

/ /

'

/ /

天 塩

渡 島

千 才

根 室

天 塩

/

千 才

/ /

'

/ /

徳 志 別

( 森 )

千 才

虹 別

北

4 8 . 1 2. 4

1 2 . 1 5

1 2 . 2 0

4 9 .  1 . 1 8

1 . 1 9

/ /

屯 別

歌 登

千 :1「

( 歌 別 )

静 内

千 才

受精直後9P

/

/

発 限 9P

/ /

/

2 0

5 3 3

5 4 0

1,0 'l13

2 5 3

4 7 1

7 2 4

2 9 2

見

4 9 .  1 . 2 1

1 . 2 2

千 才

/ /

( 余 市 )

敷 生

発 眼 11ll

/ /

4 9 .  1 . 3 1 天 塩 ( 増 毛 ) 発 眼 卵

計 3 8.4 3 0 2.1 0 9

3 6 , 3 2 1

釧 路

/ /

//

小 言-l

札 内

/

小  言1

十 勝

l
4 8 . 1 1 . 2

1 1 . 6

1 1 . 9

4 8 . 1 2 . 6

4 9 . 3 . 1 1
l

l
l
l
l 4 9. 3 . 1 1

根 室

/ /

. / /

虹 別

/ /

/ /

3 , 0 5 4

3.-o 4 2
3 , S 9 9

1 0 , 4 9 5

1.0 8 3

7 5

1 , 1 5 S

1.2 4 5

3.0 5 4

3.5 4 2

3.8 9 9

1 0.4 'S -o
1,0 0 0

4 3

1 , 0 4 3

1.1 1 2

受精直後卵

/ /

//

発 眼 卵

//

十

天 塩

千 才

天 塩

千 才

8 3

1i 2

1 1 5

1 3 3

勝

千 才 千 才 発 眼 卵
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供 合 地
移殖年月日

受 給 地 移 殖 卵 の 内 訳
摘 要

事業場名 支場名 事業場名 移籍卵数 解i用P数

千粒
2 4 8

移殖実卵数

計
千粒

1 2 , 8 9 8
千粒

1 2 , 6 5 0

3 , 3 6 3

4.5 2 3

摧 自

伊 茶 仁

4 9 .  2. 5

ll 9 .  2 . 1 5

天 塩

渡 島

( 増 毛 )

( 森 )

3 , 9 8 0

5 , 4 8 5

6 1 7

9 6 2

発 眼 卵

計 9 , 4 6 5 1 , 5 7 l l l 7 , 8 8 6

計 6 0 , 7 9 3 3.9 3 6 l 5 6.8 5 7

- l-

根

室

第 1 2 表  道 内 移 殖 ( 受 給 状 況 )

受 給 地 供 給 地 移 殖 1lll1 の 内 訳
摘 要移殖年月日

移籍卵数

一 千 粒
3 , 0 5 4

3.5 4 2

3.6 9 9

1 , 8 7 7

移 癌t用 職
一 千要1i1

移殖実卵数支場名 事業場名 支場名 事業場名

釧 路

/ /

/ /

細 走

千粒
3.0 5 4

3.5 4 2

3.8 9 9

1.8 7 7

i I  別

/ /

/ /

/ /

4 8 . 1 1 .  21 1 .  61 1 .  g

1 2 . 2 6

十 勝

/ /

/ /

北 見

受精直後5P

/ /

/ /

//

根

室

計 1 2 , 3 7 2 1 2 , 3 7 2

徳 志 別

屯 別

歌 登

天 塩

( 増 毛 )

/ /

4 8 . 1 2 .  4

/ /

1 2 . 1 5

1 2 .  64 9 .  1 . 3 12. 5

北 見

/ /

/ /

十 勝

北 見

根 室

無a 走

斜 里

/ /

札 内

北 見

1確 臼

3.4 2 0

3.2 8 0

2 , 4 8 0

1,oQ3

2.5 6 8

3. 9 8 0

6 , 5 4 8

.l 6 , 8 1 1

1 , 5 8 7

2 , 2 2 3

3.4 2 0

3.2 8 0

2 , 4 8 0

1.0 0 0

2 , 2 7 6

3.3 6 3

5.6 3 9

15 ,1i 1 9

1 , 5 8 ‘

2.2 2 3

受精直後卵

//

/ /

発 眼 卵

//

''

天

8 3

2 9 2

6 1 7

9 0 9塩 小 計

計 9 9 2

千

才

千 才

/ /

4 8 . 1 2 . 2 0

1

北 見

//

總 走

斜 里

受精直後卵

'
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受 給 地
移殖年月日

供 給 地  l 移 殖 卵 の 内 訳
摘 一;

支場名 事業場名 支場名 事業場名 移籍卵数 商 P 数 移 税 卵 数

千 才

1

/ /

小 計

静 内

敷 生

( 余 市 )

( 歌 別 )

4 9 .  l . 1 9

3 . l 1

/ /

千粒

4 , 8 5 9

7 5

1 , 2 4 5

9.9 8 9

5.3 3 5

4 , 9 8 9

2.9 0 4

6 8 0

千粒

5 4 0

3 2

l li 3

7 0 5

5 3 3

4 7 1

2 5 3

2 0

千拉

4.3 1 9
4 3

1 , 1 1 2

9 , 2 8 4

4,ll;0 2

4.5 l 8

2 , 6 5 1

6 6 0

発 眼 卵

/

1

北 見

十 勝

/

斜 里

札 内

十 勝

千

4 9 .  1 .1. 9

1 . 2 2

1. 2. 1

1 . 1 8

北 見

/ /

//'

/ /

斜 里

場 別

/ /

斜 里

//

・

/ /

/ /

才

計 2 3 , 8 9 7 1.9 8 2 2 1 , 9 1 5

2.2 2 8
4 , 5 2 3

渡

島

( 森 )

//

4 8 . 1 2 . 1 3

4 9 .  2 . 1 5

北 見

根 室

網 走

伊 茶 仁

2 , 2 2 8

5 , 4 8 5

受精直後.9ll

発 眼 卵9 6 2

計 7.7 1 3 9 6 2 6.7 5 1

合 計 6 0.7 9 3
l

3.9 3 6  1 5 6 , 8 5 7

4 4

第 1 3 表  道 外 移 殖 ( 本 州 ,  国 外 )

受 給 地 供 給 地 移 殖 90 の 内 訳
摘 要移殖年月日

所在地名 M開 名 支:tlli,名 事業場名 移籍卵数
千拉

5 , 1 2 2

流 前 P 数

千粒

6 2 2

移殖実 5P数

日 本 海
セ ン タ ー

4 9 .  2. 7

千粒

4 , 50  0根 室 伊 茶 仁 発 眼 卵

本

州

太 平 洋
セ ン タ ー

49.2.7̃ 9 / / / / 3.4 2 1 4 2 1 3.0 0 0 / /

計 8.5 4 3 1 , 0 4 3 7 , 5 0  0

チリ 国 1コジヤイケ 4 9 .  3 . 1 5 千 才 千 才 1 , 0 0 0 1 , 0 0  0 発 眼 卵

l l
1.0 4 3  l 8.5 0 0l 9 , 5 4 3

l
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4. さ けふ化放流成系言科要

本年度は採卵数5 5 6. 0 7  1千粒, 海産卵 1 4. 0 4 2 千 粒 の合計 5 7 0 ・ 1  1 3千粒のうちから道外移

民営2 9ケ所の計6 8のふ化場に収容し . 給餌稚P 3 4 4. 1 7 8 千尾 ( 給 l 調放流率 7 7・ 3 % ) ・ 無給9

か ら同年 6 月 2 6 日 にかけて全道 1 1 4 水系へ放流した。

なぉ・. チ リ一国コジマイケ地区へ移殖した1,  0 0 0 千 粒に係 る権魚の放流は 1 9 7 4 年 5 月 1 4 日 か
なか, ここに記録して:お・かなければならない事として,十勝川水系3事業場(札内・慕別,十勝)の

という異状渇水に見舞われ. ふ化放流に必要な最低水量の確保も困難となつたo このため, 応急措置と
重なり ,放流率 (放流数 /収容卵数 )は 4 5 %と極めて感い成績となった。 また・ 十勝事業場では椎魚

最近, 河川改修による結果として3事業場とも旧来の豊富な湧水が著しく減少し, 地下用水に依存する1il

ところで ,  この 3事業?で十勝川のさけ資源の全再生産量をまかなつてi''り , この事態は十勝川が全

を要しているo

第 1 4 表  昭 和 4  8 年 度 海 区 水 系 別 さ け ふ 化 放 流 成 績 表

海

区
水 系

事 業 場

( 収容場 )
収容卵数 死 卵 数 ふ出尾数 ふ出率

放 流 尾 数

無 給 解 給 領; 計

岩 尾 別

奥 築 別

斜 里

/ /

小 計

操 琴

網 走

パ イ ラ ギ

能 取 湖

常 呂

ラ イ ト コ口

佐 呂 問 別

千粒

l 4 , 3 5 2

l n

8 4 7

1.5 8 3

1.2 5 0

2 , 8 3 3

2 , 0 2 8

2, 1l l 2 7

6 6 9

l

千尾

1 3 , 5 0 5

1 8 , 6 0 6

3 . 8 1 2

2 2.4 1 8

7 , 8 2 6

2 0.3 9 2

7 , 7 0 3

%
94.1

9 2.2

7 5 . 3

8 8 . 8

7 9 . 4

87 .4

千尾

1 1 , 3 2 0

0

3.4 3 6

0

3.4 3 6

1 , 4 8 1

8.4 5 6

l , 6 0 0

4 , 4 7 6

3.6 4 5

2.0 0 0

3.0 0 0

' , f 尾

1 , 9 8 0

2,90  0

1 4 , 9 5 5

7 9 1

l 5.7 4 6

5 , 6 7 6

5 , 20  0

0

0

1.9 8 0

0

0

千1尾

1 3.3 0 0

2 , 9 0 0

1 8 , 3 9 l

‘ 91

1 9. 1 1i 2

7 , 1 5 7

1 3 , ll)5 6

1, t1 00

4.4 7 6

5.6 2 S

2 0 0 0

3.0 00一一

岩 尾 別

奥 藥 別

斜 里

( 来 運 )

2 0 , 1 8 9

5 , 0 6 2

2 5 , 2 5 1

9 , 8 5 4

' 2 3 , 3 l 9

オ

ホ

1

ツ

ク

海

区

操 琴

網 走

北 見 8.5 7 2 89 . 9
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殖(本州, チリ一国 )  し た 9 , 5 4  3千粒を差し引いた5  6 0 , 5 7  0千粒の種・9 l i を 3 7事業場と道営2ケ所

稚角 . l 0 1. 3 3 2 千尾の合計 4 4 5 , 5 1 0 千尾の稚魚を生産し ( 稚魚生産率 7 9. 5 % ) , . 4 9 年 2 月 l 日

ら 5月 2 5日までに行なわれ ,  6 4  5千尾の稚魚としてシンプソン川支流クラロ川へ放流されたo

i.化用水の1散減にょるふ化放流への悪影響である。十勝地方は 4 8 年 秋か ら 4 9 年 春に かけて数1 0 年 来

して, 地下水の揚水で何とか急場をしのいだものの, 幕別事業?では, 更に河川切l)替えにょる 装.影響も

放流水路( :l又 ツプク川)の水が枯れ,  生産した稚魚の全数を輸送放流せざるを得ない事態に至つた。

度合が高<なつている折, このような異状気象が作用して,思わぬ事態となった訳であるo

道に占める資源量, 種卵供給量のウ エイ トから考え ,  これら事業場の用水確保に対する抜本的対策のilll急

( 註 )  ( ) の事業1ll;lは民問簡易ふ化施設

放 流 期 間
仮収容から収容までの卵の動き…一事業場単位

備 考
稚 魚 移 殖 放 流一・・括 弧 書

月/日 月/日

4 / 1 0̃o / 2 0

4 / 2 4̃5 / 1 7

3 / 2 0̃5 / 3 1

3 / 2 0̃5 / 3 1

4 / 1 8̃S / 2 1

3 / 1̃S / 2 0

3 / 1 2̃3 / 1 4

l 3 / 1 4̃5 / 8l 3 / 1̃5 / 1 5
4 / 2 3̃4 / 2 5

l
l 5 / 1 5̃5 / 1 6

( 斜 里 よ l ) 2 , 9 0  0 千尾 )

静内へ 5, 3 3 5 千 粒
頓別へ 3.2 8 0千粒 ,歌別へ 2 , 4 8 0 千粒 ,千才へ 7 , 0 8 2千粒,歌別へ 6 1l l 0千粒

(奥集別へ 2. 9 0  o千尾 )

、''

徳志別へ 3.4 2 0 千粒 ,  森へ 2,2 2 8千粒 ,  千才へ 1 , 5 8 7千粒,  虹1l;l1へ 1,8 1 7千粒・
(能取湖へ 4.4 7 6 千尾 , パ イ ラ ギへ 1, tl 0 0 千 尾 )
( 網定よ l ) 1 . 6 0  0 千 尾 )

(1llll1l表E よ l11 4 , 4 ‘ 'o千尾 )

増毛へ 2 , 5 6 8 千 拉 ,  ( ラ イ ト コ ロへ 2 , 0  0 0 千 尾 )

( 北 見 よ l) 2. 0 o 0 千 尾 )

( 湧別 よ‘) 3. 0 0 0 千 尾 )
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海

区
水 系

事 業 場

( 収容場 )
収容卵数

放 流 尾 数
死卵数 ふ出尾数 ふ出率

無 給 解 給 解

計 一

直 露

揚 別

清 滑

興 部

雄 武

幌 内

徳 志 別

北 見 幌 別

頓 別

擴 払

千粒

3 3 , 1 5 4

9,1 ao

二f差1t

5.3 0 4

6 5 4

千尾 % 二F尾

2,0 0 0

4 , 6 5 1

0

2,0 0 0

1 , 8 9 0

2.0 4 0

0

0

0

0

:千:尾
0

1 5 , 7 7 8

7.2 6 2

1,0 0 0

0

6.0 0 0

4 , 20  0

3.21 l1l

3.2 2 2

2 1 0

千是

2,0 0 0

2 0, 4 2 9

7.2 t1 2

3.0 0 0

1 , 8 9 0

8 , 0 4 0

4 , 2 0  0

3,2 1 6

3 , 2 2 2

2 1 0

湧 別

渚 滑

2 7.8 5 0

8.3 2 6

8 4 . 0

90 . 7

オ

ホ

l

ツ

ク

海

区

幌 内

徳 志 別

歌 登

頓 別

1 1 , 7 0  0

4.6 5 5

3 , 9 7 1

4 , 1 4 8

1 , 2 8 0

4 7 6

5 8 6

5 1 C

1 0.4 2 0

4 , 3 7 9

3.3 8 5

3. 6 3 2

8 9 . 1

9 0 . 2

85 .2

8 7 . 6

海 区 計
本 年 度

前 年 度

1 4 8 , 3 5 6

1 7 5 , 9 8 0

1 8.5 2 0

3 3 , 4 8 1'l

1 2 9 , 8 3 6

1 4 2.4 9 2

S 7 . 5

8 1 . 0

5 1. 1ll9:)

5 6.7 7 7

7 4 ,;S 7 0

7 7.3 0 9

1 2 6 , 3 6 5

1 3 4.0 1i 6

增 幌

天 塩

/ /

小 計

礼 文 島
i「 、 ロ ナ イ

信 砂

餐 寒 別

違 別

0

0

0

0

0

0

0

1 7 3

0

0

0

0

1 5 5

5 2 0

3 7 2

l , 5 4 2

1. 9 1 4

2 5 0

S 0 3

2,20 0

8 0 0

0

5 0 0

5 0 0

5 0 0

9.4 8 8

5 2 0

:3 7 2

1 , 5 4 2

1. 9 1 4

2 5 0

S 0 3

2 2 0 0

9 l 3

0

5 0 0

5 0 0

500

g,643_
;

中 川

天 塩

8 8 9

1 , 6 4 0

2.7 2 9

3 2 S

5

3 7 1

2 4 t)

. 6 , 6 9 5

6 3

1 8 2

2 4 5

6 7

2

3 5

4 2

1.0 0 8

8 2 6

1 , 6 5 8

2.4 8 4

2 '6 1

3

3 3 ti

2 0 4

l 5 8 8 7

1 4 , 4 6 7

9 2 . 9

90.1

91.0

7 9 . 6

60.0

90.6

8 2.9

85.4

( 船 泊 )

( 信 砂 )

(暑薄別)

( 違 別 )

l ( 增 毛 )千 オ'

風 蓮 別

古 丹  別

小 平 築

l 石 狩 1 9 , 2 3 0 4.7 6 3 75 . 2
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放 流 期 間
仮収容から収容までの卵の動き一一事業場単位

備 考
稚 魚 移 殖 放 流…一括 弧 書

月 / 目  月 / 目

5 / 1 3̃5 / 1 7

3 /  1̃5 / 2 5

4 / 1 0̃5 / 2 6

4 / 1 0̃5 / 1 6

2 / 1 2̃4 / 2 0

3 /  1̃6 / 1 5

5 / 1 0̃5 / 3 1

4 / 1 5̃5 / 3 1

5 /  7̃5 / 2 6

5 / 1 3̃5 / 1 3

( 湧 別 よ り 2 , 0  0 0 千 尾 )

余市へ 2 , 9 0 4千粒 ,  敷生へ 4. 9 S 9 千粒 ,  (佐呂問別へ 3,0  0 0千尾,  興部へ 2.0 o o千
尾 ,芭露へ 2,0 0 0 千尾 )

( 興部へ 1.o o o千尾 )

( 携 別 よ り 2.o o o千尾 , 渚 滑 よ り 1 , o o o千尾 )

( 幌 内 よ り 1 , 8 9 0 千 尾 )

( 雄武へ 1 , 8 9 0 千 尾 )

納 走 よ l ) 3 , 4 2 0 千 粒

斜里 よ り 2. 4 s 0 千粒

斜里 よ り 3. 2 8 0 千 粒 ・  ( 摸払^、2 1 0 千 尾 )
( 頓 別 よ l ) 2 1 0 千 尾 )

2 / 1 2̃6 / 1 5

3 /  1̃6 /  1

5 / 2 3̃5 / 2 3

5 / 1 0̃5 / 1 7

5 /  1̃5 / 1 0

( 増 毛 よ l ) 5 2 0 千 尾 )

札内 よ l.) 1 , 0  s 3 千 粒

6 /  1̃6 /  5

6 / 2 6̃6 / 2 l li

6 / 1 5̃6 / 2 0

5 /  ‘ ̃5 / 2 0

( 增 毛 よ り 8 0  o千尾 )

增毛へ 3 4 7 千 粒 ,  ( 増 毛 よ l ) 1. 9 0  0 千 尾 )

( 增 毛 よ l ) 3 o 0 千 尾 )

著寒別 よ り 3 4 7 千1E立 , 北見よ り 2 , 5 6 6 千粒 , 認 l 臼 よ り 3.9 8 0 千粒 ,  (暑寒別へ1 , 9 0 0
千尾,信砂へ 8 o 0千尾, 小平集へ 5 0  0千尾, 古丹別へ 5 0  o千尾,風連別へ 5 0  0 千
尾 ,違別へ8 0  0千尾. 増幌へ 5 2 0 千 尾 )

( 増 毛 よ り 5 0  0 千 尾 )

( 増 毛 よ り 5 0  0 千尾 )

( 増 毛 よ l) 5 0  0 千 尾 )

チり一、1 ,000千?網定より1 .5S7千粒,斜望よ り 7,082千粒,札l11'1lよl) 75千粒,十勝より1245
千粒・ ( 1 ll-r益へ 5 0  0千尾,厚田へ 9o 0 千:尾,仁llt1l;llへ8 0  o:f-尾,日高1期llへ 1,o o o -:f:尾,沙流へ5 o 0
千尾・理 llへ3o 0千尾i)白老へ 6 0 0千尾 )

5 / 1 S̃5 / 1 8

5 / 1 7̃5 / 1 7

5 / 2 0̃5 / 2 0

2 / 2 8~5 /  7---
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海

区
水 系

事 業 場

( 収容場 )
収容卵数 死 卵 数 ふ出尾数 ふ出率

放 流 尾 数

無 給 解 給 解 計

浜 益

厚 田

余 市

美 国

積 丹

古 平

古 宇

尻 別

朱 太

泊

利 別

突 符

厚 沢 部

天 の

石 崎

大 鴨 津

茂 草

及 部

二f粒 :F;粒 :i-尾 % 千尾

5 0 0

5 0 0

0

6 7 4

0

2 0 0

0

6 9

1,0 0 0

1 5 0

0

0

4 4 0

4 5 0

0

0

0

0

f 尾
0

4 0 0

').6 5 3

0

6 0 0

0

2 0 0

0

4 0 0

0

2 , 4 9 3

7 0 0

3.1 6 0

2 5 0

8 0 0

1 0 0

l 5 0

8 0 0

千尾

5 0 0

9 0 0

2, l111i 3

lli - 4
6 0 0

2 0 0

2 0 0

6 '1

1,・; 0 0

1 5 0

2,4 1ll ;1;

7 0 0

3 , 6 0 0

7 0 0

6 0 0

1 0 0

1 5 0

8 0 0

( 余 市 )

( 美 国 )

2 , 9 3 4

1 , 0 3 0

2 8 1

3 4 6

2 , 6 5 3

6 8 4

90 . 4

66.4日

本

尻 別 l , 6 6 3 2 1 3 1.4 7 0 8 7 . 3

海

利 別 3 . 0 4 1 4 ti 3 2 , 5 7 S S 4 . 8

区 厚 沢 部

(:t f)国 )

4.1 4 7

5 0 0

3 9 8

l 4

3,7 4 9

4 8 6

90.4

97 . 2

海 区 計
本 年 度

前 年 度

4 3.1 3 9

5 4 , 5 9 1

7 , 8 7 7

8.0 9 8

3 5 , 2 6 2

4 6.4 9 3

81 .7

8 5.2

4.3 1 1

3.0 e 5

3 0 , ! 8 1

3 6 , 1 0 4

3 4 , 4 9 2

3 9. 1 6 9

tサ ル シ イ准 自

春 刈 古 ; i

植 1lll

元 崎 無 異 「::
0

0

0

0

0

1 , 0 0 0

S 5 6

5 3 6

5 , 5 2 0

1.0 5 0

7 8 5

0

6 5 ll

5 3 o

5, 11i 20

1 , 0 5 0

,65

1,0 00

根

室

海

区

推 自 1 , 1 9 9 8 8 . 4

(元崎無異 3 t; 1 74 . 2
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放 流 期 間
仮収容から収容までの卵の動き一一事業場単位

備 考
稚 魚 移 殖 放 流一一括 弧 書

月/日 月/日

4 / 2 6̃4 / 2 6

4 / 1 0̃4 / 1 5

5 / 1 0̃5 / 1 5

6 / 1l;̃ 6 /  8

5 / 2 3̃5 / 2 3.o / 2 3̃5 / 2 3
5 /  9̃5 /  9

5 /  9̃5 /  9

5/ 9̃5 / 'ul

5 /  9-5 /  9
2 / 2 1̃4 / 1 5

5 / 2 0̃5 / 2 1

2 / 1 0̃4 / 2 2

5 / 1 0̃ 5 / 1 7

5 / 1 t r-,5 / 1 6
5 / 1 5̃5 / 1 5

4 / 1 9̃4 / 1 9

5 / 1 4̃5 / 1 4

( 千 才 よ l) 5 0  0 千尾 )

( 千 才 よ l) 9 o 0 千尾 )

湧別よ l) 2,1i 0 4 千 粒

( 森 よ り 6 0  0 千尾 )

( 森 よ l j 2 0  0 千 尾 )

( 尻 別 よ り 2 0  0 千 尾 )

( 古 字へ 2 0  0 千尾 , 朱太へ 1 , 0  0 0千尾. 泊へ 1 5 0 千 尾 )
( 尻 別 よ り 1.oo o千尾 . 森 よ り 4 oo千尾 )

( 尻 別 よ り 1 5 0 千 尾 )

( 森 よ り 7 0  0 千尾 )

( 森 よ り 2 5 0 千 尾 )

( 森 よ り 8 0  0 千 尾 )

( 森 よ り 1 o o千尾 )

( 八 要 よ l) 1 5 0 千 尾 )

( 森 よ り 8 0  0 千尾 )

2 / 1 0̃6 / 2 6

2 /  1̃3 / 3 0

5 / 1 6̃5 / 1 6

5 / 1 6̃5 / 1 6

4 / 1 0̃5 / 2 0

5 / 1 ,̃ 5 / 1 7

5 / 1 7̃5 / 1 7

6 /  1̃ 6 / 1 5

( 111基,11:'-1, よ l) 8 5 6 千 尾 )

( 推 自 よ り 5 3 6 千 尾 )

增毛へ 3.9t; 0千粒・ ( ル サへ 656千尾・ サi /ルイへ 536千尾. 春1(J古丹へ 1.0 5 0千尾. 相5ilr、
785千尾. 崎無1起へ 2 7 3-:t尾 )
( 確 自 よ り 1 , 0 5 0 千 尾 )

( 推 自 よ り 7 8 5 千 尾 )
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海

区
水 系

事 業 場

( 収容場 )
収容卵数 死卵数 ふ出尾数

ら出率一

放 流 尾 数

無 給i耳 給 i耳 計

崎 無 異

意 別

古 多 横

忠 類

伊 茶 仁

標 津

/ /

小 計

当 幌

春 別

床 丹

西 別

矢 自 別

風 蓮

別 当 賀

温 根 別

穂 香

三 番

ノッカマツプ

千1l11

8 , 0 3 '

千粒 ー「尾 % 二f 長
0

0

0

0

0

0

0

0

0

2.2 0  0

0

1 , 8 9 0

8 3

0

0

4 1 5

0

2 3 0

千尾

2 7 3

5 , S 0 0

3 8 6

6 2 8

6.1 4 '1'

2 1.2 1 3

2 1 , 2 1 3

6.4 8 2

4 0 C

C

4 2 , 4 0 1

(

7 , 0 2 1

6.1 5 i

3 9 l

3 2 l

2 9 '

l

千基程

2 7 3

5. 1l、00

3 8 6

6 2 8

6.1 4 7

2 1.2 1 3

2 1 , 2 1 3

6 , 4 8 2

4 0 0

2 , 2 0 0

4 2 , 4 0 1

l.8 9 0

7.1 0 6

6.1 5 3

3 9 1ll

7 4 1

2 9 9

2 3 0

意 別 2 , 1 0 8 5 , 9 2 9 73 .8

根 伊 茶 仁

根 室

中 標 津

1 lll , 9 2 'l

1 1.6 9 1

9.0 1 l

2 0 , 7 0 :

1 1 , 3 4 :

2 , 8 8 7

1.2 4 2

1.0 6 4
2.3 0 6

1.4 9 t

3 4 4

1 0.5 8 4

3 4 4

1 , 0 9 3

2 4 4

1 6 i

1 4.0 4 2

1 0 , 4 4 9

7.9 5 2

1 8 , 4 0 1

9 , 8 4 3

2 , 2 3 4

4 6.5 5 :3

1 , 8 9 ;3

6 , 7 6 l1

2.9 5 2

8 2 . 9

8 9 . 4

88.2

8 8 . 9

8 6 . 8

86.7

81 . 5

8 4 . 6

86 .1

1l l2 .4

室 計 根 1ll l

( 床 丹 )

虹 1ll l

(矢自別)

浜 lキ

厚 房

2 ,571

5 7 , 1 3

2.2 3

7,8 ll; :

3 , 1 9 l

海

区 ( 穂 香 )

(ノッカマツプ

5 8 4 1 f 71.3

2 7 3 i 2 3 : 8 5 . 9

海 区 計
本 年 度

前 年 度

1 4 2.6 5 0

1 3 4.3 0 9

2 3 , 1 7 5

1 6 , 1 2 8

1 1 9 , 4 7 5

1 1 8.1 8 1

83.8

a 8.0

5. 8 1 8
5 , 1 2 1

1 0 6 , 6 7 7

1 1 0.0 3 8

l 1 2 , 4 9 5

1 1 5.1 5 9

差
幌 戸

別 寒 辺 牛

チヨロべツ

1illl 路

/ /

( 幌 戸 )

太 日

lilll 日

得 月

1 , 0 6

9 , 1 9

=:
1 1 1

1 , 3 6 1

l 二

9 5 4

7.8 3 6

3 4.6 1 3

1 0 , 9 5 2

8 9 . 5

85.2

89 . 2

88 . 4

1 , 7 5 4

6 , 8 3 5

0

0

0

0

0

1 , 8 0 0

3 1 , 7 7 3

7.6 3 2

1 7 5 4

6.8 3 5

1,800

3 1 , 7 7 3

7,632
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放 流 期 間
仮収容から収容までの卵の動き…一事業場単位

備 考
稚 魚 移 殖 放 流一…括 弧 書

月/日 月/日

5 / 1 7̃5 / 1 7

5 / 2 5̃6 / 1 5

5 / 1 3 、 5 / 1 3

5 /  8̃ 5 /  9

5 / 1 4̃ 5 / 2 0

4 /  1̃5 / 2 4

5 /  1̃5 / 3 1

5 / 1 6̃5 / 1 6

5 /  1̃ 5 / 3 1

3 /1 S̃ 5 / 1 9

4 / 2 7̃ 5 / 3 l

4 / 2 5̃5 / 2 5

4 /  1̃5 / 3 1

5 / l l̃5 / 1 1

5 /  5-5 / 1 3
5 / 1 1̃5 / 1 1

5 / 1 7̃ 5 / 1 7

( 継 E i よ り 2  7 3 手 尾 )

( 伊 茶 仁 よ l ) 3 s 6 千 尾 )

( 根 室 よ り 6 2 8 手 尾 )

日本海センターへ5ユ 2 2・:-粒' :.,1l1平洋センタ ーへ3,421千粒,森'、5,485千粒・(古多標へ 386千尾,
解へ6.568千尾, 地 へ3 9 5=f」民,, 穂1香へ 3 2 6千尾)

( 忠額へ 6 2 8千尾. 別当賀へ 2 ,050千尾・ 温 糊 l」へ 3 9 9手尾 ,三番川へ 2 9 9千尾. 伊
茶仁 よ り 6.5 6 8千尾 ,計根1ll lll よ l) 6 6 6 千尾 )

(標津へ 6 6 6千尾 ,  春別へ 4 0  0 千尾 , 別当賀へ 1.2 0 3 千 尾 )

( 計 根 別 よ り 4 0  0・:-尾 )
動1路 エ り 1 0 , 4 9 5 千 粒・ 網定より  1 , 8 7 7千粒

( 伊 茶 仁 よ り 3 9 5・:-尾 )
( 根 室 よ り 2,0 5 0千尾 ,  計根別よ l) 1 , 2 0 3千尾 )

( 根 室 よ l) 3 9 9 千 尾 )

( 伊茶仁よ l) 3 2 6 千 尾 )

( 根室 よ l) 2 9 9 千 尾 )

3 / l 5̃6 / 1 5

3 /  1̃5 / 3 1

5 /  9̃1il / 3 1

5 /  l̃5 / 3 l

4 / 1 0̃ 5 / l 4

4 / 1 2̃5 / 2 0

4 /  5̃5 / 1 3

( 太田 よ l) 1, o 0 0千尾 )

( 幌戸へ 1 , 0  0 0 手尾 )

( al l 路 よ り 1 , 8 0  0 千 尾 )

必lllへ 1 0 , 4 9 5 千 粒 ,  ( チ ョ ロ ぺ ツへ 1 , 8 0  0 千 尾 )

( 庶路へ 2 , 0  0 0千尾・ 阿寒へ 1 , 0  0 0 千 尾 )
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海

区
水 系

事 業 場

(収容場 ;
収容卵数

放 流 尾 数
死 卵 数 ふ出尾数 ふ出率

無 給 餌 給 餌 計

:i;粒
5 1.1 7 4

手粒

5 , 6 0 9

手尾

4 5 , 5 6 5

%
8 9 . 0

;f:尾
0

0

0

8 6 0

0

9 8 5

0

0

8.5 3 7

0

8, 5 3 7

0

0

0

0

0

0

1 , 2 7 0

:F:尾

3 9 , 4 0 5

1.0 0 0

2.0 0 0

0

2 , 8 7 0

0

1 2 , 9 5 0

1 3.4 5 5

2 2.8 4 3

1. l 6 3

5 0. 4 3 1

2.'ll 7 0

1 , 4 7 8

4 , 4 4 S

l.0 0 0

5.9 9 0

2 0 0

0

程
3 9 , 4 0 5

l. 0 0 0

2.0 0 0

8 6 0

2.8 7 0

9 8 5

1 2 , 9 5 0

1 3,4 5 5

3 1 . 3 1l;0

1 .1 S 3

5 8 , 9 6 6

2.9 ,0

1. 4 7 1l

4 , 4 4 6

1 , 0 0 0

5 , 9 9 0

2 0 0

1.2 7 0

小 計

阿 寒

庶 路

茶 路

音 別

厚 内

十 勝

/ /

//

/ /

小 計

歴 舟

/ /

小 計

豊 似

広 尾

音 調 津

猿 留

( 茶 路 )

( 音 別 )

( 厚  内 )

十 體l

幕 1ll l

札 「

( 利 別 )

1 , 3 6 2

3. 2 0 4

1 , 0 6 3

1 6 , 2 5 4

2 9.9 1 5

3 9 , 5 4 6

1 , 3 0 0

8 7 , 0 1 5

3.2 1 2

1 , 6 5 0

4.8 6 2

3 8 2

2 5 4

8 3

3.0 6 7

6 , 6 7 2

6.2 7 0

1 1 0

1 6 , 1 1 9

2 2 4

1 7 0

3 9 4

9 6 0

2 , 9 5 0

1.0 0 0

1 3 , 1 S 7

2 3.2 4 3

3 3.2 7 6

1 , 1 9 0

7 0 , 8 9 6

2. 9 8 8

1. 4 8 0

4 , 4 6 8

7 2 . 0

lll 2.1

9 2 . 3

61 .1

7 7 . 7

84.1

l1l 1 . 5

S1.5

93.0

S 9 . 7

9 1 . 9

エ

リ

モ

以

大 指

( 更 生 )東

海

( 広 尾 ) 8.5 2 2 1 , 2 4 9 7 , 2 7 3 6 5 . 3

区

C度 留 〕 1. 4 1 3 1 4 0 1 , 2 7 3 1ll0.1

海 区 計
本 年 度

前 年 度

1 6 8 , 8 9 9

1 7 8 , 1 1 2

2 5.7 0 4

2 5 , 3 7 8

1 4 3 , 1 9 5

1 5 2 , 7 3 4

84.8

8 5 . 8

2 0. 2 4 1

1 2 , 3 0 9

1 0 9.1 4 4

1 3 1. 3 9 6

1 2 9.3 6 5

1 4 3.7 0 5

エ

リ

モ

以

西

海

区

歌 別

仁 1ll確 別

日 高 幌 別

元 浦

三 石

静 内

( 歌 別 ):2 3 6 l , 1 2 9 8 2 . 7 1 , 1 2 9

9 0 0

1.0 0 0

0

0

0

2 0  0

0

4 0 0

8 0 0

6 0 0

3.0 0 0

1,32 1l

8 0 0

1.4 0 0

8 0 0

6 0 0

3,0 00一一静 P 1 , 4 6 5 7.3 2 2 83 .2
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放 流 期 間
仮収容から収容までの卵の動き一一事業場単位

備 考
稚 魚 移 殖 放 流--・・括 弧 書

月/日 ル日

4 /  5̃4 /  6

4 /  6̃4 /  8

4 /  2̃4 / 1 0

4 / 1 0̃5 / 3 1

4 / 1 0̃4 / 3 0

4 /  4̃4 / 3 0

3 / 2 0̃4 / 2 0

3 /  1̃5 / 3 1

3 / 2 0̃4 / 2 0

3 /  5̃4 /  5

3 /  5̃4 /  5

4 / 1 9̃4 / 1 9

3 /  1̃5 / 3 0

4 / 2 0̃ 4 / 2 0

4 / 2 4̃4 / 3 0

( 鶴 居 よ り 1 ,  o 0 o千尾 )

( tllll居よl) 2,0 0 0 千尾 )

千才へ 1 , 2 4 5 手 粒

天塩へ 1. 0 8 3 手 粒. 千才へ 7 5 千 粒

( 広 尾 よ l J 1 , 0  0 0 千尾 )

( 豊 似へ 1, o o 0 千尾 ,音調津へ 2 o o千 尾 )

( 広 尾 よ l) 2 0  0 千 尾 )

3 /  1̃5 / 3 1

2 / 1 5̃ 5 / 3 1

4 / 2 4̃4 / 2 6

4 / 2 7̃4 / 2 7

4 / 2 0̃ 4 / 2 6

3 / 2 S̃3 / 2 5

4 / 2 0̃4 / 2 0

4 /  4̃5 /  2

ー、_

斜里 よ り 6 8 0 千 粒 ,  ( 静 内 よ り 2 0  0 千尾 )

( 手 才 よ り 8 0  0 千尾 )

( 千 才 よ l J l . 0  0 0千尾 . 静 内 よ り 4 0  0 手尾 )

( 静 内 よ り 8 0  0 手尾 )

( 静 内 よ り 6 0  0千-尾 )
斜里よ l) 5.3 3 2 手粒 , ( 歌別へ 2 0 0手尾 ,元浦へ 800手尾・ 新冠へ 600手尾,  日高幌
別へ 4 0 0手尾・ 三石へ 6 0C手尾・ 館川へ 4 5 0手尾 )
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海

区
水 系

事 業 場

( 収容場 )
収容卵数 死卵数 ふ出尾数 ふ出率

放 流 尾 数

無 給 餌 給 f耳 計

新 冠

沙 流

鵡 川

自 老

9ll 生

置 気 別

長 万 部

遊 楽 部

落 部

鳥 崎

常 路

大 船

矢 尻

尻 岸 内

汐 泊

松 倉

戸 切 地

茂 辺 地

大 当 別

亀 川

知 内

福 島

1 f 粒
敷 生 7 , 0 6 7

( 買 気 別 ) 4 0 3

1八 要 9.1 6 7

l

l
(尻岸内) l 1 9 4

( 汐 泊 ) 1 2 , 9 7 1
l

l( 有 川 ) 2 , 3 2 S

l

( 型 地 ) l 1 1. 4 3 2
( 電 川 ) 1 2.1 9 1
知 内 1 . 5 7 S
( 福 島 ) 1 7 3

( 森 ) 1 0.8 7 0

l

特一u 1 科 名 l % 1 手尾 l 手1e- 1 常'l 0 6 0 0 6 01 I S 0 0  0 5 0

3 0 0 l 4 0 0 1 7 0

6 0 0 l S 0 0 1 1 . 1 0
7 8 3 l 6 , 2 S 4 ' 8 8 . 9  0 l 5. 3 0 0 1 5.3 0
9 3 l 3 1 0 7 6 . 9 l 2 0: l ;:: 1 :
一 l 7 , 9 2 6 l S 6. 5 1 1: l ::l ::

1 l l 。 , , , 1 ,,

l l l 0 6 0 0 l l 1 0

l l :::: l :

2 5 l 1:l 67 .1 l 1 5 0 l 9 0 0 1:i

4 0 1 2.5 , 0 l ト 6 . 5 l 2.3 0 0 l - , l 0 0 2 , , 0

5 g 7 1 - 1 7 4 4 1 -: 1 l 5:1 ::
1 , S 8 3 l 9. 5 1 9 6 3 . 5 l 8 , 6 0 0 l 0 1 8.60

1 l j 0 l 6 0 0 l e 0
7 9 1 1 . 4 0 0 6 3 . 9 l 1.2 5 0 l 0 1 l . 2 1

4 1 l 5 3 7 9 2 9 l 4 S 0 1 6 0 0 1 1 0 6

2 3 l 1 5 0 8 6 . 7 1 4 0 l 1 5 0 l 2 9
2 , 2 3 8 l 8 , 6 3 2 l 7 9 . 4  0 0

l l 

. '1::

り

モ

以

西

海

区

海 区 計

本 年 度

前 年 度

5 7 , 5 2 6

5 8.0 1 S

9 , S 1 7  1 4 7 , 7 0 9
l

9 , S 6 3  l 4 8.1 3 5
52 .9

8 3 . 0

1 8. 9 6 7

2 1 . 5 6 4

2 3. :E;0 6

2 2 , 1 2 2

4 2 , 7 7

4 3.6 5

-5 6-

0

0

0

0

0

0

0

・-

0

0

0

0

0

0

ll

）
0

0

0

0

50

11'11 流 期 間
仮収容から収容までの卵の1111lき一一事業場単位

・l職 考l - - - ---- l維 一 f111- ;l1多 11 l' ,一望一 流一一括 il 瓜 許 _ _

l ( 静 内 よ り 6 0  0 手尾 )( 千:;1rよ り 5 0  0 手尾 )_
( 手 才 よ り 3 0  0 手 尾 , 静内 よ l) 4 0 0 千尾 )

Jll/日 月/' l1l
5 /  1 ̃ 1i/ 1

4 / 2 6 ̃4 / 2 6

4 / 1 0̃4 / 2 7

1 3 / 1 0̃ 1/ 2 0
l

l 4 / 2 3 ̃ 5 / l 2

5 / 1 0 ̃ 5 / 1 0

:l/2 5 ̃ 5/ 1

4/' 1 0 ̃ 4 / ' 1 0

5 / 1 3-5 / 1 3

' 1 j別より4. 9 8 9 千 粒 ,  (自老へ 8 o 0 手尾 )

( 森 よ り 7 6 0 千i是 )

( 森 よ り 7 5 0 手 尾 )

森へ 1,o 0 0手粒 ,  ( 知内へ 6 0 0  手-1il , 茂草へ 1 5 0 手1li, 落部へ 、5 o ' ' :1- 1:1 11,, 、;用1、、、3 l ' ,1
手1 1:', 矢t?へ 1 :i 0手f1l1 , 松?含へ 1 5o 手尾・ 福11:1へ 1i0手lし' .) 
/ ・1・・・ ? l 1 = ll ・、 .1】 ・ 1 、
l, /、二・・・・ ' ノ J V  V l i't- ノ
( ・無よ り 1  l ) 0 f-1? )

l
l1.' S ̃ 111/ S i ( 森 よ リ 6 ( 1 0 手- 1f_ )

1

1 2 / '  1 ̃ ', / 1 い  1 ・1,-へ 1 . 7  1 3 - l-t1 . ・ ( 森 よ り ・ 1 0  0 1 -1 4 )

1
1/l l l1̃ 4/ 1 S 1 ( 八 要 よ l ) 3 0  0子111 )

1 4 / :' 2 、. i / 2 2 l ( 八 要 よ り 1 i , 0 1 ・ i e_ )
i

2/ i、--l / l 5 l ( 発i1:よ 1lJ '' 、l 0 千、1 )
l

1/2 3 ̃」/2 3  l ( 八要 .1 り 1  5 0 千 1 li1 )

2 / 1 0̃ 4 / 1 S
l

2 /  5 ̃ 4 / 1 0  l識、へ 1 6 0 手 粒
l

5/ ‘、,5 /  7 l ( l議より 6 0  0 手 尾 )
2 / 1 0 ̃ 1/ 1 0  l

l

3 / 2 0̃ .1/2 0  l ( 八1望 よ り 6 0  0 手 尾 )

4 // S̃4 / 1 9 ( 八 装 i よ り 1  50子1 l11 )

統 よ l) 2,2 2 s 手-粒,汐泊より 1.743手粒, 観 ?也より 4 8 0  f 粒 , 八基iよ l)1,000手粒, 伊茶仁
ょ り 5.485手粒. (国気別へ 780手尾, ;長万部へ 7 5 0 †-tii, 言平、2 o 0-,-1是, 大鴨津へ 1 0 0 手
尾. aいs0 01'・尾, 積i'iへ6 o o?毛・鳥l1111lへ 100子1?,能へ 6 0 o :F1l l9, t?幸一内へ 90  0手
尾,汐泊へ 4 0 0千尾 ,大当 l」へ 6 0 0 :F・t1l11,・1来太へ 400手l :l11,突符へ・7 0 0 提 , 天のへ 2 5 0 :i二
l i1_ ? ? so o:l :ii1 、)

/ 1̃5 / 1 3

/ 1 0̃5 / 1 5
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海

区
水 系

事 業 場

( 収容場 )
収容卵数

放 流 尾 数
死卵数 .i。-出尾数 ふ出率

無 給 iil 給 幅 計

:f'粒
5 6 0 , 5 7 0

6 0 1.0 1 0

千粒

8 5 , 0 9 3

9 2 , 9 7 5

手尾

4 7 5 , 4 7 7

5 0 8 , 0 3 5

%
8 4 . 8

8 4 . 5

手尾

1 0 1.3 3 2

9 8.S 3 6

手尾

3 4 4.1 7 8

3 7 6 , 9 6 9

4 4 5.5 1

4 7 5 , 8 (

合 計
本 年 度

前 年 度

第 l  5 表  昭 和 4  8 年 度 支 ・ 事 業 場 別 さ け ふ 化 放 流 成 續 表

一尾
0

一十

．

支 場
事 業 場

( 収 容 場 )

収 容 卵 数

( A )
死 卵 数

ふ 出 尾 数

( B )

ふ 出 率

B / A X 1 0  0

手拉
l 4 , 3 5 2

2 5 , 2 5 1

9. 8 5 4
2 3.3 1 9

8 , 5 7 2

3 3.1 5 4

9 , 1 8 0

1 1 , 7 0 0

1 3 5 , 3 8 2

手粒
8 4 7

2.8 3 3

2 , 0 2 S

2.9 2 7

8 6 9

5 , 3 0 4

8 5 4

1 . 2 8 0

手尾
l 3.5 0 5

2 2.4 1 6

7 , 8 2 6

2 0.3 9 2
7 , 7 0 3

2 7.8 5 0

8 , 3 2 6

1 0.4 2 0

%
94 .1

6 8 . 6

79.4

t,7.4

8 9 . 9

84.0

9 0 . 7

89 .1

北 見 岩 尾 別

斜 里

深 琴

網 走

北 見

湧 別

清 滑

幌 内

小 計 1 6.9 4 2 1 l 8 , 4 4 0 ' 67.5

根 室 確 日

( 元 崎 無 異 )

素 別

伊 茶 仁

根 室

中 標 津

計 根 別

( 床  丹 )

虹 別

浜 中

( 矢 自 別 )

厚 床

( 穂  香 )

1 0 , 3 7 2

1. 4 0 0

8.0 3 7

l 6 , 9 2 9

1 1 , 6 9 1

9.0 1 6

1 1.3 4 2

2 , 5 7 6

5 7 , 1 3 7

7 , 8 6 l

2.2 3 7
3.1 9 6

5 8 4

1 , 1 9 9

3 6 l

2 , 1 0 6

2 , 6 8 7

1.2 4 2

1. 0 6 4

1 , 4 9 9

3 4 4

1 0 , 5 8 4

1 . 0 9 3

3 4 4

2 4 4

1 6 6

9.1 7 3
1 . 0 3 9

5.9 2 9

1 4 , 0 4 2

1 0.4 4 9

7. 9 5 2
9 , 8 4 3

2.2 3 4
4 6 , 5 5 3

6 , 7 6 6

1. 8 9 3

2.9 5 2
4 l 6

88.4

74.2

7 3 . 6

82 . 9

89.4

1ll8.2

S6.S

86.7

61.5

78.6

S4.6

92.4

71.2
_-・

-li8-

放

月/日
2 /

t 流 期 間
仮収容から収容までの卵の動き一一事業場単位

備 考
稚 魚 移 是 放 流一一括 弧 書

l/日 月/日

/ 」̃ 6 / 2 6

/ 1̃6 / 3 0

放 流 尾 数
放 流 期 間

備 考

無 給 f耳 給 iEl 計 ( C ) C / B X 1 0  0 C / A  X 1 0  0
- ;F・尾
l 1.3 2 0

3 , 4 3 6

1 . 4 8 1

1 4 , 5 3 2

5 , 6 4 5

1 1.6 5 1

0

3 , 9 3 0

手尾
1 , 9 tl 0

1 8.6 4 6

5 , 6 7 6

5.2 0  0

1 . 9 8 0

1 5 , 7 7 8

8.2 6 2

6 , 0  0 0

手尾
1 3.3 0 0
2 2.0 l l 2

7 , 1 5 7

1 9 , 7 3 2

7 , 6 2 5

2 7 , 4 2 9

8 , 2 6 2

9. 9 3 0

%
98.5

9 8 . 5

91.5

1l l6.8

1l l 9 .0

9 8 . 5

9 9 . 2

9 5 . 3

%
9 2.7

87 . 5

72 .6

8 9 . 9

i;9.0

82.7

90.0 -
84 .9

4 / 1 0  ̃ 5 / 2 0

3 / 2 0  ̃ 5 / 3 1

4 / 1 8  ̃ 5 / 2 1

3 /  1 ̃ 5 / 2 0

3 /  l ̃ 5 / l 5

3 /  1 ̃ 5 / 2 5

4 / 1 6  ̃ 5 / 2 7

2 / 1 2  ̃ 6 / 1 5

5 1. 9 9 5 6 3.5 2 2 1 1 5 , 5 1 7 2 / 1 2  ̃ 6 / 1 5 9 7.5 1l;5.3

0

1 . 0 0 0

0

0

0

0

0

2 , 2 0 0

0

tl 3

l. 1l;9 0

0

4 1 5
l-_

9 , 0 2 0

0

5 , 8 0  0

1 3. 1; 2 2

9 , 4 1 5

7 , 9 4 0

8 , 7 5 1

0

4 2.4 0 1

6 , 6 2 8

0

2 , 9 0  0

0

9.0 2 0
1.0 0 0

5 , S 0 0

1 3.8 2 2

9 , 4 1 5

7 , 9 4 0

8 , 7 5 1

2.2 0  0

4 2. 4 0 1

6 , 7 1 1

1. 1l; 9 0

2 ,90  0

4 l 5

4 / 1 0  ̃ 5 / 2 0

6 /  1 ̃ 6 / 1 5

5 / 2 5  ̃ 6 / 1 5

5 / 1 3  ̃ 5 / 2 0

4 / 2 0  ̃ 5 / 2 4

4 / i'・、'̃  5 / 1 5

5 /  1 ̃ 5 / 3 l

5 /  1 ̃ 5 / 3 1

3 / 1 5  ̃ 5 / 1 9

4 / 2 5  ̃ 5 / 2 5

4 / 2 7  ̃ 5 / 3 1

4 /  1 ̃ 5 / 3 1

5 /  5 ̃ 5 /  5

9 8 . 3

96.2

9 7 . 8

9 8 . 4

90.1

9 9 . 8

68.9

9 8 . 5

7 9 . 4

99.2

9 9 . 8

9 8 . 2

9 9 . 8

8 7 . 0

7 1 . 4

7 2 . 2

ll;1.6

60.5

88.1

7 7 . 2

65 .3

6 4 . 7

85.4

84 .5

90.7

71 .1

-5 1ll-



支 場
事 業 場

( 収 容 場 )

収 容 卵  数

( A )
死 卵 数
i 出 尾  数

( B )

i 出 一率
B / A X 1 o 0

根 室
千・粒
2 7 0

千-粒
3 8

2 3 , 1 7 5

千-尾
2 3 2

-一明

1l l5 .9( ノッカマツプ )

小 計 1 4 2 , 6 5 0 1 1 9 , 4 7 5 83.8

十 勝 太 田

創 路

偉 居

事 別

札 内

十 勝

大 樹

( 幌  戸 )

( 茶  路 )

( 音  別 )

( 厚  内 )

( 利  別 )

( 広  尾 )

( 據  留 )

( 更  生 )

9.1 9 8

3 8 , 7 S 7

1 2 , 3 8 7

2 9 , 9 1 5

3 9 , 5 4 6

1 6 , 2 5 4

3.2 1 2

1. 0 6 6

1.3 6 2

3.2 0 4

1.0 S 3

1.3 0 0

8 , 5 2 2

1. 4 1 3

1.6 5 0

1.3 6 2

4.1 7 4

1 . 4 3 5

6 , 6 7 2

6.2 7 0

3.0 6 7

2 2 4

1 1 2

3 6 2

2 5 4

6 3

1 1 0

1.2 4 9

l 4 0

1 7 0

7. 6 3 6
3 4.6 1 3
1 0.9 5 2

2 3.2 4 3
3 3.2 7 6

l 3 , 1 ;l l7

2 , 9 6 6

9 5 4

9 6 0

2 , 9 5 0

1.0 0 0

1.1 9 0

7 , 2 7 3

1.2 7 3

1. 4 8 0

t、5.2

69.2

S8 .4

7 7 . 7

:S4.1

8 l . 1

9 3.0

69 . 5

7 2.0

92.1

9 2 . 3

91 . 5

65.3

90.1

89 . 7

小 計 1 6 , 8 , 8 9 9 2 5 , 7 0 4 1 4 3 , 1 9 5 fl4.3

天 塩 徳 志 別

歌 登

頓 別

中 川

天 塩

( 信  砂 )

( 器 寒 別 )

( 違  別 )

( 船  泊 )

( 增  毛 )

4. ;l;5 5

3.9 7 1

4.1 4 1ll

8 8 9

1.8 4 0

5

3 7 1

2 4 6

3 2 8

6.6 9 5

4 7 6

5 6 6

5 l 6

6 3

1 8 2

2

3 5

4 2

6 7

1.0 0 S

4 , 3 7 9

・ 3.3 :l;5

3.6 3 2

6 2 6

1. 6 5 6

3

3 3 6

2 0 4

2 6 1

5.3 6 7

90 . 5

S5 . 2

57.6

9 l . 0

90.1

80 . 0

58.9

S2 .9

79.6

185.4一一
小 計 2 3.5 4 8 2.9 7 7 2 0 , 5 7 1 S7.4一,・1

-6 0-

放 流 尾 数
放 流 期 間

備 考

無 給 i耳 給 餌 計 ( C ) C / B X 1 0  0 C / A X 1 0  0

f 尾
2 3 0

f-尾
0

能
2 3 0

明o
99 .1

9 4 . 2

%
6 5 . 25 / 1 7 ~ 5 / 1 7

5. lF;1 8 1 0 6.6 7 7 1 1 2 , 4 9 5 3 / 1 5  ̃ 6 / 1 5 7 8 . 9

7 , 6 3 5

0

0

0

8 , 5 3 7

0

0

7 5 4

6 6 0

0

9 6 5

0

0

1 . 2 7 0

0

0

3 3.5 7 3

1 0.6 3 2

1 3.4 5 5

2 2 ,:l l 4 3

1 2 , 9 5 0

2 , 9 7 0

0

0

2 , 6 7 0

0

1.1 6 3

7.1 9 0

0

1 . 4 7 6

7.S 3 5

3 3.5 7 3

1 0 ,l6 3 2

l 3.4 5 5

3 1.3 8 0

1 2.9 5 0

2 , 9 7 0

7 5 4

6 1l、 0

2 , 8 7 0

9 6 5

l.1 8 3

7 , 1 9 0

1 . 2 7 0

1.4 7 S

5 /  1 ̃ 5 / 3 1

4 / 1 2  ̃ 5 / 2 0

4 /  5 ̃ 5 / l 3

3 / 2 0  ̃ 4 / 2 0

3 /  1 ̃ 5 / 3 1

4 /  4 ̃ 4 / 3 0

3 /  5 ̃ 4 /  5

5 /  9 ̃ 5 / 3 1

4 /  2 ̃ 4 / 1 0

4 / l 0 ~ 5 / 3 l

4 / 1 0  ̃ 4 / 3 0

3 / 2 0  ̃ 4 / 2 0

3 /  1 ~ 5 / 3 l 「)

4 / 2 4  ̃ 4 / 3 l11

3 /  5 ̃ 4 /  5

9 9 . 9

97 .0

9 7 . l

S7.9

9 4 . 3

98.2

9 9 . 4

7 9 . 0

67.8

97 . 3

. 98.5

1l l 9 .4

98 .l;

99 .8

9 9 . 9

85.2

S6 . 6

6 5 . 6

4 5 . 0

7 9 . 4

7 9 . 7

92 . 5

7 0 . 7

63 .1

S Cl. 6

9 1 . 0

9 1 . 0

6 4 . 4

6 9 . 9

6 9 . 6

2 0.2 4 1 1 0 9 , 1 4 4 1 2 9 , 3 6 5 3 /  1 ̃ 5 / 3 1 9 0 . 4 76 . 6

0

0

0

0

0

0

0

1 7 3

0

0

4 , 2 0 0

3.2 1 6

3.4 3 2

3 7 2

1 . 5 4 2

3

3 0 0

0

2 5 0

5.5 2 0

4 , 2 0  0

3. 2 1 6

3.4 3 2

3 7 2

1.5 4 2
3

3 0 0

1 7 3

2 5 0

5.5 2 0

5 / l 0  ̃ 5 / 3 l

4 / 1 5  ̃ 5 / 3 1

5 /  7 ̃ 5 / 2 6

5 / 1 0  ̃ 51/17

5 / 1、-'̃  5 / 1 0
6 / 2 6  ̃ 6 / 2 6

6 / 1 5  ̃ 6 / 2 0

5 /  7 ̃ 5 / 2 0

6 /  1 ̃ 6 /  5

5 / l 5  ̃ 5 / 2 3

1l l 5 . 9

95.0

94.5

45.0

9 3,0

1 0 0 . 0

S9 .3

8 4 . 8

95 .8

9 3 . 8

1l l 6 . 5

61.0

8 2 . 7

4 1 . 8

83 . 6

6 0 . 0

1l;0 . 9

7 0 . 3

76 .2

50 .1

1 7 3
l
1 8.6 3 5 1 9 , 0  0 6 4 / 1 5  ̃ 6 / 2 6 9 2. 4 8 0 . 7

- 6 1-



支 場
事 業 場

( 収 容 場 )

収 容 卵 数

( A )
死 卵 数

,i- 出 尾 数
( B )

ふ 出 率

B / A X 1 o 0

f粒
1 9 , 2 3 0

8.7 8 7

7 , 0 6 7

2.9 3 4

1.0 3 0

1 3 6 5

手粒
4.7 6 3

1 , 4 6 5

7 8 3

2 8 1

3 4 6

2 3 6

:i一尾
1 4 , 4 6 7

7.3 2 2

6.2 8 4
2.6 5 3
6 8 4

1 , l 2 9

%
7 5 . 2

83.3

e 8.9

90.4

6 ll1.4

32.7

手 才 手 才

静 内

敷 生

( 余  市 )

( 美  国 )

( 歌  別 )

小 計 4 0 , 4 1 3 7 , 8 7 4 3 2 , 5 3 9 80 . 5

渡 島 八 室

尻 別

利 別

厚 沢 部

知 内

( 買 気 別 )

( 汐  泊 )

( 有  川 )

( 茂 辺 地 )

( 1l i 川 )

( 尻 岸 内 )

( 森 )

( 福  島 )

( 上 の 国 )

9.1 6 7
1 , 6 8 3

3 , 0 4 l

4 , 1 4 7

5 7 8

4 0 3

2 , 9 7 1

2 , 3 2 8

1 1 , 4 3 2

2 , 1 9 1

1 9 4

1 0.8 7 0

1 7 3

5 0 0

1.2 4 1

2 1 3

4 6 3

3 9 8

4 1

9 3

4 0 1

5 9 7

1.8 8 3
7 9 1

2 5

2 , 2 3 8

2 3

1 4

7 , 9 2 6

1 , 4 7 0

2.5 7 8

3 , 7 4 9

5 3 7

3 l 0

2. 5 7 0

1 , 7 3 1

9.5 4 9.・
1.4 0  0
1 6 9

a.6 3 2

1 5 0

4 8 6

86 .5

87.3

84.8

90.4

9 2 . 9

7 6 . 9

8 6 . 5

74.4

8 3 . 5

63.9

87.1

79 . 4

86.7

9 7 . 2

小 計 4 9 , 6 7 8

5 6 0 , 5 7 0

6 0 l.0 1 0

8.4 2 1 4 l , 2 5 7 3 3 . 0

合 計
本 年 度

前 年 度

8 5 , 0 9 3

9 2 , 9 7 5

4 7 5 , 4 7 7

5 0 8 , 0 3 5

84 .8

8 4 . 5

※ 総  採 卵  数 5 5 6.0 7 1 手 粒 ( 河 川 )
} 5 7 0 1 1 3 手 粒

1 4.0 4 2 手 粒 ( 海 産 )

収 容 内 訳 j 道内収容卵  5 6 0.5 7 o 手粒

道外移殖卵  8 , 5 4 3手粒

外国移殖卵  l ,ooo 手粒

-6 2-

放 流 ,尾 数
放 流 期 間

備 考

無 給 飼 給 1llEl 計 ( C ) C / B X 1 o 0 C / A X l 0  0
手尾

4 , 3 5 5

0

0

0

6 7 4

1 , 1 2 9

手尾
9 , 8 8 8

6,0 0 0

6.1 0 0

2.6 5 3

0

0

手尾
1 4 , 2 4 3

6,0 0 0

6.1 0  0

2 , 6 5 3

6 7 4

l.1 2 9

%
98.5

8 1.9

97 . 1

1 0 0 . 0

9 8 . 5

1 0 0 . 0

94.7

9 7 . 7

9 6 . 5

9 6 . 7

9 6 . 0

8 9 . 4

・ 6 4 . 5

8 9 . 5

86 .7

90.1

89 .3

88.8

9 2 . 4

93.3

9 2 . 5

92 .8

%
7 4 . 1

68 .3

8 6 . 3

90.4

6 5 . 4

8 2 . 7

2 / 2 8 ̃ 5 / 7

3 / 2 3 ̃ 5 / 2

2 / 2 0 ̃ 4 / 2 0

5 / 1 0 ̃ 5 / 1 5

6 / 3 ̃ 6 / 8

4 / 2 4 ̃ 4 / 2 4

6 , 1 5 8 2 4 , 6 4 1 3 0.7 9 9 2 / 2 0 ̃ 6 / 8 7 6 . 2

1 8

1 , 4 1 9

0

4 4 0

4 8 0

2 0 0

2 ,30  0

1 , 5 0 0

8 , 6 0  0

1 , 2 5 0

1 5 0

0

1 4 0

4 5 0

7.7 2 6
0

2 , 4 9 3

3.1 6 0

0

,rl

0

0

0

0

0

7 , 9 8 0

0

0

7 , 7 4 4

1 , 4 1 9

2 , 4 9 3

3 , 6 0  0

4 8 0

2 0 0

2 , 3 0  0

1.5 0  0
8.6 0  0

1 , 2 5 0

1 5 0

7.9 8 0
1 4 0

4 5 0

2 / 2 5 ̃ 5 / 1

5 / 9 ̃ 5 / 9

2 / 2 1  ̃ 4 / 1 5

2 / 1 0 ~ 4 / 2 2

3 / 2 0 ̃ 4 / 2 0

4 / 2 3 ̃ 5 / 1 2

2 /'・0 ̃ 4 / 1 0
2 / 1 0 ̃ 4 / 1 8

2 / 5 ̃ 4 / 1 0

2 / 1 0 ̃ 4 / l 0

2 / 1 5 ̃ 4 / 1 5

4 / 1 0 ̃ 5 / 2 4

4 / 8 ̃ 4 /1 9

5/ 1 0  ̃ 5 / 1 7

2 / t ̃ 5 / 2 4

2 / t ̃ 6 / 2 6

2 / 1  ̃ 6 / 3 0

8 4 . 5

8 4 . 3

8 2 . 0

8 6 .t;

lt; 3.0

4 9 . 6

7 7 . 3

6 4 . 4

7 5 . 2

57 .1

7 7 . 5

8 5 . 0

80 . 9

9 0 . 0

1 6 , 9 4 7 2 l.3 5 9 3 8.3 0 6

4 4 5 , 5 1 0

4 7 5 , 8 0 5

73 .4

7 9 . 5

7 9 . 2

1 0 1 , 3 3 2

9 8 , 8 3 6

3 4 4 , 1 7 8

3 7 6.9 6 9

93.7

93.7

-6 3-



さけ稚魚の標識放流にっいては放流時期の相異にょる回帰効果を検討するため・ 7 oo 手尾の稚魚の理言

給餌管理中に放射化分析用の元素を投与して二重標識と した。

この他余市川へは回帰性の確認のため增旨ビレ切除の稚魚を放流したo

第 1  6 表  さ け 稚 魚 標 識 放 流

魚 種 河 川 名

標

放 流 期 間

l S 4 9, 3 . 1 5

l S 4 9 . 3. l 6

S 4 3 . 3 . 2 0

S 4 9 . 4 . 1 5

S 4 9. 5 . 1 5

S 4 9 . 5 . 1 0

尾 数 部 位

さ け 西 別 川

/ /

/

/ /

//

余 市 川

手尾

2 0 0

5 0

5 0

2 0 0

2 0 0

1 1 2

l1旨 ビ レ ( E u )

脂'ビレ ,尾ビレ下葉  ( D y )

11旨ビレ. 尾ピレ上葉 ( S m )
左腹 t1:レ ( E  u )

右1lli l:':'レ ( E u )

1指 ピ レ

6 4

( 益 )  E uーユーロ ピ ウ ム  D y…デイス

これ等の ノ一藤は放射化分析用としてl標

ピレ,  尾ビレ上, 下葉, 及こ11左・ 右腹ビレを切除して西別川へ放流 した。 これらの稚魚については更に,

識

給il1El有無 魚 体 目 的

cm 9
3 . 9 7  0 . 6 3

3 . 9 3  0 . 6 3

3 . 9 3  0 . 6 3

l 4 . 3 9  0 . 8 04 . 1 8  0 . 6 3

3 . 9 0  0 . 4 1

有

/ /

//'

/ /

/ /

/ /

、
l
i、 ( 前 期 ) 1
' .、放流時期の相異に .1:. る回帰効果

l( 中 期 )

( 後 期 ) ,

回 帰 性

プロン ウ ム S m ー サ マ り ゥ ム

a群のt耳料に 11Et入して,二重標識した。

6 5



8. ま す 増 殖 事 業

1. 捕獲採卵成細概要

( さ く ら ま す )

本年度は32水系、 3 3 捕獲採卵場 ( うち、沂上調査河川、 6水系、 6捕獲・採卵場 )で、 4 8
年 5 月 1 日~ 4 8 年 1 0 月 3 1 日 ま で実施 し、 1 2 , 3 4 2 尾 ( う ち、9 8. 4 7 9 尾、?比率 6 8 . 7
%)の親魚を捕獲し、書養中のへい死魚を除き、 6 , 7 2 2 尾 のeから、 1 2 , 5 7 9千粒の種卵を採
卵 し た (lil親魚使用率7 9 . 3 %) o

各海区とも、計画数を下廻る成ititであり、根室海区は捕獲で85.3 %、採卵で8 3 . 1 %の達成率
であったのを最高に、日本海区の捕獲・採卵はそれぞれ55.6 % ・ 5 5 . 3 %の達成率、 オホーツ ク
海区では、捕獲・採卵、 4 1 . 3 % ・ 2 6 . 5 %と不振であり、全道平均では捕獲で58.5 %、採卵で
も 5 4 . 0 % と、低い達成率のまま終了した。
( か らふ とます )

本年度は、 5 7 水 系、 6 1 捕獲 ・ 採卵場 ( う ち、沂上調査河川13水系、 l 3 捕獲 ・採卵場 ) で
4 8 年 5 月 1 8 日~ 4 8 年 1 2 月 3 1 日 ま で 実施 し、 オ ホーツク海区の豊漁にょ り 2 0 2 , 0 8 0 尾

( う ち 9 5. 0 4 3 尾、字比率4 7 . 0 %)の多量の親魚を捕獲し、 この うち 8 1 , 6 2 7 尾の字から、
l 1 4 , 1 3 1千粒の種卵を採卵した (字親魚使用率8 5 . 9 % ) o

事業計画と実續ならびに前年度との比較

第 l 表  さ く ら ます

昭 和  4 8  年 度
前年度実;量 前年度との対比区 分

計 画 数 実 積 達 成 率

捕 獲 数  ( 尾 )

採 卵 数  (千粒)

放 流 数  (千尾、,

1 9.9 0 0

2 2 , 1 1 0

l 8.1 6 0

l 2.3 4 2
1 2 , 5 7 9

9.7 0 6

62.01b

56.9

53.4

1 0 , 8 3 0

1 0 , 7 6 8

7,0 0 2

1.5 l 2
1.8 1 1
2 , 7 0 4

第 2 表  からふとます

昭 和  4 8  年 度 l 前年度実積 前年度との対比区 分
計 画 数 実 検 達 成 率

捕 獲 数  ( 尾 )

採 卵 数  (千粒)

放 流 数  (千尾)

7 4 , 5 0 0

4 5 , 2 1 6

3 8.6 8 8

2 0 2 , 0 8 2

1 1 4.1 3 1

8 0.0 9 1

%2 7 1 . 3

2 5 2 . 4

2 3 0 . 3

5 0 , 4 7 6

2 3 , 7 5 0

2 0.3 9 0

l 5 1 , 6 0 6

9 0 , 3 8 1

6 8.7 0 1

-6 7-



さ く  ら ま す

構以西海区1 . 1  %

操整以西海区

-6 8- -6 9-



第 3 表  昭和4  8年度海区1ll lEくらます事業成積集計表

/二
捕 獲 採 卵

捕 獲 数
1il 比
9. 親 魚

使 用 数

字 親 魚一

使 用 率1毒 15 計

尾

2 , 2 4 2

1 , 6 0 2

4.5 0 5

1 3 0

尾

1 . 5 9 7

6 2 1

1 , 6 3 7

8

尾

3 , 8 3 9

2 , 2 2 3

6.1 4 2

1 3 8

%

58.4

72 . 1

73 .3

9 4 . 2

尾

1 , 5 7 0

1 , 2 6 4

3 , 8 3 4

5 4

%

70 .0

78.9

85.1

41.5

オホーツク海区

日 本 海 区

根 室 海 区

標裳以東海区

襟裳以西海区

1 2 , 3 4 2

1 0 , 8 3 0l :年 三 :;: 3 , 8 6 3

3 , 3 7 1

68 .7

68.9

6 , 7 2 2

6.0 9 4
79 .3

81.7

※ さ く  らます資源拡大再生産事業用種卵389千粒を含むo

第 4 表  昭和 4 8 年 度支物 l」さくらます學業成通lil集計表

1海 区 項 目
捕 獲 採 卵

捕 獲 数
9- 比 9 親 魚

使 用 数

字 親 魚

使 用 率1i 6 計

尾

2 , 0 o 8

4 , 5 0 5

7 7 0

1 4 2

9 9 4

尾

1 , 5 5 8

! , 6 3 7

3 2 1

8 1

2 6 6

尾

3.6 2 6
6 , 1 4 2

%

57 . 0

73.3

尾

l.4 4 1

3 , 8 3 4

%

69.7

85.1

北 見 支 場

根 室 支 場

十 勝 支 .場

天 塩 支 場

千 歳 支 場

渡 島 支 場

1 , 0 9 1

2 2 3

1.2 6 0

70 .6

6 3 . 7

7 8 . 9

5 1 5

4 5

8 8 7

66.9

31.7

89.2

合 計

前 年 度 l ;::: 3 , 8 6 3

3 , 3 7 1 :=: 68 .7

6 8 . 9

6 , 7 2 2

6 , 0 9 4

79.3

8 l . 7

-7 0-

成 績 ふ 化 放 流 成 積

平 均

採卵数
採卵数 実施期間 収容卵数 ふ出尾数 ふ 出 率 放流尾数 放 流 期 間

粒

1 , 4 0 2

2 , 5 8 0

1.8 3 1

1.S 1 8

千粒

2.2 0 1
3 , 2 6 1

7.0 1 9

. 9 8

千粒

2 , 2 0 1

3 , 2 3 6

7.0 1 9

1 2 3

千尾

2 , 0 7 2

2 , 9 3 9

5 , 9 6 5

3 3

%

94 .1

90.8

85.0

2 6 . 8

千尾

2 , 0 3 3

1 , 8 6 2

5 , 7 3 1

8 0

9 , 7 0 6

7 , 0 0 2

5.1~1 0 . 3 1

5.1̃1 0 . 3 1

5.11̃1 0 . 3 1

9 . 1 1̃1 0 . 2 0

1 . l 0̃ 5.31

5.21~6 . 3 0

1 2 . 1̃5 . 31

2 . l 0̃5 . 2 8

1 , 8 7 1

1 , 7 6 7

1 2 , 5 7 9

1 0 , 7 6 8

5.1~1 0 . 3 1

5 .1~1 0 . 3 1

※1 2 , 5 7 9

1 0 , 2 6 0

1 1 , 0 0 9

8 , 8 2 4

87 .5

8 6 . 0

t 1 0~6 . 3 0

1.1~6 . 3 0

成 績 ふ 化 放 流 成 積

平 均

採卵数
採卵数 実施期間 収容卵数 ふ出尾数 ふ 出 率 放流尾数 放 流 期 間

粒

1 , 4 3 3

1 , 8 3 l

1 , 7 8 1

2 , 1 5 6

2 , 4 8 1

千粒

2 , 0 6 5

7.0 1 9

9 1 7

9 7

2 , 4 8 1

1 2 , 5 7 9

1 0.7 6 8

千粒

2 , 0 6 5

7 , 0 l 9

9 1 7

3 9 1

2 , 1 8 7

※1 2 , 5 7 9

1 0 , 2 6 0

千尾

1 , 9 4 1

5 , 9 6 5

8 2 6

3 5 3

1 , 9 2 4

11 , 0  0 9

8 , 8 2 4

%

9 4 . 0

8 5 . 0

9 0 . 1

9 0.3

8 8 . 0

87.5

8 6 . 0

千尾

1 , 9 1 3

5.7 3 1

7 0 3

2

1 , 3 5 7

5.1̃1 0 . 3 1

5 . 1 1~1 0 . 3 1

5.1̃1 0 . 3 1

7.1~1 0 . 2 4

8.1~1 0.3 1

5.1̃1 0 . 3 1

5.1~1 0 . 3 l

1 . 1 0~3 . 3 1_ 0~5 . 3 1
5 .10~6 . 3 0

2 , l ( 1--5 . 2 8
1.8 7 1

1.7 6 7

9 , 7 0 6

7,0 0 2

l.;i 0̃ 6 .30

1.1̃ 6 . 3 0

-7 l-



第 5 表  昭和4  8年度海区別からふとます事業成積集計表

x 捕 獲 採 卵

捕 獲 数 9- 比
字 親 魚

使 用 数

♀ 親 魚一

使 用 率

gl

3 計

尾

8 7 , 6 3 0

2 4 4

5 , 7 7 0

9 6 7

4 3 2

尾

・ 9 1 . 6 7 0

3 8 7

1 1.6 6 8

2.6 5 2

6 6 2

尾

1 7 9 , 3 0 0

6 3 1

1 7 , 4 3 8

3 , 6 1 9

1,0 Cl 4

%

4 8 . 9

3 8 . 7

3 3 . 1

26 . 7

3 9 . 5

尾

7 5 . 5 9 4

l 5 4

4 , 8 2 4

7 4 7

3 0 8

%

86.3

63 .1

83 .6

77.2

7 l . 3

オホーツク海区

日 本 海  区

根 室 海  区

標整以東海区

標裳以西海区

l 合 計
l 前 年 度 := :::::9 2 0 2.0 8 2l 5 0 , 4 7 6

4 7 . 0

44 .0

8 1 , 6 2 7

1 8 , 1 5 9

85.9

81 . 7

第 6 表  昭和4 8年度支場別からふとます學業成績集計表

;;、、1;、:: 捕 獲 採 - 卵
捕 獲 数

字 比
率 親 魚

使 用 数

9. 親 魚

使 用 率1il 3 計

尾

8 1.8 9 8

5 , 7 7 0

9 6 7

5 , 9 7 4

3 4 5

8 9

尾

8 4 , 8 9 5

1 1 , 6 6 8

2 , 6 5 2

7 , 1 6 1

5 3 2

1 3 1

尾

l 6 6.7 9 3

1 7 , 4 3 8

3 , 6 1 9

l 3 , 1 3 5

8 7 7

2 2 0

%

4 9 . 1

33.1

26 . 7

45 . 5

3 9 . 3

4 0 . 5

尾

7 0.8 7 1
4 , 8 2 4

7 4 7

4.8 7 5
2 4 9

6 l

%

8 6 . 5

83 . 6

77.2

81 .6

7 2 . 2

68.5

北 見 支  場

根 室 支  場

十 勝 支  場

天 塩 支  場

千 歳 支  場

渡 島 支  場

l 合 計

l 前 年 度 9=2: ':= l 2 0 2.0 8 2

l 5 0 , 4 7 6
47.0

4 4 . 0

8 1 , 6 2 7

l 8 , 1 5 9

8 5 . 9

81 . 7

-7 2-

成 演 ふ 化 放 流 成 績

平均採5戲 採 卵 数 実 施 期 間 収容卵数 ふ出尾数 ふ 出 率 l 放流尾数 , 放 流 期 間

粒

l . 4 1 1

1 . 1 9 5

1,2 3 9

1 . 2 1 0

1 . 2 4 0

:目l立

1 0 6 , 6 8 3

1 8 4

5 , 9 7 8

9 0 4

3 8 2

:f粒

5 8 , 3 5 8

3 0.l; 5 6

9 , 0 7 8

8 , 2 6 9

7 , 2 1 0

二f尾

5 0 , 7 9 5

2 4 , 5 0 4

7.5 4 0

6 , 4 3 2

6.5 5 9

%

87.0

79 . 9

8 3 . 1

77 .8

91.0

千尾

4 9 , 2 S 7

1 9 ,1 7 1

7 , 3 2 6

5 , 9 6 2

7 , 3 4 5

6 . 2 1~l 2 . 1 0

5 . 1 8̃ 1 1 . 3 1

6.1̃1 0 . 3 1

8.1-1 2 . 3 1
7.1~1 1 . 3 0

2 . 1 ̃ 5 . 2 0

5.1̃6 . 3 0

1 2 . 1̃5 . 3 l

3 . l ()--5 . 3 1
1 . 2 0-5 . 1 7

1 . 3 9 8

1 . 3 0 8

1 1 4.1 3 1

2 3.7 5 0 二:: 1 1 3 , 5 7 12 3 , 3 9 4

9 5 , 8 3 0

2 1 , 0 9 6

84.4

9 0 . 2

8 9.0 9 1
2 0 , 3 9 0

l 2.1~6 . 3 0

1 . 1 ̃ 6 . 1 5

成 績 ふ 化 放 流 成 積

平均採9融 採 卵 数 実 施 期 間 収容卵数 ふ出尾数 ふ 出 率 放流尾数 放 流 期 間

粒

1 , 4 1 8

1,:11 3 9

1 , 2 1 0

1 , 3 0 5

1.2 4 5

1 , 2 1 3

・千粒

1 0  0.5 0 1

1l l , 9 7 8

9 0 4

6 , 3 6 4

3 1 0

7 4

:f粒

5 1 , 5 2 3

9 , 0 7 S

8 , 2 6 9

3 4.4 0 6
7.4 8 8

2 , 8 0 7

'尾
4 4 . 9 8 5

7,5 ・l 0

6 , 4 3 2
、・、・

2 7 , 6 8 5

6 , 6 0 2

2 , 5 8 6

%

8 7 . 3

8 3 . 1

7 7 . 8

8 0 . 5

8 8 . 2

92.1

需

4 4 , 2 1 7

7 , 3 2 6

5 , 9 6 2

2 2 , 7 4 6

6.3 1 8

2 , 5 2 2

7.1~1 1 . 2 0

6.1~1 0 . 3 1

8.1̃1 2 . 3 1

5 . 1 8̃ 1 1 . 3 1

7 . 1 ̃ 1 1 . 3 0

7.S~1 0 . 3 1

2 . 1 ̃ 5 . 2 0

1 2 . 1̃5.3 1

3 . 1 0̃5 . 3 1

3.7~6 . 3 0

1 . 2 0~5 . 1 7

4 . 1 8~5.1

l.3 9 8

1 , 3 0 7

1 1 4.1 3 1

2 3.7 5 0 =:: l l 3 , 5 7 12 3 , 3 9 4

9 5 , 8 3 0

2 1 , 0 9 6

84 . 4

9 0 . 2

8 9 , 0 9 1

2 0.3 9 0

:L2 0̃ 6 . 3 0

1.1~6.15

-7 3-



第 7 表  昭和 4  8年度海区・簡月 lL さ く  らます親魚捕獲・採卵成績表 ※ 沂上調査河川

◎ 混 獲

海 区 水 系
捕 獲

採 卵 場

所 管

事 業 場

捕 獲 数 使

gl

3 計 字

尾

岩 尾 別

斜 里

渚 滑

操 興 i1、
徳 志 別

北 見 幌 別

猿 払

鬼 志 別

尾

岩 尾 別

斜 里

渚 滑

//

徳 志 別

歌 登

頓 別

//

尾

5 9

1 , 9 6 9

4 0

0

6 3

l 1 1

0

0

尾

2 9

l , 5 0 8

2 1

0

l 7

2 2

0

0

尾

8 8

3 , 4 7 7

6 1

0

8 0

l 3 3

0

0

尾

5 9

l , 3 8 2

0

0

5 4

7 5

0

0

岩 尾 別

斜 里

渚 滑

漢 興 部

徳 志 別

北 見 幌 別

旗 払

鬼 志 別

オ

ホ

l ※

ツ

ク

海

区※

海 区 計
本 年 度

前 年 度

2 , 2 4 2

2 , 9 9 1

1 , 5 9 7

1 , 2 7 6

3.8 3 9
4 , 2 6 7

1 , 5 7 0

2 , 2 5 9

※ 增 幌

天 塩

/

小 計

遠 別

風 蓮 別

小 平 薬

信 砂

暑 寒 別

石 狩

余 市

尻 別

朱 太

増 幌

中 川

下 中 川

遠 別

風 蓮 月l」

小 平 薬

信 砂

暑 寒 別

西 越

余 市

名 駒

未 太

中 川

//

//

3 2

2 3 3

7

2 4 0

2 6

1

0

1 2 4

1 7 3

1 2 1

1 9

8 3 2

3 4

2 9

4 3

l 0

5 3

3

0

0

8 0

1 l 7

7 6

4

2 5 2

7

6 l

2 7 6

1 7

2 9 3

2 9

一 1
0

2 0 4

2 9 0

1 9 7

2 3

1 , 0 8 4

4 1

3 1

9 3

7

1 0 0

5

0

0

1 1 1

1 3 9

4 3

0

8 1 4

2 l

日 ※

◎

本※

※

海

区◎

中 川

/

//

天 塩

//

千 歳

/

尻 別

//

海 区 計
本 年 度

前 年 度

1 , 6 0 2

1 , 3 9 7

6 2 1

7 5 9

2 , 2 2 3

2 , 1 5 6

1 , 2 6 4

1.3 2 6
〇

根

室

海

区

l

忠 類

伊 茶 仁

標 津

l 標 津

l 小 計

当 幌

春 別

忠 類

伊 茶 仁

標 津

3 1 線

当 幌

春 別

伊 茶 仁

伊 茶 仁

根 室

中 標 津

計 根 別

//

2 5 1

4 0

2.0 9 7
0

2 , 0 9 7

1 2 9

4 4

9 l

2 3

6 7 6

0

6 7 6

8 0

1 9

3 4 2

6 3

2 , 7 7 3

0

2 , 7 7 3

2 0 9

6 3

2 0 6

3 2

1,888

0

1 ,888

109

3 l
_一_/
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用 親 魚 数 仮 収 容

卵 数

率 親 魚

使 用 率

平 均

採 卵 数

粒

1,7 8 0

1,4 2 0

0

0

1,2 0 4

9 4 7

0

0

3 計
採 卵 数 增減卵数 実 施 期 間

尾

1 8

5 2 2

0

0

7

2 7

0

0

尾

7 7

1 , 9 0 4

0

0

6 1

1 0 2

0

0

:f粒

1 0 5

1 , 9 6 0

0

0

6 5

7 1

0

0

:f粒 ・千粒

1 0 5

1 , 9 6 0

0

0

6 5

7 1

0

0

%

1 0 0 . 0

70 .2

0

0

85 . 7

67.6

0

0

月 日 月 日

5.11̃1 0 . 3 1

5. l̃ 9 . 1 7

5 . 2 3̃ 8 . 20

6 . 1 1~1 0 . 1 0
6. 1̃ 9 . 3 0

7.19~1 0 . 3 1

8. 1~1 0 . 3 l

5 7 4

6 8 4

2 , 1 4 4

2.9 4 3
2 , 2 0 1

3.2 4 2
2 , 2 0 1

3.2 4 2
70 . 0

7 5 . 5

1,4 0 2

1,4 3 5

5. 1~1 0 . 3 1

5. 1~1 0 . 1 5

1 2

1 5

5

2 0

1

0

0

7 7

9 2

l 3:
1 2 9:

4 3

1 0 8

1 2

1 2 0

6

0

0

1 8 8

2 3 1

7 8

0

1.1 1 3
2 1

3 7

1 8 4

1 5

l 9 9

1 0

0

0

2 2 4

3 1 1

9 5

0

2 , 3 2 5

6 0

3 7

1 8 4

1 5

1 9 9

1 0

0

0

2 2 4

3 1 1

9 5

0

2 , 3 2 5

6 0

9 6 . 9

3 9 . 9

1 0 0 . 0

4 l . 7

1 9 . 2

0

0

89 .5

8 0 . 3

3 5 . 5

0

97.8

61.8

1,1 9 4

1,9 7 8
2,1 4 3

1,9 9 0

2,0 0  0

0

0

2,0 1 8

2,2 3 7

ら 2 0 9

0

2,8 5 6
2,8 5 7

5 .15̃ 9 . l 0

7.15~ 9 . 3 0

7. 1̃ l 0 . 3 1

6. 4̃ 9 . 2 0

8. 1̃1 0 . 3 1

6 . 2 3̃1 0 . 3 1

5. 1~1 0 . 3 l

5. 1~1 0 . 3 1

7 . 1 6̃1 0 . 2 4

7. 1~1 0 . 1 0

8.16~1 0 . 1 0
8. 1̃1 0 . 1 0

L ;:: 1 , 8 0  02.0 4 0 3 , 2 6 1

3.1 9 7
3 , 2 6 1

3 , 1 9 7

7 8 . 9

9 4 . 9

2,5 8 0

2,4 1 0

5. 1~1 0 . 3 l

5. 1~1 0 . 3 l

1 6 2
l

1 1 o
l 4 9 5

1 。
1 4 9 5
l 6 7
l、_ 1 6

2 6 8

4 2

2 , 3 8 3

0

2 , 3 8 3

l 7 6

5 0

3 3 1

5 2

2 , 9 8 4

0

2 , 9 8 4

3 1 4

1 0 4

3 3 1 l 82 .1 1 1,6 0 7 l 6.11̃1 0 . 2 0
l l 1

5 2 l 8 0 . 0 1  1,6 2 5 1 6 . 1_ 0l
2 , 9 8 4  9 0 . 0 : 1,5 8 1 j 6 . 1̃1 0 . 3 l

o i 1 -0 0
1

2.9 8 4 1 9 0 . 0 l 1,5 8 1 ,
l l

3 1 4  8 4 . 5 l  2,8 8 1 l 5.1 1̃ 1 0 . 1 0
l1 0 4 l  7 7 . 3  3,0 5 9  5.1 1̃ 1 0 . 1 0
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海区 水 系
捕 獲

採 卵 場

所 管

事 業 場

捕 獲 数 使

9 3 計

章 一

床 丹

西 別

矢 自 別

風 蓮

別 当 資

尾

4 5

8 7 7

1 4 0

6 3 7

2 4 5

尾

1 7

3 1 7

4 6

1 8 3

1 8 5

尾

6 2

1 , 1 9 4

1 8 6

8 2 0

4 3 0

尾

3 4

6 7 5

9 6

5 1 7

2 4 3

床 丹

西 別

矢 自 別

風 蓮

別 当 賀

計 根 別

虹 別

浜 中

//

厚 床

根

室

海

区

海 区 計
本 年 度

前 年 度

4 , 5 0 5

3 , 0 7 1

1.6 3 7
1 , 3 3 6

6 , 1 4 2

4 , 4 0 7

3 , 8 3-4-
2 , 5 0 9

仁 應. 別

自 老

尻 岸 内

:iタ 泊

仁 腦. 別

白 老

尻 岸 内

汐 泊

静 内

白 老

八 雲

//

0

2

9

1 1 9

0

l

1

6

0

3

l 0

1 2 5

0

2

6

4 6

◎
標

裳◎

以

西

海

区

本 年 度

前 年 度

本 年 度

前 年 度

1 3 0

0

8.4 7 9
7 , 4 5 9

8

0

1 3 8

0

5 4

0
海 区 計

合 計

3 , 8 6 3

3.3 7 1
1 2.3 4 2
1 0 , 8 3 0

6 , 7 2 2

6 , 0 9 4

第 8 表  昭和4 8年度支場・ ,生S業場別、 さくらます親魚捕獲・採卵成績表

捕 獲 数 使 用 親 魚
支 場 事 業 場

1i

尾

5 9

1.9 6 9
4 0

3

尾

2 9

1 , 5 0 8

2 1

計

11.

1S

尾

8 8

3 , 4 7 7

6 l

尾

5 9

1 , 3 8 2

0

尾

1 8

5 2 2 .

0

北
見
支
場

岩 尾 別

斜 里

清 滑

計
本 年 度

前 年 度

2 , 0 6 8

1 , 1 5 5

1 , 5 5 8

6 7 1

3 , 6 2 6

1 , 8 2 6

1.4 4 l
7 7 3

5 4 0

2 5 5

伊 茶 仁

中 標 津

根 室.

計 根 別

虹 .別

浜 中

厚 床

2 9 1

0

2 , 0 9 7

2 1 8

8 7 7

7 7 7

2 4 5

1 1 4

0

6 7 6

1 1 6

3 1 7

2 2 9

l 8 5

4 0 5

0

2 , 7 7 3

3 3 4

1 , 1 9 4

1.0 0 6
4 3 0

' 2 3 8

0

1 , 8 8 8

1 7 7

6 7 5

6 1 3

2 4 3

7 2

0

4 9 5

99

2 4 0

1 9 2

1 8 4

根

室

支

場
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用 親 魚 数 仮 収 容

卵 数

9. 親 魚

使 用 率

平 均

採 卵 数3 計
採 卵 数 増減卵数 実 施 期 間

尾

1 6

2 4 0

4 6

1 4 6

1 8 4

尾

5 0

9 l 5

l 4 2

6 6 3

4 2 7

:f粒

1 1 5

1 , 8 6 8

7 4

8 4 1

3 3 6

:i:粒 ・千粒

1 1 5

1 , 8 6 8

7 4

8 4 1

3 3 6

%

75 . 6

77 . 0

6 8 . 6

81.2

9 9 . 2

粒

3 , 3 8 2

2 , 7 6 7

7 '1 0

1 , 6 2 7

1.3 8 3

月 日 月 日

5 . 1 1̃1 0 . 1 0

6. 1̃1 0 . 2 0

6 . 1 1̃1 0 . 2 0

6 . 1 1̃1 0 .  2

7. 1̃1 0 . 1 0

1 , 2 8 2

1 , 0 9 8

5.1 1 6
3 , 6 0 7

7.0 l 9
4 , 3 2 9

7 , 0 1 9

4 , 3 2 9

85.1

81 .7

1 , 8 3 1

1 , 7 2 5

5 . 1 1̃1 0 . 3 1

6. 1 ̃ 1 0.1 0

0

1

1

l

0

3

7

4 7

0

2

1 l

8 5

0

2

1 1

8 5

°1 °
1 0 0 . 0 1  l , 0 0 0

16 6 . 7  1 , 8 3 3

3 8 . 7 l  l , 8 4 8

9. 1 ̃ 1 0.3 1

9 . 1 1 ̃ 1 0. 2 0

1 0 .  9̃ 1 0 .3 1

9 . 2 1 ̃ 1 0 . 2 0

3

0

5 7

0

9 8

0

9 8

0

4 1 . 5

0

1.8 1 8

0

9 . 1 1~1 0 . 2 0

=

9 , 1 1 7

8 , 5 9 0 := := 79 .3

81 .7

1 , 8 7 1

1.7 6 7
5. 1̃1 0 . 3 1

5. 1̃1 0 . 3 1

数
採 卵 数 増減卵数 仮収容卵数

字 親 魚

使 用 率
平均採卵数 実 施 期 間

計

尾

7 7

1 , 9 0 4

0

:F粒

1 0 5

1 , 9 6 0

0

能 -f粒
1 0 5

l , 9 6 0

0

%

1 0  0.0

70.2

0

粒

1 , 7 8 0

1.4 2 0
0

月 日 月 日

5 . 1 1̃1 0 . 3 1
5. 1̃ 9 . 1 7

5 . 2 3̃ 8 . 2 0

1. 9 8 1

1 , 0 2 8

2 , 0 6 5

1.2 0 1
2 , 0 6 5

1.2 0 1
、'' 6 9 . 7

6 6 . 9

1 , 4 3 3

1 , 5 5 4

5. 1̃1 0 . 3 1

5. 1̃1 0 .  6

3 1 0

0

2 , 3 8 3

2 7 6

l 9 1 5

8 0 5

4 2 7

3 8 3

l
0

2 , 9 8 4

5 3 3

1 , 8 6 8

9 1 5

3 3 6

3 8 3

0

2 , 9 8 4

5 3 3

1.8 6 8

l 9 l 53 3 6

81 . 8

0

9 0 . 0

8 1 . 2

77.0

7 8 . 9

9 9 . 2

1 , 6 0 9

0

1 , 5 8 1

3 , 0 1 1

2 , 7 6 7

1 , 4 9 3

1.3 S 3

6. 1̃1 0 . 2 0

6. 1~1 0 . 3 1

5 . 1 1̃1 0 . 1 0

6. 1̃1 0 . 2 0

6 . l 1̃1 0 .2 0
7. 1̃1 0 . 1 0
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支 場 事 業 場
捕 獲 数 使 用 親 魚

率 1S 計 1i 3

尾

4 , 5 0 5

3 , 0 7 1

尾

1.6 3 7
1 , 3 3 6

尾

6 , 1 4 2

4.4 0 7

尾

3.8 3 4
2 , 5 0 9

尾

1 , 2 8 2

1 , 0 9 8
計
本 年 度

前 年 度

天

塩

支

場

徳 志 別

歌 ・登

頓 別

中 川

天 塩

6 3

1 1 1

0

2 9 9

2 9 7

1 7

2 2

0

8 5

l 9 7

8 0

1 3 3

0

3 8 4

4 9 4

5 4

7 5

0

1 3 6

2 5 0

7

2 7

0

3 3

1 6 9

計
本 年 度

前 年 度

7 7 0

1.9 7 0
3 2 l

6 8 8

0

8 0

l

1.0 9 1
2 , 6 5 8

5 1 5

1 , 5 9 S

2 3 6

4 8 6

0

3 5

l

千
歳
支
場

静 内

千 歳

自 老

0

l 4 0

2

0

2 2 0

3

0

4 3

2

計
本 年 度

前 年 度

1 4 2

4 8

8'6 6

1 2 8

8 1

2 1

2 2 3

6 9

4 5

4

3 6

2

渡 支

島 場

尻 別

八 雲

2 5 9

7

1 , 1 2 5

1 3 5

8 3 5

5 2

2 9 9

2

計
本 年 度

前 年 度

9 9 4

1 , 2 1 5

2 6 6

6 5 5

1 , 2 6 0

1 , 8 7 0

8 8 7

1.2 1 0
3 0 1

6 5 5

合 計
本 年 度

前 年 度

8 , 4 7 9

7.4 5 9
3 , 8 6 3

3 , 3 7 1

1 2 , 3 4 2

1 0 , 8 3 0

6.7 2 2
6 , 0 9 4

2 , 3 9 5

2 , 4 9 6

第 9 表  昭和 4  8年度、海区・水系?lj10、らふとます親魚捕lfi・採卵成積表 ※ 沂上調査河川
◎ 混 獲

海 区 水 系
捕 獲

採 卵 場

所 管

事 業 場

捕 獲 数 使

章 3 計 字

ル シ ヤ

岩 尾 別

奥 薬 別

斜 里

'3il, 琴

細 走

//

尾

4.1 5 0
2 0 , 3 7 9

5 , 9 3 1

1 5 , 5 0 9

7 5 5

7.7 6 6
7 1 0

尾

3 , 8 4 9

1 5 , 9 l 6

8 , 9 5 6

1 4 , 3 1 4

4 8 7

9 , 9 3 1

5 3 1

尾

7 , 9 9 9

3 6.2 9 5
1 4 , 8 8 7

2 9 , 8 2 3

1 , 2 4 2

1 7 , 6 9 7

1.2 4 1

尾

1 , 6 3 2

l 2 0 , 1 4 5
4 , 8 5 9

1 2.=

6 , 009

61ll11-

ル シ ヤ

岩 尾 別

奥 菜 別

1iit 里

藻 琴

網 走

西 網 走

岩 尾 別

//

斜 里

//

一1集 琴

細 走

/

オ

ホ

1
ツ

ク

海

区

-7 8-

数
採 卵  数

i粒

7 , 0 1 9

4.3 2 9

増減卵数 仮収容卵数
率 親 魚

使 用 率
平均採卵数

粒

1.8 3 1
1.7 2 5

実 施 期 間

月 日 月 日

5 . 1 1~1 0 . 3 1

6. 1~1 0 . 1 0

計

尾

5.1 1 6
3.6 0 7

:f粒 :f粒

7 , 0 1 9

4 , 3 2 9

%

85 . 1

81 .7

6 l

1 0 2

0

1 6 9

4 1 9

6 5

7 1

0

2 4 6

5 3 5

6 5

7 1

0

2 4 6

5 3 5

8 5 . 7

67.6

0

45 . 5

8 4 . 2

1.2 0 4
9 4 7

0

1.8 0 9
2 , 1 4 0

6 . 1 1̃1 0 . 1 0

6. 1~ 9 . 3 0

7 .1 9̃ 1 0 . 3 1

5 . 1 5̃1 0 . 3 1

5. 1~1 0 . 3 1
7 5 1

2 , 0 8 4

9 1 7

2 , 2 5 4

9 1 7

2 , 2 5 4

66 . 9

81 . 2

1.7 8 1
1 , 4 1 1

5. 1~1 0 . 3 1

5. 1~1 0 . 3 1

0

7 8

3

0

9 5

2

9 7

1 1

0

9 5

2

0

3 0 . 7

1 0  0.0

0

2 , 2 0 9

1,00 0

9. 1~1 0 . 3 1

7. 1̃1 0 . 2 4

9 .11~1 0 . 2 0
7. 1̃ 1 0 . 2 4

e. 1 6̃ 9 . 3 0

8. 1~1 0 . 1 0

9 . 2 l~l 0 . 3 l

8. 1 ̃ 1 0 . 3 1

8 . 2 1̃1 0 . 1 0

8 1

6

9 7

1 1

3 l . 7

8.3

2 , l 5 6

2 , 7 5 0

2.8 5 6
1 , 8 4 6

1.1 3 4
5 4

2.3 8 5
9 6

2.4 8 1
2 , 9 7 3

2.3 8 5

9 6

9 6 . 4

40.6

1. l 8 8
1 , 8 6 5

2 , 4 8 1

2 , 9 7 3

8 9 . 2

9 9 . 6

2 , 7 9 7

2.4 5 7
9 , l 1 7

8 , 5 9 0

l 2 , 5 7 9

1 0 , 7 6 8

l 2. 5 7 9

1 0 , 7 6 8

7 9 . 3

81 . 7

l , 8 7 1

1.7 6 7
5. 1~l 0 . 3 1

5. 1~10.3 1

用 親 魚 数
採 卵 数 増減卵数 仮収容卵数

率 親 魚

使 用 率

平 均

採 卵 数
実 施 期 間

3 計

尾

2 7 5

2 , 8 1 4

7 8 2

3 , 0 4 8

2 9 8

1 , 7 4 0

2 6 5

尾

1 , 9 0 7

2 2 , 9 5 9

5 , 6 4 1

1 5.8 7 8
9 2 3

7 , 7 4 9

9 6 1

:f粒

2 , 2 0 0

2 8 , 1 8 7

6 , 6 l 8

1 7 , 2 2 9

8 9 4

8 , 3 1 3

9 1 2

:f粒 :f粒

2 , 2 0 0

2 8 , 1 8 7

6 , 6 l 8

1 7 , 2 2 9

8 9 4

8 , 3 l 3

9 1 2

%

3 9 . 3

9 S . 9

81 .9

8 2 . 7

8 2 . 8

77.4

98.0

粒

1 , 3 4 8

1 , 3 9 9

1.3 6 2
1 , 3 4 2

1 , 4 3 0

1 , 3 8 3

1 , 3 1 0

月 日 月 日

7.21~1 0 . 3 1

7 .21̃1 1 . 1 0

7 .16~l 1 . l 2
7. 1̃1 1 . 1 2

9. 5~1 1 .  5
8. 1̃l 1 . l 5

1 0 . 1 1 1̃ 1 . 1 2
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海 区 水 系
捕 獲

採 卵 場

所 管

事 業 場

捕 獲 数 使

字 8 計 'li

小 計

常 呂

海 別

清 精

操 英 部

真 部

雄 武

l島 内

使 志 別

北 見 幌 別

項 別

捜 払

見 志 別

知 来 別

尾
8.4 7 6

7 , 0 2 9

1 0 , 6 2 0

2.9 5 5
6 l 4

l 2 7

l , 2 l 7

4 , 1 3 6

3 , 5 9 8

9 1 7

9 9 7

5 9

0

1 6 1

尾
1 0 , 4 6 2

9 , 2 7 4

1 1.0 8 5
3.8 0 4
2 3 0

6 6

1 , 5 8 7

4 , 8 6 5

4.3 5 8
l , 5 5 4

7 2 6

4 0

0

9 7

尾
1 8.9 3 8
1 6.3 0 3
2 1 , 7 0 5

6 , 7 5 9

8 4 4

1 9 3

2.8 0 4

9,0 0 1

7.9 5 6
2.4 7 1
1 , 7 2 3

・ 9 g

0

2 5 8

尾
6.7 0 5
6.4 8 6
1 0. 0 3 4
2. 6 6 9

3 1 0

li 5

1.0 l 5
3 , 4 9 6

2.9 8 3

8 1 7

7 6 0

3 4

0

1 2 9

常 呂

携 :lilt

清 精

藤 異 部

英 部

雄 武

幌 内

種 志 1lilll

北 見 幌 .別

1項 別

技 払

鬼 志 別

知 来 別

北 見

海 別

接 清

//

//

幌 内

//

德 志 別

歌 登

1ei 別

//

//

//

オ

※
ホ

l

ツ

ク

海

区※

※

海 区 計
本 年 度

前 年 度

8 7.6 3 0
1 6 , 3 9 5

9 1 , 6 7 0

l 8 , 7 0 8

1 7 9 , 3 0  0

3 5.l 0 3
7 5.5 9 4

l 4 , l 2 2

※

※

◎

日

本※

※

海※

※

区※

ホ ロ  ナ イ

增 幌

天 :li
//

//

小 計

違 別

風 i覧 別

古 丹 方lll

小 平 要

信 砂・ 寒 別
石 狩

船 泊

増 幌

天 塩

中 川

下 中 川

違 別

風 違 別

古 丹 ili

小 平 集

信 砂

者 寒 別

西 越

天 塩

中 川

天 塩

中 川

//

5

l 0 2

l 5

l5 1

3 4

l 1 0

l 6

1

0

0

8

0

2

4

1 6 0

1 0

1 1 4

6 9

1 9 3

1 2

3

0

0

9

5

l

9

2 6 2

.. 2 5
1 7 5

l 0 3

3 0 3

2 8

4

0

0

l 7

5

3

3

7 2

1 0

1 6

2 8

5 4

1 6

0

0

0

7

0

2

中 川

//

//

//

天 塩

//

千 歳

海 区 計
本 年 度

前 年 度

2 4 4

3 9

3 8 7

5 9

6 3 l

9 8

1 5 4

2 2

i0

サ シ ル イ

最 自

書 刈 古 丹

種 .別

サ シ ル イ

離 自

番 刈 古 丹

推 別

解 自

//

l :
4 7 0

! 0 6

1 2 8

3 5

3 4 7

1 1 8

l 8 5

8 0

8 1 7

2 2 4

3 1 3

l 1 5

3 4 3

6 8

7 1

l 4

-8 0-

用 親  魚 数
採 卵 数 增減卵数 -li.収容卵数 li 親 魚

使 用 率

平 均

採 卵 数
実 施 期 間

6 計

尾
2.0 0 5
9 1 4

l.6 5 3
7 5 0

7 7

3 5

2 6 5

8 5 5

8 9 3

1 9 2

1 9 6

2 4

0

l5l;

1 5.1 4 2
3 , 1 4 0

尾
8 , 7 1 0

7.4 0  0
l l.6 8 7
3 , 4 1 9

3 8 7

l 0 0

1 , 2 8 0

4.3 5 l
3.8 7 6
1 , 0 0 9

9 5 6

5 S

0

1 9 5

:lie11
9 , 2 2 5

1 0.5 0 3
1 4.9 4 6
3.9 0 3
4 1 3

7 3

1.4 0 7
4 , 9 0 3

3 , 7 4 1

1.1 7 6
1.0 9 0
3 6

0

1 3 9

二:tllSL

和 j 多 ' 粒 l 月 日  月 日

9.2 2 5  7 9 . 1 1  l.3 7 6
1 0.5 0 3  92.3 l 1.6 1 9 1 8 ・ l̃1 1 . 1 0

1 l1 4.9 4 6  9 4 . 5  l. .i 8 9  7.2 S̃ 1 1 . 2 0

3.9 0 3  9 0 . 3  1 , 4 6 2  8 . 1~1 l . l 5
4 1 3  50 .5  1 , 3 3 2  7 . l 5 ̃ 1 0 . 3 0

l 1
7 3  51 . 2 l l , l 2 3 l 8.- 0 .31
1.4 0 7 ・  8 3 . 4  1 , 3 8 6 l 8 . 2 l̃1 1. 2
4.9 0 3 1 84 .5 1 1.4 0 2 l 8 . 1 ̃1 l .1 4
3 , 7 4 1  82 .9  l.2 5 4 l 6 . 2 l~ l 2 . 1 0

i
l.l 7 6  8 9 . l  1.4 3 9 l  7 . l !~ l 1 . 1 9

1 1
1 , 0 9 0  76.2 l 1 , 4 3 4 1 7.2 6̃ l 0 . 2 9
3 6 1 57 . 6 l l , 0 5 9 1 7 . 1 9~1 0 . 3 1
l '0 0 ・ 0 8 . 1̃ 1l l . 3 l
1 l

l 3 9 1 80 .1 1 1 .0 7 8 1  7.1 5̃l 0.31-
9 0.7 3 6

l 7.2 6 2
1 0 6.6 8 3
l 9.2 1 l

1 0 6. l l l l;3

l 9 , 2 1 l

86 .3 l 1.4 1 1  1 6 . 21̃1 2 . l 0
S 6 . 1  l 1.3 6 0  1 7.  1~1 0 , 3 l

4

4 9

4

1 9

1 7

4 0

l 0

0

0

0

8

0

l

7 1 2

l 2 1  9 4

l 4  1 4

:: 1 ::
9 4 I 6 9

2: l 1:

10 0

1 5  7

0 0
l
3 : 2

2

9 4

l 4

1 7

3 8

6 9

1 0

0

0

0
、・・-
7

0

2

60 . 0 1 6 6 7 1 8 .18̃ 9.3 0
l 1

7 0 . l11 j 1 , 3 0 6 . 5.1 8' 、 1 1 . 3 1
1 l

6 6 . 7 l 1.4 0 0 l 9 .13̃l 0 . 2 3
26 .2 l 1.0 6 3 1 8. 1̃1 0 . 2 0
82 .4 l l.3 5 7 1  7. l̃ l 0 . l 0

l49 . 1  1 , 2 7 8

l 0 0 . 0 l 6 2 5  7 . 14̃ 9 . 3 0

0 1 0 l 7.15- 0. 3 1
0 l 0 1 7. 1~1 0 . 3 l
l :0 l 0 l 7. l̃ i 0 . 3 l

8 7.5 1 1 , 0 0 0 1 7 . 1 0 1̃ 0・3 1
l l0 0 8. 1~1 0 . 3 1

1 0 0 .0 1 1 , 0 0 0 l 7.1 6̃ 1 l .1 0

1 1 2

1 5

2 6 6 l 1 8 4

3 7 l 3 0

1 8 4

3 0

6 3.1

5 l5.4

1 , 1 9 5

1.3 l5 4
5 . 18̃1 1 . 3 1
~

, 5. l l 0 . 3 1

L1
4 4 7 1 4 0 0

l 3 4 l 7 5l 5 3 1 8 1

2 4 1 2 1

l
1
l

l

4 0 0

7 5

8 1

2 l

73.0

64 .2

55 . 5

40.0

1.1 6 6

1 , 1 0 3

1. l 4 1

1.5 0 0

7 . 1 3~l 0 . 3 1

1. 1 6~1 0 . 3 1

7.2 7~1 0 . 2 2

l 9.10̃ l 0- l 0

-8 l-



海 区 水 系
捕 獲

採 卵 場

所 管

事 業 場

捕 獲 数 使

章 さ 計

g -

忠 類

伊 茶 仁

標 津

/

小 計

当 幌

春 別

床 丹

西 別

1l表:: 自 1ill

風 蓮

方1j 当 賀

尾
4 l 5

2 5 6

l , 3 2 0

0

1 , 3 2 0

1 8 3

4 1

1 2 8

1 , 3 6 4

7 5

8 7 7

3 7 2

尾
9 9 8

4 3 6

2 , 8 9 8

0

2 , 8 9 8

3 4 0

2 0

8 6

9 2 9

l 1 9

4 , 3 6 1

7 5 1

尾
1.4 1 3

6 9 2

4.2 1 8
0

4 , 2 1 8

5 2 3

6 1

2 1 4

2.2 9 3
1 9 4

-o.2 3 8
1 , l 2 3

尾
3 4 8

2 l 4

1 , 1 5 1

0

l , 1 5 1

1 7 5

4 0

1 2 5

1 , 3 3 7

7 5

4 9 5

3 6 8

4 , 8 2 4

2 , 7 4 5

忠 類

伊 茶 仁

標 津

3 1 線

当 幌

春 別

床 丹

西 別

矢 日 :; i11l
風 蓮

方l1 当 資

伊 茶 仁

//

根 室

中 標 津

計 根 別

//

//

虹 別

浜 中

//

厚 床

根

室

海

区

海 区 計
本 年 度

前 年 度

5 , 7 7 0

3.9 0 4
1 1.6 6 8

7.3 7 4

1 7 , 4 3 8

l 1.2 7 8

釧 路

十 勝

//

豊 似

広 尾

疲 留

釧 路

幕 .1i l1l

千 代 田

豊 似

広 尾

旗 留

釧 路

幕 別

札 内

大 樹

//

//

2 7 0

0

5 2 2

0

1 5 8

1 7

2 6 8

0

l.3 9 3
0

9 7 2

1 9

5 3 8

0

1.9 1 5
0

1.1 3 0
3 6

2 2 4

0

4 2 7

0

80

1 6

エ

リ

モ

以※

東◎

海◎

区

海 区 計
本 年 度

前 年 度

9 6 7

l 4 5

2 , 6 S 2

l 9 0

3 , 6 1 9

3 3 5

7 4 7

1 2 3

※

◎

※

エ

リ 〇

モ

以0

西0

海

区

歌 .別

仁 確 別

幌 満

日 高 幌 別

三 石

静 内

白 老

長 万 部

遊 楽 部

歌 方l0

仁 應. 別

幌 満

日 高 幌 . 別

三 石

静 内

自 老

長 万 部

遊 楽 部

静 内

//

//

/

lf

//

自 老

八 雲

//

4 2

5 3

0

2 2 2

5

1 2

9

l

8 8

5 6

6 5

0

2 9 8

7

8 2

2 3

1 4

1 1 7

9 8

1 ! 8

0

5 2 0

1 2

9 4

3 2

1 5

2 0 5

2 9

4 0

0

1 6 9

3

3

3

l

60_・
「 海 区 計 本 年 度

前 年 度

4 3 2

1 , 7 4 3

6 6 2

1.9 1 9
1 , 0 9 4

3.6 6 2

30 a

1,142一一
合 計に: 差 9 5 , 0 4 3

2 2.2 2 6
1 0 7.0 3 9
2 8.2 5 0

2 0 2 , 0 8 2 1 8 1.627 '
5 0 , 4 7 6 1 l-l

-8 2-

用 親 魚 数
採 卵 数 增減卵数 反収容卵数

9 親 魚

使 用 率

平 均

採 卵 数
実 施 期 間

'8 計

尾
1 0 4

5 8

3 :1l 2

0

3 2 2

2 7 4

1 8

8 2

6 8 0

6 4

2 2 5

4 6 5

尾
4 5 2

2 7 2

1 , 4 7 3

0

1.4 7 3
4 4 9

5 8

2 0 7

2 , 0 1 7

l 3 9

7 2 0

8 3 3

:f粒
4 4 7

2 6 0

1.4 9 7
0

1 , 4 9 7

1 9 0

4 7

1 4 9

1.7 1 l
8 4

5 8 5

4 3 1

:f粒 1粒
4 4 7

2 6 0

1.4 9 7
0

1 , 4 9 7

1 9 0

4 7

1 4 9

l.7 l 1
8 4

5 8 5

4 3 1

%
83.9

8 3 . 6

87 .2

0

87.2

95 . 6

97 .6

9 7 . 7

9 8 . 0

l 0 0 . 0

56 . 4

98.9

粒
1 , 2 8 4

1.2 1 5
l.3 0 l
0

l , 3 0 1

1 , 0 8 6

1.1 7 5
1 , 1 9 2

l , 2 8 0

1. l 2 0
i.l 8 2
1.1 7 1

月 日 月 日
6.1 1̃1 0 . 2 0
7.11̃ l 0 . 2 0
6. 1̃1 0 . 3 1

6. 1̃ l 0 . 1 0
6. 1~ l 0 . l 0
6. 1̃1 0 . 1 0
6. l̃ l 0 . 2 0
6 . l 1~ l 0 . 2 0
6 . 1 1~1 0 . 2 0
7. 1̃1 0 . 1 0

2 , 5 5 4

1.6 7 2
7 , 3 7 8

4.4 1 7
5.9 7 8
3 , 1 4 3

5.9 7 8
3 , 1 4 3

83.6

70 .3

1 , 2 3 9

1 , 1 4 5

6. 1~1 0 . 3 1

6. 1̃1 0 . 2 l

2 3 6

0

l 4 6

0

4 5

1 8

4 6 0

0

5 7 3

0

l 2 5

3 4

1 9 5

0

6 2 2

0

7 2

1 5

l 9 5

0

6 2 2

0

7 2

1 5

83 .0

0

8 1.8

0

50.6

9 4 . l

8 7 1

0

1 , 4 5 7

0

9 0 0

9 3 8

8. 1~1 0. 6

7. 1̃1 0 . 3 l

9. 1̃1 0 . l 4

9. 1̃ l 2 . 2 0

9.1 0~ l 2 . 3 1

l 0 .  5̃ 1 2 . 2 7

4 4 5

3 2

l. l 9 2
l 6 0

9 0 4

1 5 5

9 0 4

l 5 5

77.2

88 . 3

l , 2 l 0

l , 2 l 0

8. l-l 2 . 3 l
8. l̃ 9 . 3 0

2 5

2 7

0

6 0

3

2

3

1

4 4

5 4

6 7

0

2 2 9

6

5

6

2

1 0 4

3 6

4 9

0

2 0 9

7

4

3

1

7 3

3 6

4 9

0

2 0 9

f

4

3

l

7 3

6 9 . 0

7 5.5

0

7 6,1

60.0

25.0

33.0

1 0  0.0

68 . 2

1 , 2 4 1

1.2 2 5
0

1 , 2 3 7

2.3 3 3

1 , 3 3 3

1 , 0 0 0

1,0 0 0

1.2 1 7

8 . 2 3̃ 1 0. 3 1

9. 1~1 0 . 3 l
1 0 . 1 1̃ 1 0 . 3 1

7. 1̃1 1 . 3 0

9 .21̃1 0 . 3 1

7. 4~1 0 . 1 0

9 . l 1̃ l 0 . 3 1

9.11̃1 0 . 3 l

7. 5̃1 0 . 2 2

l 6 5

3 5 9

4 7 3

l , 5 0 l

3 8 2

l , 2 l l

3 8 2

1 , 2 l l

7 l . 3

65 .5

l , 2 4 0

l , 0 6 0

7. l~1 l . 3 0
7. 3-- l 0 . 3 l

l 8.4 1 8

:), 2 1 8

1 0  0 , 0 4 5

2 3 , 3 7 7

l l 4 , l 3 1

2 3.7 5 0
l l 4.1 3 1

l 2 3.7 5 0
85.9

S1.7

1 , 3 9 8

1 , 3 0 8

5 .18~1 2 . 3 l
5. 1~1 0 . 3 1

-8 3-



第 1  o表 昭和 4  8年度支・ 事業場月l的・らふとます親魚捕獲・採卵成續表

捕 獲 数 使 用 親 魚
支 場 事 業 場

率 1S 計

尾
4 4.2 9 4

4 4.7 1 0
1 , 2 4 2

1 8.9 3 8

1 6 , 3 0 o,

2 l , 7 0 5

7 , 7 9 6

l l.8 0 5
1 6 6 , 7 9 3

3 3 , 3 7 0

字

尾
2 1.7 7 7

l 7.6 8 9
6 2 5

6 , 7 0 5

6 , 4 8 6

1 0.0 3 4
3.0 4 4

4 , 5 l 1

7 0 , 8 7 1

l 3 , 5 9 6

4 9 6

5 6 2

l , 1 5 1

0

3 4 0

1.3 3 7
5 7 0

3 6 8

3

尾
2 4 , 5 2 9

2 1.4 4 0
'' lli 5

8 , 4 7 6

7 , 0 2 9

1 0.6 2 0
3.6 9 6

5.3 5 3

尾
l 9.7 6 5

2 3.2 7 0

4 8 7

1 0.4 6 2
9 , 2 7 4

l l , 0 8 5

4.1 0 0

6 , 4 5 2

8 4 , 8 9 5

1 7 , 7 1 5

月
3.0 1l;g

3 , 8 3 0

2 9 8

2,0 0 5

9 1 4

1 , 6 5 3

8 6 2

1.1 2 0

岩 尾 別

斜 里

操 琴

網 走

北 見

湯 il」

清 滑

幌 内

北

見

支

場

計
本 年 度

前 年 度

8 1 , 8 9 8

1 5 , 6 5 5

1 3.7 7 1

2 , 9 2 7

羅 自

伊 茶 仁

根 室

中 標 津

計 根 石l」

虹 方11

浜 中

厚 床

7 3 9

6 7 l

l , 3 2 0

0

3 5 2

1 , 3 6 4

9 5 2

3 7 2

7 3 0 1 1.4 6 9

l , 4 3 4 1 2 , 1 0 5

2.8 9 8  4.2 1 8

0 ・ 0

l
4 4 6 1 7 9 8

9 2 9 l 2.2 9 3

14 , 4 8 0  5 , 4 3 2

7 5 l  1 , 1 2 3

2 6 2

1 1l l 2

3 2 2

0

3 7 4

6 8 0

2 8 9

4 6 5

2 , 554

. l , 6 7 2

2 3 6

0

1 4 6

根

室

支

場

計
本 年 度

前 年 度

釧 路

基 方リ

札 内

大 樹

5 , 7 7 0

3 , 9 0 4

l 1 , 6 6 8

7.3 7 4

1 7 , 4 3 8

l 1 , 2 7 8

4 , 8 2 4

2.7 4 5

十

勝

支

場

計

2 7 0

0

5 2 2

l 7 5

9 6 7

1 4 5

2 6 8

0

1.3 9 3

9 9 1

5 3 8

0

1 , 9 l 5

1 , 1 6 6

3 , 6 1 9

3 3 5

7.9 5 6
2.4 7 l

2.0 8 0

5 6

5 7 2

2 2 4

0

4 2 7

9 6

7 4 7

1 2 8

2 , 9 8 3

8 1 7

9 2 3

2 0

l 3 2

6 3

本 年 度

前 年 度

2 , 6 5 2

1 9 0

4 , 3 5 8

1.5 5 4

8 6 3

2 8

3 5 8

4 4 5

3 2

天

塩

支

場

德 志 別

歌 登

頓 別

天 塩

中 川

3 , 5 9 8

9 1 7

1.2 l 7
2 8

2 1 4

893

1 9 2

2 8 6

16

9S

計
本 年 度

前 年 度

5.9 7 4
7 7 9

7 , 1 6 l

1 , 0 5 2

1 3.1 3 5
1 , 8 3 1

4.8 7 5
5 4 8

1.482
220

-8 ・1-

数

計
採 卵 数 増減卵数 仮収容卵数

字 親 魚

使 用 率
平均採卵数 実 施 期 間

尾
2 4.8 6 6
2 l.5 .i 9

9 2 3

8.7 1 0

7.4 0  0

1 1.6 8 7
3 , 9 0 6

5 , 6 3 l

-f粒
3 0 , 3 8 7

2 3 , 8 4 7

8 9 4

9 , 2 2 5

1 0 , 5 0 3

l 4 , 9 4 6

4 , 3 8 9

6 , 3 1 0

1粒 :f粒
3 0 , 3 8 7

2 3 , 8 4 7

8 9 4

9 , 2 2 5

l 0 , 5 0 3

1 4 , 9 4 6

4 , 3 8 9

6.3 1 0

%
88.8

82 . 5

8 2 . 8

7 9 . l

9 2 . 3

9 4 .5

8 2 . 4

8 4 . 3

粒
1.3 9 5
1 , 3 4 8

1.4 3 0

1 , 3 7 6

1 , 6 1 9

1.4 9 0
1.4 4 2
1.3 9 9

月 日 月 日
7 . 2 l̃1 l . 1 0
7. 1̃1 1. 1 2

9. 5̃ 11 .  5

8. 1~1 1.1 5

8. 1~1 1 . 1 0

7 . 25̃1 l . 2 0

7 . 1 5̃1 0 . 3 1

8. 1̃1 1 . 1 4

8 4 , 6 4 2

1 6, 5 2 3

l 0 0.5 0 l
1 8.6 3 4

1 0 0.5 0 1
1 8 , 6 3 4

8 6 . S  1 1.4 1 8
l

86.8  1 1.3 7 0
7. 1̃1 1 . 2 0

7. 1̃1 0 . 3 1

7 5 8

7 2 4

1.4 7 3
0

7 1 4

2 , 0 1 7

8 5 9

8 3 3

5 7 7

7 0 7

1 , 4 9 7

0

3 8 6

1 , 7 1 1

6 6 9

4 3 1

5 7 7

7 0 7

1.4 9 7
0

3 3 6

1 , 7 1 1

6 6 9

4 3 1

6 7 . 1

83.8

8 7 . 2

0

96 . 6

98.0

59 .9

9 8 . 9

l , 1 6 3

1 , 2 5 8

1.3 0 1
0

1 , 1 3 5

1.2 8 0

1 , 1 7 4

1.1 7 l

7 . 1 3 ̃ 1 0 . 3 1

6 . 1 l ̃ 1 0 . 2 0

6. 1̃1 0 . 3 1

6. 1 ̃ 1 0 . 1 0

6. 1-10.20
6.11̃1 0 . 2 0

7. 1̃ l 0 . l 0

7 , 3 7 8

4 , 4 1 7

5 , 9 7 8

3 , 1 4 3

5.9 7 8
3.1 4 3

83.6

7 0 . 3

1.2 3 9
1.1 4 5

6. 1̃ l 0 . 3 1

6. 1̃l 0 . 2 1

4 6 0

0

5 7 3

1 5 9

1 9 5

0

6 2 2

8 7

1 9 5

0

6 2 :2

8 7

83.0

0

8 1.8

5 4 . 9

8 7 1

0

1.4 5 7
9 0 6

8. 1~10.  6

7. 1̃1 0 . 3 1

9. 1̃ 10.1 4

9 . 1 6 ̃ 1 2 . 3 1

1 , 1 9 2

l 6 0

9 0 4

l 5 5

9 0 4

1 5 5

77 . 2

88.3

1.2 1 0

1 , 2 1 1

8. 1̃1 2.3 1

8. l̃ 9 . 3 0

3 , 8 7 6

1.0 0 9

1.2 0 9

3 6

2 2 7

3.7 4 1

l , 1 7 6

1 , 2 6 5

2 3

1 5 9

3 , 7 4 1

1 , 1 7 6

1 , 2 6 5

2 3

1 5 9

82 . 9

8 9 . l

95.8

71.4

61 . 7

1.2 5 4
1.4 3 9
l , 3 7 1

1 , 1 5 0

1. 2 0 5

6 . 2 l̃1 2 . 1 0

7 . l 1 ̃ 1 1 .1 9

7 . 1 5̃1 0 . 3 1

7.10~1 0 . 3 1
5 . l 8̃1 l . 3 1

l- 6':;: ::; 6.3 6 4
6 0 7

8 1 . 6

70.3 1二:58 5 . 1 8̃ l 1 . 3 1

5. l~1 0 . 3 1

-8 5-



支 場 a 業 場
捕 班 数 使 用 親 魚

1i 1S 計 率 s

千
歳
支
場

尾

2

3 3 4

9

尾

1

5 0 8

2 3

尾

3

8 4 2

3 2

尾

2

2 4 4

3

尾

1

1 l 7

3

千 歳

静 内

自 老

計
本 年 度

前 年 度

3 ,5

2 6

5 3 2

1 1 6

8 7 7

l 4 2

2 4 9

0

l 2 l

0

渡島支場 八 雲 8 9 1 3 1 2 2 0 6 l 4 5

計
本 年 度

前 年 度

8 9

l , 7 1 7

l 3 l

1.8 0 3
2 2 0

3 , 5 2 0

6 l

1.1 4 2
4 5

3 5 9

l

l 合 計
本 '1,ii 度

l
'前 年 度 =:: l 0 7.0 3 92 8 , 2 5 0

2 0 2 , 0 8 2

5 0 , 4 7 6

8 1.6 2 7
1 8.1 5 9

l 8 , 4 l 8

5.2 1 8

-8 6-

数
採 卵 数 增減卵数 仮収容卵数

率 親 魚

使 用 率
平均採卵数 実 施 期 間

計

尾

3

3 6 l

6

1粒

2

3 0 5

3

:f粒 :l1粒

2

3 0 5

3

f

1 0 0 . 0

73.1

33 .3

粒

l.0 0 0
1 , 2 5 0

1 , 0 0 0

月 日 月 日

7.16̃ 11 . 10

7. 1~ l l . 3 0
9・1 1̃1 0 . 3 !

3 7 0

0

3 1 0

0

3 1 0

0

7 2 . 2

0

1.2 4 5
0

7. 1~l l . 3 0
8. !̃  -

1 0 6 7 4 7 4 68 . 5 1 , 2 1 3 7. 5 ̃ 1 0. 3 l

1 0 6

1 , 5 01

7 4

1.2 1 1
7 4

l , 2 1 1

ll l8.5

66 .5

1.2 1 3
1.0 6 0

7. 5̃1 0 . 3 l

7. 3̃ 1 0 . ! 9

l l 0 0 , 0 4 5

l
l 2 3.3 7 7

1 1 4.1 3 1
2 3 , 7 5 0

l l 4. l 3 l
2 3.7 5 0

85.9

81 . 7

l.3 9 8
1.3 0 7

5 . 1 8~12 . 3 1
5. 1~1 0 . 3 1

8 7-



2. ます種卵の移殖

本年度のさくらます採卵は計画数に対して56.9 %に当る12,579千粒と不振であつたが、からふとま-j
は下記の方針に基づいて移殖を行なつた。さくらますは356千粒の交換移殖、からふとますは這内期

さ くらます…一…・・ 「さくらます資源拡大再生産1;i業」用種卵の移動

からふとます………〇 資源の均てん化と捕獲採卵不振地域にis・ける資源育成のための移動
② 本州に対する再生産用種卵の供給

第 1  1 表  ます種卵の移殖ならびに試験供用に伴なう動き

支 場

増 減 卵 数 受商
、
供試卵数

魚 種 採 卵 数 仮収容卵数

海 産 卵 供 試 卵

さ < ら ま す

からふとます

計

2 , 0 6 5

1 0 0 , 5 0 1

1 0 2 , 5 6 6

2.0 6 5
l 0  0 , 5 0 1

l 0 2 , 5 6 6

25,733

25 ,733

北 見

さ く ら ま す

からふとます

計

7 , 0 l 9

5 , 9 7 8

l 2 , 9 9 7

7 , 0 1 9

5.9 7 8
1 2 , 9 9 7

根 室

さ く ら ま す

からふとます

計

十 勝 9 0 4

9 0 4

9 0 4

9 0 4

さ く ら ま す

からふとます

計

9 l 7

6.3 6 4
7 , 2 8 1

9 1 7

6.3 6 4
' 7 , 2 8 1

天 塩

さ く ら ま す

からふとます

計

9 7

3 1 0

4 0 7

9 7

3 l 0

4 0 7

千 歳

さ く ら ま す

からふとます

計

2 , 4 8 l

7 4

2 , 5 S 5

2.4 8 1
7 4

2 , 5 5 5

渡 島

合 計

さ く ら ま す

からふとます

計

l 1 2 , 5 7 9
1 1 4 , 1 3 1

1 2 6 , 7 l 0

1 2 , 5 7 9

1 l 4 , l 3 1

l 2 6.7 1 0
2 5.733
25 ,733

第 l 2 表  さくらます種90の移殖

供 給 地 移 殖

年 月 日

受 給 地 l 移 殖 卵 の 内 訳
摘 l

支 場 事業場 支 場 事業場 移第卵数 移殖前死卵数 移殖卵数

千 歳

計

渡 島

千 歳
//

l 尻 別

4 8 . 1 1 .  9

″ 1 4

4 8 . l 1 . 1 0

:f粒
4 4

l 8

6 2

3 5 6

能
2

1

3

2 6

::f粒
4 2

1 7

5 9

3 3 0

発眼卵
//

a

渡 島
1ll'

千 歳

尻 別
//

千 歳

合 計 4 1 8  l 2 9
1

3 8 9

-8 8-

採卵はォホーツク海区の:豊漁により計画数の 252.4%に当る 1 l4 ,13 l千粒が確保されたo これらの種卵の一部
4 8 , 9 7 8千粒、道外(本州)移殖538千粒について第 l 2 . l 3表のとかり実施したo

(単位 :千粒)
lpの移殖 発 眼 卵 期

の供試卵数

発 眼 卵 の 移 殖 最 終

収 容 卵 数

道 内

受給卵数 本 州供給卵数 受給卵数

2 3 , 2 4 5

2 3 , 2 4 5

2 , 0 6 5

5 1 , 5 2 3

5 3 , 5 8 8

7.0 1 9
9 , 0 7 8

1 6 , 0 9 7

3 , 1 0  0

3 ,10  0

3 , 9 9 4

3 , 9 9 4

3.3 7 1
3 , 3 7 1

8 , 2 6 9

8.2 6 9

l 8 , 6 3 9

1 t;, 6 3 9

9 , 4 0 3

9 , 4 0 3

9 l 7

3 4 , 4 0 6

3 5 , 3 2 3

A 2 2

6 2

6 2

3 5 6

7.2 0 0
7 , 5 5 6

3 9 l

7.4 8 8
7 , 8 7 9

3 5 6

3 5 6

6 2

3 , 2 7 1

3.3 3 3

2 , 1 8 7

2 , 8 0 7

4.9 9 4
△ 5 3 8

Δ 5 3 8

2 5.7 3 3
2 5 , 7 3 3

4 1 8

2 3 , 2 4 5

2 3.6 6 3

4 1 8

2 3.2 4 5
、・・2 3.6 6 3

1 2 , 5 7 9

1 1 3 , 5 7 l

1 2 6 , 1 5 0

A 2 2

A 2 2

△ 5 3 8

△ 5 3 8

8 9-



第 1  3 表 一 1 からふとます種卵の移殖 (供給状況)

供 給 地 移 殖

年 月  日

受 給 地 移 殖 卵 の 内 訳
摘

支 場 學業場。 支 場 事業場 移籍卵数 移殖前死卵数 移殖卵数

3,1 oo:f粒

1.5 0 0
1 ,50  0

3.2 0 8

9 2 0

1 , 2 9 0

2.8 1 0
1 , 6 8 0

l 6.0 0 8
1. l 0 0
1.4 0 0
2 ,30  0

9 0 0

9 0 0

2.1 0 8
8 6 3

3 , 0 4 7

l 2 , 6 1 8

' 6 0 0

1.0 0 0
2.8 9 2
4 , 4 9 2

2 , 4 0  0

2 , 4 0  0

2.5 6 9
2 , 2 6 4

6 7 6

1 , 0 2 3

1 1 , 3 3 2

lヒ 見 岩尾別
//

//

//

//

//

//

//

小 計

斜 里

//

//

//

//

/

//

//

小 計

北 見

//

//

小 計

湧 別

//

//

//

f/

//

小 計

4 8 . 1 0 . 2 4

〟 27

″ 31

12. 3

〟 20

// //

// //

// //

48.10. 6

// l 1

// 27

l 1 .  1

ar 〟

″ 4

″ 8

12. 5

4 8 . 1 0 . l 1

// 27

l 2 .  7

48.10.27

/ 3 1

l 2 .  7

// //

// //

l1 .  4

根 室

天 塩

//

十 勝

千 歳

//

//

//

羅 国

:信 砂)
//

十 勝

千 歳

(歌 別)

( 様 似、)

(余 市)

徳志別

//

(:信 砂)

( " 、,
(号寒別)

十 勝

//

八 雲

(信 砂)

徳志別

中 川

(信 砂)

( 〟 、

(増  幌:
(旗 払l

中 川

十 勝

3.1 0 0 相
1 5 0 0

1 , 5 0 0

3 , 3 7 l

1,0 0 0

1 , 4 0 0

3.0 0 0
1.8 0 0
1 6 , 6 7 1

1 , 1 0 0

1.4 0 0
2 , 3 0  0

9 0 0

9 0 0

2 , 1 0 8

8 6 3

3 , 2 7 l

1 2 , 8 4 2

6 0 0

1.0 0 0
3 , 1 4 5

4.7 4 5
2 , 40  0

2.4 0  0
2 , 9 4 7

2 , 5 5 5

7 5 6

1.0 2 3
1 2 , 0 8 l

=f粒 受精直i
//

//

発 限

//

//

//'

//

l 6 3

8 0

1 1 0

1 9 0

1 2 0

6 6 3

天 塩

//

//

//

//

十 勝

//

渡 島

天 塩

//

//

天 境

//

//

//

//

十 fl義

受,情直1

//

//

//

//

//

//

発 限

受精直 '
ar

発 限

受精直 '
//

発 限

//

1l

受精直

2 2 4

2 2 4

2 5 3

2 5 3

3 7 8

2 9 l

8 0

7 4 9

差 三
48.10.26

// //

天 塩

ar

(信 砂)

天 塩

1 , 3 9 7

1 , 2 4 2

1 , 3 9 7

1 , 2 4 2

受精直

//

計 4 8 , 9 7 8 1 , 8 8 9 4 7 , 0 8 9

渡 島 八 雲 4 8 . l 2 . 1 2 岩手県 有 家 5 3 8 3 8 5 0  0 発 限

計 1 5 3 8
3 8 5 0  0

合 計 4 9 , 5 l 6 1 , 9 2 7 4 7 , 5 8 9

-9 0-

要

後卵

卵

後卵

後卵

根

十

天

第 1  3 表 一 2 からふとます種卵の移殖 (受給状況)

百給 ; l'l9, 移 殖

年 月 日

供 給 地 移 殖 卵 の 内 訳
摘 要一 場

l 室

・ 勝

事業場 支 場 學業場 移緒卵数 移殖前死卵数 移 殖 卵 数

羅 臼

十 勝

//

//

//

4 8 . 1 0 . 2 4

48.10. 4

″ 8

l l .  4

12. 3

北 見

//

//

//

//

岩尾別

斜 里

//

携 別

岩尾月i」

3 , 1 0 0

2 , 1 0 8

8 6 3

1.0 2 3

3 , 3 7 1

3.1 0 0
2 , 1 0 8

8 6 3

1 , 0 2 3

3 , 2 0 8

受精直後卵

//

//

//

発 眼 卵1 6 3

一 計 7 , 3 6 5 1 6 3 7 , 2 0 2

1一塩 l 徳志月i」
//

1'

小 計

中 川

l
1 小 計
l 天 塩

ト信 砂 )

1 ″

//

l

l //

//

l //
l

l 小 計

暑寒別

増 幌

旗 払

4 8 . l 0 .  6

// 11

″ 27

48.12. 7

ar ″

48 . 10 . 26

48.10 .11

/ 26

// 27

// //

// //

// 31

// //

l l .  1

48.11. 1

12. 7

12. 7

北 見

//

//

北 見

//

北 見

//

/

//

//

//

//

//

//

北 見

//

//

斜 里

//

北 見

北 見

湧 別

網 走

北 見

渚 滑

岩1l是,1;i1」

斜 里

'湧 別

//

岩尾方l1

斜 里

斜 里

湧 別

//

1 , l 0 0

1 , 4 0  0

1 , 0 0  0

3.5 0 0

3 , 1 4 5

7 5 6

3.9 0 1
1.2 4 2
6 0 0

1.3 9 7

l , 5 0  0

2 ,30  0

2.4 0  0

2 , 40  0

1 , 50  0

9 0 0

1 2 , 9 9 7

9 0 0

2 , 9 4 7

2 , 5 5 5 1,.-

1.1 0 0
1.4 0 0
1 , 0 0 0

3 ,50  0

2.8 9 2
6 7 6

3 , 5 6 8

1 , 2 4 2

6 0 0

1 , 3 9 7

1 , 5 0 0

2 , 3 0  0

2 , 4 0 0

2 , 4 0 0

1,50  0

9 0 0

1 2.9 9 7
9 0 0

2 , 5 6 9

2 , 2 6 4

受精直後卵

/

//

発 :狠 卵

//

受精直後卵

//

//

f「

//

//

//

//

//

2 5 3

8 0

3 3 3

受精直後卵

発 限 卵

/

3 7 8

2 9 l

計 2 8 , 0 4 2 1 0 0 2 2 7 , 0 4 0

千 歳 千 歳

(歌 別)

(様 似)

(余 市)

4 8 . l 2 . 2 0

// //

// //

// //

北 "見 l 岩j別
:l :

1,0 0 0

1 ,40  0

3,0 0 0

1,80 0

8 0

1 1 0

1 9 0

1 2 0

9 2 0

1 , 2 9 0

2 , 8 1 0

1 , 6 8 0

発 眼 卵

//

//

//

l:--_
度 島

岩手県
、一
合

t-

7,20 0 5 0  0 6,70 0

八 雲

有 家

48.12. 5

48 .″ 1 2

北 見

渡 島

斜 里

八 雲 3'::: 2 2 4

3 8

3.0 4 7

5 0 0

発 眼 卵

//

計 1 l 4 9 , 5 1 6 1 , 9 2 7 4 7 , 5 8 9

-9 1-



3. ますふ化放流成ill資概要

さ く  ら ま す

1 2 , 1 9 o千粒の種卵(さくら一ます資源拡大程生産用種卵389千粒を除く)を、 1 2 9 業場 と
千尾の合計9,7 o 6千尾(他にさくらます資源拡大再生産用321千尾)の権魚を生産し(推魚生

また、 さくらます資源拡大再生産 1lli業として本種放流数のほかに、 321千尾を千歳支J場に ;i;・い

第 1  4 表  昭和4  8年度海区・水系別一さくらますふ化放流成績表

海

区

水 系

事 業 場

( 収 容 場)

収容卵数 死卵数

放 流 尾 数

ふ出尾数 ふ 出 率

無給餌 給 解 計

オ

ホ

I
ツ

ク
海
区

1iIl立

l 0 5

1.9 6 0
1 3 6

:f粒

4

1 2 0

5

:f尾

1 0 1

1 , 8 4 0

1 3 1

%

96 . 2

93.9

96 .3

:F尾

l 0 0

1 , 8 1 3

0

・尾
0

0

1 2 0

:f尾

1 0 0

l , 8 1 3

1 2 0

岩 尾 .別

斜 里

北見幌別

岩 尾 別

斜 里

歌 登

本 年 度

前 年 度

2.2 0 1
2.4 7 1

l 2 9

3 4 5

2 , 0 7 2

2 , 1 2 6

94 .1

8 6 . 0

1 , 9 1 3

8 1 3

1 2 0

1 , 1 0 0

2 , 0 3 3

1.9 1 3海 区 計

増 幌

天 塩

信 砂

著 寒 別

石 狩

古 字

尻 別

朱 太

(增 幌)

中 川

(信 砂)

( 基 寒 Jil」)

千 歳

尻 別

3 7

l 9 9

2 3 4

3 l 1

3 8 9

2 , 0 6 6

1

3 5

2 7

2 3

3 8

l 7 3

3 6

l 6 4

2 0 7

2 8 8

3 5 l

1 , 8 9 3

97 . 3

82.4

88.5

9 2 . 6

90 . 2

9 1 . 6

0 l 3 6

0 1 4 7

0 ,' 1 5 0

l
0 l 2 5 0

0 l ( 3 2 1 )
l
0 l 3 0 0
0 l 8 7 9
0 1 ,1 0 o、

3 6

1 4 7

1 5 0

2 5 0

( 3 2 1 )

3 0 0

8 7 9

l 0 0

- ( 3 2 1 )
1 , 8 6 2

1 , 5 7 6

日

本

海

区

海 区 計
本 年 度

前 年 度

3 , 2 3 6

3.4 3 3
2 9 7

5 3 6

2 , 9 3 9

2.8 9 7
9 0 . 8

8 4.4

0

1 1 様
意 月lu

忠 類

伊 茶 仁

標 津

当 幌

春 別

床 丹

西 別

:: I :2 l- l
8 0 l 0

2 , 2 6 4 l 0

1 5 2 l 0
l

'°°l °

1 0 0 l 0

2 , 4 0 0 : 0

8 0

2 4 0

8 0

2 , 2 6 4

1 5 2

1 0 0

1 0 0

2,40 0

根

室

海

区 ::3 , 4 5 24 4 8 2.8 3 1
3 8 5

82.0

85.9

2 , 4 2 9 87.32 , 7 8 3

-9 2-

民営5ケ所の計1  7のふ化場に収容し、 給西稚魚2,0  3 2千尾 (給幅放流率2 0 . 9 % )  無給1iIll稚魚7 , 6 7 4

産 率 7 9 . 6 % ) 、 4 9 年 1 月 1 0 日か ら同年 6月 3 0 日にかけて全道 2 2 水系へ放流したo
てil司育管理中なのでこの分を合わせると48年度の稚魚生産尾数は1 o, 0 2 7 千 尾 と な る o

仮収容から収容までの卵の動き …・・ 11l1l業場単位

備 考

稚 魚 移 殖 放 流一一一 ・ ・括  孤 書
放 流 期 間

月/日̃月/日

3 / 2 0~3 / 3 1

1 / 1 0̃2 / 2 8

4 / 1 5̃5 / 3 1

1 / 1 0~5 / 3 1

1 / 1~5 / 3 0

6 / l 2̃ 6/ 1 2

5 / 1 0~5 / 1 7

6 / 3 0~6 / 3 0

6 / 5~6 /1 0

5 / 2 1̃5 / 2 1

5 / 2 1~5 / 2 2

5 / 2 1̃ 5 / 2 l

尻1ll iiへ 6 2 千 粒、尻1il」より 4 1 8 千 粒
(さくらます資源拡大再生産學業に引継ぎ)

( 尻 別 よ り 3 0  o千尾)
千歳よ り 6 2 千粒、千歳へ 4 1 8 千 粒  、

(古字へ 3 0  o千尾、朱太へ 1 o o千尾、遊楽部へ 5 o千尾'
(所.別より 1 o o千尾)

5 / 2 1~6 / 3 0

5 / 1̃ 6 / 3 0

( ) はさくらます資源拡大再生産事業に引継ぎ

4 / 1 2~4 / 1 2

4 / 9̃ 4 /  9

4 / 1 2~4 /1 2

3 / ' 2 0̃5 / 2 4

5 /  1~5 / 3 1

5 / 1 5̃ 5 / 1 5

5 / 1 5̃ 5 / 1 5

1 2 /  1~2 / 1 0

(根室より 8 o千尾)

( 根 室 よ り 2 4 0 千尾 )

(根室より8 o千尾)

(薫別へ 8 0 千 尾、忠類へ 2 4 0 千 尾、伊茶仁へ 8 0 千尾 )
(春フ;,lr、1 o o 千尾、床丹へ 1 0  o 千尾)
(計根?リ よ り 1 0  o千尾、,
(計根別より 1 o o千尾)

- 9 3-



海

区

水 系

1基 業 場

( 収 容 場 )

収容卵数 死 卵 数

放 流 尾 数

ふ出尾数 ふ 出 率

無 給 弭 給 解 計

根
室
海
区

'粒
3 3 6

:f粒

1 6

1通

3 2 0

%

9 5 . 2

需 '

3 1 5

需

0

'f尾

3 1 5別 当 資 厚 床

海 区 計
本 年 度

前 年 度

7 , 0 1 9

4 , 3 2 9

1 , 0 5 4

5 5 2

5 , 9 6 5

3 , 7 7 7

85.0

8 7 . 2

5 , 7 3 1

1 , 9 5 9

0

1.5 3 4
5.7 3 1

3 , 4 9 3

敷 生

遊 楽 部

尻 岸 内

汐 泊

敷 生

八 雲

( 尻 岸 内 )

(汐 泊)

2

2 5

1 l

8 5

0

3

2

8 5

2

2 2

9

0

l 0  0.0

88.0

81.8

. 0.0

2

2 0

8

0

0

5 0

0

0

2

7 0

8

0

エ

リ
モ

以
西
海
区
海 区 計

本 年 度

前 年 度

l 2 3

2 7

9 0

3

3 3

2 4

26 . 8

88.9

3 0

2 0

5 0

0

8 0

2 0

-(3 2i:)
9 , 7 0 6

( 2 9 2 )
7,0 0 2

-l 合 計 :::
※
1 2.5 7 9

1 0 , 2 6 0

(o)
7 , 6 7 4

(0、ノ
2 , 8 0 3

( 3 2 1 )
2 , 0 3 2

( 2 9 2 )
4 , 1 9 9

1 , 5 7 0

1.4 3 6

1 1.0 0 9

l 8 , 8 2 4
8 7.5

8 6 . 0

※さくらます資源拡大再生産事業用種卵 3 8 9 千粒を含むo

第 1  5 表  昭和 4  8年度支・學業場別さくらますふ化放流成績表

支 場

事 業 場

(収 容 場)

収 容 卵 数

( A 、,
死 卵 数

ふ 出 尾 数

( B )

ふ 出 率

B/AX 1 0  0

北 見

◆粒

1 0 5

l , 9 6 0

i粒

4

l 2 0

:f尾

1 0 1

1.8 4 0

%

9 6 . 2

9 3 . 9

岩 尾 )1li

斜 里

小 計 2 , 0 6 5 1 2 4 1.9 4 1 94.0

根 室 根 事

計 根 別

虹 別

厚 床

3 , 4 5 2

4 4 8

2 , 7 8 3

3 3 6

6 2 1

6 3

3 5 4

1 6

2 , 8 3 1

3 8 5

2 , 4 2 9

3 2 0

82 .0

85 . 9

87.3

9 5 . 2

小 計 7 , 0 1 9 1 , 0 5 4 5.9 6 5 85.0

天 塩 歌 登

(増  幌)

中 川 :ii 5

l

3 5

1 3 1

3 6

1 6 4

96 . 3

97.3

82.4

-9 4-

仮収容から収容までの卵の動き 一…・ 9業場単位
備 考

稚 魚 移 殖 放 流……一…・括  弧 書
放 流 期 間

- 月/日̃月/日
4 / 1̃5 /3 l

- l 2 /  1̃5 / 3 l
1 2 / 3̃ 5 / 2 5

5/ 8̃5 / 2 8

2 / 1 0̃ 2 / 1 0

(尻別より 5 0千尾)

(揚水ポンプ事故のため全波)

- 2 / 1 0̃5 / 2 8
4/ 1--4 /3 0
l1l・1 〇' '- 6 / 3 0
1/ 1̃6 / 3 0

放 流 尾 数 備 考

無 給 輯 給 解 計 ( C )

放 流 期 問

0 / B X1 0  0 0/AX 1 0  0

:f1li l,,
1 0 0

1 , 8 1 3

:f尾

0

0

:f尾

1 0 0

1 , 8 1 3

%

99 . 0

9 8 . 5

%

95.2

92.5

3 / 2 0̃ 3 / 3 1

1 / 1 0̃ 2 / 2 8

1.9 l 3 0 1.9 1 3 1/1 ( ) ;1'-- 3 / 3 1 98.6 92.6

2 , 6 6 4

3 5 2

2 , 40  0

3 ! 5

0

0

0

0

2 , 6 6 4

3 5 2

2 , 4 0  0

3 1 5

3 / 2 0~ 5 / 2 4
5 / 1~ 5 / 3 1

1 2 /  1~ 2 / 1 0
4 /  1~ 5 / 3 1

94.1

9 1.4

98.8

98 . 4

77 .2

78.6

86 .2

93 .8

5.7 3 1 0 5 , 7 3 1 3/1i0̃  5 / 3 l 9 6 . l 8 l . 6

0

0

0 1
1 2 0

,:;
4 / 1 5̃  5 / 3 1

6 / 1 2~ 6 / 1 2
5 / 1 0̃ 5 / 1 7

91 . 6

1 0 0 . 0

89 .6

88.2

9 7 . 3

73.9

- 9 5-



支 場

事 業 場

(収 容 場)

収 容 卵 数

( A )

死 卵 数

ふ 出 尾 数

( B)

f尾

2 0 7

2 8 8

ふ 出 率

B/1A・X1 0  0

天 塩

'f粒

2 3 4

3 1 1

・1粒

2 7

2 3

%

8 8 . 5

9 2 . 6

90.1

(信 砂、ノ

(,lil 寒 別)
小 計 9 1 7 9 1 8 2 6

千 歳 千 歳

敷 生

3 8 9

2

3 8

0

3 5 1

2

9 0 . 2

1 0  0.0

小 計 3 9 1 3 8 3 5 3 90 . 3

91 .6

88 .0

81.8

0.0

88.0

渡 島 尻 .;llり

八 雲

(尻 岸 内)

(汐 泊)

2 , 0 6 6

2 5

l 1

8 li

1 7 3

3

2

8 5

2 6 3

1 , 8 9 3

2 2

9

0

小 計 2.1 8 7 1 , 9 2 4

合 計

本 年 度

前 年 度

※ 1 2 , 5 7 9

1 0 , 2 6 0

1 , 5 7 0

1 , 4 3 6

1 1 , 0 0 9

. 8 , 8 2 4

87.5

8 6 . 0

◎ 総 採 卵 数  1 2 , 5 7 9 千粒

全数道内収容(※但し、さくらます資源拡大再生産事業用種卵389千粒を
含む)

9 6

放 流 尾 数 備 考

放 流 期 間

無 給 解 給 解1 計 ( o 、, C/BX l 0  0 C/AIX l 0  0

: :fli是,
0

0

福

l 5 0

2 5 0

:=f尾

1 5 0

2 5 0

%

72 .11i

86.8

%

64 . 1

80 . 4

6 / 3 0~6 / 3 0

6 / 5~6 / 1 0
0 7 0 3 7 0 3 5 / 1 0̃6 / 3 0 85.1 7 6 . 7

2

( 3 2 1 )

0

( 3 2 1 )

2

(.サ ク ラ マ ス 拡 大 得
生産事業に引継ぎ)

1 0  0.0 l 0  0.0

(.0)
2

( 3 2 1 )
0

( 3 2 j)

0

2 0

8

0

1 , 3 2 9

0

0

0

1 , 3 2 9

2 0

8

0

5 / 2 1~5 / 2 2

5 / 2 8̃ 5 / 2 8

2 / 1 0~2 / 1 0
揚水ポンプ一器故に
ー より全減 _
2 / l 0̃ 5 / 2 8

7 0 . 2

9 0 . 9

8 8 . 9

0.0

64 . 3

8 0 . 0

7 2 . 7

0.0

2 8 1.3 2 9 1 , 3 5 7 70 .5 6 2 . 0

(o)
7 , 6 7 4

(o)
2 , 8 0 3

( 3 2 1 )
2.0 3 2

( 2 9 2 )
4 , 1 9 9

( 3 2 1 )
9 , 7 0 6

( 2 9 2ノ
7 , 0 0 2

1 / 1 0̃6 / 3 0

1 /  1~6 / 3 0

91.1

79 .4

7 9 . 7

6 8 . 2

9 7



か ら ふ と ま す

l 1 3. 5 7 1千粒の種卵を2 3事業場と道営1ケ所、民営2 o ケ所の計44のふ化場に収容し、
生産して(稚魚生産率78 . 4 % ) 4 9 年 1 2 月 1 日 か ら 同 年 6 月 3 o日にかけて、全道 5 6 水系へ

第 1  6 表  昭和 4  8年度海区・水系別からふとますふ化放流成績表

海

区

水 系

事 業 場

( 収 容場 )

収容卵数 死 卵 数

放 流 尾 数

ふ出尾数 ふ 出 率

無 給 解 給 解 計

・千粒

5.7 2 5
7.9 9 1

千粒

2 , 4 6 2

3 4 6

=f尾

3.2 6 3
7 , 6 4 5

%

57 . 0

95 . 7

:f尾

3 , 2 0  0

5 , 6 1 8

l , l 0 0

2 , 5 2 8

2 , 4 6 7

5 , 3 0 0

6 4 5

1.9 0 0
2 , 5 4 5

2 , 7 4 7

0

0

2.4 0 0
3 , 3 6 0

2 , 5 9 4

0

0

0

0

税

0

1.9 8 2

0

6 , 5 8 3

0

0

0

0

・ 0

2 , 0 6 3

5 0 0

1 , 8 2 4

0

0

0

6 7 0

8 1 8

3 1 6

6 7 2

預

3.2 0  0

7 , 6 0  0

1 , 1 0 0

9 , l 1 1

2.4 6 7

5 , 3 0  0

6 4 5

1 , 9 0 0

2 , 5 4 5

4 , 8 1 0

5 0 0

l , 8 2 4

2,4 0  0

3 , 3 6 0

2 , 5 9 4

6 7 0

8 l 8

3 1 6

6 7 2

ル シ ヤ

岩 尾 別

奥 薬 別

斜 里

藻 琴

網 走

常 昌

//

小 計

湧 別

興 部

渚 滑

雄 武

幌 内

徳 志 別

頓 別

猿 払

鬼 志 別

知 来 別

(ル シ ヤ )

岩 尾 別

斜 里

操 琴

網 走

北 見

(福  山 )

湧 別

l 1 , 0  0 5

2 , 7 1 7

6 , 1 6 0

7 0 8

2 , 0 5 9

2 , 7 6 7

5 , 5 2 9

7 5 3

2 1 2

7 8 4

5 8

1 4 0

1 9 8

6 9 3

l 0 , 2 5 2

2 , 5 0 5

5 , 3 7 6

6 5 0

1.9 1 9
2 , 5 6 9

4.8 3 6

93.2

92 . 2

87.3

9 l . 8

93 . 2

9 2 . 8

87 .5

オ

ホ

l

ツ

ク

海

区

清 精

幌 内

徳 志 別

頓 別

(猿 払)

2 , 6 6 0

6 , 9 6 9

3 , 1 0  0

1 , 0 0 6

2 , 7 2 9

2 6 4

8 2 6

3 4 0

2 8 2

4 0 3

2 , 3 9 6

6. l 4 3
2 , 7 6 0

7 2 4

2 , 3 2 6

90 .1

8 8 . 2

8 9 . 0

72 .0

8 5 . 2

海 区 計
本 年 度

前 年 度

5 8 , 3 5 8

l 3.3 5 7
7 , 5 6 3

1 , 2 9 4

5 0 , 7 9 5

1 2 , 0 6 3

87.0

90.3

3 3 , 8 5 9

6 , 4 l 8

1 5 , 4 2 8

5 , 2 9 2

4 9 , 2 8 7

1 1 , 7 1 0

日
本
海
区「1

(船 泊)

( 増  幌)

中 川

9 4 9

3 , 0 4 1

4.8 0 4

1 2

4 5 5

4 8 6

9 3 7

2 , 5 8 6

4 , 3 1 8

96 .7

8 5.0

89.9

0

0

0

8 4 5

1 , 6 8 l

3 , 6 7 0

8 4 5

1 , 6 8 l

3.6 7 0

-9 8-

解 稚 魚 3 8 , 3 8 7 千 尾 (3l 部i放流率4 3 . 1 % )  、無給l国;5 o, 7 o 4千尾、 合計 8 9 , o 91千尾の稚魚を
放流した。

仮収容から収容までの卵の動き ・ ・ … 事業場単位
備 考

稚 魚 移 殖 放 流…一……・括  孤 書
放 流 期 間

月/日~月/日

4 / 2 0̃5 / 2 0

4 / 2 0~5 / 2 0

3 / 1 1--4 / 2 4
3 / 1 1~4 / 2 4

4 / 2 0̃5 / l 5

3 / 1̃4 / 3 0

3 / 1̃3 / 3 0

4 / 1 8~5 / 2 0

3 / 1~4 / 3 0

4 / 1 0̃4 / 1 7

4 / 1 0~4 / 1 7

2 / 1--4 / 3 0
2 / 1--4 / 3 0
3 / 7~5 / 1 6

5 / ' 1 0̃5 / 2 0

5 / 1 0̃5 / 1 0

5 / 1 0̃5 / 1 0

5 / 1 0~5 / l 0

'1ilKle、iへ 1 , 4 0  0千粒、 様似へ 3,o o 0千粒、余市へ 1,8 o o千粒、 羅日へ 3 , 1 0  0千粒
粒、信砂へ 3,0 o o千粒、十勝へ 3 , 3 7 1千粒、千歳1,oo 0千粒
(斜里より1 , 1 o o千尾)

徳志:liliへ 2,50 0千粒、信砂へ 3 , 20  0千粒、者寒.別へ 9 0 0 千粒、十勝へ 2 , 9 7 1
千粒、八要へ 3.2 7 1千粒 (奥 l薬別へ 1.1 0  0千尾)

天塩へ l , 2 4 2千粒

徳志.1;liへ 1 , 6 0  0千粒、中川へ 3.1 4 5 千 粒

中 川へ 7 5 6 千 粒、 十勝へ 1 , 0 2 3千粒、 信砂へ 4 ,80  0千粒、 増幌へ 2 , 9 4 7千粒、
獲払へ 2 , 5 5 5千粒

( 清滑より 5 oo千尾)

天塩へ 1 , 3 9 7千粒 (興 :部へ 5 0  o 千尾)

(幌内より2 . 4 0  0千尾)

(雄武へ 2 ,40  0千尾)

斜里より2 , 5 0  0千粒、北見よ . り 1.6 0  0千粒
、l '

湧別より2 , 5 5 5千粒 (鬼志別へ 3 1 6 千 尾、知来別へ 6 7 2千尾 )
(演払より 3 1 6千尾 )

( 旗払より 6 7 2千尾 )

2 /  1 ̃5 / 2 0

2 / 1 2 ̃5 /  8

5 / 2 3̃6 /  5

6 / 1 2~6 / l 2

5 / 1 0~5 / 1 7

湧月li より  2 , 9 4 7千粒

北見より 3 , 1 4 5千粒、 湧2luよ り 7 5 6 千 粒

-9 9-



海

区

水 系

事 業 場

C収 容 場 )

収容卵数 死 卵 数

放 流 尾 数

ふ出尾数 ふ 出 率

無 給 1ill 給 iEl 計

-f粒
5.3 1 0
1 0 , 1 1 4

能

5 6 5

1.0 5 1

:f尾

4 , 7 4 5

9 , 0 6 3

%

89 . 4

8 9 . 6

能

0

0

・千尾

4.2 7 0
7 , 9 4 0

:f尾

4 , 2 7 0

7.9 4 0
天 塩

小 計

天 塩

遠 別

風 蓮 1ll'l1
古丹.1il」

小 平 薬

信 砂

19 寒 別

(塩 月l0 3 2 0 3 2 0 0 0.0 0

0

0

0

0

0

0

0

0

7 0 0

5 0 0

5 0 0

5 0  0

3,70  0

1 , 2 5 0

0

0

1 , 4 9 5

160

5 0 0

5 0 0

5 0 0

3.7 0  0

1 , 2 5 0

0

0

1.4 9 5

日

本 (信 砂)

(-書 寒 別)
(増  毛)

千 歳

(余  市)

5 , 8 1 7

9 0 0

6 , 4 3 0

1 , 2 8 5

1 ,80  0

1 , 8 0 8

l l 1

1 , 9 3 9

1 5 1

3 0 5

4,0 0 9

7 8 9

4 , 4 9 1

1.1 3 4

1 , 4 9 5

68.9

8 7.6

69 .8

88 .2

8 3.0

海

区
石 狩

余 市

海 区 計
本 年 度

前 年 度

3 0 , 6 5 6

3 , 0 3 9

6.1 5 2
1 9 9

2 4 , 5 0 4

2 , 8 4 0

79 .9

93 .5

0

0

1 9 , 1 7 1

2 , 6 5 5

1 9 , 1 7 1

2.6 4 5

ル サ

サシルイ

羅 自

春刈古丹

忠 類

標 津

当 幌

春 別

床 丹

西 別

矢 自 別

風 蓮

1l;l l l 当資

(ル サ)

( サシルイ )

羅 日

(忠 類)

根 室

計 根 方 lj

(床  丹)

虹 別

浜 中

厚 床

9 3 9

1 , 3 0  0

3 1 7

3 2 0

1.9 0 5
8 0 0

3 8 6

1.6 8 4

9 9 6

4 3 1

1 8 9

3 2 2

2 5

3 5

2 3 5

1 8 8

3 7

1 6 9

2 9 4

4 4

7 5 0

9 7 8

2 9 2

2 8 5

1.6 7 0
6 1 2

3 4 9

1 , 5 l 5

7 0 2

3 8 7

79.9

7 5 . 2

9 2 . 1

8 9 . l

87 .7

76 .5

9 0 . 5

8 9 . 9

70 . 5

89.8

3 4 9

9 6 0

2 9 0

4 0 0

2 8 3

1 , 5 5 5

2 6 5

3 0 0

3 4 5

1.5 0 0
2 2 0

4 7 9

3 8 0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

3 4 9

9 6 0

2 9 0

4 0 0

2 8 3

1 , 5 5 5

2 6 5

3 0 0

3 4 5

1 5 0 0

2 2 0

4 7 9

3 8 0

根

室l:
海 区 計 l :,:;: 1.5 3 85 4 5 7 , 5 4 03.5 2 5 83.1

86.6

7 , 3 2 6

2.8 7 0
0

5 9 8

7 3 2 6

3 , 4 6 8

-1 0  0-

仮収容から収容までの卵の動き ……・ 事業場単位
備 考

稚 魚 移 殖 放 流…………・括 弧 書
放 流 期 間

月/日̃月/日
5 / 1̃5 / 1 0 增毛へ 5 4 9千粒、 細走より 1 , 2 4 2千粒、 清滑より 1 , 3 9 7千粒

5 / 2 2~5 / 2 2
5 / 1 8̃ 5 / 1 8

5 / 1 7̃ 5 / l 7

5 / 2 0~5 / 2 0

6 / 2 4̃6 / 3 0

6 / l 9~6 / 2 5

( 増毛よ り 7 6 0  千尾)l

( 増毛より 5 0  o千尾l1?

(増毛より5 o 0千尾l

(增毛より 5 0  0 千日建:、1,,
岩尾1りllより3,0 0 0千粒、斜里より 3.2 0 0 千粒、揚別より4.8 0  0千粒、 (増毛
よ り 9 o o千尾)

增毛へ 6 , 4 2 9千粒、斜里より 9 0 o千粒、 (增毛より6 o o千尾k
天塩よ り 5 4 9n、著寒別より6 , 4 2 9千粒(暑寒月lfへ 6 0  0千尾、信砂へ 900
千尾、小平薬へ 5 0  o 千尾、古丹別へ 5 o o千尾、風通別へ 5 0  o千尾、違.ilil」へ
7 6 0千尾 )

岩尾別より1 ,o 0 0千粒、静内より 3 o 5千粒、道立孵化い 2 2千粒 (元浦河
へ 1,1 o o千尾)

岩尾ilj より 1,8 oo 千粒5 / 1 0-5 / 1 5
5/ 1̃6 / 3 0

5 /  l~6 / l 5

4 /  5・一4 / 3 0
4 / 2 0̃ 5 / 1 5

3 / 1̃4 / 2 0

4 / 2 5~4 / 2 5

3 / 5 ̃3 / 2 0

4 / 2 0̃ 5 / 2 4

5 / 1~5 / 3 1

5 / l 7̃5 / l 7

5 / 1~5 / 3 1

1 2 / 1~2 / l 0

4 / 2 0~4 / 2 0

4 / 2 0̃ 5 / 1 0

4 / l̃5 / 3 l

(春刈古丹へ 4 0  0千尾)

岩尾別より3 , 1 0  0千粒

(ルサよ り 4 0 0 千尾 )

(春1lliiへ 3 0  0千尾)

(計根.別より300千尾)

(浜中より 2 o o千尾)

(矢国.別へ 2 0  0千尾 )

l 2 / l~5 / 3 l
1 / 1̃5/ 2 5

- l 0 1-



海

区

水 系

事 業 場

( 収 容 場 )

収容卵数 死 卵 数

放 流 尾 数

ふ出尾数 ふ 出 率

無 給 i ii 給 解 計

前

l , 3 0 4

1 9 5

2 , 6 9 0

6 2 ' o

1 , 4 0 7

2 , 0 3 6

1 5

1粒

2 7 4

9 3

8 4 0

3 6 3

1 3 1

1 3 5

1

需

1.0 3 0
1 0 2

1 , 8 5 0

2 5 9

1.2 7 6
1.9 0 1
1 4

%

79 . 0

5 2 . 3

6 8 . 8

4 1.6

9 0 . 7

9 3 . 4

9 3 . 3

千尾

1 , 0 1 0

9 8

1 , 4 5 0

2 3 3

0

1 , 8 9 2

1 3

◆尾

0

0

0

0

1 , 2 6 6

0

0

福

l , 0 l 0

9 8

l.4 5 0
2 3 3

l , 2 6 6

1 , 8 9 2

1 3

チョロべツ

釧 路

音 別

十 勝

歴 舟

広 尾

旗 留

(チョロべツ)

鶴 居

(音 方l」)

十 勝

(更 動

(広 尾、'
(猿 留),

エ

リ

モ

以

東

海

区

海 区 計
本 年 度

前 年 度

8 , 2 6 9

1 5 5

1 , 8 3 7

3 5

6 , 4 3 2

1 2 0

77.8

77.4

4 , 6 9 6

l 0 5

l , 2 6 6

0

5 , 9 6 2

l 0 5

歌 方l1

仁J確 1lil」

様 似

日高幌方リ

元 浦

三 石

敷 生

遊 楽 部

(歌 別)

(新 富)

1 , 4 0  0

3.0 0  0

1 8 0

2 5 0

l , 2 2 0

2 , 7 5 0

8 2 . 1

9 1 . 6

7 2 0

1 , 5 0 0

0

0

0

0

7 2 0

1 , 5 0  0

0

::i:_
リ

モ

以

西

海

区

1 , 0 0 0

l , 1 0 0

5 0 0

3

0

0

0

0

・ 0

2.0 2 2

1,0 0 0

1 , 1 0 0

5 0 0

3

2 , 0 2 2

敷 生

八 雲

3

2 , 8 0 7

0

2 2 1

・ 3

2 , 5 8 6

1 0  0.0

9 2.1

大 船

汐 泊

0

0

2 0  0

3 0 0

2 0  0

3 0 0

本 年 度

前 年 度

7 , 2 l 0

2 , 7 7 3

6 5 1

2 2 5

6 , 5 5 9

2 , 5 4 8

9 1 . 0

9 1 . 9

4 , 8 2 3

8 0 0

2 , 5 2 2

1 , 6 6 2

7 , 3 4 5

2 , 4 6 2
海 区 計

合 計
本 年 藍

前 年 度

1 3.5 7 1

2 3 , 3 9 4

1 , 7 , 7 4 1

2 , 2 9 8

9 5 , 8 3 0

2 1 , 0 9 6

84 . 4

9 0 . 2

5 0.7 0 4

l 0 , 1 9 3

3 8.3 8 7
l 0 , 1 9 7

8 9 , 0 9 1

2 0 , 3 9 0

一l 0 2

仮収容から収容までの卵の動き …一・,事業場単位
備 考

稚 魚 移 殖 放 流一一…一・括 弧 書
放 流 期 間

月/日~月 /日
4/ 2 0̃ 5 /3 1

3 / 1 0~3 / 3 1

4/ 2 0~5 / 3 1

4 / 4̃4/3 0

4 /1 0 ̃ 5 / 1 0

3 / 2 0̃4 / 3 0

4/2 4_/3 0 斜里より 2.9 7 1 千 粒、 携方1uよ り  1.0 2 3 千粒、 岩尾別より 3 , 3 7 1千粒

3 / 1 0̃5 / 3 1

3 / 2 0̃3 //3 1

4/ 2 6̃4 / 2 6

4 / 2 4̃5 / 1 7

5 / 1 6~5 / 1 6

4/1 5~4 / 1 5

5/ 1 7̃5 / 1 7

1/2 0~1/3 1

5/ l~5/ 1

4 / 1 8̃4/1 8

4 / 2 3 4̃/ 2 3

岩尾別より l , 4 0  0千粒 (仁服月リへ 5 o o千尾)

( 様似より 1.o oo千尾、歌.1jlllより5 oo千尾)
岩尾月i」より3,o o 0千粒 (仁服別へ 1,0 o 0千尾、 日高幌別へ 1,o 0 0千尾、三石
へ 5 o 0千尾)

(様似より 1,o oo 千尾)

(千歳より 1,1 o o千尾)

(税以より 5 o o千尾)

斜里より 3 , 2 7 1千粒、岩手県有家へ 5 3 8 千粒
(大船へ 2 0  0千尾、汐泊へ 3 o o千尾)

( 八雲より 2 o o千尾)

( 八要より 3 0  0千尾)

1 / 2 0̃5 / 1 7

2 / 2 3̃5 / 1 0

1 2 /  1̃6 / 3 0

1 /  1̃6 / 1 5

-1 0 3



第 1  7 表  昭和 4  8年度支 .事業場別からふとますふ化放流成積表

支 場

事 業 場

(収  容 場)

収 容 卵 数

0)

死 卵 数

ふ 出 尾 数

CE0

ふ 出 率

B/AX1 0  0

北 見

◆粒

5.7 2 5
7.9 9 1

1 1.0 0 5

2 , 7 1 7

6.1 6 0

7 0 8

2 , 0 5 9

5.5 2 9
2 , 6 6 0

6 , 9 6 9

千粒

2 , 4 6 2

3 4 6

7 5 3

2 1 2

7 8 4

5 8

1 4 0

6 9 3

2 6 4

8 2 6

=f1l差‘

3 , 2 6 3

7 , 6 4 5

1 0 , 2 5 2

2 , 5 0 2

5 , 3 7 6

6 5 0

1.9 1 9
4.8 3 6
2 , 3 9 6

6 , 1 4 3

%

57 . 0

9 5 . 7

9 3 . 2

9 2 . 2

87 .3

91.8

9 3 . 2

87 .5

90.1

88 .1

(ル シ ヤ)

岩 尾 別

斜 里

深 琴

網 走

北 見

( 福  山)

湧 別

渚 滑

幌 内

小 計 5 1 , 5 2 3 6 , 5 3 8 4 4.9 8 5 87.3

根 室 (ル サ)

( サ シ ル イ )

羅 自

(忠  狗

根 室

計 根 別

(床 丹)

虹 別

浜 中

厚 床

9 3 9

1 , 3 0 0

3 1 7

3 2 0

1 , 9 0 5

8 0 0

3 8 6

1 , 6 8 4

9 9 6

4 3 1

1 8 9

3 2 2

2 5

3 5

2 3 5

1 8 8

3 7

1 6 9

2 9 4

4 4

7 5 0

9 7 8

2 9 2

2 8 5

1 , 6 7 0

6 1 2

3 4 9

1 , 5 1 5

7 0 2

3 8 7

79.9

7 5 . 2

9 2 . 1

8 9 . 1

87 . 7

7 6 . 5

90.4

90 .0

70 .5

8 9 . 8

小 計 9 , 0 7 8 1 , 5 3 8 7.5 4 0 8 3 . 1

十 勝 ( チ ョ ロ べ ツ )

鶴 居

( 音  用0

十 勝

(広 尾)

(旗 留)

(更 生)

1.3 0 4
1 9 5

2 , 6 9 0

6 2 2

2 , 0 3 6

1 5

1 , 4 0 7

2 7 4

9 3

8 4 0

3 6 3

1 3 5

1

1 3 1

1 , 0 3 0

1 0 2

1 , 8 5 0

2 5 9

1 , 9 0 1

1 4

1 , 2 7 6

79.0

52.3

68 .8

41.6

93 .4

9 3 . 3

90.7

77.8小 計 8 , 2 6 9 1 , 8 3 7 6 , 4 3 2

天 塩 徳 志 別

(旗 約

3 , 1 0  0

2 , 7 2 9

3 4 0

4 0 3

2 , 7 6 0

2 , 3 2 6

89.0

85 . 2

-l 0 4-

放 流 尾 数 備 考

放 流 期 間

無 給 解 給 解 計 (C) C/'BX1 o o C/AX1 0  0

能

3 , 2 0  0

5 , 6 1 8

3 , 6 2 8

2.4 6 7
5.3 0 0
6 4 5

1.9 0  0
2 , 7 4 7

0

5.7 6 0

: :1l:日量l,

0

1 , 9 8 2

6 , 5 8 3

0

0

0

0

2 , 0 6 3

2 , 3 2 4

0

=f民;

3 , 2 0  0

7,60 0

1 0 , 2 1 1

2 , 4 6 7

5.3 0  0
6 4 5

1 , 9 0 0

4 , 8 1 0

2 , 3 2 4

5 , 7 6 0

%

9 8 . 1

99.4

99 . 6

93 . 5

98 .6

9 9 . 2

99 . 0

9 9 . 5

97 .0

93 . 8

%

5 5 . 9

9 5 . l

9 2 . 8

9 0 . 8

8 6 . 0

9 1 . 1

92 .3

87.0

8 7 . 4

82.7

4 / 2 0~ 5/ 2 0

4/ 2 0̃ 5 / 2 0

3 / 1 1 ̃ 4 / 2 4

4 / 2 0~ 5 / 1 5

3 /  1̃ 4 / 3 0

3 / 1̃ 3 / 3 0

4 / 1 8̃ 5 / 2 0

3 / 1̃ 4 / 3 0

4 / l 0̃ 4 /1 7

2 / 1̃ 4 /1 5

3 1 , 2 6 5 1 2 , 9 5 2 4 4.2 1 7 2 /  1̃ 5 / 2 0 9 8 . 3 85 .8

7 4 9

9 6 0

2 9 0

2 8 3

1 , 5 5 5

5 6 5

3 4 5

1.5 0  0
6 9 9

3 8 0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

7 4 9

9 6 0

2 9 0

2 8 3

1 , 5 5 5

5 e 5

3 4 5

1.5 0  0
6 9 9

3 8 0

4 /  5̃ 4 / 3 0

4/ 2 0̃ 5 / 1 5

3 / 1~ 4 / 2 0

3 / 5̃ 3 / 2 0

4 / 2 0̃ 5 / 2 4

5 /  1̃ 5 / 3 1

5 / 1~ 5 / 3 1

1 2 / 1 ̃ 2 / 1 0

4 / 2 0̃ 5 / 1 0

4 / 1̃ 5 / 3 1

99.9

9 8 . 2

9 9 . 3

9 9 . 3

93 . 1

92 .3

9 8 . 9

99 .0

99.6

98 . 2

7 9 . 8

73 .8

91 .5

88 . 4

8 1 6

7 0 6

8 9 . 4

89.1

70.2

88 . 2

7 , 3 2 6 0 7 , 3 2 6 l 2 / 1~ 5 / 3 1 9 7 . 2 8 0 . 7

1 , 0 1 0

9 8

1 , 4 5 0

2 3 3

1 , 8 9 2

1 3

0

0

0

0

0

0

0

1 , 2 6 6

1 , 0 l 0

9 8

1 , 4 5 0

2 3 3

1 , 8 9 2

l 3

1 , 2 6 6

4 / 2 0~ 5 / 3 1

3 / 1 0 i、3/31

4 / 2 0~ 5 / 3 1

4 /  4 ̃ 4 / 3 0

3 / 2 0 ̃ 4 / 3 0

4 / 2 4 ̃ 4 / 3 0

4 / 1 0~ 5 / 1 0

98 . 1

96 . 1

7 8.4

90.0

99 .5

9 2 . 5

99 .2

7 7 . 5

5 0 . 3

5 3 . 9

3 7 . 5

9 2 . 9

86.7

90 . 0

4 , 6 9 6 1 , 2 6 6 5 , 9 6 2 3 / 1 0̃ 5 / 3 l 9 2 . 7 7 2 . 1

2 , 59: l , 8 0:

2 , 5 9 4

l , 8 0 6

3 /  7̃ 5 / 1 6

5 / l 0̃ 5 / l 0

94 .0

77.6

8 3 . 7

6 6 . 2

-1 0 5-



支 場

事 業 場

(収 容 場)

収 容 卵 数

(1l111

死 卵 数

ふ 出 尾 数

e,)
ふ 出 率

B //AX1 0  0

天 塩

:f粒

1.0 0 6
9 4 9

3 , 0 41

5 , 3 l 0

3 2 0

4 , 8 0 4

5.8 1 7
9 0 0

6.4 3 0

:f粒

2 8 2

l 2

a 5 5

5 6 5

3 2 0

4 8 6

1.8 0 8
1 1 1

1 , 9 3 9

:f尾

7 2 4

9 3 7

2 , 5 8 6

4.7 4 5
0

4 , 3 1 8

4,0 0 9

7 8 9

4.4 9 1

%

72.0

98.7

85.0

89 .4

0.0

89.9

68.9

8 7.7

69 .8

頓 別

(船 泊)

(增  幌)

天 塩

(違 別)

中 川

(信 砂)

(暑 寒 方ll)

(増 毛)

小 計 3 4 , 4 0 6 6 , 7 2 1 2 7.6 8 5 80.5

88.2

100 . 0

83.1

87.1

91.7

千 歳 千 歳

敷 生

(余 - 市)

(歌 1li1」l)

(様 似)

1.2 8 5
3

l , 8 0 0

1.4 0  0
3.0 0 0

1 5 1

0

3 0 5

1 8 0

2 5 0

1 , 1 3 4

3

1 , 4 9 5

1.2 2 0
2 , 7 5 0

小 計 7 , 4 8 8 8 8 6 6 , 6 0 2

2 , 5 8 6 .
88.2

渡 島 八 要 2 , 8 0 7 2 2 1 92.1

92.1小 計 2.8 0 7 2 2 1 2 , 5 8 6

合 計
本 年 度

前 年 度

l l 3 , 5 7 1

2 3 , 3 9 4

1 7 , 7 4 1

2.2 9 8
9 5.8 3 0
2 1 , 0 9 6

84.4

90.2

※ 総 採 卵 数 1 l 4 , 1 3 1 千粒

収容内訳 道内収容卵

道外移殖卵

試 験 卵

第 1  8 表  ま j -1椎魚標識放流

1 1 3 , 5 7 1千粒

5 3 8 千粒

2 2千粒

標 識
魚 種 河 川 名 放流期間

尾 数 部 位 解 有 無 魚 体 日 的

からふとます
:f尾
l 0 9

1 0 6

l 0 5

,
0 . 2 6

0 . 2 5

0 . 2 3

徳志別川

//

//

S 4 9 . 3 .  7

S 4 9 . 4 . 1 6

S 4 9 . 5 . 1 6

脂 ビ レ

左腹ビレ

右1腹ビレ

無

//

//

放流時期の

相異による

回帰効果

-1 0 6-

一 放 流 尾 数 備 考

無 給 lilll 給 解 計« C)

放 流 期 間

C/BX1 0  0 C /:AX1 0  0

- 領

0

0

0

0

0

0

0

0

0

'尾
6 7 0

8 4 5

1 , 6 8 1

4.2 7 0
0

3.6 7 0
2,80 0

6 5 0

3 , 7 6 0

:f尾

6 7 0

8 4 5

1 , 6 8 l

4 , 2 7 0

0

3 , 6 7 0

2.8 0  0
6 5 0

3 , 7 6 0

%

92.5

90 .2

65 . 0

90.0

85.0

69.8

8 2 . 4

83 .7

%

66.6

89.0

55 .3

80.4

76.4

4 8 . 1

72 .2

58.5

5 /1 0̃ 5 / 2 0

5 / 2 3~ 6 / 5
6 / 2 4̃ 6 / 3 0

5 /  1̃ 5 / 1 0

5 / 1 0̃ 5 / 1 7

6 / 2 4~ 6 / 3 0

6 / 1 9̃ 6 / 2 5

5 / 1 5̃ 5 / 2 2

2.5 9 4 2 0.1 5 2 2 2.7 4 6 3 /  7~ 6 / 3 0 8 2 . 2 6 6 . l

1 , 1 0 0

3

0

1 , 2 2 0

2 , 5 0 0

0

0

1.4 9 5
0

0

1 , 1 0 0

3

1 , 4 9 5

1.2 2 0
2 , 5 0 0

4 /1 5~ 4 / 1 5

1/ 2 0̃ 1 / 3 1

5 / 1 0̃ 5 / 1 5

4 / 2 4~ 4 / 2 6

5 /1 6~5 / 1 7

97.0

1 0 0 . 0

1 0  0.0

100 . 0

90.9

85.6

100 . 0

83 .1

8 7.l

83.3

4 , 8 2 3 1.4 9 5 6.3 1 8 1 / 2 0~ 5 / 1 7 95.7 84.4

「 ° 2 , 5 2 2 2.5 2 2 4 / 1 8~ 5 /  1 97.5 89.8

0 2.5 2 2 2.5 2 2 4 / 1 8̃ 5 /  1

1 / 2 0~ 6 / 3 0
1 / 1̃ 6 / 1 5

97.5 89.8

78.4

87.2;:,;:: =:; ::,::: 93.0

96 . 7

1 0 7-



S 9. ひめます増殖事業

l .  ひめます捕獲採卵概況

本年度のひめます捕獲採卵事業は, 前年度と同様に支笏湖内の2捕獲場で4 8年 1 0月 1日̃ 4 8

年 1 1月 3 0日まで実施し ,  2 7 , 4 0  0 尾 ( う ち 1il , 8 , 6 1 4 尾 ,  章比率 3 1. 4% )の親魚を捕獲し,

蓄養中のへい死魚等を除き, 6. 6 9 4 尾の率から 2 , 5 4 9 千粒の種卵を採卵した ( 字親魚使用率

77.7olo ) 。計画に対しては,捕獲で 1 0 1 . 7 % の好成積を示したが ,採卵では 5 2. 4%の達成率にと

どまつた。

第 1 表  昭和48年度ひめます親魚捕獲採卵成積表

海

区
水 系

捕 獲

採卵場

所 管

事業場

捕 獲 数 使 用 親 魚 数

章 さ 計 字 容 計

日

本

海

区

支笏湖

//

ポロピナイ

湖 ll降

支笏湖

//

4.1 7 8尾 7.4 0 6尾 1 1.5 8 4尾 尾
3.0 4 4

3 . 6 5 0

6 , 6 9 4

7 , 2 2 6

4 3 4尾

9 7 8

日
3 .4 7 8

4 , 4 3 6 1 1.4 4 0 1 5 , 8 7 6 4.6 2 8

本 年 度 8.6 1 4 1 8.8 4 6 2 7 , 4 6 0

1 9.7 3 0

1.4 1 2 8.1 0 6
合 計

9.5 1 0前 年 度 1 0 , 2 2 0
1

9 1 3  l 8.1 3 9

採 卵 数 増 減 卵 数 仮収容卵数
率 親 魚

使 用 率

平 均

採 卵 数
実 施 期 間

千粒
1 , l 5 6

千粒 千粒
1. 1 5 6

%
7 2 . 9

粒
3 8 0
. 月 日 月 日
1 0 .  1 ̃1 1 .  3 0

1 0 .  1 ̃ ] 1 . 3 01 . 3 9 3 1. 3 9 3 8 2 . 3 3 8 2

2. 5 4 9 2 , 5 4 9 7 7 . 7 3 8 1 1 0 .  1 ̃ l 1 . 3 0

2. 7 4 3 2 , 7 4 3 7 0 . 7 3 8 0 1 0 .  1 ̃ 1 1 .  2 5

2 .ひめます種卵の移殖ならびに分与

本年度はべにさけ生産事業用種卵として645千粒を根室支場虹別事業場へ移殖したo  このうち

1 o o千粒は道立水産ふ化場が摩周湖に支笏湖産ヒメマスを移殖して , 同湖において本種の資源造成を

進めて来た資源からの採卵によるものであるo

また,本州の湖沼再生産種苗として長野県,福島県に220千粒を分譲しだ。

第 2 表  種卵の移殖

供 給 地 受 給 地 移 殖 卵 の 内 訳
摘 要

支 場 事業場
移殖年月日

支 場 事業場 移錯卵数
移殖前
死卵数

移 殖
実卵数

千 才

道 立 L器
千粒
5 4 5

1 0 0

千粒
2 1

千粒
5 2 4

1 0 0

発眼卵 } ぺにさけ生il
″ 事業用 _4 8.1 2 . 2 4

4 9 .  1 . 1 9

根 室

//

虹 別
//

計 6 4 5 2 1 6 2 4

- 1 0 8 --

第 3 表  種卵の分讓

供 給 地 分 讓 卵 の 内 訳
摘 要

支 場 事業場
分議年月日 受 給 地

移播9P数 分 1表前
タE 卵 数

分 讓
実卵数

千 オ'

//

千拉
7 0

l 5 0

千拉 千粒
7 0

1 5 0

支笏湖

//

4 9 . 1 . 1 8

//

長野県水産指導所

福島県農政部

発眼卵 青木湖放流用

沼沢沼及び田
″ 子倉湖放流用

計
l

l 2 2 0 l 2 2 0 1

3. ひめますふ化放流

支笏湖において2 , 5 4 9千粒の種卵を採卵し ,このうち虹別事業場へ (ぺにさけ生産事業用種卵とし

て ) 5 4 5 千 粒 , 長野県水産指導所へ 7 o 千粒,福島県農政部へ 1 5 o千粒の計7 6 5千粒を移殖した

残 り 1. 7 8 4千粒を支笏湖事業場へ収容し,これから1 . 5 4 7千粒の稚魚を生産し,全数給餌を行なつ

て 4 9 年 5 月 8 日 に支笏湖へ放流した。

開 和 4  8 年 度 ひ め ま す ふ 化 放 流 成 績 表

海

区
7k 系
事 業 場

(収容場)
収容卵数

放 流 尾 数
死卵数 ふ出尾数 ふ出率

無 給 餌 給 解 計

日

本
海
区

千粒
1 . 7 8 4

千粒
1 3 9

千尾
1.6 4 5

%
9 2.2

千尾
0

千尾
1 . 5 4 7

千尾
1 . 5 4 7支笏湖 支 笏 湖

合 計
本 年 度

前 年 度 ::: 1 3 9

7 1

1.6 4 5

1 . 0 8 5

9 2 . 2

9 3.9

0

0

1.5 4 7

1.0 0 9

1 . 5 4 7

1.0 0 9

放 流 期 間
仮収容から収容までの卵の動き一一事業場単位

備 考 、'
稚 魚 移 殖 放 流 -・・括 孤 書

月 / 日 ̃ 月 / 目
5 / S  ̃5 / 8 虹別へ 5 4 5千粒 ,  長野県水産指導所へ 7 o千粒, 福島県農政部へ 1 5 o 千粒

5 / 8  ̃5 / 8

5 / 7  ̃ 5 / 7

- 1 0 9-



S 1 0. 新しい魚種の増殖

主要魚種(さけ,  さくらます, からふとます, ひめます) の增殖事業必也 新しい魚種の資源造成を目的

にぺにさけ, ますのすけ, ぎんさけについても試験的にその増殖が試みられているo

このうち,  ぺにさけについては別項のぺにさけ生産事業に詳細したとおりであるo また, ぎんさけに

ついては北海道においては最初の式みとなつたo

魚種別の增殖試験概要は次のとぉりであつた o

( べにさけ )

捕獲採卵については根室海区の西別川で48年9月1日̃ 4 9年 1月3 1日まで実施したが皆無であ

つた。 本年は約9 0 0尾程度の流上が見込まれていたが期待に反する結果に終つた o  この原因について

は調査検討中である。

ふ化放流についてはべにさけ生産事業の項を参照されたいo

( ま すのすけ )

過去に本種の放流試11lllllを行ない, その回帰が期待されていた斜里,天塩,余市, 釧路の4河川で1 o o

尾程度の規魚 1fi・上を見込み, 4 8 年 5 月 1 日̃ 4 9年1月31日まで捕獲採卵が実施されたが, ぺにさ

け同様, 河川沂上は見られなかつた。 この原因についても調査検討中であるo

( ぎ ん さ け )

北海道では本種の初の試みとして,米国より発眼卵1 o o千粒を移殖し,渡島支場八雲事業場へ 9 o

千粒,千オ・支場千オ事業場へ 1 o千粒を収容し, ふ化試験が行なわれた。 この う ち , 八雲事業場収容分

は, 放流後の稚魚保護のための釣獲集止区域が設定された遊楽部川上流域に放流されたo 放流魚につい

ては, その後の追跡調査が行なわれている。

なぉ, 八雲事業場収容分のふ化においては, 放流前の稚魚に, 眼の白濁した稚魚がかなり発生したo

第 1 表  ぎんさlナ移殖表

e1l1 給 地 移殖年月日 受 給 地 移 殖 卵 の 内 訳 摘 要

米 国

//

4 8 . 1 2 . 2 0

″25

千 才

渡 島

千 才

八 雲

1 0

9 0

1 0

9 0

発眼卵

//

計 1 0 0 1 0 0

1 1 0-

第 2 表  ぎんさけi化放流成積表

海

区
水 系
事 業 場

(収容場)
収容卵数 死卵数 ふ出尾数 i 出 率

放 流 尾 数

無 給i耳 給 国 計

日
本
以
西

石 狩
千粒
1 0

千粒
1
千尾
9
%
90 . 0

千尾
(o)

千尾
(7 )

千尾
( 7 )千 才

遊楽部 八 雲 9 0 0 9 0 1 0  0.0 8 0

合 計 ※ 1 0 0 1 9 9 9 9 . 0
( 7 )
8 0

※千オ支場飼育用種卵1 0千粒を含む。

放 流 期 間
仮収容から収容までの卵の動き一一事業場単位

備 考
稚 魚 移 殖 放 流 -一括 孤 書

月 / 日  ̃ 月 / 日

5 / 2 8̃ 5 / 2 8

5 / 2 8̃ 5 / 2 8

千オ支場にて現在飼育中

(米国より移入)

S 1 1 .  昭和48年度さけ ・ ます親魚蓄養成績

〔 さ  け 〕

全道の捕獲採卵場で 1il 2 5 8. 7 4 1 尾 ,  6 3 3 8 , 2 2 5 尾, 合計 5 9 6 , 9 6 6 尾の親魚を捕獲し, lil

2 5 8. 7 4 1 尾の う ちか ら即日採卵 3 7 , 1 8 8 尾 ( 即日使用率 1 4 . 4 % ) 試験控除 1 9 尾 , 者養不能数

5 , 2 2 7 尾 を 除 い た 2 1 6 , 3 0 7 尾 が 催!il',のために蓄養されたo ( 蓄養率 9 7 . 6 % )

このうち, 書養中の減耗は, へい 死 2 3 , 7 9 8 尾 ( 蓄 養へいタE率 1 1. 0 % ) 逃 逸 2 6 2 尾 , 老 魚 2 2 6

尾 , 調 査 1 5 尾 , 未?2 2 6 尾 , 盗 難 5 5 尾 を 差 し 引 い た 1 9 1. 7 2 5尾が採卵に供された o liの総使

用数は, 即日採卵 3 7. 1 8 8 尾 を加える と ,  2 2 8. 9 1 3 尾 と な り , 全道平均の章簡率は, 8 8 . 5 %

( 前年度 9 0 . 8 % ) であつた。

この成積を支場別に示すと, 次のとぉりである。 、・・・

北見支場管内では, 字 7 3 , 1 6 6 尾 を 捕 獲 し, 即日採卵9. 6 6 5 尾 , 書 養不能 2 4 6 尾 を除 く ,

6 3. 2 5 5尾が蓄養された (審養率9 9 . 6 % ) 蓄養中の減耗は ,へい死1. 3 4 0 尾, 盗難3尾で , これ

を差し引いた6 1. 9 1 2 尾 ( 催 教 率 9 7 . 8 % )が採卵に供され,  これに即日採卵の9 , 6 6 5尾を加える

と, li総使用数'は, 7 1. 5 7 7 尾 で, この使用率は, 9 7 . 8 %の好成積を示したo

根室支場管内では, 字 6 2. 1 2 6尾を捕獲し , 即日採卵4 , 4 0 6尾 ,書養不能 1. 6 7 1 尾 , 試験控除

5尾を除く , 5 6. 0 4 4 尾が蓄養された。 ( 蓄養率9 7 . 1 % ) ,書養中の減耗は ,へい死6 8 3尾 ,老

魚 2 1 1 尾 , 未 執 2 0 3 尾, 盗難 2 5 尾で, こ れ を差引いた 5 4 , 9 2 2 尾 ( 催 熱率 9 8 . 0 % ) が 採卵に
供され, これに即日模卵4 , 4 0 6尾を加えると , 9総使用数は, 5 9 , 3 2 8 尾 で, この使用率は, 95 .5
%の好成積を示した。

-1 1 1-



十勝支場管内では 1il 9 0 , 5  5 2尾を捕獲し,  即日採卵 7 , 1 6  1尾, 書養不能3 0 7尾を除く , 8 3 . 0 8 4

尾が蓄養された (蓄養率9 9 . 6 % ),蓄養中の減耗は, へい 死 1 9 , 9 2 9 尾 (へい死率 2 4・ 0 % ) 逃 逸

2 6 2 尾 , 老 魚 1 0 尾 , 調 査 1 5 尾 を 差引い た 6 2. 8 6 8 尾 ( 催 報率 7 5 . 7 % ) が 採卵に供 され これに

即日採卵7 , 1 6 1尾を加えると ,  lil総使用数は, 7 0. 0 2 9 尾 と な り ,  lil使用率は, 7 7・ 3 % (前年度
8 2 . 3 % ) であつた o

なぉ, 打内での蓄養中の~、い死数が相当数あるので, 今後速やかなる改善が望まれるo
天塩支場管内では, 字2 , 8 0 2尾を捕獲し ,  これらは, 即日採卵1 4 3尾 ,書養不能9 5尾を差し引

いた 2 , 5 6 4 尾 が蓄養 された ( 書養率 9 6 . 4 % ) o蓄養中の減耗は, へい死 3 7 0尾 ,老魚 5尾 ,盗難

6尾で, これらを差引いた2. 1 8 3 尾 ( 催 熱 率 8 5 . 2 % ) が, 採卵に供され , これに即日採卵1 4 3尾

を加えると, 9総使用数は, 2 , 3 2 6 尾 と な り , 9使用率は , 8 3 . 0 % で あつた o

また,千オ支場管内の章親魚使用率は,前年度(81 . 2 % )に比ぺ88 . 6 %の好成積を示したが渡島

支場管内では ,前年度 ( 9 1 . 6 % ) よ りやや下 lf回 る成積 ( 8 4 . 1 % ) に 終つたo

〔 さ く ら ま す 〕

全道の捕獲採卵場で字8 , 4 7 9尾 ,  6 3. 8 6 3 尾 の 合 計 1 2. 3 4 2尾の編魚を捕獲し, lil 8 , 4 7 9 尾

のうちから, 即日採卵 6 2 2 尾 ,  (即日使用率7.3 % ) 試験控除 4尾 ,蓄養不能 4 6尾を除いた

7 , 8 0 7尾が ,催熱のために蓄養されたo  ( 蓄養率9 9. 4 % )

この うち,書養中の減耗は, へい死1. 4 5 4 尾, (蓄養へい 死 率 1 8 . 6 % ) , 逃 逸 2 3 4 尾 , 老 魚 3

尾 , 調査 1 3 尾 , 未熟 3尾で , 差引き 6 , 1 0  0 尾 ( 蓄 養 催 熟 率 7 8 . 1 % ) が 採 卵 に ilI1l1され, 9の総使

用率は, 即日採卵 6 2 2 尾を加える と, 6. 7 2 2 尾 と な り , 全道平均の字使用率は79.3%であつたo

各支場別には,北見支場管内は,捕獲した車2,  0 6 8尾を対象に蓄養実施されたが, 蓄養中の減耗

(へい死率2 3 . 7 % , 逃 逸 6 . 6 % ) が 多 く , 最終的には, 字使用率は, 6 9 . 7 %の成積にとどまつたo

根室支場管内では, 前年度に比ぺ, 書養中のへい死率も下がり,また,その他の減耗も無く, li総使

用率 8 5 . 1 %の好成積であつたo

天塩支場管内では, lil蓄養数が少ないにもかかわらず, %が蓄養中に減耗し,さらに ,逃逸魚などの
ため, 1il総使用率は, 6 6 . 9 % と , 不振に終つた。 これと同様に千オ支場管内も書養成積は不成積に終

つているので, 書養技術の再検討が必要である。

また, 渡島支場管内では, 前年度より蓄養技病が向上したためか蓄養中のへい死率も7 . 8 % と低く ,

拿使用率は89 . 2 %の好成積を残しているo

〔からふとます 〕

全道の捕種採卵場で? 9 5. 0 4 3 尾 , IS 1 0 7 , 0 3 9 尾 の 合 計 2 0 2. 0 82尾の規魚を捕獲し, 3報

魚のうちから , 即日・l 采卵1 2 9尾 ,  (即日使用率0 . 1 % ) 書 養不能 8 0 5 尾 を除いた 9 4 , 1 0 9 尾 が準

輪のため ,蓄養された ( 蓄養率 9 9 . 2 % )

このうち, 蓄養中の減耗は, へい 死 7 , 7 6 8 尾 ( 蓄 養へい死率8 . 3 % ) , 逃 逸 4 , 7 2 5 尾,老魚110

尾 , 未i'll 8尾で , これを差引いた81. 4 9 8尾が採卵に供され ,  li'の総使用数は, 8 1. 6 2 7 尾 と な l)'
全道平均での字使用率は, 8 5 . 9 % で, 前年度 ( 8 1 . 7 % ) を若千上理る成積であつたo

- 1 1 2-

支場別では, 北見支場管内が豊漁年にあたり, 約 1  6 6 , 0  0 0余尾の河川捕獲があつた。 このうち捕

獲 lil 8 1. 8 9 8 尾 の う ち , 即日採卵 1 0 3尾 ,書養不能数 5 1 1尾を除く ,  8 1. 2 8 4 尾が書養された o

( 蓄養率 9 9 . 4 % ) ,

蓄養中の減耗は, ルシヤが河川増水のため, 逃 逸 2. 5 1 4 尾を数え管内計 4 , 6 9 3 尾を失 う事 となつ

た。 しかし ,全体的な章簡率は, 8 1 . 5 % と , 前 年度 ( 8 6 . 8 % ) 並 み に と ど ま つ た o

また,根室,十勝,天塩,渡島の各支場管内も,同程度の 1i'使用率であつた。

〔ひめます〕

ひめますは, 前年同様支笏湖の解及び,ポロピナイの2ケ所で行なわれ, 率 8 , 6 1 4 尾 ,  31 8.8 4 6

尾の合計27 , 4 6 0尾の親魚を捕獲し,  lil 8 , 6 1 4 尾 の う ち か ら , 即日採卵5 3尾 ,蓄養不能1. 2 7 4

尾を除く, 7. 2 5 6尾が催熟のために蓄養された。 ( 書養率 8 5 . 1 % )

このうち,書養中の減耗は,へい 死 5 1 7 尾 (̃、い死率 7 . 1 % ) , 老魚 7 9尾 ,未熟 ( 1 9 尾で差引き

6. 6 4 1 尾 ( 催 熱率 9 1 . 5 % ) が 採 卵に供 さ れ ,  lilの総使用数は, 即日採卵53尾を加え,  6. 6 9 4 尾

と な り 1il観魚使用率は, 7 7 . 7 % ( 前 年度 7 0 . 7 % ) の 好成積であつた o

1 1 3



第 1 表  昭和 4  8年度さけ親魚蓄養成積

二 捕 獲 数
章 親 魚 の 処 理

-・ 、
試
験
控
除

即 日 採 卵 蓄 養 l 蓄 養
ー 、_
6

、 一
尾

0

8 2 6

7 , 9 7 0

9 6

6 9 8

9.7 5 3

9 2 9

0

7 4 4

6 5

2 2 9

3.1 8 4

2 6 2

1

2

2

3 6 9

字 6 計 尾数
即 日
使用率

要 蓄
養 数

蓄 養
不能数
蓄養数 蓄養率 章

北見支場

ル シ ヤ

岩 尾 別

斜 里

奥 楽 別

深 考

網 定

西 網 走

能 取 注

常 昌

ライトコロ

佐呂間13 l

湖 男l

清 福

興 書l

報 興 部

雄 i意

幌 「

尾

0

2.8 3 3

l 2 , 3 0 5

2.1 5 7

1.2 1 6

' 6 .8 9 3
1.8 8 0

l0

2 , 5 0 1

9 6

4 4 le

l l , 0 2 0

7 3 4

4

4

4

1 , 07:1

尾

l[

3 , 5 1 '

1 7 , 7 9 .

2 , 1 5 1

1.7 8 1

3 8.8 2 :

1. 7 3 (

(

1 , 4 2 1

61

3 7 '

7 , 6 2 l

9 8 1

1

1

1・

1.3 8

尾

0

6 , 3 5 0

l O , 1 0  0

4 , 3 0 8

3,0 0 1

i 5.7 2 0

3 . 6 1 0

0

3,9 2 9

1 6 1

8 2 3

l 8.6 4 0

1.7 2 2

1 6

1 7

1 8

2 , 4 5 7

尾

0

1.2 0 6

1.3 5 4

4 6 6

9 ' l

4.9 1 1

2 7

0

4 8 4

0

0

1 .0 3 4

5‘

0

0

0

3 4

%

0.0

42 . 6

6.1

2 0 . 7

8.0

1 8.3

1.4

0.0

1 9.4

0.0

0.0

9.4

7.1

0.0

0.0

0.0

3.2

尾

0

1. 6 2 7

2 0 , 9 5 1

1.6 9 1

1.1 1 9

2 1.9 8 2

1 , 8 5 3

0

2 , 0 1 ' l

9 6

4 4 6

9.9 8 l1

6 8 2

4

4

4

1.0 3 C

尾

0

0

8

1

3

0

0

0

0

0

0

4

0

2

2

1

2 2 i

尾

0

1.6 2 7

2 0.9 4 3

1.6 9 0

1.1 1 6

2 1 , 9 8 2

1.8 5 3

0

2 , 0 1 7

9 6

4 4 6

9 , 9 8 2

6 8 2

2

2

3

8 1 4

%

0.0

1 0  0.0

9 9.9

9 9 . 9

9 7.5

1 0  0.0

1 0  0.0

0.0

1 0 0 . 0

1 0  0.0

1 0  0.0

9 9.9

1 0  0.0

50 .0

5 0 . 0

7 5.0

78 . 3

尾

0

1 . 6 2 7

2 0 , 9 4 3

1.6 9 0

1 . 1 1 6

2 1.9 8 2

1 . 8 5 3

0

2.0 1 7

9 6

4 4 6

9.9 8 2

6 8 2

' 2

2

3

8 1 4

(北見計)

(前年度)

7 3 , 1 6 6

93 , 691

7 7.7 0 6

1 0 3 , 7 9 3

150. 872

197,484

0 9 , 6 6 5

3.0 1 7

1 3 . 2

3.2

6 3 , 5 0 1

9 0.6 7 4

2 4 6

2 3

6 3.2 5 5

9 0 , 6 5 1

9 9 . 6

9 9.9

63.2 5 5

9 0.6 5 1

2 5 , 1 3 3

3 1.021

根室支増

ル '11

サシルイ

羅 l三1

植 1l;

元崎無;l
崎 無 S

藤 1ll

古多構

忠 義

伊 茶 i:

8 i

3 2 ]

4 , 3 4 i

9 2 l

1 5 1

4 9'‘

3 1 l

1 2 1

1 , 0 8 .

1 , 2 4 l

1 4 5

3 6 0

5 , 3 3 5

8 9 0

1 7 7

5 9 4

3 8 7

2 5 2

7 3'

7 6 :1

2 2 i

6 8 1

9 . 6 7 i

1 . 8 1 f

3 2 i

1 .0 9 :

7 0 1

3 7 、

l 1 . 8 1 i

2.0 4 l

3‘

1 4 (

3 , 0 8

1 8 ;

21

1 4 ・

3

1 l

2

2

4 1 . 0

4 6.4

7 0 . 9

1 9.5

1 8 . 5

2 9.0

12 . 0

1 5.4

2.2

2.1

4 9

1 7 2

1.2 5 7

7 4 5

1 2 3

3 5 3

2 7 8

1 0 4

1.0 5 9

1.2 2 3

0

1 7

2

0

0

3

0

0

0

0

4 9

1 5 5

1.2 5 5

7 4 5

l 2 3

3 5 0

2 7 8

1 0 4

1.0 5 9

1 . 2 2 3

1 0  0.0

9 0.1

9 9 . 8

1 0  0.0

1 0  0.0

9 9 . 2

1 0  0.0

1 0  0.0

1 0 0.0

1 0  0.0

4 9

1 5 5

1 . 2 5 5

7 4 5

1 2 3

3 5 0

2 7 8

1 0 4

1.0 5 9

1.2 2 3

1 4 5

3 5 9

5 0 9

6 2 9

1 4 3

4 6 4

3 4 1

2 1 6

7 1 1

7 1 7

ll

-1 i 4-

蓄 養 内 訳 総

使

用

数

使

用

率

数 書 養 字 親 魚

計 催 熱 催熟率 へ.い死
へ.い死
率

そ の 他 その他
の 率

逃逸 老魚 調査 未 熟 計

尾

0

2.4 5 3

2 8,9 1 3

1 . 7 8 6

1 . 8 1 4

3 1.7 3 5

2 , 7 8 2

0

2.7 6 1

1 6 1

6 7 5

1 3 , 1 6 6

9 4 7

3

4

5

1.1 8 3

尾

0

1.6 2 7

2 0 , 6 9 4

1.6 6 5

!.1 1 6

2 1 . 1 0 1

1.8 4 6

0

2.0 0 0

8 7

4 0 5

9 , 9 2 3

6 8 2

0

0

!

7 6 5

%

0.0

1 0  0.0

9 8.8

9 8 . 5

1 0  0.0

9 6 . 0

9 9 . 6

0.0

9 9 . 2

9 0 . 6

9 0 . 8

99 . 4

1 0  0.0

0.0

0.0

3 3.3

94 .0

尾

0

0

2 4 9

2 5

0

8 8 1

4

0

1 7

9

4 1

5 9

0

2

2

2

4 9

%

0.0

0.0

1.2

1.5

0.0

4.0

0.2

0.0

0.8

9.4

9.2

0.6

0.0

1 0 0. 0

1 0 0 . 0

6 6.7

6.0

尾 尾 尾 尾 尾

0

0

0

0

0

0

3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

%

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

尾

0

2 , 8 3 3

2 2.0 4 8

2 , 1 3 1

1. 2 1 3

2 6.0 1 2

1. 8 7 3

0

2.4 8 4

8 7

4 0 5

1 0.9 5 7

7 3 4

0

0

1

7 9 9

%

0.0

l 0 0 . 0

9 8 . 9

9 8 . 8

9 9 . 8

9 6 . 7

9 9 . 6

0.0

9 9.3

9 0 . 6

9 0 . 8

9 9 . 4

1 0  0.0

0.0

0.0

25 .0

7 4 . 5

(盗難)
3

8 8 , 3 8 8

1 2 1 . 3 7 2

6 1.9 1 2

8 8.2 8 0

9 7 . 8

97 . 4

1.3 4 0

2.3 1 3

2 . l

2.5

0

0

0

0

.盗難)
3
:不明)
'''l

0

2 l

3

5 8

0.1

0.1

7 1.5 7 7

9 1.2 9 7

9 7 . 8

9 7 . 4

1 9 4

5 1 4

1 .7 6 4

1.3 7 4

2 6 t

l
8 1‘

6 1 (

3 2 l

1. 7 7 (

1.9 4 (

4 2

1 3 7

9 1 9

6 9 7

1 0 5

3 2 4

2 6 4

9 l

1. 041

1.2 0 .

8 5. l

8 8 .4

7 3. :

9 3 .'l

8 5.'

l -

9 5 . l

9 1 . :

9 8.l

9 8 ・

0

1

51

1 (

C

0.0

0.6

4.1

1.3

0.0

0.3

0.0

0.0

1.5

1.6

6

1 1

1 0 4

24

1 l

2 l

1‘

l

l

1

4

1 8 2

1 4

2

l

7

1 7

2 8 6

3 8

1 8

2 5

1 4

l 900

l 4 .3

1 1 . 0

22 .8

5.1

1 4 . 6

7.1

5.0

8.7

0.0

0.0

7 6

2 8 6

3 , 9 9 9

8 7 8

1 3 3

4 6 8

3 0 2

1 1 4

1.0 6 7

1. 2 2 9

9 1 . 6

89 . 1

9 2 . 1

9 4 . 9

8 8 . 1

9 4 . 2

9 5 . 6

9 2.7

9 8 . 5

9 8 . 4

1

(

l

1 1

2 l

-1 1 5-



二 捕 獲 数
S 親 魚 の 処 理

ー 、、

試
験
控
除

即 日 採 卵 蓄 養 蓄

字

養
ー 、_

111字 合 計 尾 数
即 日

使用率
要 蓄
養 数
蓄 養
不能数

蓄装l数 蓄養率

尾

2 2 , 3 5 7

0

3 , 1 3 5

6 5 2

1.5 7 2

2 3 , 5 0 4

4 0

5 7 8

1. 0 0 7

9 0

8 7

1 2

尾

2 8 , 1 8 7

0

3 , 0 7 4

4 9 '2

1. 2 8 e

2 1 , 5 8 0

2 2

5 2 3

9 3 1

8 9

6 5

8

尾

5 0 , 5 4 4

0

6 , 2 0 9

1.1 4 4

2 , 8 6 0

4 5. 0 8 4

6 2

1.1 0 1

1.9 3 8

1 7 9

1 5 2

2 0

尾

0

0

6 6 9

0

5

1

3

4

0

0

0

0

%

0.0

0.0

2 1 . 3

0.0

0.3

0.0

7.5

0.7

0.0

0.0

0.0

0.0

尾

2 2.3 5 7

0

2.4 6 6

6 5 2

1.5 6 7

2 3 , 5 0 3

3 7

5 7 4

1.0 0 7

9 0

8 7

1 2

尾

1.5 2 1

0

7 9

0

4 1

7

0

0

0

0

0

1

尾

2 0 , 8 3 6

0

2 , 3 8 7

6 5 2

1.5 2 6

2 3.4 9 6

3 7

5 7 4

1 .0 0 7

9 0

8 7

1 1

%

9 3 . 2

0.0

9 6 . 8

1 0  0.0

9 7 .4

9 9.9

1 0  0.0

1 0  0.0

1 0  0.0

1 0  0.0

1 0  0.0

9 1 . 7

尾 l 、尾
2 0 , 8 3 6 9.4g‘

O l l1

l2,3 8 7 1 .5 2 l

l6 5 2 4 g :1. 5 2 6 1 . 2 5 l

2 3,4 9 6 l 9 . 3 1 1

l

3 7 l 2 :

5 7 4 2 7 ・

1. 0 0 7 7 8 :

9 0 7 1

l8 7 6 11 1

標 津

3 1  線

当 幌

春 別

床 丹

西 別

矢 臼 別

風 蓮

別 当 賀

穂 香

ノツカマツプ

三 番

(根室計)

(前年度)

6 2 , 1 2 6

4 8 , 4 2 1

6 5 , 9 3 0

4 7 , 9 8 5

128.056

96,406

5 4.4 0 6

6.9 7 6

7.1

1 4 . 4

5 7 , 7 1 5

4 1.4 4 5

1.6 7 1

6 2 8

5 6.0 4 4

4 0 , 8 1 7

9 7 . 1

9 8 . 5

5 6.0 4 4

4 0.8 1 7

2 7 , 5 4 l

l 9 , 3 6

十勝支場

幌 戸

厚 岸

釧 路

チョロべツ

阿 寒

茶 路

庶 路

音 別

打 内

利 別

東 3 3 号

幕 別

千 代 田

厚 内

歴 舟

豊 似

広 尾

1
l

l
9 l l
l

2,2 7 7 1 8 9 1
3 2.9 4 1 1 2,9 7 :
6 8 7 i

6 4 : 0

2 2 0 l 0

3 8 6

1 5 9 9 C

2 3.9 0 8 l 4.4 3 1
1 3 1 31

1 .9 5 7 1 'l

12.4 1 5 9 5 5

1 6 . 4 9 8 1 5,1 4 1

l0 C

9 1 3 l 3 7 l
3 1  0

1,4 1 7 3 7 l

l 6

2 , 3 1 3

3 2.9 4 1

6 8

6 4

2 2 0

3 8

1 5 9

2 4 , 1 2 6

1 4 2

1.9 5 7

3 , 0 4 7

2 2.8 8 8

1

9 6 5

4 6

1.5 0 3

3 0

2.3 4 4

4 8.4 l 2

9 6

1 3 2

3 6 5

4 4

2 8 0

4 2 , 6 5 8

3 5 5

4.0 6 3

5.0 1 1

3 7 , 4 7 0

2

1.9 0 l

8 0

1. 4 6 5

4 6

4 , 6 5 7

8 1.3 5 3

1 6 4

1 9 6

5 8 5

8 2

4 3 9

6 1.7 8 4

4 9 7

6.0 2 0

8.0 5 8

6 0 , 3 5 8

3

2 , 8 6 6

1 2 6

2.9 6 8

4

3 6

0

0

0

0

0

0

0

1 0

0

6 3 2

6 , 3 9 0

0

5 2

0

3 3

25 .0

1.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

7.0

0 .0

2 0.7

2 7 .9

0.0

5.4

0.0

2.2

1 2

2.2 7 7

3 2,9 4 1

6 8

6 4

2 2 0

3 8

1 5 9

2 4 , 1 2 6

1 3 2

1 . 9 5 7

2 , 4 1 5

1 6.4 9 8

1

9 1 3

4 6

1.4 7 0

3

0

0

0

0

0

0

0

2 1 8

1

0

0

0

1

0

1 5

5 3

9

2 , 2 7 7

3 2.9 4 1

6 8

6 4

2 2 0

3 8

1 5 9

2 3.9 0 8

1 3 1

1.9 5 7

2 , 4 1 5

1 6.4 9 8

0

9 1 3

3 1

1.4 1 7

7 5 . 0

1 0  0.0

1 0  0.0

1 0  0 .0

1 0  0.0

1 0  0.0

1 0  0.0

1 0  0.0

9 9 . 1

9 9.2

1 0  0.0

1 0  0.0

1 0  0.0

0.0

1 0  0.0

1 0 0 . 0

96 .4

-1 i 6-

蓄 養 内 訳 総

使

用

数

使

用

、差.、

数 蓄 養 率 規 魚

計 催 熟 催熟率 へい死 へい死
率

そ の 他 その他
の 率逃 逸 老魚 調査 未 熱 計

尾

3 0 . 3 3 0

0

3.9 1 3

1. 1 4 4

2 . 7 85

3 2.8 1 4

5 9

8 4 5

1 .7 9 0

1 6 5

1 5 2

1 8

尾

2 0.6 6 7

0

2 , 3 3 8

6 2 7

1 , 5 0 8

23.1 9 6

3 7

5 4 4

9 9 0

8 9

8 7

1 1

%

9 9 . 2

0.0

97 . 9

9 6 . 2

9 8.8

9 8 . 7

1 0  0.0

9 4 . 8

9 8 . 3

98 .9

1 0  0.0

1 0  0.0

尾

1 6 9

0

4 9

0

1 8

3 0 0

0

3 0

1 7

1

0

0

%

0.8

0.0

2.1

0.0

1.2

1.3

0.0

5.2

1.7

1.1

0.0

0.0

尾 尾 尾

尾 l 尾

l 2 5
l
l

I

l

% 尾

2 0.6 6 7

0

3.0 0 7

6 2 7

1.5 1 3

2 3 . 1 9 7

4 0

5 4 8

9 9 0

8 9

8 7

1 1

%

9 2. 4

0.0

9 5 . 9

9 6 . 2

9 6 .2

9 8 . 7

1 0  0.0

9 4 .8

9 8 . 3

9 8.8

1 0 0 . 0

9 1 .7

:盗難)
2 5

3.8

8 3 . 5 9 0

6 0.1 7 8

5 4 , 9 2 2

4 0.0 4 4

9 8 . 0

9 8 . 1

6 8 3

4 7 4

1.2

1.2

0

0

2 1 1

2 1 3

:盗難)
2 5

0

2 0 3

8 6

4 3 9

2 9 9

0.8

0.7

5 9 , 3 2 8

4 7 , 0 2 0

9 5 . 5

9 7 . 1

l
l 5 l 3

l3 . 1 6 5 l 2.1 4 9
4 5,9 1 3 2 7 , 3 5 7

1 4 6 3 5

6 4 5 3
1

2 2 0 1 2 1 3

l
4 4 3 8

2 4 9 1 2 1

2 8.3 4 1 1 2,6 6 7

1 6 8 1 1 6

1 . 9 7 1 l
3 . 3 7 0 1 8.0 9 9r2 1 . 6 3 9 1

0 0

1 . 2 9 1 l 6 9 4
3 1 1 3 1

1.7 9 1 1.2 5 4

33 .3

9 4 . 4

8 3 . 1

5 1 . 5

8 2 . 8

96 . 8

1 0  0.0

7 6 . 1

53 .0

88 . 5

8 6 .7

0.0

76 . 0l 1 o o・o
88 . 5

6

1 2 8

5 , 3 1 8

2 3

1 1

7

0

3 6

11.237

1 5

2.7 6 6

0

L 2 1 9

0

1 6 3

1
6 6.7

5.6

1 6 . 1 2 6 0

33.8

1 7 . 2

3.2 l
0.0 l

22 .6 1 2

l
4 7 . 0

1 1 . 5

1 3 . 3

l 0.02 4 . 00.01 1 . 5

6 2 6 6

1 0

0.8

1 4 .7

1.3

0 . 0 2

0 . 0 2

0.0

0.0

0.0

0.0

1

l7 4 3 . 82 , 1 8 5 l 9 4 . 5
2 7.3 5 7 1 8 3 . 1

l3 5 5 1 . 5
1
5 3 1 8 2.8

l
2 1 3 ' 9 li.8

13 8 1 0 0.01 2 1 7 6. 1

1 2.6 6 7 5 3.0
l

l 2 6 l 9 6.2
l
l
l

2 5 1 2 1 1 9 0 . 0
0 l 0.0
7 4 6 7 7 . 3

l3 1 6 7 . 41. 2 8 7 8 5 . 6

1 0

2

4

5

0

0

0

0

、'' 4

5

-1 1 7-



二 捕 獲 数
1il 親 魚 の 処 理

ー 、

試
験
控
除

即 日 採 卵 蓄 養 蓄

i--

、 _-
3--_
民

4 l

2 5 , 4 l 1

2 5.8 2

1i

6 ‘

計 尾数
即 日
使用率

要 蓄
養 数

害 養
不能数
蓄養数 蓄養率 率

尾

5 8

尾

7 6

尾

1 3 4

尾

4

%

6.9

尾

5 4

尾

1 6

尾

3 8

%

70.4

尾

3 8猿 留

(十勝計)

(前年度)

9 0 , 5 5 2

9 4 , 8 0 6

144.784

140,102

235.336

234.908

0 7 , 1 6 1

8 6

7.9

0.1

8 3 , 3 9 1

9 4 , 7 2 0

3 0 7

3 4 3

8 3.0 8 4

9 4 , 3 7 7

9 9 . 6

9 9 . 6

8 3 , 0 8 4

9 4 , 3 7 7

天塩支場

徳 志 別

北見幌別

頓 別

天 塩

中 川

下 中 川

増 幌

小 平 集

信 砂

,9 寒 別

捕老
1 0

0

0

捕老

捕基5
1

9

0

0

0

0

8 7 6

6 1 0

3 1 1

4 4 9

2

1 0 4

0

3

1

2 0 8

9 8.9

1 0  0.0

1 0  0.0

8 5 . 5

6 6.7

9 2 . 0

0.0

1 0  0.0

1 0  0.0

1 0 0 . 0

8 7 6

6 1 0

3 1 l

4 4 9

2

1 0 4

0

3

1

2 0 8

2 7 l

l 8 1

3 9

8

l

51

(

l

(

1 3

9 0 9

6 1 0

3 1 1

5 2 4

4

2 3 2

0

3

1

2 0 8

1.1 2 9

1.0 3 0

6 3 8

7 6 3

1 4

3 1 4

0

8

0

1 3 7

2,0 3 8

1.6 4 0

9 4 9

1.2 8 7

1 8

5 4 6

0

1 1

1

3 4 5

2 3

0

0

0

1

1 1 9

0

0

0

0

2.5

0.0

0.0

0.0

25.0

5 l . 3

0.0

0.0

0.0

0.0

8 8 6

6 1 0

3 1 1

5 2 4

3

1 1 3

0

3

1

2 0 8

(天塩計)

(前年度)

2.8 0 2

1 3 . 0 4 7

4 , 0 3 3

1 4 , 2 3 2

6.8 3 5

2 7 , 2 7 9

0 1 4 3

2.8 7 2

5.1

22 . 0

2 , 6 5 9

1 0.1 7 5

9 5

9 0 6

2.5 6 4

9.2 6 9

9 6 . 4

9 1 . 1

2 , 5 6 4

9 , 2 6 9

1.14 l

4.1 2

千才支場

西 越

余 市

歌 別

元 浦 川

仁 雁 別

幌 満

日高幌別

三 石

静 内

新 冠

富 川

lli 川

美 払

白 老

数 生

4.5 2 2
1 8

5 9

4 7

2 0

0

3 1 4

6 1

1 . 2 1 2

1 6

3 4

8 2

1 3 2

4 3 0

5 3 2

4 , 1 3 8

2 8

3 1

5 1

3 0

0

5 2 4

5 3

2. 0 2 3

2 6

5 3

1 8 2

2 2 6

1. 0 5 1

7 2 8

8.6 6 0
4 6

9 0

9 8

5 0

0

8 3 8

1 1 4

3. 2 3 5

4 2

8 7

2 6 4

3 5 8

1.4 8 1

1.2 6 0

l 2 1.7 5 1

1 0

1 4

1 0

0

0

3 5

3 5

7 4 6

0

0

0

0

2 8 2

4 1 8

3 8 . 7

5 5.6

2 3 . 7

2 1 . 3

0.0

0.0

1 1 . 2

5 7 . 4

61 .6

0.0

0.0

0.0

0.0

6 5.6

7 8.6

2.7 5 9

8

4 5

3 7

2 0

0

2 7 9

2 6

4 6 6

1 6

3 4

8 2

1 3 2

1 4 8

1 1 4

1 0 8

0

1 3

0

0

0

1 0

0

2 7 8

l

5

0

6

1 2

1 6

2 , 6 5 1

8

3 2

3 7

2 0

0

2 6 9

2 6

1 8 8

1 5

2 9

8 2

1 2 6

1 3 6

9 8

9 6 . 1

1 0  0.0

7 1 . 1

1 0  0.0

1 0  0.0

0.0

9 6 . 4

1 0  0.0

4 0 . 3

9 3.8

8 5 . 3

1 0 0 . 0

9 5 . 5

9 1 . 9

8 6 . 0

2 , 6 5 1

8

3 2

3 7

2 0

0

2 6 9

2 6

1 8 8

1 5

2 9

8 2

1 2 6

1 3 6

9 8

5 8

l

2:

2 l

2

l

251

21

5,

1

l

2 ,

51

11

2

4.8 3 l
2.331

(千オ計)

(前年度) ,:;:; 9.1 4 41 3 . 8 8 7

1 6.6 2 3
2 3 . 9 1 4

1 2 3 , 3 0 1

2. 2 5 7

4 4 . 1

2 1 . 4

4 ,1 6 6

7 , 7 7 0

4 4 9

7 6 8

3.7 1 7

7,0 0 2

8 9 . 2

9 0 . 1

3,7 1 7

7 , 0 0 2

-1 i 8-

蓄 養 内 訳

1
使

用

率

数 蓄 養 率 親 魚

計 催 熟 催熱率 ・へい死 へい死率
そ の 他 その他

の 率逃逸 老魚 調査 未熱 計

尾

7 8

尾

3 8

%

1 0  0.0

尾

0

%

0.0

尾 尾 尾 尾 尾

0

%

0.0

尾

4 2

%

72 . 4

108.499

120,200

6 2.8 6 8

7 7 , 9 5 1

7 5 . 7

8 2 . 6

1 9 , 9 2 9

1 3 , 3 2 6

2 4.0

1 4 . 1

2 6 2

2 , 5 7 8

1 0

4 9 0

1 5

.盗難)
a つ

0

0

2 8 7

3,100

0.3

3.3

7 0.0 2 9

7 8 , 0 3 7

7 7 . 3

82 . 3

1 . 1 5 2

7 9 8

7 0 8

5 3 2

7

1 6 2

0

5

1

3 4 5

6 9 9

4 9 5

3 0 3

3 7 8

1

9 9

0

1

1

2 0 6

7 9 . 8

8 1 . 1

9 7 . 4

8 4 . 2

50 .0

9 5 . 2

0.0

3 3.3

1 0  0.0

9 9 . 0

1 7 7

1 1 5

8

6 5

0

1

0

2

0

2

20.2

18 . 9

2.6

1 4 . 5

0.0

1.0

0.0

6 6.7

0.0

1.0

0

0

0

6

1

4

0

0

0

0

0.0

0.0

0.0

1.3

50 . 0

3.8

0.0

0.0

0.0

0.0

7 2 2

4 9 5

3 0 3

3 7 8

2

2 1 8

0

1

1

2 0 6

7 9 . 4

8 1.1

9 7 . 4

7 2.0

5 0 . 0

9 4 . 0

0.0

3 3 . 3

1 0  0.0

9 9 . 0

.盗難)
6

1

4

3.7 1 0

1 3 . 3 9 0

2 , 1 8 3

8.1 1 2

8 5 . 2

8 7 . 5

3 7 0

1.1 4 2

1 4 . 4

1 2 . 3

0

0

5

9

(盗難)
6
l盗難)
6

0

0

1 1

1 5

0.4

0.2

2.3 2 6

1 0 , 9 8 4

83 .0

8 4 .2

3 . 2 3 5

8

5 5

5 7

4 1

0

5 2 7

5 1

2 4 2

2 8

3 8

1 0 6

1 8 1

1 5 1

1 1 9

2 , 5 1 9

0

7 5 0

3 0

2 0

0

2 6 2

2 1

9 2

1 1

2

5 5

8 2

1 0 9

9 5

9 5 . 0

0.0

6 6 . 7

8 1 . 1

1 0  0.0

0.0

9 7 . 4

8 0 . 8

4 8.9

73 . 3

6.9

6 7 . 1

6 5.1

8 0 . 1

9 6 . 9

1 3 2

8

8

7

0

0

7

5

9 6

4

2 7

1 6

4 4

2 7

:1l

5.0

1 0  0.0

2 5.0

18 . 9

0.0

0.0

2.6

1 9 . 2

51.1

2 6 . 7

93.1

1 9 . 5

3 4.9

1 9 . 9

3.1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1 1

0

0

0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1 3 . 4

0.0

0.0

0.0

4,2 7 0

1 0

3 8

4 0

2 0

0

2 9 7

5 6

8 3 8

1 1

2

5 5

8 2

3 9 1

5 1 3

9 4 . 4

5 5 . 6

64.4

85 . 1

1 0  0.0

0.0

9 4 . 6

9 1 . 8

6 9.1

6 8 . 8

5.9

6 7 . 1

6 2 . 1

9 0 . 9

96 .4

1盗難)
1 1

8.5 5 6

9 , 3 4 0 =; 89 .48 8 . 2 3 8 46 2 2 1 0.31 0 . 9 0

1 8

0

8

(盗難) l o
(盗注157) 0

l

1 1

8 7

0.3

1.2

6.6 2 3
8.5 5 0

8 8 . 6

81 .2

-1 i 9-



二 捕 獲 数
1il 親 魚 の 処 理

ー、、

試
験
控
除

即日採卵 蓄 養

書 一i、

車 6 計 尾数
即 日
使用率

要 蓄
養 数

害 養
不能数

ー、、_
3 蓄養数 蓄養率 lil

渡島支場

朱 太

冷 ァt

厚 沢 部

買 気 1ll1

長 万 害 l

遊 楽 書 l

汐 推

尻 岸 「

茂 辺 地

知 「

亀 Jl

戸 切 H

尾

2 2 8

7 7 4

2 , 3 9 7

2 4 4

9 0

3 . 6 4 8

2.7 1 3

8 5

11.5 2 2

2 6 0

1 8 6

4 6 9

尾

2 7 9

9 5 3

3 , 7 8 8

1 5 8

7 4

2 , 3 9 7

5 . 7 9 2

1 3 5

21 .2 6 6

5 5 8

2 7 2

9 5 6

尾

5 0 1

l .7 2 '

6 , 1 8 C

4 0 1

1 6 4

6.0 4 i

8.5 0 l

2 2 l

32.7 8 l

8 1 l

4 5 1

1 . 4 2 l

尾

0

7 4 2

7 0 1

6 1

0

1.1 8 1

2 0 8

6

9 , 3 6 4

1 3 0

5 8

6 l

%

0.0

95 . 7

2 9 . 2

2 5 . 0

0.0

32 .4

7.7

7.1

81.3

50 . 0

31.2

l 3 . 0

尾

2 2 8

3 2

1 . 6 9 6

1 8 3

9 0

2 , 4 6 5

2 , 5 0 5

7 9

2.1 5 8

1 3 0

l 2 8

4 0 8

尾

8

3 2

0

1 9

3

l 4 7

2

2 3

2 , 1 5 8

3

9

5 5

尾

2 2 0

0

1.6 9 6

1 6 4

8 7

2 , 3 l 8

2 , 5 0 3

5 6

0

l 2 7

1 1 9

3 5 3

%

96 . 5

0.0

9 9 . 7

8 9.6

9 6 . 7

9 4 . 0

99 .9

70 . 9

0.0

9 7 . 7

9 3 . 0

86 . 5

尾 1 、一
1 是
l

l

2 2 0 l l 2 5

l0 0

1 ・ 6 9 6 l 888
l 6 4 l l 0 8
3 7 l  4 g
2 , 3 1 8 1 1.002
2・503 l 676
5 6 l 45

°l °

1 2 7 1 l 8 l
1

1 1 9 1 35
3 5 3 l 9g

1

(渡島計)

(前年度)

2 2 , 6 l 6

1 4.3 3 8

3 6 , 6 2 8

19.9 1 0

59 ,24‘

3 4 , 2 4 l

2 12,5 l 2

9 , 8 9 2

5 5.3

6 9 . 0

1 0 , l 0 2

4 , 4 4 6

2.4 5 9

7 6 0

7 , 6 4 3

3 . 6 8 6

75 . 6

8 2 . 9

7 .6 4 3

3.6 8 6

-
3.208

3.147

;言年g; 258.741274,33Cに=に.:: 1 l l:::::
l
':: 221,534249,230

5 , 2 2 7

3.4 2 8

216.307

245,802

9 7.6

9 8 . 6

2 l 6.307 l 87.287
l

l245,802 lll5.811
l

1 2 0

審 養 内 訳 総

使

用

数

使

用

率

数

計

蓄 養 字 親 魚

催 熟 催熱率 へい死 へい死率
そ の 他 その他

の 率
逃 逸 老魚 調査 未缺 計

尾

3 4 5

0

2.li 7 9

2 7 2

l 3 6

3,3 2 0

3 . l 7 9

l 0 1

0

3 0 8

l 5 4

4 5 2

尾

2 0 6

0

1.6 5 7

9 9

6 8

2.1 9 3

1 .7 l 2

4 0

0

1 3 3

7 7

3 5 3

%

9 3.6

0.0

9 7 . 9

60.4

7 8 . 2

9 4 . 6

6 8 . 4

71.4

0. 0

89 . 0

6 4 . 7

1 0  0.0

尾

l 4

0

3 9

6 1

0

1 2 5

7 9 1

6

0

1 4

4 2

0

%

6. 4

0.0

2.1

3 7 . 2

0.0

5.4

3 1 . 6

l 0 . 7

0.0

1 1 .0

3 5 . 3

0.0

尾 尾 尾 尾 尾

0

0

0

4

1 9

0

0

1 0

0

0

0

0

%

0.0

0.0

0.0

2.4

2 1 .8

0.0

0.0

1 7 .9

0.0

0.0

0.0

0.0

尾

2 0 6

7 4 2

2.3 5 8

l 6 0

6 8

3.3 7 4

1 . 9 2 0

4 6

9 . 3 6 4

2 4 3

1 3 5

4 1 4

%

9 0 . 4

9 5.9

9 8 . 4

6 5.6

7 5.6

9 2 .5

7 0. 8

5 4.l

8 1.3

9 3.5

7 2 .6

8 8.3

4

1 9

(探難)
1 0

l 0. 8 5 1

6 . i l 3 3

6 . 5 l 8

3 . 2 4 7

8 5.3

8 8 . l

1 . 0 9 2

4 0 8

1 4 .3

l 1 . 1

0

1 1

0

2 0

(盗難)
1 0

0

2 3

0

3 3

3 l

0.4

0.8

1 9 .0 3 0

l 3 . 1 3 9

8 4 .1

9 1 . 6

303.594

331.6 l3:=; ::;に:: l 1 . 07.4 k表言i)1;::
2 , 6 0 7 ,

(盗難55)2 2 6
l 5 l
(盗難95)
4 l l 0 7

7 8 4

3.590

0.3

1.5

228,913 l 8 8 . 5
249,027 l 9 0 . 8

1 2 1-



第 2 表  昭和48年度さくらます親魚害養成積

二 捕 獲 数
字 親 魚 の 処 理

ー 、一、

試
験
控
除

即 日 採 卵 蓄 養 蓄
、一、
養-_-_

111

ー 、_
尾

2 l

8 7 l

1 l

l

9 l 1

3 9 l

字 容 計 尾 数
即 日
使用率

要 蓄
養 数

蓄 養
不能数
書養数 蓄養率 lil

北見支場

岩 尾 別

斜 里

渚 滑

深 興 部

尾

5 9

1.9 6 9

4 0

0

尾

2 9

1.5 0 8

2 l

0

尾

8 8

3.4 7 7
6 1

0

尾

0

0

0

0

%

0.0

0.0

0.0

0.0

尾

5 9

1.9 6 9

4 0

0

尾

0

0

0

0

尾

5 9

1.9 6 9

4 0

0

%

l 0  0.0

1 0  0.0

1 0  0.0

0.0

尾

5 9

1 . 9 6 9

4 0

0

(北見計)

(前年度)

2 , 0 6 8

1.1.55

1.5 5 8

6 7 1

3 , 6 2 6

1. 8 2 6

0

0

0.0

0.0

2 , 0 6 8

1, l 5 5

0

8

2 , 0 6 8

1. l 4 7

1 0  0.0

9 9 . 3

2. 0 6 8

1 . 1 4 7

根室支場

忠 類

伊 茶 仁

標 津

3 1  線

当 幌

春 別

西 別

矢 臼 別

風 蓮

別 当 賀

91

2.

67C

0

79

19

3 11

4f

1 8 a

l 8 5

1.636

1.286

2 5 1

4 0

2 , 0 9 7

0

1 2 9

4 4

8 7 7

1 4 0

6 3 7

2 4 5

9 1

2 3

6 7 6

0

8 0

1 9

3 l 7

4 6

1 8 3

1 8 5

3 4 2

6 3

2.7 7 3

0

2 0 9

6 3

l. l 9 4

1 8 6

8 2 0

4 3 0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2 5 1

4 0

2 , 0 9 7

0

1 2 9

4 4

8 7 7

1 4 0

6 3 7

2 4 5

0

0

0

0

4

0

0

0

1 1

0

2 5 1

4 0

2.0 9 7

0

1 2 5

4 4

8 7 7

1 4 0

6 2 6

2 4 5

1 0  0.0

1 0 0 . 0

1 0  0.0

0.0

9 6 . 9

1 0 0 . 0

1 0 0 . 0

1 0  0.0

9 8.3

1 0 0 . 0

2 5 l

4 0

2.0 9 7

0

1 2 5

4 4

8 7 7

1 4 0

6 2 6

2 4 5

(根室計)

(前年度)

4 , 5 0 5

3 , 0 7 1

1.6 3 7

1 , 3 3 6

6.1 4 2

4 , 4 0 7

0

0

0.0

0.0

4.5 0 5

3,0 7 1

l 5

0

4 , 4 9 0

3 , 0 7 1

99 . 7

1 0  0.0

4 , 4 9 0

3. 0 7 1

天塩支場

l徳 志 別
北見幌別

l
猿 払

理 志 別

增 幌

中 川

下 中 川

違 別

風 蓮 別

小 平 楽 1
6 3

1 1 1

0

0

3 2

2 3 3

7

2 6

1

0

1 7

2 2

0

0

2 9

4 3

1 0

3

0
l
0

8 0

1 3 3

0

0

6 1

2 7 6

1 7

2 9

1

0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2 8.6

0.0

0.0

0.0

6 3

1 l 1
l

0

0

3 2

2 3 3

5

2 6

1

0

0

0

0

0

0

1 7

0

6

0

0

6 3

l 1 l

0

0

3 2

2 1 6

5

2 6

1

0

1 0 0 . 0

1 0  0.0

0.0

0.0

l 0 0.0

9 2 . 7

1 0  0.0

7 6 .9

1 0  0.0

0.0

6 3

1 1 l

0

0

3 2

2 1 6

5

2 0

1

0

17

22

0

0

29

31

6

2

0

0一一

-1 2 2-

蓄 養 内 訳 総

使

用

数

使

用

率

数 蓄 養 e 親 魚

計 催 熱 催熱率 へい死
へい死
率

そ の 他 その他
の 率

逃逸 老魚 調査 未熱 計

尾

8 8

2.8 4 5

5 0

0

尾

5 9

1.3 8 2

0

0

%

1 0  0.0

7 0 . 2

0.0

0.0

尾

0

4 8 7

3

0

%

0.0

2 4 . 7

7.5

0.0

尾 尾 尾 尾 尾

0

1 0 0

3 7

0

%

0.0

5.1

9 2.5

0.0

尾

5 9

1,3 8 2

0

0

%

1 0  0.0

7 0 . 2

0.0

0

1 0 0

3 7

2.9 8 3

1 . 5 4 3

1.4 4 1

7 7 3

69 . 7

6 7.4

4 9 0

3 1 3

23 . 7

2 7 . 3

1 3 7

6 1

0

0

0

0

0

0

1 3 7

6 1

6.6

5.3

1 .4 4 1

7 7 3

6 9 . 7

6 6 . 9

3 4 2

6 3

2.7 7 3

0

2 0 4

6 3

1.1 9 4

1 8 6

8 0 9

4 3 0

2 0 6

3 2

1. 8 8 8

0

1 0 9

3 4

6 7 5

9 6

5 1 7

2 4 3

8 2 . l

8 0 . 0

90 . 0

0.0

87.2

77 .3

7 7.0

6 8.6

8 2.6

9 9 . 2

4 5

8

2 0 9

0

1 6

1 0

2 0 2

4 4

9 9

2

1 7 . 9

20 .0

10 . 0

0.0

1 2 .8

2 2 . 7

23 . 0

3 1 . 4

1 5 .a

0. g

0

0

0

0

0

0

0

0

1 0

0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.6

0.0

2 0 6

3 2

1.8 8 8

0

1 0 9

3 4

6 7 5

9 6

5 1 7

2 4 3

8 2.1

8 0 . 0

9 0 . 0

0.0

8 4 . 5

77 . 3

7 7 . 0

6 8.6

8 1 . 2

1 0  0.0

1 0

6.1 2 6

4 , 3 5 7

3.8 3 4

2 , 5 0 9

85 . 4

8 l . 7

6 4 6

5 6 2

1 4 . 4

1 8 . 3

0

0

0

0

1 0

0

0

0

1 0

0

0.2

0.0

3. 8 3 4

2.5 0 9

8 5 . 1

8 1 . 7

8 0

l 3 3

0

0

6 1

l 2 4 7

1 1

2 2

l

0

5 4

7 5

0

0

3 1

9 3

5

5

0

0

85 . 7

6 7 . 6

0.0

0.0

96 . 9

4 3 . 1

1 0  0.0

25 . 0

0.0

0.0

9

3 3

0

0

1

1 0 2

0

1 2

1

C

1 4 ..

2 9 . l

0.(

0.(

3. 1

l -

0. (

6 0 . (

1 0 0.(

0.l

l ,

:
oo

li
0.0

2.7

0.0

0.0

0.0

9.7

0.0

1 5 . 0

0.0

0.0

5 4

7 5

0

0

3 1

9 3

7

5

0

0

8 5 . 7

6 7.7

0

0

9 6 . 9

3 9 . 9

1 0  0 .0

1 9 . 2

0.0

0.0

3

l 3-1 2 3-



二 捕 獲 数
字 規 魚 の 処 理 1 -

試
験
控
除

即日保卵 書 養 書 養 、

字 6 計 尾数
即 日
使用率

要 蓄
養 数
蓄 養
不能数
書養数 書養率 0率

尾

1 2 4

1 7 3

尾

8 0

1 l 7

尾

2 0 4

2 9 0

尾

0

0

%

0.0

0.0

尾

1 2 4

1 7 3

尾

0

0

尾

1 2 4

1 7 3

%

1 0 0 . 0

1 0 0 . 0

尾

1 2 4

1 7 3

尾

8 0

1 1 7

信 砂

最 寒 別

(天塩計)

(前年度)

7 7 0

1.9 7 0

3 2 1

6 8 8

1 , 0 9 1

2 , 6 5 8

2

9

0.3

0.5

7 6 8

1.9 6 1

2 3

4 3

7 4 5

1.9 1 8

9 7 . 0

97.8

7 4 5

1. 9 1 8

3 0 4

6 5 4

千才支場

西 越

余 市

仁 雁 別

白 老

5 9

3

0

1

1 2 1

l 9

0

2

7 6

4

0

1

1 9 7

2 3

0

3

2 0

0

0

0

0・0

0.0

0.0

0.0

1 1 9

1 9

0

2

0

5

0

0

1 1 9

1 4

0

2

1 0  0.0

7 3 . 7

0.0

1 0 0 . 0

1 1 9

1 4

0

2

(千才計)

(前年度)

1 4 2

4 8

8 1

2 1

2 2 3

6 9

2 0

0

0.0

0.0

1 4 0

4 8

5

0

1 3 5

4 8

96.4

1 0  0.0

1 3 5

4 8

6 3

2 1

渡島支場

汐 泊

尻 岸 内

朱 太

名 的

1 1 9

9

3 4

8 3 2

6

l

7

2 5 2

1 2 5

1 0

4 1

1.0 8 4

1 2

0

0

6 0 8

1 0 . 1

0.0

0.0

7 3 . 1

1 0 7

9

3 4

2 2 2

0

3

0

0

1 0 7

6

3 4

2 2 2

1 0  0.0

6 6 . 7

1 0  0.0

1 0  0.0

1 0 7

6

3 4

2 2 2

6

l

4

1 4 7

1 5 8

1 2 1

2

(渡島計 )

(前年度)

9 9 4

1.2 1 5

2 6 6

6 5 5

1.2 6 0

1.8 7 0

2 6 2 0

1.1 5 4

6 2 . 4

9 5 . 0

3 7 2

6 1

3

0

3 6 9

6 1

9 9.2

1 0  0.0

3 6 9

6 1

(合 計)

(前年度)

8.4 7 9

7 , 4 5 9

3 , 8 6 3

3 , 3 7 1

1 2 , 3 4 2

1 0 , 8 3 0

4 6 2 2

1.1 6 3

7.3

1 5 . 6

7 , 8 5 3

6 , 2 9 6

4 6

5 1

7 , 8 0 7

6. 2 4 5

99 . 4

99 . 2

7 , 8 0 7

6.2 4 5

3.0 7 6

2.4 7 8

-1 2 4-

書 養 内 訳 総

使

用

数

使

用

率

数 書 養 li 規 魚

計 催 熱 催 1illl率 へい死 へい死
率

そ の 他 その他
の 率逃逸 老魚 調査 未熟 計

-1尾
6

0

3 3

5 2

0

0

0

0

尾

2 0 4

2 9 0

尾

1 1 1

l 3 9

%

89.6

80.3

尾

7

3 4

%

5.6

19 . 7

尾

3

尾 尾

3

尾 %

4.8

0.0

尾

1 1 1

1 3 9

5 1 5

1.5 9 8

4 3

0

0

2

%

89.5

8 0 . 3

1.0 4 9

2,5 7 2

5 1 3

1.5 8 9

68 .9

82.8

1 9 9

2 2 7

26 . 7

14.4

2 4

5 2

3

0

3

0

3

0

4.4

2.7

0.0

0.0

0.0

0.0

66.9

8 1 . l

1 8 8

1 7

0

3

4 3

0

0

2

36 .1

0.0

0.0

1 0  0.0

7 6

1 4

0

0

63 . 9

1 0 0 . 0

0.0

0.0

3 5 . 5

0.0

0

1 0  0.0

3 1 . 7

8.3

1 9 8

6 9

4 5

4

33.3

8.3

9 0

4 4

66.7

91 .7

0.0

38.2

7.2

0

0

7 3

0

0

0

0

0

0

0

0

0.0

0.0

6 8 . 2

0.0

0.0

0.0

1 9 . 8

0.0

4 5

4

1 1 3

7

3 8

3 6 9

3 4

6

2 1

2 0 6

3 1 . 8

1 0 0 . 0

61 . 8

92 . 8

0

1 3

1 6

7 3

0

0

0

4 6

6

2 1

8 1 4

3 8.7

6 6 . 7

6 1 . 8

97 . 8

5 2 7

1 8 2

2 6 7

5 6

72 . 4

9 1.8

2 9

5

7.8

8.2

7 3

0

0

0

0

0

0

0

3

0

7 3

0

8 8 7

1.2 1 0

89.2

7 9 . 6

1 0 , 8 8 3

8.7 2 3

6.1 0 0

4 , 9 3 1

7 8 . 1

79.0

1.4 5 4

1,2 0 1

1 8 . 6

1 9 . 2

2 3 4

1 1 3

3

0

1 3

0

2 5 3

1 1 3

3.3

1.8

6.7 2 2

6.0 9 4

7 9 . 3

8 1 . 7

-1 2 5-



第 3 表  昭和4  8年度からふとます親魚蓄養成積

二 捕 獲 数
車 親 魚 の 処 理

試
験
控
除

即 日 採 卵 蓄 養

蓄 養一

率 0 数 尾数
即 日
使用率

要 蓄
養 数

蓄 養
不能数

書養数 基l養率 車 合

-3
8 4 (

2,90 1

61

3.27 :

2 9 l

2.0 3 ,

2 6

7 4 l

1.7 1

7 5

1 5

4

3 0

1,1 1

北見支場

ル シ ヤ

岩 尾 別

奥 薬 別

斜 里

藤 琴

網 走

西 網 走

常 呂

携 別

渚 滑

薬 興 部

興 部

雄 武

幌 内

尾

4 .1 5 0

2 0 , 3 7 9

5 , 9 3 1

1 5 , 5 0 9

7 5 5

7 , 7 6 6

7 1 0

7.0 2 9

10.62C

2.9 5 '

6 1 4

1 2 l

1.2 1 1

4 , 1 3 l

尾

3 , 8 4 9

1 5 , 9 1 6

8 , 9 5 6

1 4 .3 1 4

4 8 7

9 , 9 3 1

5 3 1

9 , 2 7 4

1 1 , 0 8 5

3 , 8 0 4

2 3 0

6 6

1.5 8 7

4 , 8 6 5

尾

7.9 9 9

36.2 9 5

1 4 , 8 8 7

29.8 2 3

l .2 4 2

1 7 , 6 9 7

1.2 4 1

16.3 0 3

21.7 0 5

6 , 7 5 9

8 4 4

1 9 3

2 , 8 0 4

9.0 0 1

尾

0

1 4

0

0

0

0

1 8

6 6

0

0

0

0

0

5

%

0.0

0.1

00'・・
0.0

0.0

0.0

2.5

0.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.1

尾

4 , 1 5 0

2 0 , 3 6 5

、 5 , 9 3 1

1 5 , 5 0 9

7 5 5

7.7 6 6

6 9 2

6.9 6 3

1 0. 6 2 0

2 , 9 5 5

6 1 4

1 2 7

1 . 2 1 7

4 .1 3 1

尾

0

0

0

0

0

6

0

7 0

1 0 7

4 8

1 5 8

0

5 0

7 2

尾 % 尾

4 , 1 5 0

2 0 , 3 6 5

5.9 3 1

15.5 0 9

7 5 5

7 , 7 6 0

6 9 2

6 , 8 9 3

1 0 , 5 1 3

2 , 90 '7

4 5 C

1 2 1

1.1 6 l

4 , 0 5 (

1 0  0.0

1 0  0.0

1 0 0 . 0

1 0  0.0

1 0  0.0

9 9.9

1 0  0.0

9 9.0

9 9 . 0

9 8 . 4

7 4 . 3

1 0  0.0

95 . 9

9 8 . 3

4 .1 5 0

2 0.3 6 5

5.9 3 1

1 5.5 0 9

7 5 5

7.7 6 0

6 9 2

6 . 8 9 3

1 0 , 5 1 3

2.9 0 7

4 5 6

1 2 7

1 ,1 6 7

4 .0 5 9

(北見計)

(前年度)

81.8 9 8

1 5 , 6 5 5

8 4 , 8 9 5

1 7.7 1 5

166.793

33.370

l 0 3

0

0.1

0.0

8 1.7 9 5

1 5 , 6 5 5

5 1 1

1 4 6

8 1 . 2 8 4

1 5 , 5 0 9

9 9 . 4

9 9 . 1

8 1 .2 8 4

1 5 , 5 0 9

1 4 , 5 04

3,879

根室支:l場

サシルイ

羅 臼

春刈古月

植 1l;l

忠 据

伊 茶 仁

E 祥

3 1 請

当 0i

春 男 l

床 f

西 1l1

4 7 l

1 0 l

l 2

3

4 1

2 5

1.3 2

l
1 8

4

1 2

1.3 6

3 4 l

1 1 i

l 8 i

8 (

9 9 l

4 3 l

2.8 9 l

l

3 4 l

2 l

8,

9 2

8 1 l

2 2 4

3 1 i

1 1 l

1.4 1 .

6 9 :

l
4 .2 1 1

l

5 2 :

6

2 1

2 , 2 9 l

0

0

00

0t

(

(

l 1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0 0

0.0

l 0.00.00.0

4 7 (

1 0 t

1 2i

3 l

4 1 l

2 5 l

1.3 2 l

l

1 6

4

l 1 21.3 6

:
:

l i
4 6 7

1 0 6

1 2 8

3 5

4 1 5

2 5 6

1. 2 5 1

0

1 6 1

4 1

1 2 9

1.3 6 4

9 9.4

1 0  0.0

1 0 0 . 0

1 0  0.0

1 0  0.0

1 0  0.0

9 4 . 8

0.0

1 0  0.0

1 0  0.0

1 0 0 . 0

1 0  0.0

4 6 7

1 0 6

1 2 8

3 5

4 1 5

2 5 6

1.2 5 1

0

1 6 1

4 1

1 2 8

1.3 6 4

3 4 :

111

1 8 l

6 ;

3 5 l

l 8 l

6 8

l

28 l

2l

8l

9 2 '一-

-1 2 6-

蓄 養 内 訳 総

使

用

数

使

用

率

数 蓄 養 9 親 魚

計 催 熟 催熱率 へい死 へい死率
そ の 他 その他

の 率
逃逸 老 魚 調査 未熱 計

尾

4.9 9 0

2 3.2 6 9

5.9 9 4

18.7 8 1

1.05 -l
9 . 7 9 4

9 5 8

7 , 6 3 8

1 2 .2 2 7

3 . 6 5 7

6 0 7

1 6 8

1 . 4 7 3

5. 1 7 8

尾

1.6 3 2

2 0.1 3 1

4.8 5 9

1 2 , 8 3 0

6 2 5

6.0 0 9

6 7 8

6 , 4 2 0

1 0 , 0 3 4

2 . 6 6 9

3 1 0

6 5

1 . 0 l 5

3 , 4 9 1

%

3 9 . 3

9 8.9

81 . 9

8 2 . 7

8 2 . 8

7 7 . 4

9 8 . 0

9 3 . 1

9 5. 4

9 1 . 8

6 8 . 0

5 1 . 2

8 7 . 0

8 6 . 0

尾

4

2 3 4

4 0 5

1.9 4 6

1 3 0

1.0 0 2

1 4

4 7 3

4 7 9

2 0 8

1 4 6

6 2

1 5 2

5 6 8

%

0.1

1 .1

6.8

1 2.5

1 7 .2

1 2 . 9

2.0

6.9

4 .6

7.2

3 2 . 0

48.8

1 3 . 0

1 4 . 0

尾

2 , 5 1 4

6 6 7

7 3 3

7 4 9

尾 尾 尾 尾

2 , 5 1 4

0

6 6 7

7 3 3

0

7 4 9

0

0

0

3 0

0

0

0

0

%

6 0.6

0.0

1 1.2

4.7

0.0

9.7

0.0

0.0

0.0

1 .0

0.0

0.0

0.0

0.0

尾

1.6 3 2

2 0.1 4 5

4 , 8 5 9

1 2 , 8 3 0

6 2 5

6.0 0 9

6 9 6

6,4 8 6

1 0 , 0 3 4

2.6 6 9

3 l 0

6 5

1.0 1 5

3.4 9 6

%

3 9 . 3

98 . 9

8 1 . 9

8 2 . 7

82 . 8

77 . 4

9 8.0

9 2.3

9 4.5

9 0 . 3

5 0 . 5

5 1 . 2

8 3.4

84 . 5

3 0

9 5 , 7 8 8

1 9.3 8 8

7 0 , 7 6 8

1 3 , 5 9 6

87.0

8 7 . 7

5.8 2 3

1.4 5 7

7.2

9.4

4 , 6 9 3

4 4 0

4.6 9 3

4 5 6

5.8

2.9

7 0,8 7 1

1 3 . 5 9 6

8 6 . 5

8 6 . 81 6 0 0

8 0 9

2 2 4

3 1 3

9 6

7 6 5

4 4 2

1.9 3 2

0

4 4 6

6 1

2 1 4

2.2 9 3

3 4 3

6 8

7 1

1 4

3 4 8

2 1 4

1.1 5 1

0

1 5 3

4 0

l 2 5

1.3 3 7

7 3.5

6 4 . 2

5 5 . 5

4 0.0

83 . 9

8 3.6

9 2.0

0.0

95 . 0

l 97 .69 7 . 798.0

1 1 5

3 6

5 4

2 1

6 7

4 2

1 0 0

0

8

1

3

2 7

24.6

3 4 . 0

4 2 . 2

6 0 . 0

1 6 . 1

16.4

8.0

0.0

5.0

2.4

2.3

2.0

6 3

1

1

9

2

3

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1.g

1.8

2.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

3 4 3

6 8

7 1

1 4

3 4 8

2 1 4

1 . 1 5 1

0

1 7 5

4 0

1 2 5

1.3 3 7

7 3 . 0

6 4 . 2

5 5 . 5

4 0 . 0

8 3 . 9

8 3.6

8 7 . 2

0.0

9 5 . 6

9 7 . 6

9 7 . 7

9 8 . 0

1

2

-1 2 7-



二 捕 獲 数
章 親 魚 の 処 理

試
験
控
除

即 日 採 卵 書 養 蓄 養
ー、_

1S

ー、一
尾

1 1 9

4 6 2

7 4 g

率 6 計 尾数
即 日
使用率

要 蓄
養 数

書 養
不能数
書養数 蓄養率 章

尾

7 5

8 7 7

3 7 2

尾

1 1 9

4 , 3 6 1

7 5 1

尾

l 9 4

5 , 2 3 a

1.1 2 3

建

0

0

0

%

0.0

0.0

0.0

尾

7 5

8 7 7

3 7 2

尾

0

1 3 6

0

尾

7 5

7 4 1

3 7 2

%

1 0  0.0

8 4 . 5

1 0  0.0

尾

7 5

7 4 l

3 7 2

矢 臼 別

風 蓮

別 当 賀

(根室計) l o , 7 7 0
(前年度) l 3.9 0 4

1 1.6 6 8

7 , 3 7 4

1 7.4 3 8

1 1.2 7 8

2 2

0

0.4

0.0

5.7 4 8

3 , 9 0 4

2 0 8

1 0 5

5.5 4 0

3.7 9 9

9 6 . 4

9 7 . 3

5.5 4 0

3.7 9 9

4 , 5 7 3

3. l S 6

十勝支場

動1l 路

幕 別

千 代 田

豊 似

広 尾

猿 留

2 6 8

0

3 9 9

0

5 5

1 9

2 7 0

0

5 2 2

0

l 5 8

1 7

2 6 8

0

1.3 9 3

0

9 7 2

1 9

5 3 8

0

1 . 9 1 5

0

1 .1 3 0

3 6

0

0

0

0

0

0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2 7 0

0

5 2 2

0

1 5 8

1 7

0

0

0

0

7 3

0

2 7 0

0

5 2 2

0

8 5

1 7

1 0  0.0

0.0

1 0 0 . 0

0 .0

5 3 . 8

l 0  0.0

2 7 0

0

5 2 2

0

8 5

1 7

(十勝計)

(前年lf)

9 6 l

1 4 5 2.;:: 3.6 1 93 3 5 0

0

0.0

0.0

9 6 7

1 4 5

7 3

0

8 9 4

1 4 5

9 2 . 5

1 0  0.0

8 9 4

1 4 5

7 4 1

4 0

天塩支場

徳 志 別

北見幌別

頓 別

猿 払

想 志 別

知 来 別

船 泊

増 幌

天 塩

中 川

下 中 川

違 別

風 速 別

古 丹 別

小 平 藥

信 砂

,器 寒 別

1

l3 . 5 9 8 4 .3 5 8

9 1 7 1 . 5 5 4

9 9 7 l 7 2 6
5 9 l 4 0

ol  o
l

1
1 6 1 j 9 7

i

5 ・ 4

1 0 2 1 1 6 0
1 5 l 1 0

6 1 1 1 1 4
l

3 4 l  6 C

1 6 i 1‘

1 1 3l °l °
0 0

8 9

0 5

7.9 5 l

2.4 7 :

1 . 7 2 :

9 l

l

2 5 l

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

3 . 5 9 8

9 1 7

9 9 7

5 9

0

1 6 1

5

1 0 2

1 5

6 1

3 4

1 6

1

0

0

8

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1 0

0

0

1

0

0

0

0

13 . 5 9 8 1 0 0 . 0

9 1 7 1 1 0 0 . 0
9 9 7 l 1 0 0.0

l
5 9 1 0 0.0

0 0.0

1 6 1 1 0 0.0

5 , 1 0 0 . 0
l

1 0 2 l 1 0 0 . 0

l1 4 ・ 9 3 . 0

l
5 1 R 3 . 6

3 4 1 0 0 . 0

1 6 1 0 0 . 0

0 0.0

l
0 0.0

0 0.0

8 1 0 0 . 0

0 1 o.o

l
13 . 5 9 8 1.0 1 3
l

9 l 7 l 1 9 3

1
9 9 7 4 5 3

5 9  4 0

0 0

1 6 1  8 6

5 1 41 0 2 l 1 6 0
1 4 1 4

5 1 l 2 5
3 4 l 3 0

l1 6  1 0
l
0 2

0 0

0 0

8 9

0 ,  5
l _-

2 6

2

1 7

1 0

2

l

l

l

-1 2 8-

蓄 養 内 訳 総

使

用

数

使

用

率

数 蓄 養 字 規 魚

計 催 熟 催i1ll率 へいタE へい死
率

そ の 他 その他
の 率逃逸 老魚 調査 未熱 計

尾

1 9 4

1.2 0 3

1.1 2 1

尾

7 5

4 9 5

3 6 8

%

1 0 0 . 0

6 6 . 8

9 8.9

尾

0

2 4 6

4

%

0.0

3 3.2

1.1

尾 尾 尾 尾 尾

0

0

0

%

0.0

0.0

0.0

尾

7 5

4 9 5

3 6 8

4.8 2 4

2.7 4 5

%

1 0  0.0

5 6 .4

9 8 . 9

1 0.1 1 3 l 4 , 8 0 2
l

6 . 9 2 2 1 2.7 4 5

8 6 . 7

7 2 . 3

7 2 4

1.0 5 4

1 3 . 0

2 7 . 7

1

0

8

0

0

0

5

0

1 4

0

0.3

0.0

1l 3 . 6

7 0 . 3

5 3 8

0

9 2 1

0

1 4 0

3 6

2 2 4

0

4 2 7

0

8 0

1 6

8 3 . 0

0.0

8 1 . 8

0.0

9 4 . 1

9 4 . 1

4 6

0

9 5

0

5

1

1 7 . 0

0.0

18 .2

0.0

5.9

5.9

0

0

0

0

0

0

l0.0 2 2 40.0 0

0.0 I 4 2 7
1

:: l 8:o・ol 1 6

8 3 . 0

0.0

8 1 .8

0.0

5 0 . 6

9 4 .1

1.6 3 5

1 8 5 = 8 3 . 688 . 3 1 4 71 7 1 6 . 41 1 . 7 0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0.0

0.0

7 4 7

1 2 8

7 7 .2

8 8 . 3

l

l4 , 6 1 1 2.9 8 3

1.1 1 0 l 8 1 7
1.4 5 0 7 6 0

9 9 3 4

0 l 0
2 4 7 l 1 2 9

l
9 1 3

2 6 2 j 7 2
l
1 8 l 1 0

7 6 l 1 6

6 4 2 8

2 6 1 6

2 0

0 0

0 0

1 7 7

5 0

82 .9

8 9 . 1

7 6 . 2

5 7 . 6

0.0

80 .1

6 0 . 0

7 0.6

7 1 . 4

31 . 4

8 2.4

1 0  0.0

0.0

0.0

0.0

8 7 . 5

0.0

5 3 2

1 0 0

2 3 1

2 3

0

3 2

2

2 7

3

1 2

1

0

0

0

0

1

0

l

l -

1 0 . 9

23 . 2

39 . 0

0.0

1 9.9

4 0 . 0

l 2 6 5

2 1 . 4

2 3.5

2.9

0.0

0.0

0.0

0.0

1 2 . 5

0.0

l
2 . 9 8 3 l 9 2.9
8 1 7 l 8 9 . 1

l
7 6 0 l 7 6 . 2
3 4 j 5 7 . 6
o l o・o
1 2 9 1 8 0.1

3 l 6 0 . 0
7 2 1 7 0.6
1 0 1 6 6 .7
1 6 l 2 6.2

l
2 8 l 8 2.4
1 6 , 1 0 0 . 0

1
o l o ・o
o 1 o.o
ol oo

7 1 8 7 5
°I °・°

8 3

6

2

8 3

0

6

2

0

0

0

3

1

2 3

5

0

0

0

0

0

0

2.3

0. 0

0.6

3.4

0.0

0.0

0.0

2.9

7.2

4 5.1

1 4 . 7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

l :

l i

3

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

-1 2 9-



二 捕 獲 数
車 親 魚 の 処 理

--_・
試
験
控
除

即 日 採 卵 蓄 養 蓄 養
ー 、_
3--
J尾

2.0 3 4

2 9 5

率 6 計 尾数
即 日
使用率

要 蓄
養 数

蓄 養
不能数

蓄養数 蓄養率 率

尾

5 , 9 7 4

7 7 9

尾

7 , 1 6 1

1.0 5 2

尾

1 3 , 1 3 5

1. 8 3 1

尾

0

6

%

0.0

0.8

尾

5 , 9 7 4

7 7 3

尾

1 2

1 5

尾

5 , 9 6 2

7 5 8

%

9 9 . 8

9 8 . 1

尾

5.9 6 2

7 5 8

(天塩計)

(前年度)

千才支場

西 越

歌 別

仁 雁 別

幌 満

日高幌別

三 石

静 内

白 老

1

3 4

5 8

0

2 9 8

7

9

23

4 3 0

3

2

4 2

5 3

0

2 2 2

5

1 2

9

1

5 6

6 5

0

2 9 8

7

8 7

2 3

3

9 8

1 1 8

0

5 2 0

1 2

9 4

3 2

0

0

0

0

4

0

0

0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.8

0.0

0.0

0.0

2

4 2

5 3

0

2 1 8

5

1 2

9

0

0

1

0

0

0

0

0

2

4 2

5 2

0

2 1 8

5

1 2

9

1 0  0.0

1 0 0 . 0

9 8 . l

0.0

1 0  0.0

1 0  0.0

1 0  0.0

1 0  0.0

2

4 2

5 2

0

2 1 8

5

1 2

9

(千:t計)

(前年度)

3 4 5

2 5

5 3 2

1 1 6

8 7 7

1 4 1

4

0

l . 2

0.0

3 4 1

2 5

1

l 9

3 4 0

6

9 9 . 7

2 4 . 0

3 4 0

6

渡島支場

長 万 部

遊 楽 部

1

8 8

1 4

1 l 7

1 5

2 0 5

0

0

0.0

0.0

1

8 8

0

0

1

8 8

8 9

1.6 0 7

1 0  0.0

1 0  0.0

1

8 8

1

1 1 7

(渡島計)

(前年度)

8 9

1.7 1 7

1 3 1

1.8 0 3

2 2 0

3 , 5 2 0

0

4 5

0・0

2.6

8 9

1.6 7 2

0

6 5

1 0  0.0

9 6 . 1

8 9

1.6 0 7

l 1 8

646

;言年:; 9 5 , 0 4 32 2 , 2 2 6

107,039

28.250

202.082

50,476

1 2 9

l 5 1
0.1

l 0.2
9 4 , 9 1 4

2 2 , 1 7 5

8 0 5

3 5 l

94,109

21.824

9 9 . 2

9 8 . 4

94.109

21.824

22,40 0

8.0 1 9

1 3 Q

書 養 内 訳 総

使

用

数

使

用

率

数 蓄 養 ♀ 親 魚

計 催 熱 催熱率 へい死 へい死率
そ の 他 その他

の 率逃 逸

三
2 8

0

老魚 調査 未 1illl 計

尾

7 , 9 9 6

1.0 5 3

尾

4 , 8 7 5

5 4 2

%

8 1 . 8

7 1 . 5

尾

9 6 4

1 8 7

%

l 6 . 2

24 . 7

尾

9 2

2 9

尾

0

0

尾

3

0

尾

1 2 3

2 9

%

2.0

3.8

尾

4.8 7 5

5 4 8

%

8 1 . 6

7 0 . 3

3

7 6

l 1 0

0

5 1 6

1 2

2 1

3 2

2

2 9

4 0

0

1 6 5

3

3

3

1 0  0.0

69 .0

7 6 . 0

0.0

7 5 . 7

6 0 . 0

25 . 0

3 3 . 3

0

1 0

1 2

0

5 3

2

9

6

0.0

2 3.8

23 . 1

0.0

24 . 3

40 . 0

75 .0

66 .7

0

3

0

0

0

0

0

0

0.0

7.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2

2 9

4 0

0

1 6 9

3

3

3

l 0  0.0

69.0

7 5 . 5

0.0

7 6 . 1

6 0 . 0

2 5 . 0

3 3 . 3

3

7 7 0

9

2

2 0 5

2 4 S

0

'7 2.1

0.0

9 2

6

2 7 . 1

1 0  0.0

3

0

0

0

0

0

0

0

3

0

0.8

0.0

2 4 9

0

7 2 . 2

0.0

1

6 0

1 0  0.0

6 8 . 2

0

1 8

0.0

2 0 . 5

0

1 0

0.0

11 . 3

1

6 0

1 0  0.0

6 8 . 21 0

2 0 7

2 , 2 5 3

6 1

l.0 9 7

6 8 . 5

l5 8.3

1 8

4 9 0

2 0 . 3

3 0 . 5

8.3

1 4 . 7

0

0

1 0

2 0

0

0

0

0

8

0

1 0

2 0

1 1 . 2

1.2

6 1

1. 1 4 2

6 8 . 5

6 '6. 5

116509

29,843

8 1.4 9 8

1 8.1 0 8

8 6 . 6

83 . 0

7 , 7 6 8

3 , 2 l l

4 .725

440

1 1 0

6 5

0

0

4.843

5 0 5

5.1

2.3

81.627

18,159

8 5 . 9

8 1 . 7

1 3 1



第 4 表  昭和4  8年度ひめます親魚蓄養成積

二 捕 獲 数
1il 親 魚 の 処 理

試
験
建
i1余

即 日 採 卵 審 養 害 養

1;l 6 計 尾数
即 日

使用率
要 書
養 数
蓄 養
不能数
蓄養数 蓄養率 率 3

千才支場

湖 畔

il11口ピナイ

尾

4 .4 3 6

4 , 1 7 8

尾

l 1.4 4 0

7.4 0 6

尾

1 5 , 8 7 6

1 1 .5 8 4

尾

5

4 8

%

0.1

1.1

尾

4 , 4 0 0

4.1 3 0

尾

5 3 4

7 4 0

尾

3 , 8 6 6

3.3 9 0

%

87.8

8 2 . 1

尾

3 . 8 6 6

3 , 3 9 0

尾

1.7 3 7

0

31

0

(千オ計)

、.前年度)

8.6 1 4

1 0 , 2 2 0 l'=:
l

2 7 , 4 6 0

1 9.7 3 0

31

0
l
5: 0.60.0 l 8 , 5 3 0

l 10.2 2 0
l 1. 2 7 4
ll 2 , 7 0 1

7. 2 5 6

7.5 1 9

8 5 . 1

7 3 . 6

7.2 5 6

7 , 5 1 9

1.7 3 7

9 1 6

1 3 2

書 養 内 訳 総

使

用

数

使

用

率

数 蓄 養 ? 規 角き、

計 催 熱 催熱率

%

へい死

尾

へいタE1
率

そ の 他 その他
の 率逃 逸 老魚 調査 未熱 計

尾 尾 % 尾 尾 尾 尾 尾 % 尾 %

5 , 6 0 3

3,3 9 0

3,6 4 5 94 . 3

8 8.4

1 8 1

3 3 6

4.7

9.9

7 . l

2.3

2 7

5 2

1 3

6

4 0

5 8

1.0

1.7

3 . 6 5 0

3 . 0 4 4

8 2.3

7 2 . 92 , 9 9 6

6.6 4 1

7.2 2 6

8 , 9 9 3

8 , 4 3 5

9 1 . 5

9 6 . 1

5 1 7

1 7 4

0

1 1 9

7 9

0

0

0

1 9

0

9 8 l 1.4
1 1 9 l 1.6

l

6 . 6 9 4

7 , 2 2 6

7 7 . 7

7 0 .7

1 3 3



S l 2. べニさけ生産事業

'・ ' 9 '? 3年級群の採卵およびふ化飼育

(') 支 笏 湖  産
千:1「支場支笏湖事業場湖時採卵場において, 昭 和 4 8 年 1 0 月 2 3~ 2 6日にかけて採卵された

5 2 4 , 4 0  0 粒 ( 移基l卵 数 5 4 5 , 0  0 0粒)を当事業の種苗として収容地である根室支場虹別事業

場へ発眼卵で移殖した。輪送途中は運搬による死卵も少なく良好な成積であつた。

第 l 表  前湖産ヒメマス卵ふ化成積表

卵 数
事 項

採 卵

発 眼

移 殖

ふ 出

ふ 上

年 月 日
収容卵数 死 卵 数 差引卵数

備 考

4 8 . 1 0 . 2 3̃2 6

4 8 . l 1 . 2 7̃3 0

4 8 . 1 2 . 2 4

4 9 . 1 . l 4̃2 . l 0

49 .  3. 1

5 4 5 , 0 0 0

2 0 , 6 0  0

5 2 4 , 4 0  0

- 5 2 4 , 4 0 0
5 1 0 , 0 0 0

発眼卵で移殖

餌付

5 2 4 , 0  0 0

5 2 4 , 0  0 0 1 4.0 0 0

( 2 ) 摩 ・ 周 湖 産

本年は,支笏湖産の種卵の他に ,初めて摩同湖産ヒ .メマス卵を導入することとし ,昭和4 9年 1 .

月 1 9日摩周湖において ,昭和 4 8年 1 1月 1 8日に採卵され , 阿寒湖に収容換されていた。薄p

1 0万粒の移殖をうけたo 以上2種類の種卵は, それぞれ根室支場虹別事業場に収容され1l購lに発

生支場湖産は49年3月1日から又摩周湖産は3月20日より飼青を開始した。

第 2 表  摩周湖産ヒメマス卵ふ化成積表

事 項 年 月 日
卵 数

備 .  考

収容卵数 死 卵 数 差引卵数

採 卵

発 眼

移 殖

ふ 出

ふ 上

4 8 . l  l . 1 8

4 8 . 1  2 . l 8

4 9 .  1 . 1 94 9 .  2 . 1 0

4 9 .  3 . 2 0

阿寒湖̃、収容換

1 0 0.0 0 0
1 0  0,0 0 0

98 ,0  0 0

発眼淘汰後検卵
生卵にて移殖さる

1 0 0 , 0 0 0

1 0  0,00 0 2.0 0 0 個1付

- 1 3 4 -

2. ' 9 '1' 2年級群の飼育および放流
1 9 7 2 年 級 群 は, 支笏湖産,アラスカ産,西別産の3種類があり各々下記の通り

第 3 表  支笏湖産,アラスカ産, 西別産, べニサケ飼育経過

別 表

( l )  飼 育 管  理

アラスカ産は, 4 8年 1月 4日より ,西別産は同年2月1 9日より ,又支笏湖産は同年3月1日

より解付けを開始したo個:付当初は例年通りサケ用解料を粉末状lこ再加工し, 水を加えてミルク状

として, 1 日 5̃ 6回投与, 充分解慣した時期を見はからい除々にi耳の粒度を大きいものに切換給

i耳を行なつたo i耳付当初は3種ともにふ化構を使用,注水量はlカラン毎分35 .eと した。養魚池
への移換えは体長が4.0 ̃ 5 . 0  Cmに到達した時点でアラスカ産は試験池へ, 又支笏湖産及西別産は

中央携水池に移したoアラスカ産については当初43 . 8 :㎡の池l面を使用したが, 体長, 体重の增

加に伴ない5月の時点で2面使用, 9月の時点で3面,翌年2月に入つて4面の池を使用した。

飼育途中 ( 4̃ 5月) 一時第死魚が目立つて来たため, 生iil ( タ ラ 子 ) を 給i耳又タイメトンによ
る予病の併発防止を行なつた結果, 6月以降急激に発死魚も減少し, その後順調な生育を示した。

一時は昨年6月に急激に発生したゥイルス性疾患によつて飼青魚の9割を失なつた経験から今回の
発死もその前兆かと心配されたが大事に至らず収つたことは当事業にとって幸運であった。

- 1 3 5-



第 3 表  ァ ラスカ産, 支笏湖産, 西別産べニサケ飼育経過表

年

月

給幅期問 月 始 飼 育 量 月始魚体 給
解
量

餌

料

水 温
PH

7.2

期 間 日数 尾 数 重 量 体長 体重 低̃高

8.2̃8 .8

平均

48 .1 4̃3 1 2 8 ア 2 4 5 , 5 0 0 3 4 . 4 2.5 0 . 1 4 2 0 . 0 粉 末 8.6

2
1̃2 8

1 9̃2 8

2 8

1 0

ア 2 4 4 , 5 0 0

西 8.0 0 0

5 1 . 3

0.7

3.3

2.4

0.2 1

0.0 9

50 . 0

0.3

//

//

8.1̃9.0

//

8.7

//

//

//

//

//

//

1̃3 1

1̃ 3 1

1̃ 3 1

3 1

3 1

3 1

ア 2 4 1.5 0 0

西 7 , 9 0 0

支 7 5 5 , 0  0 0

1 0 1.4

0.8

9 0 . 6

4.0

2.5

2.4

0 . 4 2

0 . 1 0

0.1 2

8 7.5

0.9

6 2 . 0

//

//

//

7.8̃9.5

8.9̃9.5

//

//

9. 1

//

3

1̃3 0

1̃ 3 0

1̃ 3 0

3 0

3 0

3 0

ア 2 3 3 . 5 0  0

西 7.7 0 0

支 7 5 0.0 0 0

1 5 2.6

1 . 7

1 3 5 . 0

4 .2

3.2

3.0

0 . 5 6

0. 2 2

0 . 18

2 0  0.0

2.0

1 9 0 . 0

4 0 場
2 C

//

//

8.8̃1 0. 3

//

//

9.5

//

//

//

l

//

4

1̃ 3 1

1̃ 3 1

1̃ 3 1

3 1

3 1

3 1

ア 2 2 1.5 0 0

西 7 , 5 0 0

支 7 3 5,0 0 0

2 8 3 . 5

3 . l

2 9 4 . 0

5.0

3.8

3.7

1 . 0 1

0 . 4 2

0 . 4 0

{ ,i9.言
0.8

{ 116
1.0

{ , 量 i言

2C

(タラ論

きf 1量
tタ ー i3
i多考f

7.8̃9. 9

8.7̃1 0 . 5

l '

8.8

9. 7

//

//

//

//

5

6

1̃ 3 0

1̃3 0

3 0

3 0

ア 2 1 0, 5 0 0

西・支 7 2 1.7 0 0

4 5 2 . 6

4 1 3 . 2

6.4

4.2

2. l 5

0 . 5 7

3 0 6 . 0

{ 1 7 8.6
1 3 . 6
3 6 5 . 2

さ iナB号

1家ぶ考
8.1̃9.8

7.8̃1 0 . 3

g . 1

9.4

,

l

7

1̃ 3 1

1̃3 1

3 l

3 1

ア 2 0 7.0 0 0

西・支 7 1 4 , 0 0 0

6 9 7 . 6

7 0 6 . 9

7.5

5.0

3 . 3 7

0 . 9 9

3 7 2 . 0

5 7 8 . 7

B号
0̃3
B号

(;発

8.5̃9.9

8.4̃10 . 0

g .1

9.1

,

//

8

1̃3 1

1̃3 1

3 1

3 1

ア 2 0 5 , 0  0 0

西・支 7 0 9. 0 0 0

1 . 162 . 4

1.1 0 6.0

8.9

5.8

5.67

1 . 5 6

4 3 6 . 0

6 3 3 . 0

0̃3
0̃4
P̃5
C̃3
C̃4

8.5̃9.9

8.7̃1 0.0

8.7̃9 .5

8.8̃9.6

9.2

9.4

9.0

9.2

//

l

9
1̃3 0

1̃3 0

3 0

3 0

ア 2 0 2.5 0  0

西・支 7 0 4 , 0  0 0

2,0 5 7 . 4

2 , 5 6 2 . 6

1 0 . 3

7.5

l 0 . 1 6

3 . 64

5 4 0.0

7 5 0 . 0

P-5
C-4

//

l

1 0

1̃3 1

1̃ 3 1

3 1

3 1

ア 2 0 1,5 0 0

西・支 7 0  0,0 0 0

2 , 6 8 6.0

7.5 9 5 . 0

1 0.9

1 0 . 3

1 3. 3 3

1 0 . 8 5

6 5 0 . 0

9 3 0.0

P-5

C-4 -

P-5
8.1̃9.0

8 . 2 ̃9 . 3

8. 5

S.6

,
l

1 1
1̃3 0

1̃3 0

3 0

3 0

ア 2 0 0 , 5 0 0

西・支 6 9 7.0 0 0

3 . 7 6 9 . 4

8.6 9 1 . 6

1 2 .0

1 0 .5

18.80

1 2.4 7

7 2 0 . 0

1 2 6 0 . 0

P-5
C-4
P-5

7.3̃8.2

7. 3̃8 . 3

7.8

7.8

・
l

l

l
1 2 :::: 3 13 1 ア 1 9 9 , 5 0  0西・支 6 9 4 , 0  0 0 12::: 1 2 . 11 1 . 8 20 .4217 .30 7 4 5 . 01 1 8 0 . 0

P-5
C-4
P-5

7.2̃7.6

7.1̃7 .8

7.3

7.3

-1 3 6-

D 0_ 水量(1e/分) 雷1l1育面積 発死尾数 月末現在数 月末魚体 増
重
比
備 考

尾 数 重 量 体 長 体 重

6 3 0 2 K  1 3本 1.0 0 0 2 4 4 , 5 0 0 5 1 . 3 3.3 0. 2 1 1.5 2K槽1本の注水量
3 52a

7 7 0

3 0

2 K  2 2本

1 K  1本

3.0 0 0

1 0 0

2 4 1.5 0  0

7 , 90  0

1 0 1 . 4

0.8

4.0

2.5

0 . 4 2

0.1 0

2.0

1.1

//

1. 0 1 0

3 0

1.4 7 0

2 K  1 6本
4 3.8

l K  1本

2 K  4 2本

8.0 0 0

2 0 0

5,0 0 0

2 3 3 . 5 0  0

7 ,70  0

7 5 0.0 0 0

2 2 l . 5 0 0

7.5 0 0

7 3 5.0 0  0

1 5 2.6

1 .7

1 3 5 . 0

4.2

3.2

3.0

5.0

3.8

3 .7

0 . 5 6

0 . 2 2

0 . 1 8

1.5

2.1

1.5

1.9

1.9

2.2

1 部 4 3 . 8 m1'の池に移す

2K糟1本の注水量
3 52a

1.1 1 0

3 0

1.8 9 0

2 K  6本
8 7 . 6

2 K  1本

2 K  5.7

1 2 , 0  0 0

2 0 0

1 5. 0 0 0

2 8 3 . 5

3.1

2 9 4 . 0

1 . 0 1

0 . 4 2

0 . 4 0

4 3 . 8 m : X 2 面

9 0 0

3 0

2 ,80  0

8 7 . 6

2K  1本

2K  8 0本

1 1 .0 0 0

8 0 0

2 0.0 0  0

2 1 0 , 5 0  0

6.7 0 0

7 1 5. 0 0 0

4 5 2.6

5.6

4 0 7.6

6.4

4.7

4.2

2.1 5

0 . 8 3

0 . 5 7

2.1

2.0

1.4

9 0 0

4,0 0 0

8 7 . 6

1.0 8 7.7

3 . 5 0 0

7 , 7 0 0

2 0 7 , 0 0  0

7 1 4 , 0 0 0

6 9 7 . 6

7 0 6.9

7.5

5.0

3 . 3 7 l 1.6
0 . 9 9 l 1.7 西別産,支場湖産,混養

中央務フl1,1池へ収容

9 0  0

4 , 0 0 0

8 7 . 6

1. 0 87 . 7

2.0 0 0

5,0 0 0

2 0 5 , 0 0 0

7 0 9 , 0  0 0

1.1 6 2 . 4

1. 1 0 6 . 0

8.9

5.8

5 . 6 7

1 . 5 6

1 . 7

l . 6

餌料内訳 {;i3 j言 g 要
〟 { 3三i 言 i9.9要
タ フ 子 3 8.8K

1.3 5 0

4.0 0  0

1 3 1 . 4

1.0 8 7 . 7

2 , 5 0  0

5. 0 0 0

2 0 2 , 5 0 0

7 0 4 , 0  0 0

2 , 0 5 7 . 4

2.5 6 2.6

1 0 . 3

7.5

1 0 . 1 6

3 . 64

1.8

2.3

{ C-3 1 6 9 K
″ 0-4 6 7
P-5 2 0  0K

″ I C-3 2 5 0 K
l C-4 3 8 3 K

1.3 5 0

4 , 0 0 0

1 3 1 . 4

1.0 8 7 . 7

1,0 0 0

4.0 0 0

2 0 1、50 0

7 0 0.0 0 0

2 , 6 8 6.0

7 , 5 9 5 . 0

1 0 .9

、10.3

1 3 . 3 3

1 0.8 5

1 8 . 8 0

1 2 . 4 7

2 0.4 2

1 7 . 3 0

1 3 l

1
3.0 l

1. 3 5 0

4 , 0 0 0

1 3 1 . 4

1. 0 87 . 7

1.0 0 0

3 , 0 0 0

2 0  0.5 0  0

6 9 7.0 0 0

1 9 9 . 5 0 0

6 9 4 ,0 0 0

3.7 6 9 . 4

8.6 9 1 . 6

4 , 073 . 0

1 2 , 0 0 6 . 2

1 2 . 0

1 0 . 5

1 2 . 1

1 1 . 8

1 .4

1.2

1.3 5 0

4 ,0 0 0

1 3 1 . 4

1. 0 8 7 . 7

1.0 0 0

3.0 0 0

1.1

1.4

l ::: ,.:二l

1 . 5 0 0

2.5 0  0

1 9 8.0 0 0

6 9 1.5 0 0

5.0 5 8 . 0

1 5,0 1 2 . 5

1 4 . 5

1 2.5

2 5 . 5 5

2 1 . 7 1

1.2

1.3

-1 3 7-



年

月

給 解 期 間 月 始 飼 青 量 月始魚体 給
iEl
量

i耳

料

水 温
P H

期 間 日数 尾 数 重 量 体 長 体重 低̃高 平均

1
1-3 1
l-3 1

3 1

3 1

ア 1 9 8.0 0 0

西 ・ 支 6 9 1.5 0  0

5.0 5 8 . 0

1 5.0 1 2 . 5

14 . 5

l 2.5

2 5 . 5 5

2 1 . 7 1

6 7 0 . 0

1.5 9 0 . 0

P-5
C-4
P-5

6.8̃7 .5

6.8̃7.5

7.2

7.2

7.2

//

2
1-2 8
1-2 8

2 8

2 8

ア 1 9 5 , 5 0  0

西・支 6 8 9 , 0 0  0

5,761.0

18 , 1 20 . 7

1 4 . 7

1 3.5

2 9 . 4 7

2 6 . 3 0

4 1 0 . 0

1.6 8 0 . 0

P-5
P-5

7.0̃7.4

6.9̃7.4

7.1

7.0

//

//

3
1-3 1
l-3 1

3 1

3 l

ア 1 8 6 , 0  0 0

西 ・ 支 6 8 6.5 0  0

6 , 0 2 4 . 0

2 0 , 8 2 l . 5

1 4 . 8

1 4 . 6

3 2.3 9

3 0 . 3 3

3 2 0 . 0

1,2 4 0 . 0

P-5
P-5

7.5̃7.7

7.5̃7.7

7.6

7.6 //

4

!

5

l

4 /i i

4 /i i

l e,a l
2 2

2 2

3 4

ア 1 6 0 , 0 0 0

l 西 ・支 6 8 3 , 0 0 0西 ・ 支 4 9 1.4 5 0

5 6 6 4 0

2 3 , 5 6 3 . 5

1 7 , 9 3 7 . 9

l 5 . 2

1 4 . 9

1 5 . 2

3 5 . 4 0

3 4 . 5 3

3 6 . 5 4

2 2 0.0

l :::
P-5
P-5
P-5

7.5̃8.3

7.6̃8.7

8.3̃9.6

8.1

8.2

8.8

7.2

//

4 9 . 4 . 2 5 ̃ 2 6

4 9. 6. 4 ̃ 5

〔 記 号凡例 〕

ア

支

アラスカ産

支 ・ 西 産

支 ・ 西 産

アラスカ産

支笏湖産

放流数

//

1 3 8-

3 8 . 8 5 9

1 8 6. 4 9 4

″ 2 0  l . 1  l 0

西

A

西別産

B号さけ用解料

取揚時輪送時発死数

//

0

p

694 l l l

l . 3 6 9 l l l

1 . 917 l l l

クランプル餌料

べレツト餌料

水量

(.e,1ll11, 飼育面積 発死尾数
月 末 現 在 数 月末魚体 增

重
比
備 考

尾 数 重 量 体 長 体 重

1.8 0 0

4,0 0 0

1 3 1 . 4

1. 0 87 . 7

2 , 5 0  0

2 , 5 0 0

1 9 5.5 0  0

6 8 9 , 0 0 0

5 , 7 6 1 . 0

1 8 , 1 2 0 . 7

1 4 . 7

1 3 . 5

2 9 . 4 7

2 6.3 0

1.2

1.2

1.8 0 0

4.0 0 0

1 7 5 . 2

1. 0 8 7 . 7

9,50  0

2.5 0  0

1 8 6.0 0 0

6 8 6.5 0  0

6.0 2 4 . 0

2 0 , 8 2 1 . 5

1 4 . 8

1 4 . 6

3 2 . 3 9

3 0 . 3 3

3 5 . 4 0

3 4 . 5 3

1.1

1.2

1.1

1.1

1.8 0 0

4.0 0 0

1 7 5 . 2

1.0 8 7 . 7

26 , 0  0 0

3.5 0  0

1 6 0 , 0  0 0

6 8 3.0 0 0

5.6 6 4 . 0

2 3.5 8 4 . 0

1 5 . 2

14 . 9

1 8 , 0  0 0

4,0 0 0

4.0 0 0 f ;2 基
1 4 5 , 5 0 0

6 7 9 , 5 0 0

4 8 6 , 9 5 0

5 3 5 . 0

2 4 , 8 0 1 . 8

1 9.1 8 5 . 8

15 . 5

1 5 . 2

15 . 4

3 6 . 7 0

3 6 . 5 4

3 9 . 4 2

1.0

1.1

1.1

1 3 9



( 2 ) 放  流

上記飼育魚を昭和 4 9年 4月 2 5 ̃ 2 6日及同年 6月 4 ̃ 5日の 2回に直つて西別川河口附近まで輪

送し放流した。 なぉ, 支笏湖, アラスカ,  西別産それぞれの回帰効果及沿岸域での回遊動向を探るため

産別に各々異なった標識を施した。

第 4 表  飼育幼魚の放流成積表

第 1 回  放 流 魚 第 2 回  放 流 魚

ア ラ ス カ 産 支笏湖・西別産 支 笏 湖 産 l 西 別 産
放 流 月 日

輪 送 尾 数

輪送時発死数

放 流 数

放流時平均体長

″ 体重

輪送時の天候

″タンク内温度

放流時河川水温

生 産 番 号

標 識  尾 数

標 識  部 位

4 9. 4 . 2 5

3 8 , 8 9 6 尾

3 7 尾

3 8 . 8 5 9 尾

1 5 . 5 0m

3 6 . 8 l

雲

1 2 . 5 ℃

1 1 . 0 ℃

R A N-7 2
l R A N-7 2-V r

l 1 0 . 0 1 4 尾

右腹びれ

4 9 . 4 . 2 5 ̃ 2 6

l 8 6 , 6 9 0 尾

1 9 6 尾

1 8 6, 4 9 4 尾

l 5 . 2Cm

3 6 . 5 f

雲のち雨

8 . 0 ̃ 1 2. 5°C

9. 5 ̃ 1 1 . 0 ℃

K S N-7 2
K S N-7 2-Ve
;i1海びれ

4 9 . 6 . 4 ̃ 5

2 0 1. 3 4 6 尾

2 3 6 尾

2 0 1. 1 1 0 尾

1 5 . 4 l「1?l

3 9 . 4 f

雲

8. 4 ̃ 8. 8 ℃

7 . 8 ̃ 8 . 1 ℃

K S N-7 2  に一7 2-
2 4 . 0 0尾

脂びれ

註 1 )

2 )

3 )

v r…右腹びれ, v 1e…左腹びれ, a d…脂びれ
輪送距離64 . 5 Km ,所要時間80分

輪送中アイべツト水溶液1 o PPm , 1時間薬溶を行つた。

1 4 0

S l 3  さくらます資源拡大再生産事業

昭和 4  6年度から, 日本海区0さく らます資源増大を図るを目的として行なわれて来た。・ 当事業は

3年目に入り, 3年級第の飼育を実施中である。

今年度の種苗は渡島支場尻別事業場より移殖を受lナた356千粒の種卵及地場採卵分33千粒から

3 5 1千尾の稚魚を生産した。このふ出成積は第1表の通りである。

第 1 表  さ く  らます資源生産用種卵のふ化成積表

X項目 区分
地 場 卵 移 殖 卵 合 計 備 考

採 卵 場 名

″ 月 日

採 卵 数

死 卵 数

ふ 出 尾 数

ふ 出 率

西 越

4 8.9 / 1 3̃1 0 / 2 4

3 2 , 5 0 0 粒

1 1. 5 0 0 ″

2 1. 0 0 0 尾

6 4 . 6 %

尻 別

4 8.9 / 2 5

3 5 6. 0 0 0 粒

2 6. 0 0 0 ″

3 3 0. 0 0 0尾

9 2 . 7 %

3 8 8. 5 0 0粒

3 7. 5 0 0 ″

3 5 1. 0 0 0 尾

9 0 . 3 %

飼 育 経 過

第 2 表  各年級群の飼育管理表

X項 目  区 分 4 6 年 度 扱 群 4 7 年 度 級 群 4 8 年 度 級 辞

飼 育 期 間

年度当初飼育尾数

″ 1尾当り体長

″ 1尾当り体重

年 度  末飼育尾数

″ 1尾当り体長

″ 1尾当り体重

斃 死 取 揚 尾 数

歩 留

水 温

年 間 給 餌 量

餌 料

摘 要

4 8 . 4 / 1̃4 9 . 3 / 3 1

(尾) 1 3 3. 2 5 0

( 0m) 1 0 . 7

(の 8. 8 3

(尾) 8 l. 9 4 l
(cm) 1

(9) 5 2 . 4

(尾)  5 1. 3 0 9

% 6 1. 5

℃ 7 . 5 ̃ 9. 6

(時) 2. 4 6 3 . 9

4 C ,  4 P̃ 5 P

4 8 . 4 / 1̃4 9. 3 / 3 1

2 5 2 , 7 5 8

3 . 8 0

0 . 5 6

1 4 9 , 1  3 1

1 8 . 8

1 0 3 . 6 2 7

5 9. 0

7 . 5 ̃ 9 . 6

1. 0 6 1 . 2

1 0̃ 2 C

4 9 . 1 / 1̃3 / 3 1

3 2 1. 0 0 0

0 . 2 0

8 6 , 7 0 0

0 . 8 4

2 3 4 , 3 0 0

2 7 . 0

8 . 0 ̃ 8 . 2

2 0 2 . 3

1 C

a耳料の項 c…ク ランプル, p一べレツ ト

- 1 4 1-



S 1 4  昭和 4 8 年度河口通過観測事業

'. 実 施 方 針
調査計画 ( l ̃ l )  「西別川における再生産効率の向上lこ関する調査」 と併行して、 出別川lこおlナる

稚魚の降下状況を把福するための調査を行なったo

2.  観 測 方 法

1 ) 河川の左岸寄 り l こ ト ラ ツプ ( 口径 0 . 6 x 0 . 6 rn ) l 基を設置して実施した o  (河口より l 2Km上流)

2 )観測は河川の状態を考慮して、 1 日 3 ̃ 5 時間の ト ラ ップ設置を日 2̃ 3回行ない、その間 2 4 時

願 測 も 行 なった o

3 )観測の対象となる構魚は虹別事業場l1:_おいて、 3 . 4. 5 月に放lil'出来得る様、生産調整された42.4 o 1
千尾の稚魚であるo

4 )  ト ラ ツプ効率は、 3 . 4 . 5月の放流時lこ標識称魚を前期30万、中・後期20万尾を同時放流、 その

再捕率より求めた。

5 ) 西 別川 l1:. 7定点をもぅ lナ、 放流illl魚の降下状況及環境調査を併せて実施した。

3. 実 施 結 果

第 1 表  観測対象和魚の放流状況表

支場名 河川名 放 流 場 所 放 流 期 間 放 流 尾 数

根 室 西別川 虹別事業場 4 9 . 3 . l 5 ̃ 3 . 2 0

4 . l 5 ̃ 4 . 2 0

5 . l 5 ̃ 5 . 1 9

1 4 , 7 5 3 :1llll建

l 4 , 0 7 6

1 3.5 7 2

標認娘3 o万尾 1
し放流尾数lこ含ん

″ 2 o ″  f でいる。
″ 2 0 ″  1

計 4 2 , 4 0 1

第 2 表  河口通過稚魚観測状況表

支 場 河川名 観測期lili トラッ::f、曳細、タモ網操業場所 トラツプ:、曳網、タモ網基数及規模
基数 ト ラ ツ プ  l -基
口 径 0 .6mX0.6m

長 さ 3.om

網 目 41 lレ/m目

・ 西別捕獲場

(河口より12Km上流)

根 室 西別川 4. 1̃7 . l 5
曳 網 'モ細

河口より上流虹別事業場lこ

至る西別川本流

長さ  9.om

「1J 1.2m

網目 4 ny/m目

2 ケ 続

口径 0.8m

長さ  1.o m

細目  4m/1m目

2 基

- 1 4 2- - 1 4 3 -



- l 4 4 - - 1 4 5 -



- 1 4 6-

4. 結 果

本年度の当事業は、 調査計画にもられている 「西別川における 'l'i生産効率向上に関する調査と1f行し

て行つた。従つて観測 11li 象1lll,魚の放流は、今這のf進時放流ではなく、 3 . 4・ 5月の 3ケ月 lこ-日つて、一定
時期lこ一定数 f建の放流を行なぅ方法をとり、 これらの和 f(tがどのil1なl1年下状況及llfi'下量を示すかを観11ll
した。

降下和魚数の算定は、 標識和- イ1しを用いて権魚再事端、漁具であるトラツプの効率0・ l 2 1 5  (標・話t者l 'fl ・l与
捕数 xa議f表数) を求め、 実際にトラツプ lご集網した和魚a数lこ河川拡大倍率 ( ート一多T;一明認f;j合)
を乗じ求めた。

河川の拡大倍率は目々の水位によって変化する。 したがつてtラツプ効率の値もその都度変化するこ

とになる力・、 毎日標識角、を放流してその効率を調査することは't1実上因難なので、 今回は、 3・ l - 5月lこ

行なった平均値を使用したo

調査計画 「西別川におlナる再生産効率の向上に関する31ll査」の目的は3. 'l . 5 月の 3ケ月 l こ ial つて放流

した稚魚のどの時期のものが西別川の再生産に ir献するか、 いわゆる放流最通時は何月'直かの判定lこ

あり、 当写i業は河川環境面及不学魚の降下状況面から f在 ・l1-'、期の歩留調査を行なった。 この結果放流場i所よ

り 約 8 0  Km下沛の観測地点での降下状況は、放流時とは多少のくずれはあるが、当初予.連lの通り3つの

ピークを作り通過しており、 その通過率は79 . o 1 %を示した。

なぉ、 河川壊境面lこついては調査課よ り別;条 '1l l i,,の 一i定であるo

1 4 7



S l 5  昭和48年度降河稚魚保護事業

I 実 施 結 果

本年度の当該事業lこついては、 下記の項目について稚魚の安全なる降下と、 生残量の増大を目的

に実施した。

(1) さけ・ます稚角の輸送放流 .

稚魚の濯組萬、 防火用水への迷入防止、 1ll9堤、 ダム等の障害物回避を目的に適正地点までの輸

送放流を行なった。 特lこ本年は、 十勝支場管内で異常渇水及放流河川での魚病発生lこ伴ない初の

輸送放流を行なった。 この輸送には、官用車及漁業協同組合のトラツクを使用、官民一体の体制

下lこ適正放流量を目的とした移確、 分散、 還元放流を積極的に実施した。

(2) 害魚、害鳥及害獸防駆除

害魚1;l1l除lこついては千オ支場を除く5支場管内でイワナ、ウ グイ、 アメマス、ニジマス等放流

稚魚を捕食すると思われる魚類の補指駆除を実施した。 又、 害鳥lこついては、 北見、 天;l1lli支場管

内の地元猟友会等lこ依額し駆い1城を行なったが、 その他に も威かく物使用lこよる防除も実施、 害默

については、天塩支場管内においてミンク、野ネズミを対象 l1l1.防駆除を行なった。

( 3 ) 河川 - 、ト ロ ール
北見支場を除く 5支場管内lこおいて放流期の河川環境と稚魚の動向調査を行なぅo

(4) 河川消掃、 水路整備

放流水路の障害物(沈木、 倒木、庫界、 水草)の除去及迷入個所の段1塞等稚魚が容易に降下出

来得る清掃、構備を行なぅ。

(5) 広 報

チラシ、 ポス夕一を制作のうえ、 小中学較及河岸、 沿川の住民lこ配布し、 稚魚の保護を強調し

依賴する。

l 4 9



第 1 表  さlナ;ll体魚輸送放流結果

支場 事業場

輸 送 放 流 場 所 放 流 輸 送 放 流 尾 数

水 系 放 流 点 期 間 日数 輸送尾数 斃死数 放流9数

斜 里

紳 走

//

//

北 見

//

通 別

//

//

活 滑

//

幌 内

計

奥 薬 別

組 走

能 取 湖

バ イ ラ ギ

常 呂

ラ イ ト コロ

興 部

芭 露

佐 呂 間 別

興 部

猪 滑

雄 武

河口より上流
3lllm地点

自羽川合流点

メリ力ルシユナイ

二 ツ 岩

若 松 大 橋

3 線 橋

宇 都 橋

芭露橋下1llf l K

仁 倉 橋

與 部 橋 下 流

1 2 線 支 流

雄 武 橋 上 流

5 . l 7

4 .24̃2. 5

3. 5̃ 5. 8

3 . 1 4̃5. 8

3 . l 2̃3 . 1 4

4 . 3 0̃5. 2

4 . 2 3̃4 . 2 5

5 . 1 4̃5 . l 6

5 . l 3̃5 . l 7

5 . l 5̃5 . l 6

4. l 0̃4 . 2 7

4 . l 6̃5 . 2 6

4. 5̃4 . l 0

千尾
2 , 9 0  0

7 , 8 8 6

4.4 7 6

1 , 6 0  0

1 , 2 2 5

2 , 00  0

2,0 0 0

2 , 0 0 0

3,0 0 0

1 , 0 0 0

7 , 2 6 2

1 , 8 9 0

3 7 , 2 3 9

千尾 千尾
2.9 0 0

7 , 8 8 6

4 , 4 7 6

1.6 0 0

1 , 2 2 5

2.0 0 0

2.0 0  0

2.0 0 0

3.0 0  0

1 , 0 0 0

7.2 6 2

1 , 8 9 0

3 7 , 2 3 9

3

北

2

見

羅 臼

//

//

//

//

//

ル サ

サ シ ル イ

准 自

春 刈 古 丹

植 別

崎 無 異

養 魚 池

//

公 住 宅 横

春刈古丹橋下

捕獲場上流30m

河口上流80 0:m

5 . l 6

//

5 . 1 7

//

//

//

1

1

l

l

l

l

8 5 6

5 3 6

2.0 0 0

1 , 0 5 0

7 8 5

2 7 3

8 5 6

5 3 6

2.0 0 0

1 , 0 5 0

7 8 5

2 7 3

根

室

- 1 5 0 -

輸 送 方 法 1 回 当 り の 輸 送 状 況 放流時の

河川状況車 別 タ ン ク 輸送距離 酸素消費 水量・水温 輸送屋数

輪送目的

cn Km
2 5

8

7 5

1 3

6

5 2

9 0

2 5

6 2

3 2

6

2 5

㎡
5.0

2.0

9.0

3.0

0.5

l 0 . 0

10.0

5.0

8.0

8.0

8.0

4.0

t ℃

1 . 5 5̃6.5
千尾
6 0 0

5 0 0

5 0 0

5 0 0

5 0 0

5 0 0

4 0 0

4 0 0

4 0 0

2 5 0

2 2 0

5 0 0

7 4̃ t
8 l flf 5.3 i確 元4 t  (漁協)

l t  (官用)
(営業)

4 t  (漁協)

l t e自用)

1 . 5 t ( 官 用 )

1 . 5 t ( 漁 協 )

2.0  t ( 漁 協 )
1.75t(事業協会

1 . 7 5 t (事lli般

1 . 7 5 t (  ″ )
2.0 t (漁協)

2 . 0 t  ( ″ )

2 .0  t ( 営 業 )

2 .0  t (漁協)

l 8 0 X  9 0 X  9 0

3 0 0 X l 5 0 X 1 , 1 5

l 8 0 X  9 0 X  9 0

ポリタンク 1 . 5 t

アルミタンク 1 . 5 t

// //

// //

キ ャ ン バ ス

アルミ'ンク 1 . 5 t
//

//

移 n自

移 ;lll

演 概 i章t-
迷入防 止

1'l3'元・移所n

移 船

移 11l直

i器出元・移iill1

移 殖

0.8 7.2

1.0 3.5

1.5 2.0

1.5 8.5

1.5 3.0

1.0 5.0

7.0̃
1 0  l 1 8

1.2 2.8

常呂川7.0

ラ イ ト 7 0コ ロ

字都川9.o

已1ll1l:川8.5

仁倉川l3o

2 . 5 t  (漁協)

//

//

//

//

//

アル ミ タン ク 1 . 5 t

/

l

//

l //

//

//

l ?;
l ::

1.5 7.0

1.5 7.0

0.8 7.4

l
0.8 7.4

0.8 7.4

0.8 7.4

4 3 0

2 7 0

7 0 0

5 0 0

4 0 0

2 7 3

7.4

7.4

7.8

6.4

6.0

6.6

還元・移究真

還 元

移 殖.

還 元

//

- 1 5 1



支場 事「業場

輸 送 放 流 場 所 放 流 輪 送 放 流 尾 数

水 系 放 流 点 期 間 日数 輸送尾数 斃死数 放流尾数

伊 茶 仁

//

//

//

根 室

//

//

//

//

計 標l 別

//

//

計

古 多 糠

標 津

風 連

穂 番

忠 類

標 津

別 当 賀

温 標l 別

三 番 川

標 津

別 当 賀

春 別

中央橋下流1oOm

標 津 5 線

履 能 前 3 0 m

穂 香 橋

河口上流l3Km

″ 52Km

〟 4Km

″ 3Kltl

″ 500m

標津川 ?.. ,占俣落川の ロ流・・、、

捕 獲 場 前

春 別 橋

千尾
3 8 6

6.5 6 8

3 9 5

3 2 6

6 2 8

4 , 5 8 4

2 , 0 5 0

3 9 9

2 9 9

6 6 6

1 , 2 0 3

4 0 0

2 3 , 4 0 4

千尾 千尾
3 8 6

6.5 6 8

3 9 5

3 2 6

6 2 8

4 , 5 8 4

2 , 0 5 0

3 9 9

2 9 9

6 6 6

1 , 2 0 3

4 0 0

2 3.4 0 4

5 . 1 7

5 . l 4

5 . l 3

//

5. 8̃ 5 .  9

5 . 3 2̃5 . 2 4

5. 8

5 . 1 l

//'5. 9

//

5 . 1 6

1

l

l

l

2

3

1

1

l

l

1

1

根

事

太 田

鶴 居

//

//

釧 路

//

十 勝

幌 戸

l阿 寒

鹿 f f i

釧 路

l
//

チョロへツ

十 勝

幌 戸 収 容 場

大 楽 毛 川

河口上流20Km

下 幌 呂

l
下 錯 別

チ ョ ロ べ ツ

札内川本流大川
橋下流1Kmの処

5. 9

4.  5̃4. 6

4 . 8

4 . 1 5̃5 . l 3

4 . l 2̃5 .20

4.1 0̃5.1 4

4.  4̃4 . 1 5

l

2

1

5

1 5

2

6

l ,0  0 0

1 , 0 0 0

2.0 0 0

7 , 1 3 2

2 8 . 2 7 3

1 , 8 0 0

7 , 7 5 3

l , 0  0 0

1 ,00  0

2.0 0 0

7 , l 3 2

2 8.2 7 3

1.8 0 0

7 , 7 5 3

十

11 111

l

1 5 2 -

輸 送 万 法 1 回 当 り の 輸 送 状 況 放流時の

河川状況輸送距離 践素消費 水量・水温 輸送尾数

輸送目的

車 別 タ ン ク

Km
1 0

2

8 4

l l 0

3 2

l 6

8 4

9 8

9 9

l 2

7 7

5 7

㎡ t ℃

1.0 7.4

2.3 7.3

1.0 7.4

1.0 7.4

0.9 8.0

0.9 8.3

0.9 8 . l

1.0 8.6

0.8 8.4

0.9 8.4

0.9 8.4

1.0 9.0

千尾
3 8 6

6o(i, oo

3 9 6

3 2 7

3 l 4

6 0 0

5 0 0

4 0 0

3 0 0

4 0 0

4 t10

4 0 0

℃

11 . 5

9.0

8.4

11 .0

7.7

l 0 . 7̃
1 4 . 7

8.1

9.1

9.3

8.8

7.9

l 1 . 0

2 . 0  t C自用)

/ //

4 . 0  t (漁協)

// //

// //

2 . 0  t C富用)

// //

// //

4 . 0  t (漁協)

// //

2 . 0  t C自用)

4 . 0  t (漁協)

2 . 0 t  ( ″  )

アルミタンク 1 . 5 t

キヤン1パス 4 . 0 t

アルミ'ンク 1 . 5 t
//

//

//

//

//

//

/

//

F R P・ンク 1 . 5 t

還元・移殖

還 元

移 殖

//

/

還 元

移 殖

//

還 元

//

//

6 t  (漁協)
l・ ヨ・ト ラ ツ ク
漁 協 ト ラ ッ ク・一ツサンジュニア
漁 協 ト ラ ツ ク
ト ョ ; タ ダ イ ナ

官 用 車
サ ニ ー  パ ン

它 用 章
ト ョ・ス・ウト
ジ ュ ピ タ -
官 用 單
l グ ロ リ ア バ ン

F R P タ ン ク

l G F

a F

ビニールキヤンバス

K :K l 8 l 型 タ ン ク

箱 型 タ ン ク

ビ ニ ー ル 袋

6 4

3 0

6 0

5

l 2

l 0 1.5 7.5

1.5 7.5

2.0 7.3

1.0 9

7.5̃
2 8 0

8

6.5

5 0 0

3 5 0

4 0 0

2 5 0

3 0 0

l 2 5 0l 5 0

8

7.5

8.5

9.5

4.0̃ PH
l 1 . 0  5.9

7 0  PH

7.0

4.5̃ PH
7 7  6・27

移 殖

還元・移殖

//

放流河川に魚
病発生のため

放流河川環

):境悪イl:f!iltめ

還元・移殖

放流河川渇
1一水のため

6

1 8

3

1 5 3 -



輸 送 放 流 場 所 放 流 輸 送 放 流 尾 数

支場 事業場
輸送尾数

千尾
1,0 0 0

2 0 0

斃タl11数 放流尾数水 系 放 流 点 期 間 日数

十

(広 尾〕

//

計

豊 似

音 調 津

円佛川との合流点

河口より2Km上流

:f尾 千尾
1 , 0 0 0

2 0 0

4 . l 9

4 .20

l

1

勝

頓 別

(增 毛)

独 払

器 寒 別

信 砂

小 平 第

古 丹 別

風 ili 別

、iまl 別

増 幌

按払川支流
キムモ沼

器寒別収容所

信 砂  ″

小V集 ″

三毛別川と本流
合流織考Woom

風連別収容所

違別 ″

本 流 4 線 橋

5 . l 3

5 . l 5

5 . l 6

5.20

5 . 1 7

5 . l 8

5 . 2 1̃5 . 2 2

5 . 2 3

1

1

l

l

1

1

2

1

2 l 0

1 , 9 0 0

8 0 0

5 0 0

5 0 0

5 0 0

8 0 0

5 2 0

5.7 3 0

2 l 0

1 , 9 0 0

8 0 0

5 0 0

5 0 0

5 0 0

8 0 0

5 2 0

5.7 3 0

天

塩

計

千 ォ

//

//

//

//

//

//

静 内

厚 田

浜 益

沙 流

通 川

白 老

日 高 幌 別

仁 1催 別

歌 別

4 . l 0̃4 . l 5

4.26

//

4 . 2 7

5. 7

4.26

4 . 2 7

4.24

2

l

l

1

l

l

1

1

9 0 0

5 0 0

5 0 0

3 0 0

6 0 0

1.0 0 0

8 0 0

2 0 0

9 0 0

5 0 0

5 0 0

3 0 0

6 0 0

1.0 0 0

8 0 0

2 0 0

千

歳

- 1 5 4 -

輸 送 方 法 l 回 当 り の 輸 送 状 況 l 放流時の

河川状況車 別 タ ン ク 輸送距離 酸素消費 水iit ・水温 輸送屋数

:千・!1ii1
4 0 0

2 0 0

i11前送目的

営 (漁協)
ト ラ ツ ク

//

冷却装置付 2 t
ビニール・ン ク

//

Kn
2 0

8

㎡ t ℃

1.8 3.8

1.8 4.0

℃

9.0

8.0

(民) ト ラ ッ ク
4 t

(官)  ト ラ ッ ク
2 t

//

C富)2tトラツク
(営 ) 2 tトラツク

// //

// //

// /

// //

// //

// //

// //

// //

プラスチツクタンク

1 t'ン ク
//

//

//

//

//

//

5 0

6

1 6

4 0

7 8

l 0 5

l 2 5

2 2 6

1.7 5.4

5.9

6.0

7.0

8.2

8.3

7.5

7.0

2 l 0 移 殖

//

//

//

//

//

//

//

//

6.2

6. l

Pii
8.6 6.9

6.0 6.2

10 . 0  6.0

8.6 6.0

11 . 0

漁 協 ト ラ ツ ク
4 . 5 t

// //

4 . 0  t

// //

2 . 0  t

// //

//

/ //

4 t

// //

4 . 5 t

l 〟 ″
2 t 4 . 5 t

l // //

2 t

2 t タ ン ク  l ケ

1 tタ ンク  2ケ

1 t タ ン ク  2 ケ

2 t アル ミ :タン ク

//

l t・ンク  3 ケ
1. 5 tタンク 2 ・ケに'ンク l ケ
1 t・ンク 2ケ
1. 5 t ″  2ケ

l 2 t ア ル _・ン ク

9 9

l 2 0

8 5

5 0

7 5

1 6 4

1 9 3

8 4

4 5 0

5 0 0

5 0 0

3 0 0

6 0 0

1,0 0 0

8 0 0

2 0 0

移 列E

//

//

//

//

//

//

還元・移殖

、・'

- 1 5 5 -



輸 送 放 流 場 所 放 流 輸 送 放 流 尾 数

支場 事業場

水 系 放 流 点 期 間 日数 輸送尾数 斃死数 放流尾数

静 内

//

//

//

日 高 幌 別

元 浦 河

i 石

新 冠

照; 川

白 老

千尾
4 0 0

8 0 0

6 0 0

6 0 0

4 0 0

8 0 0

8.4 0  0

千尾 千尾
4 0 0

8 0 0

6 0 0

6 0 0

4 0 0

8 0 0

8.4 0  0

4 . 2 0

3 . 28

4 . 2 0

5. 1

4.27

4 . l 6

1

1

l

l

1

1

千

栽

//

敷 生

計

八 雲

//

//

//

//

//

//

ifi 別

//

//

(森)

//

//'

落 部

大 船

矢 尻

松 倉

知 内

福 島

茂 草

泊

朱 太

古 宇

資 気 別

長 万 部

島 崎

河口よりL5Km _日1f1

″ 5 ″

″ 2 〟

// l 0  //

// l 0  //

ふ化場養魚池

河ロより3Km上流

″ 7 //

上 流 東 栄tllll区

支 流 小 川

河口より23Km上流

支流
美 畑 橋

河口より
3.5Km上流

4 . 1 0

4 . l 8

4 . 2 2

4 . 2 3

4 . 1 6

4 . l 9

4 . 1 9

5. 9

5. 9

5. 9

5 . l l

5 . l 0

5 . 1 3

l

1

l

1

l

l

1

l

1

l

l

1

1

5 0 0

3 0 0

l 5 0

l 5 0

6 0 0

1 5 0

1 5 0

1 5 0

1 , 0 0 0

2 0 0

7 8 0

7 5 0

1 0 0

5 0  0

3 0 0

l 5 0

l 5 0

6 0 0

l 5 0

1 5 0

l 5 0

1.0 0 0

2 0 0

7 8 0

7 5 0

l 0 0

渡

島

- l 5 6 -

中ih 送 放 流 l 回 当 り の 輸 送 状 況 放流時の

河川状況

輸送目的

車 別 夕 ン ク 輸送距離 1酸素消費 水強・水温 輪送尾数

Km
5 9

5 1

3 6

2 2

6 4

1 5

mll t 千尾
4 0 0

8 0 0

6 0 0

6 0 0

4 0 0

8 0 0

t

2 t

//

//

//

//

漁協 ト ラ ツ ク
4 . 5 t

2 t アル ミタンク

//

//

//

//

1 t タ ン ク  3 ・ケ

還 元

還元・移タ直

//

/

//

選 元

営 (漁協)
4 t

//

2 t

//

//

//

//

//

4 t

//

//

//

//

//

//

//

2 t

//

/

官用 3 1

當 ( 漁 協 6 t )

// //

l ″ 3 t

一B用  3 '

v'ユラルミンタンク1.5t

//

キヤンパス  l t

//

ジュラルミン・ンク1.5t
キヤンパス  l t

//

F R R

ジュラ1ルミン 1 . 5 t

キヤンバス  l t

プラスチック 2 ・ケ
キヤンバス 3 ケ

// //

″ 2ケ

プラスチック 2 ・ケ

4 4 0

8 5 0

l 2 4 . 0

96 .0

l 3 7 . 0

1 6 0 . 0

2 0 1.5

70.0

2 5 . 0

69 . 0

l l 4 . 0

80.0

8.0

7.0

7.6

5.0

7.4

5.3

5.5̃
7.0

4.3̃
6.0

3.0̃
5.5

、、'

7.4

5 0  0

3 0 0

1 5 0

l 5 0

6 0 0

l 5 0

l 5 0

l 5 0

1 , 0 0 0

2 0 0

7 8 0

7 5 0

l 0 0

5.6

7.2

1 0 . 0

9.6

7.5

9.5

6.0

6.5

7.5

移 1li費

試 験 放 流

//

移 殖

還元・移 1ll直

試 較 放 流

移 殖

//

還元・移殖

移 殖

//

//

//

l 2 . 0

l 0 . 0

1 3 . 3

11.4

7.0

12.7

- 1 5 7 -



支場 事業場
事 前 送 放 流 場 所 放 流 i輸 送 放 流 ti i 数

水 系 放 流 点 期 間 日数 輸送尾数 斃 1;'Ii数 放流后基.数

(森 )

//

//

//

//

//

//

尻 岸 内

i責 丹

石 崎

大 鴨 津

汐 11l i

大 当 別

集 太

突 符

天 野

及 部

古 平

常 是1f

河口より1.11Km上流

丸 山 橋 地 点

河口より
上流5 ll,m

河口より上流2Km
頭首工下

銭亀沢ふ化場
放 水 路

河口より
2.2Km上流

黒松内
東川の地点

突 符 ふ 化 場

上 ノ 国 ふ 化 場

河口より
上流1.5Km

河口より6Km上
t1l',a称1al已の木の
:lili点

河口より上流
l 号a与の地点

4 . l l̃4 . l 5

5.2 3

5 . l 6

5 . l 4

4 .1 0

5. 7

5 . 2 2

5 . 2 0

5 . l 6

5 . l 4

5. 2 3

5. 8

二l 11ii
9 0 0

6 0 0

8 0 0

l 0 0

4 0 0

6 0 0

4 0 0

7 0 0

2 5 0

8 0 0

2 0 0

6 0 0

1 1 , 3 3 0

千尾 千ft
9 0 0

6 0 0

8 0 0

l 0 0

4 0 0

6 0 0

4 0 0

7 0 0

2 5 0

8 0 0

2 0 0

6 0 0

1 1 , 3 3 0

2

l

1

1

l

l

l

l

1

1

l

1

渡

//

//

//

//

//

計

島

第 2 表  さ く  らます梅魚街前送放流結果

支場 ;lll業場

5 輸 送 放 流 場 所 放 流 当 的 送 放 流  尾 数

水 系 放 流 点 期 間 日数 事な1送尾数 111ii'ヒ数 放流尾数

根

室

根 室 無 別

忠 額

伊 茶 仁

事 業 場 構 内

河口上流
l 31l、m

事 業 場 構 内

4 . l 2

4. 9

4 . 1 2

千尾
8 0

2 4 0

8 0

千尾 千尾
8 0

2 4 0

8 0

l

l

l

- 1 5 8 -

事球l 送 放 流 l 回 当 り の 輸 送 状 況 放流時の

河川状況車 別 ・ ン ク 名1向送距離 酸素消費 水1嚴・水温 輸送躍数

事i1li送目的

i11用 3 t
' 自 ( 漁 協 ) 3 t

// //

// /

一iEj用 3 t

//

//

//

//

官用 3 t
営 ( 漁 協 ) 3 t

當 ( 漁 協 ) 3 t

'-e,用 3 t
営 ( 漁 協 ) 3 t

営 ( 漁 協 )  2 t

'宣 3 t
営 (漁 b離 ) 2 t

プラ;スチツク 2 ・ケ
キヤン-、:ス 3 ケ

// //

″ 2ク

プラスチツク 2 ケ

//

//

//

//

プラ:スチツク 2 ケ
キヤンぺス 2 ・ケ

l キヤンバス  2 ケ

l
プフスチツク 2 ケ
キヤン,'、:ス 2 ケ

キヤンバ:ス 2 ケ

プラ:スチツク 2 ケ
キヤンハス 2 ケ

Km
87 .0

2 8 1 . 0

1 2 0 . 0

1 6 0 . 0

4 7 . 0

3 9 . 0

9 6 . 0

8 8 . 0

1 1 2 . 0

l 3 9 . 0

2 6 0 . 0

3 7 . 0

iril ℃

9.0

、l 0

9.0

l 1 . 0

9.0

9.5

7.5

l 0 . 0

10.0

l 0 . 3

1 0 . 0

9.7

千尾
600̃3 0  0

6 0 0

8 0 0

1 0 0

4 0 0

6 0 0

4 0 0

7 0 0

2 5 0

8 0 0

2 0 0

6 0 0

℃

7.2

l 3 . 7

9.6

l 2 . 5

5.7

6.6

l 3 . 5

11.0

9.0

l 3 . 0

1 2 . 6

7.2

移 殖

//

//

//

//

//

//

//

l

//

//

//

簡 J 送 方 法 1 回 当 り の , 鶴 商 送 状 況 放流時の

河川状況車 別 ' ン ク 輪送距離 酸素消費 水量・水温
t t
6 e 5.5

1.0 6.6

6 1l, 6.5

輪送尾数

“電a送目的

官用単
ク ラ ウ ン バ ン

/

1 . 5 t ト ラツク

//

ク ラ ウ ン バ ン

Km
4 3.5

4 9 . 5

3 0 . 0

ai1 千尾
1袋  5

2 4 0

1袋  5

℃

5.4

5.5

7.5

1 . 8 e ポ り 袋

1 . 5 t ア ル 、タンク

1 . 8 e ボ り 袋

移 ;追

還 元

還元・移殖_

- 1 5 9



輸 送 放 流 場 所 放 流 輸 送 放 流 尾 数
支場 事業場

電死 基', 放流尾数水 系 放 流 点

河ロ上流 5Km

床 丹 抽 獲 場

期 間 日数 輸送尾数

千尾
l 0 0

l 0 0

6 0 0

根 計 根 別 春 別

床 丹

千尾 千尾
l 0 0

l 0 0

6 0 0

5 . 1 5

//

1

l

室 計

天塩 歌 登 北 見 幌 別 歌登事業場より
約 l 2 Km上流

上流大川及
下流小川

東 営 地 区

貝般沢タム
田下橋下

5 . 3 0̃5 . 3 1

5. 2 l

5 . 2 1

5 . 2 1

:i. l 8

5 . 2 2

2

l

l

l

1

1

7 5 7 5

1lli: 別 古 宇

朱 太

尻 別

道立森支場

八雲事業場

3 0 0

1 0 0

4 0 0

1 2 0

5 0

9 7 0

3 0 0

1 0 0

4 0 0

l 2 0

5 0

9 7 0

渡

島

計

第 3 表  からふとます和-魚輸送放流結果

輸 送 放 流 場 所 放 流

輸 送 放 流 尾 数  ・

支場 事業場

水 系 放 流 点 期 間 日数 輸送尾数 ,聽1l;ヒ数 放流尾数

北

斜 里

活 滑

//

奥 集 別

興 部

緒 滑

雄 武

河口上流 3Km

興 部 橋 上 流

ウ ッ ツ 橋

雄 武 橋 上 流

千尾
1 , l 0 0

5 0 0

1.8 2 4

2.4 0  0

5.8 2 4

千尾

千建.

1 , l 0  0

5 0 0

1.8 2 4

2.4 0  0

5.8 2 4

4 .2 4̃4.2 5

4 . 1 0

4 . l 2̃4 . l 6

3 . 2 S̃4 . l 0

2

l

5

見

幌 内

計

- l 6 0 -

輸 送 方 法 1 回 当 り の 輸 送 状 況 放流時の

河川状況車 別 :タ ン ク 輸送距離 酸素消費 水量・水温 輸送屋.数

輸送目的

漁協
2 5 t ト ラ ツ ク

//

1 . 5 t

F R P・ン ク
//

Km
5 7 . 3

6 3 . 9

㎡ t t
1.0 9 . l

1.0 9 . l

千尾
l 0 0

l 0 0

- ℃

l 1 . 0

l 1 . 8

還 元

//

宮用革 l t ジ ユ ラ ル ミ ン・ンク 1 2 . 2 0.8 5.0 7 5
5.6̃
6.2 還元・移館

営 ( 漁 協 ) 2 t

″ 2 t

営 ( 漁 協 )  2 t
及官用車

日 用 草

ジ ュ ラ ル ミ ン タ ン ク

キ ャ ン バ ス

//

6 9 . 0

2 5 . 0

9.5

5 . l

5.6

7.2̃
8.4

3 0  0

1 0 0

1 5 0

l 2 0

5 0

大川 5 o
小川1 o.o

l 3.6

5.0̃

l 1 . 8

移殖分散
放 流

分散放流

試験分讓

試験放術キ ヤ ン パ :ス 8 5 . 0
7.4̃
9.8

輸 送 方 法 1 回 当 り の 輸 送 状 況 放流時の

河川状況車 別 タ ン ク 輸送距離 酸素消費 水量・水温 輸送尾数

輸向送目的

魚協 4 t
ト ラ ツ ク

″ 2 t
ト ラ ツ ク

// //

//

// //

l、m
2 5 . 0

3 2 . 0

6.0

2 5 . 0

n・ll
5.0

8.0

8.0

5.0

t t
1.5 5.0

1.0 4.5

1.0 5.5

1.0 4.0

:l一尾
6 0 0

2 5 0

3 5 0

4 0 0

℃

8.1

4.8

4.8̃
5.2

移 殖

還元・移1lla1 . 5  t アル ミタンク

//

//

- 1 6 1 -



支場

輸 送 放 流 場 所 放 流 輸 送 放 流 尾 数

事業場

水 系 放 流 点 期 間 日数 輸送尾数 斃 1;'l:1数 放流尾数

根
(ル サ 1

計 根 別

浜 中

計

春 刈 古 丹

春 別

矢 自 別

千尾
4 0 0

3 0 0

2 0 0

9 0 0

千尾

千屋;

4 0 0

3 0 0

2 0 0

9 0 0

4 . 2 5

5 . l 7

4 . 2 0

河口上流 5K」n l

室

(增 毛) 暑 寒 別

信 砂

小 平 築

古 丹 別

風 迷 別

i電 別

猿 払

知 来 別

暑寒- 別収容所

信 砂 収 容 所

小平築収容所

本l11'と三毛別川
合おf.動 ら W

300m

風連別収容所

i素別収容  所

河口より6Ka1l:illll

//

5.15

5 . 2 3

5.2 0

5 . l 7

5 . l 8

5 . 2 2

5 . 1 0

5 . l 0

1

1

1

1

l

1

l

l

6 0  0

9 0 0

5 0 0

5 0 0

5 0 0

7 6 0

8 l 8

6 7 2

5.2 5 0

6 0 0

9 0 0

5 0 0

5 0 0

5 0 0

7 6 0

8 l 8

6 7 2

5.2 5 0

天

塩 (渡 払)

計

千 歳

l::
元 浦 川

仁 用i 別

日 高 幌 別

三 石

仁 雁 別

4 . l 5

5 . 1 7

5 . 1 6

5 . l 7

4 . 2 4

1

l

1

l

l

1 , l 0 0

1,0 0 0

1 , 0 0 0

5 0 0

5 0 0

4 , 1 0  0

1.1 0 0

1 , 0 0 0

1.0 0 0

5 0 0

5 0 0

4 , l 0 0

千

l

l

l 歳 - 1 6 2 -

輸 送 方 法 1 回 当 り の 輸 送 状 況 放流時の

河川状況輸送距離 破素消費 水量i・水温 輸送尾数

輸送目的

單 別 タ ン ク

漁協 2. 5 t
ト ラ ツ ク

漁協 2 . 5 t
ト ラ ツ ク

//

Km
1 2 . 0

57 . 3

3 5 . 5

nl' t ℃

0.9 2.2

1.0 8.7

0.8 7.0

千屋
4 0 0

3 0 0

2 2 0

t
6.2

l 0 . 6

6.8

l . 5 t  アルミタンク

1 . 5 t  F R Rタンク

1 . 5 t  アルミ・ンク

i國元・移殖

・

//

'高,トラツク 2 t

//

営 2 t ト ラ ツ ク
'a 2 t ト ラ ツ ク

// //

// //

// //

// //

// //

// //

営 ( 漁 協 )  4 t

//

l t夕ンク

//

//

//

6.0

1 6 . 0

40.0

7 8 . 0

5.9

6.0

7.0

8.2

7.5

7.0

5.0

5.0

6.2 移 殖

//

//

//

//

//

:最 元

移1lll1 ・還元

8 6  P H

6.9

6 0  PH

6.2

8 6  PH

6.0

l 1 0  PH

' 6.0

//

//

プラツチック 2.5 t

l 0 5 . 0

1 2 5 . 0

2 6 . 0

2 3 . 0

8 l 8

6 7 2

営 ( 漁 協 ) 4 t

営 ( 漁 協 )  l t
'自(国J)  2 t

9 (漁協) 4 t
官 ( 町 )  2 t

官 ( 町 )  2 t

/ //

1 . 5 t  2ケ
l t  l ケ

キヤ、ンパ:ス l ケ
″ 2ケ

″ 2グ
″ 1ケ

″ 2 ・ク'

// //

l

l 3 . 6

28 .5

3 0 . 0

5 0 . 0

l
25 . 0

1,0 0 0

5 0 0

1,0 0 0

5 0 0

5 0 0

移 殖

//

//

//

//

、・'

- 1 6 3 -



支場 事業場

輸 送 放 流 場 所 放 流 輸 送 放 流 尾 数

水 系 放 流 点 期 間 日数 輸送尾数 斃死数 放流尾数

渡

島

八 雲 大 船

汐 泊

l

l河口より
上流5Km地点

中 流 部

千尾
2 0 0

3 0 0

5 0 0

千尾 千尾
2 0 0

3 0 0

5 0 0

4 . 1 8

4 . 2 3

1

1

計

第 4 表  ひめます稚魚輸送放流結果

ひ め  ま す

支場

事 病 送 放 流 場 所 放 流 輸 送 放 流 尾 数

事業場 ・

水 系 放 1l1lll 点 期 間 日数 輸送尾数 斃死数 放流尾数

千歳 支 場 湖 支 笏 湖 5.8
千尾
1 , 5 7 7

千尾 千尾
1 , 5 7 7ポ ロ ピ ナ イ 1

支場 事業場 実施期間 実 施 区 域 実 施 内 訳

岩 尾 別

斜 里

北 見

浮遊池、飼 :言池

飼育池

常呂1l1 (日吉橋より下流川ロまで)

ラ イ ト コ l:,川 ( l 3 号 橋 よ り 下 流 ポ

ンド沼周辺

飛 来 防 止

//

地元1l事‘友会lこ依賴し、 常呂川、 ライ

ト コロ川同辺の飛来鳥額の実態調l

及び防駆除

北
4 9
4 . l 5̃5 . l 4

l 見 - 1 6 4 -

輪 送 万 法 l 回 当 り の 輸 送 状 況 放流時の

河川状況車 別 夕 ン ク 輸送距離 酸素消費 水量・水温 輸送尾数
輸送目的

lllm
8 5

9 6

m3 t t
2 8

千尾
2 0 0

3 0 0

t
7 .2 l 移 殖

l
//

営 ( 漁 協 ) 4 t

営 ( 漁協 ) z t

キ ヤ ン バ :ス

ジュ ラ ル ミ ン タ ン ク

輸 送 方 法 l 回 当 り の 輸 送 状 況 放流時の

河川状況

輪送目的
車 別 タ ン ク 輸送距離 酸素消費 水鑑・水温 輸送屋数

Km
7.0

m3 t t 千屋
1 , 5 7 7

t
営業 (借i 2 t 1 t  l ケ

駆 除 害 鳥 捕 1lll 稚 魚
防駆除具

油 額 羽 魚 權 尾
備 考

古 刺 網

一':・ ル

故 弾 銃 マ ガ モ

コ ガ モ

ヨ シ ガ  モ

オ ナ 1 i ガモ

カ ル 1 i モ

カ l フ ア イ サ

ウ ミ ア イ サ

ミ ズ 方  モ

キンクo-,、チ?
ヒ ド リ ガ モ

5 1

3 4

9

9

4

3

9

3 l

l 3

3

- l 6 5 -



支場 事業場 実施期間 実 施 区 域 実 施 内 訳

i●' 別

播 精

5.20~5 . 23 芭離川 ( lliili1川河ロより上流3Kmの

向 )

德滑ll l河口より上流20線地先まで

興部川河口より上行l2Koの間

操重興部河ロより上i i l f l 0 Kaの間. .

北見と同じ

北 4. l̃ 5 . 3 l

4. 1̃5 . 3 l

a・

//

見

(業 興 器

2 . 2 0̃5 . l 0

2 . 1 5̃5 . 3 l

1.2 2~S. 1l 6

3. 下̃5 .下

4. 1̃5.10

德 志 別

歌 登

西 別

//

天 塩

養魚油、飼育池

放水路及仮飼育池

養魚地薄口の精留部

養魚池

//

飛 来 防 止

//

//

食害防止原除

//

天

塩

第 6 表  害魚部除ならびlこさけ ・ ます権 .a 食害結果

採 取 場 所

支場 事 業 場 実加i期間

水 系 区 是對

採取漁具

北

見

斜 里 4. l̃5 . 3 l 斜 里 川

//

//

'無 別

斜里川支流エ トンピ川と北川

//

//

・ モ 網
//

//

根
室 素 別 5 .10̃5.20 放流ロから下流 ,l o o IDの間 刷細 ・:;'モ細

- l 6 6-

1 婚11 除 害 .el:一 -一一・̂ 目 _ 捕 1● 和, 角、
備 考

挺 額 羽 角. 種 屋

故 ;単 競 力 「フアイ サ

ウ ミ ア イ サ

ア イ サ

マ ガ モ

ウ ミ ア イ サ

力 l フ ア イ サ

コ ガ モ

キンクロ, fl:'ウ

ヨ i/ ガ モ

マ ガ モ

ウ - ア イ サ
力 'フ ア イ サ

コ ガ モ

1 5

2

1 0

2 8

6

l 5

1

1 3

1

5

2 l

4

3

,

//

古 刺 aa
日1受板・解識.」li

古 刺 細

/

//

l
1

ミ= i量 l
不 明 1

尾
3

S

ミ ン ク

野 11l、 ズ ミ

サ ケ

サ ケ ・ マ ス

操 取 魚
捕角されてし;ささlナ - ます構魚

備 考

魚 樓 尾 数 体 長 範 囲 魚 u 尾 数 体 長 範 開

イ ワ ナ

ア メ  マ ユ

= ジ マ  ス

6 5 0

3 4 0

1 7

5.2̃24 .0

12 . 0̃2 6.0

l 2 . 0̃3 0 . 0

さ け
さくらます

//

//

4 8 7

2 7 :2

l 7

イ ワ ナ 2 8 7.6̃l 6 . 2 さ け 8 S 3.6̃4.0 消化により屋数不明
のものあり

- 1 6 7 -



支場 事 業 場 実 施 期 間

5. 7̃5 . 3 1

5 . l l̃5 . Z 2

5. 7̃5 . 1 7

5. 7̃5 .20

5. 7̃5.30

採 取 場 所

採 取 漁 具
水 系 区 間

伊 茶 仁

根 室

計 根 別

虹 別

澳 中

伊茶仁川
支流ポ一川

標津川支流・'フラマツプ
当 幌

西 別

姉別川支演i
無名川

本流と下流各5oO m及支流ポ一川

飼育池放流ロから下流3 o o m

″ ″ 下 流 5 0  0 m

ふ化用水源;0ら下流6oO mの西別川

面育池放水口より下流60 o m

刺 3
タ モ 相

タ モ 網

夕 モ 細

タ モ 網

タ モ 細

根

室

十 札 内

幕 別

十 勝

太 田

3 . 2 2̃4 . 2 8

3. 5̃5 . 1 5

3 . 2 5̃S .14

5 . 1 4̃5 . 2 5

札内川支流
メ ム川

旧 登 別 川

x ツ プ ク 川

ホ マ カ イ 川

徳 志 別

.メム川河口より上流事業場這の間

事業場より遠別ll合流点に至る旧翻1W ll

事業場より札内川との合流点に至る
1 l ツプク川

事業場より尾幌川との合流点l':.至る
ホマ力イ川

曳 相 ・ 刺 網

曳 細 ・ 刺 細
ド ウ

曳相 - ド ウ
曳 網

タモ熟?・曳相

勝

天

徳 志 別 4 . 1 6 事業場より捕確:tell重iの放流水路
( 5 0 0 m )

天 塩

歌 登

4. 1̃ 5 . 3 1

6. l̃6 . 3 0

美 深

. 、 ン ケ ナ イ

ふ化場放水路より下流天塩川との合
流点に至る美深川

放流水路附近

曳 細

投お者・曳細塩

渡島 知 内 知 内 上雷地区簡易賽魚池水路及下流域

-1 6 8 -

採 取 魚 捕食されていたさけ ・ ます構魚

魚 種 尾 数 体長範囲 魚 種 尾 数 体長範開

備 考

ア メ マ ス

イ 1;l ナ

オ V ヨo ':ユマ

オ i / ヨコ t:'マ

ア メ  マ ス

ア メ マ ス

= ジ マ  ス

カ ワ マ ス

力 ジ カ

ア メ マ ス

ウ グ イ

2. l 4 7

7 7 9

3 9 7

2 3 8

1 l 7

1 6

1 3

7

2 7

5 6

1 3

1 4 . 0̃34 . 0

1 1.0̃1 6 . 0

l 0 . 0̃ l 6 . 0

1 0 . 0̃2 4 . 0

7.0~30.0

l 3 . 0~21 . 0

10 . 0̃1 7 . 0

2 1 . 0̃2 3 . 0

7.0̃1 !.0

10 .0̃ l 5 . 0

1 2 . 0̃l 6 . 0

7.5̃27.0

1 2 . 0̃28.0

2.9̃2 3 . 5

8.0̃37.S

さ lナ

//

//

さ け

さ け

さ lナ

//

//

//

さ け
からil,とます

0

3 2 , 2 0 5

6.2 3 2

2.7 7 9

1.5 l 7

6 l 6

6 0

2 7

2 1

1 l

l 4 4

5 4

3.0 4̃.6

//

//

3 .2̃4.6

4.0̃5 .0

3.6̃ 5 . 1

//

//

//

半消化のため
測定不能

//

消化lこより尾数不明
のものあり

//

//

//

//

//

//

//

//

//

//

ウ グ イ  ・ ニ
、t1' マ ス 他

//

ウグイ ・=ジ
マス - カl1;1カ等
アメマス・イ 1・ウ
かじか・力il'1い他

4 8 . 8 0 0

1 6 , 0  0 0

8.7 6 5

9 2

さ け

//

//

//

1 2 7 , 0  0 0

4 2.0 0 0

6 1 7

2 7

3.4̃6.1

2 .8̃3 .7 消化により尾数不明
多数あり

ア カ -'、 ラ
ア メ マ ス

ヤ マ 一、
泥 管

ク グ イ

ウ グ イ

ア メ  マ ス

泥 始

5.6Kl

3.6l'1t

0 . l1l1l

1.4Kf

3 0 OK l

3 l 5 尾

2尾

6 9尾

24 . 0̃26 . 0

27 . 0̃45 . 0

l 3 . 0̃ l 8 . 0

l 5 . 0 1̃ 7 . 0

5.6̃25 .5

l 9 . l̃2 2.7

9.0̃1 7 . 7

ま す

//

//

//

さけ ・ます

1 消化が進メ
j 報業言 i

l 6.0 0 0

5 0 0

、・'
6.0 0 0

1 2 0.0 0 0

,でぉり捕食
,も眼球数か
o 尾程度

3.5̃3.9

3.4̃3.9

3.4̃3.6

消化されているため
尾数不明
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第 7 表  河川パ ト ロール結果

支場 事業場

パ ト 口 - ル 区 域ハ ト 口一ル期間

及 回 数 区 域水 系

難 自

伊 茶 仁

5 . 1 5̃ 5 . 2 9
( 7 回 )  ・

5. l̃ 5 . 3 0
( l l 回 )

5 . l 0 ̃ 5 . l 5

( 2 回 )

羅 自

伊 茶 仁

忠 類

古 多 線'

標 津

当 幌

西 別

放流口より河口まで

放流口より河口まで

河口より上流5Kmの間

中央橋から河口の間

俵橋から河口の間

;tFlii通場上流 l ?mから河口美iの間

虹別事業場より旧西春別までの3 ・ケ所(圭水

橋、虹別橋、 西春別描)

根

5 . l li ll1 1 回 )
5 . ! 5 ̃ 5 . 3 1

( 4 回 )

5 . 2 1̃ 5 . 3 1
( 3 回 )

4. 1̃ 6. l
( 5 回 )

根 索

計 根 別

虹 別

毒

太 田

幕 別

札 内

十 勝

5. 8̃ 6 . 1 0
( l 2 回 )

4. 1̃ 5 . 1 5
( 7 回 )

2 . 2 7̃ 5 . 2 3
( 8 回 )

5. 2̃ 5 . 1 1
( 4 回 )

ホマカ イ川及尾幌川

旧 、金別川及猿別川

放流口より尾幌川河口這

ti業;li者より據別川と十lei川との合流点に 11i1lる

間

事 業 場 よ り 十 勝 1 l l 千代田堰提に至る

常出

ヌツプク川 l 8 号線よ り 4号線の間

十

メ ム 川 及 十 勝 川

勝 ヌ ツ プ ク 川

- 1 7 0 -

パ ト ロ - ル 状 況 及 結 果 概 況

パ 一レ区間3Km、 パ 一レ期間通して、 部雪水による增水など河川全体濁がa く、 魚ilfの確認 1
はなかなか困難があったが、川岸浅 l語lに 5 0  o ̃ 2. 0 0 0配程度の遊泳群を確認、総体的lこ降下が早か

つたo

l
上旬は增水時lこ逃通した称魚が散見されたのみであったが、 中旬より下旬にかけ、 l選1fiを開1llf1したため 

l

各所で群泳を認める。下旬後半は河口上流3̃ 4 o 0 mの地点lこもっとも多かつたo 

名tl送放流地点は河口より13Kmの地点、 5/1 2 l こは河口上tl'i 5Kmの:地占、で全く認められなかつたが, 5 /l 5
l こ ハ ト 口一ルした結果では河口附近lこ大群を認める。 しかし、一部はすでlこ降 1lf1lしたものと思われる。

河口附,iに小数群を認めたが、 大部分は降海した模様o

5/1 51表橋附近で計根別からの輸送放流1ll ll lと中標津からの自然放流群と見られる 1ll -f泳を認む、 5 / 7

標津5線から河口ll:.至る随所に称魚許.を高患むo 特 に11lli家li場附近lt大器f-泳 ( 5/ l 4伊茶仁よりの輸送放
流魚が主体)を認む。 5/2 2̃ 2 4 l こ根室からの等前送放流群4. 5 9 3千屋を主体とした書tをl表橋附1ii

l こみる。 5/3 l河口部で若干群泳を認めるが、主群はすでに降海したものと思われるo

ハトロール開始当初は河川湾曲都探めに2.o 0 0尾程度のfi9f-泳を認むo 5/ 3 lでは下流部から河口部
出i近lこ多く認められたが、 主群は大半降下したものと認められたo

今年は当河川で実施している再生産効率向上試?のための河川内考ll角1l.生態調査と併行して5回lこE i り、

理i境条件(水温、 p H、透視度) 、1 lil魚の分;有i、. l,'li.下状もtを調査したo結果 lこついては上記試りl'の中で
報告するが,、 期間中の平均気lnl,は 6 . 1 ' C、 水温8. l ℃、 ;P H 7・ 4 で あったo

5/ l l第2ポンプ建P f f近に小群泳あり、 5/1 4 尾 1ll1l l川との合流点に大群を金域にi競lめるo 5/ 2 5

描推場より尾幌川河口lこ大小の詳を認める。 降河は順調lこrrなわれているo  6/ 2補獲場附近に魚影

lllt当らなくなり、 河口lこも小群を認めるだけとなる。 6/1 o 全域l1;魚影なしo

4/ 1 1 7号附近lこ魚群を認む。 4/8i良別川l l:.も方々に魚影を散見、 4/ l 5̃ 5/8 l こかけて旧

?別及獲別川全域lこ大小の魚群を認む。 又1lll1魚の胃内容物もュ ス リ 力、イ ト ミ ミ ズ、11ンマルス等で満

腹の状況、 天然餌料の不足はない本求lこ見受lナる。 5/ 1 5 全 域 に角、影薄くなる、十1勝川lこ入つた,l期装o

2/下旬メム川 l 2号橋附近 lこ降下中の称魚を認める、 水温8 . 5℃、 P H 8 . 4 o 3/中旬 Jム川に大

型和魚が詳をなして時下。 4/下旬メム川全域に和:魚91l'を認めるも大型魚は見られず、 5/中旬~下旬
故見される稚魚は皆,」、型魚のみ、 大半十B券川に降下したものと認められるo
倒木、沈木3 2ケ所を権理、 5/2 4川全域 l こ和魚を認むo 5/ 7 急激に降下し 1 0  0̃ 2 0  o 尾の書t

が点々と認めるのみ、 水.島が数ケ所に認められる。 5/ 1 l ウ グ イ 1 0̃ 2 o ( ;nの大きさのものが群れ

ているのを認めるも 河川に稚魚の辞あまりなし
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支場 事業場

パトロール期間

及 回 数

-、 ト o - ル 区 域
水 系 区 域

大 樹

歌 登

4. 2̃ 4 . 3 0
( 1 4 回 )

3 . 1 6̃ 6. 7
( 3 4 回 )

雄 舟 川

北見幌別ll1表流,、ンク1ll,イ

放流水路より陸舟川河口lこ至る間

事業場より北見幌別1ll河口に至る間天

頓 別

天 塩

3.下旬̃ 5下旬

4 中̃ 5 下

頓別川支流ウソタ、:,'l、l

美 深 川

事業場より頓別川河口lこ.至る間

事業場より天?川との合流点lt至る美深川:l;i

千

歳

千 歳 ( 5 回 ) 千 歳 川 支場より江別の区間

渡

八 雲

利 別

尻 別

厚 沢 部

3. l̃ 4 . 3 0
( l 8 回 )

2 . 2 0̃ 5. 7
( 2 2 回 )

2 . 1 5 ̃ 5. 2 4
( 2 0 [ o l )

2 . 1 0̃ 5 . 3 l
( 1 9 回 )

遊楽部川及支流河川

利別川支流冷水川

1ll i1別川支流目名川

厚沢部1l限流目名川

事業場より遊楽部川河ロ這

事業場より利別川合流点lこ至る間

1ii業場よ l)ifi別川合流点lこ.至る間

事業場より厚沢部川河口這

島

- l 7 2 -

ハ ト ロ - ル 状 況 及 結 果 概 況

4/上 2  o 号線~ 9号繰 l1:.?る間lこ大きな者f を認む。 障害物害鳥等は認めず、 子供の和魚約い多し、

4/中 2 0 号 線̃9号線 l1::称魚の小群泳を認むo順調に降下しっつあり、 水温8 . 1̃ 8 . 9 'c、 4 /下各

所lこ小さい群も認めるも2 l日の降雨で大半降下したものと認む。河口lc:大群を認む水? 9 . 4 t。

解氷前より害鳥防除迷入接整備等W電害となる様なものの除去整俯を行なぅ。 4/ 6事業場より幌別川と

の合流点lこ装る ハ ン :ケナ イ川lこ確魚の遊泳を認む。 しかし、 4/7 - 4/ 2 4這の間融雪水による增水
で -、ンケナイ川及合流点附近は沼地の様な状態となり、称魚の確認は出来ず、 4/25幌別川河口附近
で多数のサケ称魚を見うlナる、 5月lこ入つても平水位よりや?增水ぎみ、凹地lt:迷入和魚を認め水路を
切つて再放流を行なった。

ウンタ ン川lこおける砂利採取あとの凹地に1ll醫'iiiしている称魚を水路を切つて4ケ所放流、 又河口より上

流6Kmの地点で行なわれているo 1l i1巾、河川切替工事lこよる称魚えの影報を考え、土現との話合をもち、
工事ll:.よる被害防止を行なった。

当川は防火用水、生コ ン K  K、1aヨll1l構等多<の :11ll:1入個所があるため、随時.パトロールを実施した。
合流点lこある凹地lt:た うっている和魚の再放流及防火用水両岸の附近に溜つているflll魚を堰1llllを時折取

はずし、 権魚の自然流下につとめた。

迷入基の点検、 子供lこよる和魚約、 l1整t下状況をハ ト ロールする、 支場より西越採卵? の区間lこ多数の

1Fll'魚を認めるも、舞鶴格より下流は融雪水による獨りのため和魚の確認が出来ず。

3/ l l 的 川 よ り 捕提場間lt;若千の称魚を認める。 3/ l 3 ̃ 3/2 o よどみに多数の群泳を見受ける

3/2 5 サ ランべ公園前にても 1il器角、見受lナられず、意激lこ降下したものと思われる。 3/2 2 t負よ り 融
雪水ll:.よる增水。

2/ 2 o ̃ 3/下旬、 目名川lこ少数の称魚の遊泳を認めるのみ。 4/中旬放流地点より鉄橋の間lこ群泳

を見る様 l こ な る o 4/ 2 l 大 雨 が 降 り、 4/2 2 の .,、ト ロールでは、目名川に/」、群泳を各所lこみるのみ、
本流の水位2m增水、 大半本流lt:.出たものと患われる。 5/上旬ほとんど日名川lこは稚魚の影みえず。

3/25這称魚の遊泳認めず、 3/ 2 9はじめて放流水路及-目名川に稚角.を認む河川水温7'c、 4 月一杯
目名川增水で魚影認めず、 5 月に入り目名川にて少数遊泳を認めるo 5 / 2 4 所 .別川合流点附近で遊泳

を認めるも、 代かき水lこよる獨りで確認不能。

放流水路の水温、 水量、 水位測及障害物有無の調査を行なぅ。又3月より以上の調査の他降下状況、 成

長状態の観察を実施、 4月lこ入り沿岸域調査特lこ混獲調査も併せて実施した。
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第 8 表  広 報 活 動

支 場 活

北 見

根 室

十 勝

降下梅魚の安全を計るため、小中学校lこ対し保護を文書をもって依llll

チラシ、 標語ポスターを制作のうえ関係団体及沿岸河住民に配布し和

漁組、 学校を通じ、 降下構魚のl果護を依頼する。

第 9 表  河 川 清 掃

支 場

根 幕

十 勝

天 輝

渡 島

実

羅日、素別、伊茶仁、 根第、中標津、計相L別、虹別、浜中各事業場lこ

管内各事業場lこ.おいて放流水ll1:, l こ投 9されている、 ビ= ー ル、?額及

″ ″ 降下lこ.障害となる風倒木、繁茂する水草、雑草

八雲、利別

1 7 4

魚の愛護を:P R し た。

1

施 状 況

おいて放流水路の流木、 塵1i:、 水草を除去、 その他迷f各封銷を行なぅ。

伊l・沈木の整理を行なぅ。

等を除去、水f'iの清掃、 整備につとめた。
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S l 6  稚 魚 飼 育 事 業

昭和48年度移魚飼育事業は、 当初計画どぉり4魚撞 (さlナ、 さくらます、 からふとます、 ひめま

す) を対象lこ事業を行ない、 飼育実積 ( 第 1表 )  lこ示したとぉり計画を上理る尾数を飼育し放流した。

又、実施個所も前年の62個所(道及民間を含む)を t-個る6 9個所 lこおいて実施されたo 特lこ今
年は、からふとますの捕獲増から採卵数も多く、従がつて飼育尾数及実施個所も前年度lt比して大巾

l こ ト・l国つた。

さけlこついては、全道 4 5 個 所 ( う ち 道 2 個 所、民間8個所)で実施し、 銅育計画尾数3 3 2 , 0 0 0

千尾lこ対し、 3 5 3. 4 3 1 千 尾 ( 達 成率 1 0 6 . 5 % ) の 飼 育 を行 な い 3 4 4 , 1 7 8 千 尾 の 1l第t魚を放流
した。

さくらます lこ.ついては、今年度は天塩、渡島の2支場管内6個所 ( うち民間3個所 )で実施し、飼

育計画尾数2,0 0 0千尾lこ対し、 2 , 7 2 9 千 尾 ( 達 成率 1 3 6 . 5 % ) の 飼育 を行ない、 2. 1 5 2 千 尾

の稚,魚を放流した。なぉ、この飼育尾数の中lこは千オ支場lこて実施している。 さくらます資源拡大再

生産事業の飼育数は含まず、 これlこついては別途報告の予定である。

からふとますlこついては、十勝支場を除く 5支場管内1 7個所 ( うち道 1個所、民間8個所 )で実

施し、飼育計画尾数14 , 0  0 0千尾lこ対し、 4 2 , 6 7 5 千 尾 ( 達 成 率 3 0 4- 8 % ) の飼育を行ない
3 8 , 3 8 7千尾の構魚を放流したo

この他、 昨年より飼育を実施したひめますlこついては、 千オ支場管内支場湖事業場lこおいて飼育計

画尾数2,0  0 0 千尾を下理る 1 , 6 4 5 千尾 ( 達成率 8 2 . 2 % ) の 飼育を行ない、 1 , 5 4 7 千尾の稚魚

を支場湖ポロピナイへ放流したo

これら 4魚種で合計 3 8 6. 2 6 4千尾の飼育放流となり、総放流数 5 4 5. 9 7 4 千尾 l こ対 し、 飼育
放流率は7 o. 7 % l こ 値 した。 この値は昨年度lこ比して、総放流数、飼育放流数、飼育放流率ともlこ下,

理つたが、 これは主として渡島、 根室支場管内では、 多雪lこよる水温上昇の運延、 十勝支場管内では

飼育時の水量不足ll:.伴なぅ水温低下が大きく影響している。

以上、各魚權別の飼育放流結果は第2、 3、 4、 5 表 に示したが、銅青放流職要は次のとぉりであ

る o  .

( さ  け )

3 3 2 , 0  0 0千尾の飼育事業実施計画ll:.もとづいて、 4 5個所で実施、計画をト'i回る 3 5 3.4 3 1

千 尾 ( 1 l 4 , 9 6 3 . 6 K1l l ) の移魚を対象 l こ 4 9 年 l 月 8日よ り 6月 2 5 目までの間給0lを行なったa

本年度は道立增毛支場の他民間収容場lt一おいても積極的ll;飼育を行ない、 飼育尾数こそ昨年を下

-1 7 6-

廻つたが、今年特に水利条件の態い状態の中で歩留は前年を上地る成積を示した。 これは飼育担当

事業場の風育 lt一対する描極的な熱意と適切な指導によるものと認められ,. こ う し て 3 4 4,1 7 8 千
尾 ( 2 6 5. 6 9 4 . 9 K f )の確魚を生産し各河川への放流を行なったo

本年度のさけの総放流数は、 4 4 5. 5 1 0 千 尾 で、 このうち飼育放流尾数は前記のとぉり、

3 4 4 , 1 7 8千尾で総放流数 l こ対する給 1国:放流率は77 .3%であったo

( さ  く ら ま  す )

当魚種の飼育は今年度天塩、渡島の2支場管内6個所で行なわれ、飼育尾数は昨年の約半数、

2 , 7 29千尾と計画数をやや上地る程度であった o し か し、歩留はさけ同様昨年より良く 2 , 1 5 2

千尾の稚魚を,中1章l、 河川lこ放流された。 この他に千オ支場千オ事業場において継続実施されている

さ<らます資源拡大再生産のための周年飼育魚の結果lこついては、 後目別券報告の予定であるo

( か ら ふ と ま す )

本年度当魚種の飼育は、十勝支場を除く5支場管内17個所で実施されたo 飼育尾数は一昨年同

様豊漁lこ惠まれた事から計画数の3倍にあ た る 4 2 , 6 7 5 千 尾 ( 計 画 数 は 1 4 , 0  0 0千尾 )を対象

l こ 2 月 1 目 よ り 6 .1」 2 5 月 までの間飼育を行ない 3 8 , 3 8 7 千尾の移魚を生産 (歩留 9 0 . 0 % ) 各

河川へ放流したo

(ひ め ま す)  .

当魚植の飼育は本年度で2度目、飼育尾数も計11ll1数lこは満たなかつたが、昨年を上理る 1 , 6 4 5

千尾(前年度は1 , o 8 5千尾 ) を対象 l こ 3月 1 1目よ り 5月 7目の間飼育を行なった o こ ,1l.)結果、
1 , 5 4 7 千 尾 ( 歩 留 9 4 . 0 % ) の1fl1ll魚を生産し、支場湖ポ口 ビナイ湖畔に輪送放流したo

-l 7 7



第 1 表  昭和 4  8年度稚魚飼青計画及実積表

t支 ; 種
さ け さ く ら ま す

実施

事業

場数

111ll 育

放流率

実施

事業

場数

飼 育

放流率

計 画 数 放流数 計画数 放流数

千尾

6 3 ,;i 0 0

千尾
6 3 , 5 2 2

1 1 5.5 1 7

%

55.0

千尾 千尾

1 , 9 1 3

%
9

(1)

北 見

根 室 9 1 2 6.0 0 0
1 0 6.6 7 7

1 1 2.4 9 5
9 4 . 8 5.7 3 1

十 勝

1 0

(4)

8 8.0 0 0
1 0 9 , 1 4 4

1 2 9 , 3 8 5

8 4 . 4

天 培

9

(3 1

2 4.0 0 0
1 8 . 8 3 5

1 9.0 0 8
9 9 . 1

5

(3)

7 0 3

7 0 3

1 0  0.0

千 歳

4

(1)

2 2 , 0 0 0

2 4 , 6 4 1

3 0 , 7 9 9

8 0 . 0 、 2

渡 島

4

(1)

9,0 0 0

2 1.3 5 9

3 8.3 0 6
55.6 1 2,0 0 0

1 , 4 4 9

1 , 4 7 7

98.1

- 計

4 5

( 1 0 )

3 3 2 , 0 0 0

3 4 4 , 1 7 8

4 4 5.5 1 0
7 7 . 3

6

(3)

2,0 0 0

2 , 1 5 2

9.8 2 6
21 .9

註 1 )実施事業場数・01間( 1内数字は道及民間個f?数
2 ) ( 1内数字は上段〇数lこ含んでいる

3 )放流数の欄  上段は一一 - ・ ・飼育放流数
下段は…一 -・ ・ 総 放 流 数

4)さくらます放流数の細国の渡島支場の数字lこは道立森支場、-1lli魚で分讓の1 2 0千尾
を含んだ数字である。

-1 7 8-

か ら ふ  と ま す ひ め ま す 合 計

実施

事業

場数

飼 育

放流率

実施

事業

場数

飼 育

放流率

実施

事業

場数

飼 育

放流率

計 画 数 放流数 計 画 数 放流数 計 画 数 放流数

千尾

7,0 0 0

千尾
1 2.9 5 2

4 4 , 2 1 7

%

29.3

千尾 千尾 % 千尾

7 0.0 0 0

千尾
7 6.4 7 4

1 6 1.6 4 7

%

4 7 . 3

5

(1)

1 4

(2)

4.0 0 0
7 , 3 2 6

9 1 3 0 , 0  0 0

1 0 6.6 7 7

1 2 5.5 5 2
8 5 . 0

1

(1)

1 , 2 6 6

5.9 6 2
21 .2

1 1

(5)

8 8.0 0 0
1 1 0 , 4 1 0

1 3 5.3 4 7
81 . 6

9

(61

2,0 0 0

2 0 , 1 5 2

2 2 , 7 4 6

8 8 . 6

2 3

( 1 2 1

2 6 , 0 0 0

3 9 , 6 9 0

4 2 , 4 5 7

9 3 . 5

1

(1)

1 , 4 9 5

6 , 3 1 8

23 .7 1 2,0 0 0

1 , 5 4 7

1 , 5 4 7

1 0  0.0

6

(2 1

2 4 , 0 0 0

2 7 , 6 8 3

3 8.6 6 6
71 .6

1 1 , 0 0 0

2 , 5 2 2

2 , 5 2 2

1 0  0.0

6

(1 1

1 2 , 0  0 0

2 5.3 3 0

4 2 , 3 0 5

59 .9

に l 1 4 , 0 0Cl

38.3 8 7

8 9.0 9 1
l 4 3 . 1 1 2 , 0 0 0 :: 1 0  0.0 6 9( 2 2; 3 5 0 , 0 0 0 3 8 6.2 6 45 4 5.9 7 4

70 .7

-1 7 9-



第 2 表  さlナ稚魚飼育成積表

支

場

事業場

国 料 給 国 飼 育 量 浮上魚体 発 死

尾 数

放 流

給解量
種
類
期 間 日数 尾 数 重 量 体長 体重 尾 数

K0l
2 0 0

7 , 3 1 5

2 , 9 3 0

7 8 0

1 8 0

3 , 9 0  0

1 , 6 2 0

1.4 1 0

7 6 0

千尾
2,0 0 0

1 5.0 0 0

6 , 0 0 0

5.2 7 0

2,0 0 0

1 6.0 8 2

8.3 0 7

6.3 4 0

3 , 6 9 4

Kf
6 0  0.0

4.9 2 0 . 0

1 ,560 .0

1,581.0

l5 40.0

5.4 6 8 . 0

2.092 . 1

2,092.0

9 2 9 . 0

om.

3.0 0

3.20

2.22

3.40

3.47

3 . 60

3.40

3.50

9
0.29

0 .33

0.2 6

0 .30

0 .32

0.34

0.30

0.33

0.25

千尾
2 0

4 5

3 2 4

7 0

2 0

3 0 4

4 5

3 4 0

3

千尾
1 , 9 8 0

1 4 , 9 5 5

5.6 7 6

5.2 0  0

1 , 9 8 0

l 5.7 7 8

8.2 6 2

6.0 0  0

3.6 9 1

岩尾別

斜 里

藤 琴

相 走

北 見

種 別

活 精

幌 内

(来通1

乾

//

//

//

//

//

・
//

//

4. 1̃ 5 . 2 0

3. l̃5.31

4. 1̃5 . 1 0

3 .18̃5 . 1 0

4.  l̃4 .30

3. 1~5 .20

3. 7̃5.2 6

2 .12̃4 . 3 0

2 . 15̃5.29

5 0

9 2

4 0

5 4

3 0

8 l

8 1

7 7

1 0 2

北

見

本年度計

前年度計

l 9.0 9 5

1 4 , 9 8 5

2 . 12̃5.31

2. 9̃5.31

6 4 , 6 9 3

6 4 , 0 1 2

20 ,282 .1

1 9 , 5 8 9 . 5

0.31

0 .31

1.1 7 1

8 7 3

6 3 , 5 2 2

6 3 , 1 3 9

羅 自

業 別

伊茶仁

根 室

中標津

計根別

虹 別

//

浜 中

厚 床

3.7 5 0

1 , 4 5 0

3.4 6 0

2 , 1 3 0

8 5 0

2 , 3 5 0

1 1.5 9 0

2 7 0

1 , 5 7 0

7 2 0

乾

//

//

//

//

・
//

乾
割

乾

//

3 .25̃5 . 1 8

4. 1̃6.10

4 . 1 1̃5.10

3 .15̃5 .21

3 . 2 5 ̃ 5 . 1 0

3 . 1 5 ̃5 .10

2 . l 2 ̃ 5 . 1 4

2 . 1 2̃ 5 . 1 4

3.20̃5.17

4.20̃ 5 . 2 0

5 5

7 1

3 0

6 8

4 7

5 7

9 8

9 8

8 4

3 1

9.0 6 3

5.8 2 9

1 3.9 0 5

9.9 2 7

7.9 4 5

9.0 2 1

4 3.7 4 6

9 7 0

6 , 6 6 0

2 , 9 5 2

2.6 2 8 . 0

1.9 8 1 . 9

3,732.8

3.3 7 5 . 0

2,463.0

3,187 .1

1 4 , 8 7 3 . 6

3 2 9 . 6

1 ,973 .8

1,0 04 .0

3.30

3.50

3.40

3.16

3.50

3.39

3.30

3.24

3.4C

3.50

0.29

0.34

0 . 2 7

0.34

0 . 3 l

0 .35

0.34

0.34

0.3 0

0.34

4 3

2 9

8 3

5 1 2

5

2 7 0

2 , 3 0 5

1 0

3 2

5 2

9 , 0 2 0

5.8 0 0

l 3.8 2 2

9 , 4 1 5

7 , 9 4 0

8 . 7 5 l

4 1 , 4 4 1

9 6 0

6.6 2 8

2 , 9 0 0

根

室

に=̃ に:::: :二2: 3 5.5 4 8 . 832 , 428 .3

0.3 2

0.2 9

3.3 4 1

9 8 7

1 0 6.6 7 7

1 1 0 , 0 3 8

-1 8 0-

※E  u…・・;:Lー ローピ ウ ム  D
これ等の

量 放流魚体 増

重

比

水 温 日 育

lii 積
備 考

重 量 体長

歩留 P H エ) 0 水 量
体宣 低 ̃ 高 平均

時

1 , 5 8 4 . 0

1 6.4 8 0 . 4

5 , 8 4 6 . 3

4,420.0

1,0 09.8

9,853.0

6.0 l 3 . 3

4 ,223 . 0

2 ,085 .5

Cnt
4.0

6.1

4.1

4.5

4.9

4.3

4.2

4.5

3.6

9l
0.80

1.43

1.03

0 .85

0.51

0.62

0 .73

0.70

0.50

%
99.0

99.7

94 .6

98 . 8

99.0

98.1

99 . 5

9 4 . 6

99.9

℃

6.0̃ 8.5

7.7̃ 9.5

7.2̃ 8.0

5.0̃ 1 1.0

5.0̃ 8.0

6.0̃ 9.0

7.0̃ 7 .5

5.1̃ 7.9

6.0̃ 7.0

t

7.4

8.2

7.7

8.5

6.5

6.8

7.2

6.4

7.0

ppm e/l1l;1t
9 0 0

2 0 , 0 0 0

nf
1 8 0

9 8 (

2 4 ,

3 0 (

5 1

9 5 (

2 5‘

9 3 ‘

9 1 :

2 . 7 6

4 .33

3 .96

2 . 8 3

1.5 9

1 . 8 2

2.43

2.12

2 . 0 0

7.2

7.3

6.9

6.8

6.8

6.8

6.5

6.4

11 .0

6.0 8 0  0

4 0 0

2 , 4 0 0

1 , 7 0  0

1 , 8 0 0

6 1

7.0

51 , 5 33 . 3

5 5.4 1 3 . 0

0.81

0.88

9 8 . 2

98.6

2 .61

2.84

5.0̃ 11 . 0

3.5̃ 16 .0

7,396.0

3 ,016 .0

4,975.9

5.l 7 8 . 0

5.8 7 6 . 0

5.6 3 0 . 0

2 8.1 7 9 . 9

6 8 0 . 4

3.6 6 0 . 9

1 , 479 . 0

4.5

4.0

3.9

3.9

4.5

4.2

3.9̃
4.2

4.0

4.3

3.9

0 . 8 2

0 . 52

0.36

0.55

0.74

0 . 6 3

0.68

0 .71

0 . 5 7

0.51

99 .5

99.5

99.4

94.8

9 9.9

97.0

94.7

99.0

99 . 5

98 . 2

2 . 8 3

1.5 3

1.3 3

1 . 6 2

2.39

1 . 80

2.0 0

2.09

1 .90

1.5 0

4.0̃ 7.4

5.4̃ 9.8

3 . 8 ̃ 1 2 . 5

2.3̃ 11 . 2

1.8̃ 14 .0

6.3̃ 7.7

9.0̃ 9.6

8.9̃ 9.3

4.5̃ 13 .0

2.0̃ 8.5

6.2

7.4

9.3

5.5

6.3

7.0
、、

9.3

9.1

8.8

6.5

7.2 g・0 2 ,80  0

5.0 0 0

1.1 8 0

4 4 0

1 , 0 8 8

1 ,08C

6 1 2

3 0 0

3.0 0 0

1 K

5 0 ;2l

2 0 4

3 9 0

6.9

7.0

8.2

7.7

3,0 0 0

2 , 0 0 0

4,0 0 0

3 , 6 0 0

1.5 0 0

3.2 0 0

7.3

7.3

7.4

10.4

9.0

無標識群)

標識群
Cl部歸11中に)
※Eu、 Dlf、
sm混

6 6 , 0 7 2 . 1

8 6.7 9 3 . 2 l
l

0 . 6 2

0.79に::◆

は放射化分析用と
y…・・デイス
して標識群の

プロ シウム S m…・・サマ り ウ ム
西料lこ混入して、 二重標識したo

-1 8 l-



支

場

解 料 給 ,国 飼 育 量 浮上魚体
発 死

尾 数

放 流

尾 数

事業場

給解量
程i
額
期 間 日数 尾 数 宣 量 体長 体直

K1ll

3.5 6 0

2 , 0 2 0

3.3 5 0

2 , 3 2 0

9 2 9

5 8 0

4 5 0

2 0 0

7 5 0

7,0 0 0

千尾

3 4.6 1 3

1 0 , 7 2 8

1 3.4 5 8

2 2 , 8 6 3

1 3.0 0 0

2.9 8 8

2 , 9 0  0

1 , 1 9 0

1.4 8 0

7.2 7 3

Kf

11 , 0 85 . 7

4 , 0 76 . 0

5.3 8 3 . 2

8.2 3 0 . 0

4 ,420 .0

1 , 1 3 5 . 0

9 2 8 . 0

4 6 4 . 0

4 4 4 . 0

2.4 0  0.1

om

3.40

3.60

3.50

3.90

3.50

3 . 40

,
0.32

0.38

0.40

0.36

0.34

0 . 38

0.32

0 . 3 9

0 . 3 0

0.3 3

千尾

1 , 0 4 0

9 6

3

2 0

5 0

1 8

3 0

7

2

8 3

千尾

3 3.5 7 3

1 0 , 6 3 2

1 3.4 5 5

2 2 . 8 4 3

1 2 , 9 5 0

2 , 9 7 0

2.8 7 0

l , 1 8 3

1 , 4 7 8

7 , 1 9 0

S1、l 路

1S 居

慕 別

札 内

十 勝

大 樹

(音 別)

(利 別)

(更 生)

(広 尾)

本年度計

前年度計

徳志別

歌 登

頓 別

中 川

天 塩

(信 砂)

(基寒別)

(船 泊)

(增 毛)

乾

//

//

//

//

//

//

//

//

//

2.2 5̃5 . 2 0

3. 1̃5 . 13

3. 1̃4 . 3 0

2. 7̃3.29

2 . 1 0̃4 .30

2.10̃3 . 3 1

3. 7̃5.15

1i.1 l、̃ 4 .17
3. 1̃5.10

3.20- 5.20

8 5

7 4

6 1

5 1

8 0

5 0

7 0

3 8

7 1

6 2

十

3.50

3.10

3 . 3 0勝

2 1 , 1 5 9

3 1 , 1 0 0

2. 7̃5.20

2. 1̃ 5 . 1 5

1 1 0.4 9 3

1 3 5.5 4 5

3 8.5 6 6 . 0

4 8.7 5 8 . 6

0.35

0.36

1 , 3 4 9

4 , 1 4 9

1 0 9 , 1 4 4

1 3 1 , 3 9 6

1.7 8 0

5 3 0

1.2 5 0

1 0 0

2 0 l

4

2 8 0

3 0

1 , 2 1 0

乾

//

//

//

//

//

/

//

//

2.20̃ 5 . 1 0

2 .15̃5 . 3 1

1.22̃4.20

2 .10̃ 5 . 1 0

:1;. 1 2̃5 . l 0

5 .10~6 . 2 0

4. 1̃6.25

5. 5̃6. 5

2.13̃5 .21

9 0

1 0 6

6 1

9 0

6 0

4 0

7 6

3 1

9 8

4 , 3 6 0

3.3 7 0

3.6 0 5

5 0 0

1 , 6 0 8

4

3 3 6

2 6 1

5.8 2 0

1.5 6 9 . 6

1 , 019 . 5

1 ,104 .8

170 .0

5 4 6 . 7

1.1

90 .7

70.0

l , 1 3 8 . 4

3.35 0.36

0 . 3 0

0 . 31

0 . 3 4

0.34

0 . 2 7

0.27

0 .27

0 . 20

1 6 0

1 5 4

1 7 3

1 2 8

6 6

1

3 6

1 1

3 0 0

4 , 2 0 0

3.2 l 6

3 , 4 3 2

3 7 2

1 , 5 4 2

3

3 0 0

2 5 0

5.5 2 0

天

3.40

3 . 66

2 . 2 0

塩

本年度計

前年度計

5.3 8 5

8.2 8 3

1 . 2 2̃6.25

2. 1̃6 . 2 0 ::::に: 0.290 .33 1 , 0 2 93 , 4 3 5 1 ,:l . 8 3 52 8.5 5 0

--1 8 2-

量 放流魚体 增

;i
比

水 温
水 量

銅 育

面 描
備 考歩留 P H D 0

童 量 体長 体重 低 ̃ 高 平均

t、0

27 , 3 44 . 7

7,655.0

2 3.2 7 7 . 0

1 6.6 7 5 . 0

8.6 7 6 . 0

3.564 . 0

1,292.0

1.8 8 0 . 0

l , 5 0 8 . 0

11 , 0  00.7

on g
0.86

0 .72

1 .73

0.73

0 . 6 7

1.20

0.45

1.5 C

1.0:1

1.5.

%

9 1.8

99 . 1

9 9 . 9

99 . 9

99.6

99.4

99.0

99.4

99.8

98 . 9

t

7.0̃10 .0

5.0~ 9.5

4.0̃1 0 . 6

7.6̃1 0 . 3

2 . 5 ̃  9.3

6.8̃ 7.1

5.8̃10 .3

5.5 ̃ 6.5

5.7 ̃ 6.3

6.7 ̃ 8.3

t

8.0

7.0

6.9

8.3

5.0

6.9

7.7

6.2

6.0

7.0

p p Ir e/111lt
8.9 0 0

2 , 3 0 0

5 , 7 0 0̃
8.0 0 0

7 , 0 0 0

2 , 4 0 0

3 5 0

1 , 7 0 0

4 2 0

2 3 5

4 , 0 0 0

nil

3 , 2 4 9

1 , 0 3 5

3.2 2 2

9 5 0

3.2 5 8

1 5 2

3 6 0

1 3 2

3 1 6

1 , 3 0 0

7.0

6.8

2 . 6 9

1.89

4 . 3 3

2.03

1.97

3.1 ,e

1.41

4.0 i

3 .4 (

4.6'l

4.4

5.7

4.6

4.7

4.4

3.8

5.4

4.4

5.:3

6.8

6.9

6.3

6.6

6.9

6.7

6.8

6.0

1 2 . 9

1 2 . 0

8 2 %

1 2 . 5

1 1.5

1 0 2 , 8 7 2 . 4

1 5 1.589 .0

0 . 9 4

1 . l 5

9 8 . 8

96.6

2 . 6 8

3.19

2 . 5 ̃10 .6

0.0̃1 2 . 3

5.9 2 2 . 0

1 ,909 .8

3.0 7 5 . 5

4 3 1.5

9 8 6 . 8

2.5

1 0 5 . 9

77.0

2,221.4

5.82 1.77

0.59

0.90

l.1 6

0.64

0.84

0.35

0.31

0.4 (

96 . 3

95.4

95.2

7 4.4

95.9

75 .0

89.3

95.8

94 . 8

4 . 9 l

l.9 7

2 . 9 0

3 .41

1.88

3.11

1.30

1.14

2 .0 (

6 . 0 ̃  7.0

1.0̃ 7.0

5.4 ̃ 9.0

3.5 ̃ 6.5

3.1̃ 5.8

4.2̃ 9.8

2.4̃ 7.2

6.0̃13 .0

5.3 ̃ 7.3

6.5

4.5

6.0

5.0

4.5

7.2l

5.4

8.0

6.4

1.0 0 0

1 , 1 0 0

9 0 0

2 0 0

3 0 0

4 0 0

2 5 9

2 5 5

7 2 9

5 0 0

1 6 6

6 0

6 0

2 3

9 0 0

5.8

5 .40

4 . 30

3.82

3 . 3 7

4.0 0

5.7 8.8

2 5 0

4 ,50  0

::::

:0 9 4 .89 .

: 1.0̃13.l2.0̃10 .

-1 8 3-



支

場

事業場

解 料 給 iEl 飼 育 量 浮上魚体 斃 死

尾 数

放 流

給国量
權
類
期 間 日数 尾 数 真 量 体長 体童 尾 数

1lSl

2.2 7 0

6 1 0

1.3 6 0

8 0 0

千尾
1 0 , 0 1 9

7 , 3 2 2

6.2 5 0

2 , 15 4

Kl

2.492 .3

2 , 1 9 6 . 0

2 ,125 .0

6 6 3 . 4

c;1a
3.40

2.70

3.40

3.0 0

9l
0.25

0.30

0.34

0 . 2 5

千尾
1 3 1

1 , 3 2 2

1 5 0

1

千尾
9 , 8 8 8

6.0 0 0

6 , 1 0 0

2 , 6 5 3

千 歳

静 内

9lt 生

(余 市 .

乾

//

//

//

1. 8 ̃ 4 . 1 5

2.15 4̃.2 e

2 . 1 5 4̃ . 1 6

4 . 1 0̃5 . 1 0

9 8

7 3

6 0

3 1

千

歳 本年度lll li

前年度li1l

5.0 4 0

8 . 054

1. 8̃ 5 . 1 0

1 . 2 2 ̃5.28

2 6.2 4 5

2 7 , 7 2 2

7,476.7

8.3 8 7 . 3

0.28

0.30

1 , 6 0 4

1 , 9 9 4

2 4 , 6 4 :t

2 5.7 2 8

l 八 雲
渡 1 利 別
l
l

l 厚沢部
l

l ( 森 )
l

6 9 3

2 7 0

7 2 0

2 , 0 6 5

乾

//

//

//

3. 1 ̃ 4 . 3 0

2.23~4 . 1 5

2. 1~4 . 2 0

3. 4 ̃5 . 2 1

6 1

5 5

7 9

7 9

7 , 9 0 8

2 , 5 0 0

3.2 2 0

8.4 9 0

2,451.5

9 6 1 . 0

1,188.0

2 , 7 7 8 . 7

3 . 2 0 0 . 3 1

0.38

0.37

0.33

1 8 2

7

6 0

5 1 0

7 , 7 2 6

2 , 4 9 3

3.1 6 0

7 , 9 8 0

3.65

島 l本年度計
l

l

l前年度計
l

3.7 4 8

5.5 4 8

2. 1̃5 . 2 1

2. 1̃5 .15

2 2 , 1 1 8

2 0 , 5 6 2

7 , 3 7 9 . 2

6.5 2 3 . 9

0.33

0 .32

7 5 9

2 , 4 4 4

2 l.3 5 9

1 8.1 1 8

合

計

本年度計

前年度計

8 2 , 5 6 7

1 0 9. 8 9 0

1. 8 ̃ 6 . 2 5

1.22̃6.20

3 5 3.4 3 1

3 9 0 , 8 5 1

1 1 4 , 9 6 3 . 6

1 2 5.S 9 8 . 8

0.33

0 . 3 2

9.2 5 3

1 3.8 8 2

3 4 4 , 1 7 8

3 7 6 , 9 6 9

第 3 表  さ く  らます梅魚銅育成構表

支

場

餌 料 給 解 蘭 育 量 薄-上魚体
鹿 死

尾 数

放 流

事業場

給9l1:量 撞
額
期 間 日数 尾 数 重 置 体長 体直 尾 数

Kl
5 0

4 0

2 0 0

2 0 0

2 0

千尾
1 3 1

1 6 4

2 0 7

2 8 8

3 6

h l
24.2

52.3

62 . 1

86.4

1 0 . 8

(;m
3 . 1 4

3.2 0

9l
0 .19

0.3 2

0 . 3 0

0 .30

0 .30

千尾
1 1

1 7

5 7

3 8

千尾
1 2 0

1 4 7

1 5 0

2 5 0

3 6

歌 登

中 川

(:信 砂)

(署寒別)

C増 幌 )

乾

/

//

/

//

1 . 10̃5 .20

2. 1̃5 . 1 0

4. 1̃6.30

4.  1̃6.1 0

4 . 1 0̃6. 9

1 3 1

1 0 0

9 1

7 1

6 0

天

塩

2.50

-1 8 4-

量 放流魚体 增

重

比

水 温 飼 育

面 積
歩留 P H D 0 水 量 備 考

重 量 体長 体重 低 ̃ 高 平均

Kf

6.4 2 0 . 5

2 , 70  0.0

4,880.0

1,087.7

cm
4.6 0

4 . 10

4 . 2 0

3.70

,
0.66

0.45

0 . 8 0

0 . 4 l

1t
98 .7

81.9

97 . 6

99.9

t

6.9̃ 8.3

3.5̃l 1 . 3

g.0̃10 . 0

4.0̃ 9.0

℃

7.6

7.2

9.5

6.5

p p n ey分
3,0 0 0

6 5 0

2 , 4 0 0

2 5 0

6 2 f l
5,, {器業電観

:: l
6.82.64

1 .50

2.3 5

1 . 6 4 6.9

l 5.0 8 8 . 2

1 9.0 9 8 . 0

0.61

0.74

93 .8

9 7 . 8

2 . 1 8

2 . 47

3.5̃1 l.3

3.0̃ 9.0

4.0 1 7 . 0

2,079 .0

4.7 3 5 . 0

4 ,565 .5

3 . 8 0 0.52

0 .83

1 .80

0.57

97 .7

9 9 . 7

9 8 . l

94.0

1.6 8

2.18

4.86

1.7 3

5.4̃ 8.9

2.0̃ 8.0

9.8̃12.0

9.4̃10.9

6.6

5.9

11 .4

1 0 . l

8.0

7.2

7 9 3

2 2 2

2 3 5

1.0 0 0

6 . 2 2 5 0 5

6.0 0 0

1 5.3 9 6 . 5

1 5.0 7 9 . 5

0.72

0.83

96 .9

88 .0

2 . 1 8

2 . 5 9

2.0̃1 2 . 0

3.5 1̃ 2 . 0

に::
0.77

0.95に:
l 2.33
l 2.9 l

1.0̃14 .0

_
l

量

重 量

放流魚体 増

iii
比

水 温

器 li 備 考

体長 体重

歩留 P H
l・'
D 0 水 量

低 ̃ 高 平均

与
67.8

1 4 7 . 0

2 0 1.0

325 . 0

18.0

cm
3.98

4 . 8 0

5 . 0 3

l 4 . 8 8
ll 4.20

9:
0 . 5 6

1 .00

l 1 . 34

l 1.3 00.50

%
9'1.6

8 9 .6

7 aS

8 6 . l

1 0 0 .lC

2 . 9 5

3 . 13

4 . 4 7

4 .33

1 .67

t

1.0̃ 7.0
l
3 . 5 ̃ 6.5
l

l-

2.4~ 7.0

3.0̃11 .6

. t

4.8

5.0

5.8

5.0

6.6

ppm e/'11il
4 5 0

2 0 0

4 0 0

ml'
1K
1 2 械 用

5 0 0

6 0

4 0

1 5

5.8

6.0

-1 8 5-



支

場

事業場

ill 料 給 解 飼 育 量 浮上魚体 発 死

尾 数

放 流

尾 数給国量
種
額
期 間 目数 尾 数 重 量 体長 体童

Kg
5 1 0

6 2 6

千尾
8 2 6

1 , 3 8 6

Kf
2 3 5 . 8

3 6 3 . 4

cn ,
0 . 28

0 . 26

千尾
1 2 3

1 7 1

千尾
7 0 3

1 , 2 1 5

天

塩

本年度計

前年度計

1 .10̃6 . 30

2. 1̃6.3 0

渡

島

尻 別 8 0 0 乾 2. 7̃5.20 1 0 3 1 , 9 0 3 4 1 8 . 2 3 .27 0 . 2 2 4 5 4 1.4 4 9

本年度計

前年度計

8 0 0

1 , 0 2 0

2. 7̃5 . 20

2. 8 ̃5 . 2 0

1 , 9 0 3

2 ,30  0

4 1 8 . 2

5 2 9 . 0

0.2 2

0 . 2 3

4 5 4

8 5 0

1 , 4 4 9

1 , 4 5 0

合

計

本年度計

前年度計 二:「1 に::: 2.7 2 9

5.3 8 0

6 5 4 . 0

1 ,286 .4

0.2 4

0.24

5 7 7

1 , 1 8 1

2 , 1 5 2

4 , 1 9 9

第 4 表  からふとます確魚飼育成積表

支

場

事業場

解 料 給 西 飼 育 量 浮上魚体
発 死

尾 数

放 流

給fil量 種
類
期 間 目数 尾 数 望 量 体長 体重 尾 数

K1ll
1 6 0

9 6 5

4 0 0

5 0 0

7 6 0

千尾
2,0 0 0

2,0 0 0

2 , 0 8 4

2 , 3 8 1

4 , 5 9 9

Kl

4 0  0.0

3 6 0 . 0

4 3 7 . 6

4 7 6 . 2

8 0 9 . 2

on
2.2

3.5

3.5

2.4

,lll
0 .20

0.18

0 .21

0 .20

0 . 1 8

千尾
1 8

1 2

2 l

5 7

4

千尾
1 , 9 8 2

1 , 9 8 8

2 , 0 6 3

2 , 3 2 4

4.5 9 5

岩尾別

斜 里

現 別

措 滑

(来 運)

乾

//

//

//

//

3. 1̃3.31

2. 1̃3.31

2 .12 3̃ . 1 1

2 . 1 2̃4 . 1 6

2. 4̃5 . 2 8

3 1

5 9

2 e

6 3

1 1 1

北

見 本年度il

前年度計

2 , 7 8 5

1.1 7 0

2. 1̃5.2 8

2. 1̃5. 5

1 3.0 6 4

4.9 6 9

2 , 4 8 2 . 8

9 1 2 . 0

0 .19

0.18

1 1 2

1 4 7

1 2 , 9 5 2

4.8 2 2

十

勝

(更 動 3 5 0 乾 4 . l 0̃5.10 3 1 1.2 7 6 2 9 3 . 0 2.9 0 . 2 3 1 0 1 , 2 6 6

本年度計 3 5 0 4 . 1 0̃5 . 1 0 1.2 7 6 2 9 3 . 0 0.23 1 0 1.2 6 6

:
頓 別

中 川

天 塩

2 0 0

l::;
3 . 2 2̃ 4.30

3. 1̃5.10

l3 .12̃5.10

4 0

l ::
7 0 0

4.3 1 8

4.7 0  0

1 6 8 . 0

8 6 3 . 6

1 ,128 .0

3.1

3.0

3.3

0 . 2 4

0.2 0

0 . 24

3 0

6 4 8

4 3 0

6 7 0

3.6 7 0

4 , 2 7 0

-1 8 e-

量 放流魚体 增

直

比

水 温 飼 育

面 積
備 考歩留 , P H D 0 ・ 水 量

重 量

ltgl
7 5 8 . 8

6 9 1.1

8 5 4 . 9

体長 体重

9
1.08

0.57

0.59

低 ̃ 高 平均

tom %
85.1

87 .7

76 .1

t

1.0̃11.6

1.2̃15.0

3.9̃ 9.4

ppm en rl1ll
3.86

2.19

2.684 . l 7 5.4 7.4 3.0 0 0 2 2 5 :成i識t森r、0
解 1 2 CFF尾
飾

8 5 4 . 9

9 7 1 . 5

0 . 5 9

0.67

76 . 1

63.0

2 .68

2.91

3.9̃ 9.4

3.3̃ 9.8

1 ,613 .7

3.6 9 1 . 1

0 .75

0.87

78 . 9

7 8 . 0

3.1 3

3 . 6 2

1.0̃1 1.6

1.2̃1 5 . 0

量 放流魚体 增

重
比

水 温
飼 育

面 積
備 考

重 量 体長
歩留 P H D 0 水 量

体重 低 ̃ 高 平均

R l
1 , 380 . 0

1 , 7 8 9.2

1,052.1

1.1 6 2 . 0

3 ,616 .0

(l;nt
3.3

4.7

4.4

3.8

4.2

,il
0.70

0.90

0 . 5 l

0.5 0

0.79

%
9 9 . 1

99 . 4

99 .0

97.6

99 . 9

t

2.0̃  4.5

7.6̃ 8.1

6.0̃ 7.0

7.0̃ 7.5

t

4.0

7.8

6.5

7.2

7.0

ppm e/1llt・
1 , 5 0 0

2 0 , 2 0  0

8 0 0

1 , 7 0 0

6 1

Trrt
1 8 0

9 8 0

2 0 0

1 7 8

9 1 2

3 . 50

5.0 0

2.43

2.50

4 . 3 9

7.2

7.3

6.2

6.5

1 1.0

7.0

8.9 9 9 . 3

3.2 4 4 . 9

0.6 9

0.67

99.1

9 7 . 0

3.63

3 .72

2.0̃ 8.1

2.5̃ 8.2
・l

9 3 7 . 0 4.0 0.74 99 . 2 3.22 5.7~ 6.3 6.0 6.7 12.5 1 3 3

9 3 7 . 0 0 . 7 4 99 . 2 3.2 2 5.7̃ 6.3

2 6 8 . 0

1 , 3 2 1.2

1,537.2

3.9

3.6

3.5

0.40

0.36

0.3 6

95 .7

85 .0

69 .6

1 . 6 7

1 . 80

1.50

5.4̃ 8.4

3.5̃ 6.5

3.1̃ 5.8

6.3

5.0

4.5

4 5 0

2 0 0

9 0 0

4 4
l

5 0 0

4 9 86.7 9.7

-l 8 7-



支

場

事業場

国 料 給 ill: 飼 育 量 ・ 浮上魚体 境 死

尾 数

放 流

尾 数給解量
種
類
期 間 日数 尾 数 重 量 体長 体重

Kl

5 0 0

5 0 0

1 2 0

9 5

2 0 0

2 1 0

千尾
4.0 0 9

7 8 9

2 , 5 8 6

8 5 5

2,0 0 0

4 , 2 9 2

K1ll

8 0 1 . 9

l 5 7 . 8

7 2 4 . 1

2 1 3 .7

4 0  0.0

8 3 2 . 6

om 9l
0.2 0

0.2 0

0.28

0.25

0.2 0

0.19

千尾
1 , 2 0 9

l 3 9

9 0 5

1 0

l 9 4

5 3 2

千尾

2 , 8 0  0

6 5 0

1 , 6 8 l

8 4 5

1.8 0 6

3.7 6 0

( 信  砂)

傍寒 :易lD

(:増 幌)

(船 泊)

C渡 払)

(增 毛)

乾

//

//

//

//

//

5.1 5̃6.25

4 . 1 0̃6 .19

4 .28~6. 9

4 . 2 6̃6. 5

3.20̃5. 9

2.13̃5 . l 3

4 0

7 0

4 3

4 0

5 l

9 0

天 2.5

1.8

2.8

塩

本年度計

前年度計

3 , 4 7 4

7 6 0

2 . 1 3̃6 .25

2.11̃6 . l 0

2 4 , 2 4 9

3 , 2 l 7

4.8 9 8 . 0

7 7 7 . 5

0.20

0.24

4 , 0 9 7

1 0 2

2 0 , l 5 2

3.1 l 5

千

歳

(余 市) 5 0 0 乾 3.20̃5 . l 0 5 2 1.5 0  0 3 0  0.0 0.20 5 1 , 4 9 5

本年度計

八 雲

5 0  0 3 . 2 0̃5 . 1 0

2.1 0̃4 . 3 0

1 , 5 0 0 3 0 0 . 0

5 l 7 . 2

0.20 5 1 , 4 9 5

渡 3 1 7 乾 8 0 2 , 5 8 6 2.8 0.20 6 4 2 , 5 2 2

本年度計

前年度計

3 1 7

7 2 5

2 .10̃4.30

2.10̃4.30

2 , 5 8 6

1.6 9 8

5 l 7 . 2

3 3 9 .0

0 .20

0.20

6 4

3 4

2 , 5 2 2

1 , 6 6 2島

合

計

本年度計

前年度計

7.4 2 6

2 , 8 4 5

2. 1̃6 .25

2. 1̃6 . l 0

4 2.6 7 5

l 0 , 4 9 0

8.491 .0

2 , l 4 9 . 5

0.20

0.2 0

4 , 2 8 8

l 9 l

3 8 , 3 8 7

l 0 , l 9 7

第 5 表 ひ・めます権魚飼育成積表

支

場

国 料 給 解 fi 青 量 浮上魚体 境 死

尾 数

放 流

尾 数

事業場

給商量
撞
1l目
期 間 日数 尾 数

千尾
1.6 4 5

童 量

時

l 7 6 . 0

体長 体重

千

歳

時

2 0 0

(:mL
2.20

,;l
0 . l l

千尾
9 8

千尾
1.5 4 7支場湖 乾 3. l l̃5. 7 5 7

合

計

本年度計

前年度計

2 0 0

l 8 0

3 . l 1̃5. 7

3 . l 0̃ 5.6

1 , 6 4 5

1 , 0 8 5

l 7 6 . 0

l l 9 .0

2.20

2.30

0. l l

0 . l l

9 8

7 6

1 , 5 4 7

1 , 0 0 9

-1 8 8-

:ll.
放流魚体 增

重

比

水 温 飼 育

面 積
備 考

重 量 体長 体重

歩留 P H D 0 水 温

低 ̃ 高 平均

1l,gl

2,744.0

5 7 2 .0

5 8 8 . 0

220 .0

5 9 6 . 0

1 , l 3 3 . 3

em 15l
0.98

0.88

0.35

0.2 6

0.3 3

0.30

%
6 9 . 8

82 .4

65 .0

98.8

90.3

87.6

t

4.5̃l 0 . 5

2.8~ 8.0

3.2̃l 1 . 6

5.0~1 3.0

7.2̃l 0 . 4

5.3̃ 7.3

t

7.4

5.2

6.7

p pm e/'l1lt
7 5 0

㎡

8 5 0

l 2 0

2 8 7

6 8

2 8 0

l 0 0

4.90

4.40

1.25

1.0 4

1.65

1.5 8

3.7

6.0 2.0 0 0

7 5 0

5 0 0

1 , 5 0 0

3.7 4.6

6.2

6.4

6.4 1 1 . 9 7

8.9 7 9 . 7

1.8 4 6 .6

0 .45

0.59

8 3 . l

96 . 8

2.25

2 . 46

2.8̃l 1 . 6

2.0~l 5 . 0

5 9 8 . 0 0.40 99.7 2.0 0 4.0̃ 9.0 6.5 6.9 2 5 0 2 8 0

5 9 8 . 0 0.40 99.7 2.0 0 4.0̃ 9.0 6.5

8 5 7.4 3.5 0.34 97.5 l.7 0 5.0̃ 7.4 6.0 8 . l l 7 2

857 . 4

1,396.0

0.34

0.84

97.5

97.9

1.7 0

4 .20

5.0̃ 7.4

5.6̃ 7.0

20 ,371 .4

6.7 8 6 . 5

0.53

0.67

90.0

97.2

2.65

3 .35

2.0̃ l l.6

2.0̃1 5 . 0

量

宣 量

放流魚体 増

童

比

水 温 .
l 飼 育

面 倍
備 考

体長

歩留 ' P  H D 0 水量
体宣i 低 ̃ 高 平均

時
3 8 7.0

om
3.2 4

. 3

0.25

%l
94 .0

t

7.5̃9.0
◆

8.0

ppm e/'1lllt
6 0 「

㎡

8 l2 .27

3 8 7 . 0

2 0 6 . 0 ::l 0.2 5l 0 .25

94 .0

9 3 . 0

2 .27

2 . 2 7

7.5 9̃.0

7.4̃8.6

8.0

8.0

-l 8 9-



品 質  ・ 形 状 能 燥 配 合 解 料

乾 燥 配 合 解 料

ク ラ ン プ ル

前 期 給 11l耳用 0. 5 m m ̃  1 .0  mm

後知1給 9El 用  1 .0 用m ̃  1 ・ 5 m m

成 分 l 組 蛋 自 4 8. o ̃ 5 4 . 0 %1,:1、上

組 脂 肪 4 . 0 ̃ 7 . 0 %

1 粗 繊 締 0. 2 ~ 1 . 5 %
ll 組 灰 分 l 0. o ̃ 1 3 . o %

水 分 7 . o ̃ l 0 . o %

配 合 原 料 ホ ワ イ ト フ イ ッ i /ユ ミ ー ル、肝粉、 .ltn粉、?;母、脱脂粉乳、小麦粉、 ア

ルフア一機粉、混 合 、 ::l、ラル、混合ビ夕 ミ ン

その他微 illt添加物

ビ タ ミ ン 含 fi

「 l l,la L l 1 0 今 ム 1 1 1- 、
v ・ A  4 , 4 0  0 I U ナ イ ア ジ ン  4 5 0  m9

1:l 3 0  m9 ハ ン ト テ ン 始  2 0  0 四

B2 9 0 mg

E l 8 0  り

? 3 0 m9

B! 2  0 . 0 5 m9

K 3 2 0 lng

D 1 , 0 0 0  I U

c l , o o o ng

バラア ミン安息容酸

コ リ ン

イ ノ シ ト ール

ビオチン

葉 酸

2 0  0 m9

4 , 0  0 0 m9
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I 増殖基礎調査

調 査 研 究 項 目

1. さlナ・ます卵の発生に関する調査

(1) さけ不受精死卵の出現原因に関する試験

l21 さけ卵受精, 発生機構に関する試験

2. さけ・ます確魚の生理 ・生態に関する調査

l1 ) さlナ・ます稚魚の生装調査

l2) 河川の餌科条 ・lと1に関する調査

(3) 姉別川の生物生産機構に関す

(41 川口沿岸の餌料条件に関する

(5) さくらます稚幼魚の生態に関
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さlナ・ますの生物統計調査一一 ・
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増 殖 基 礎 調 査

1. さけ・ます卵の発生に関する調査

(11 さけ不受精死卵の出現原因に関する試験

さlナ卵の人工ふ化行程中に生づる不受精卵の発生原因として, おおまかに親魚の卵の成熟度合

及び採卵, 受精時の取扱いが考えられる。 たとえ報魚の卵巣から卵巣卵が体腔内に ・排卵, 分離卵

が受精可能な成熱段階に達していても, その後の人工操作について , 究分な注意を払わなければ,

不受精卵が出現することがある。 すなわち第1魚の開腹時の潰卵の混入, 採卵時に使用する採卵盆

洗漁による残水, 採精時の水分の混入, 不良精液など, 発生.i化過程初期に多くの間題が集中し

ている。 その他の死卵の出現は採卵から収容までの卵操作中の請滿障害, たとえば卵膜の裂傷,,

吸水不充分, 卵の運搬時による二次障害, 卵の初期発生中の極端な異常分割などによる発生停止

卵, 発限時の不完全魚体卵などが考えられる。

捕獲盛期が選い湧別川のさけでは12月以降の卵の状態が,即時採卵(河川補獲直後採卵可能

な)できる状態なので, 基本的には長く 1注1養する必要がない。 この時期の河川水温は0℃に降下

し, 河川表面は凍結している。そのため補獲親魚の角l体温も o Cに近くなっているので, 卵受精

に支障をきたさないよう , より水温の高い落養池に収容して, 好適な条件下で健全な卵作成をす

るよう心掛lナて来た。 しかし今まで湧別採卵場で受精される卵には, 不'受'精及び死1lPが多く, な

お卵膜が粘着性をもち, これが恐らく卵移殖に少なからず支111事をきたし,  結果的に成績が惡<な

っていると考えられるので, 4 8年度より媒精,  洗滌に使用する用水に改良を加えたので, それ

に 伴 う一連の受精試験をぉこなったので, 概要を述ぺるo

機別採卵場用水の改良

従来, 当採卵場における, さけ・ますの媒精,洗滌, 吸 水 に并戸水 ( 3 . 5 ト ン , モ ー タ 一 2 基 )

を使用していたが, 受精卵の卵膜に粘着性が残るため, 昨年の試験にもとづき全面的に河川水を

用水として使用するように改良が加えられた。河川水の導水方法は, 河川捕獲補の上部の平水時

河水面下8 0 c mから 1 5馬力モーターにより河川水を揚水,害養池までの1 3 4 'nを導水してい
る。この間にマンホ ール4ケが設置され,  3番目のマンホ ー ル か ら 2 5 0 W モ ー タ ーで, 2 6 c m

径のパイブで採卵室内の6ト ン貯水タンク及び1 、1、_ン予備タンクに分水しているo採卵日前日に
貯水タンクに満水する。水温が低いため, タンク底部に沿つて, 8 ℃,の井戸水(従来煤精,洗権

水に使用していた)をひき,  12本の細管に分け保温に役立てており, 2 4 時 間に約 2 ̃ 3℃上

昇する。 さらに貯水タンクの一方に水温上昇装置を設置,採卵明始前2̃ 3時間連転することに
ょり水温を5 ̃ 7 °〇まで上昇させている。媒構用水は能'水タンクから採卵直前に媒精水タンク
( 2 8 0 .e )に貯水する。また3基の洗滌吸フ1l l.消には貯水タンクより直接, 卵量に応じてコツク
を調節しながら流している。 蓄養池へは池の周りに配管し, 従来通り井戸水を撒水すると同時に

河川水を混入している。そのために審養池の水温は従前より低く, 試験当日には4 - 5、' 6 ℃ 位 に
なっていた。蓄養池の水量は補獲尾数の多寡により, 井戸水,河川水の注水量を自由に調節しな

がら, あまり水温が極端に降下しないよう注意しているo

-1 9 5-



今年度は当河川のさけ捕獲数が1 8. 6 4 0尾 (使用親魚1  4. 1 8 7尾 )と少なかつたためと,,,

1器養尾数2. 0 0 0尾を越えることがなかつたため採卵の処理が6トンタンクで間に合つたわけで

ある。予備タンク ( 1 トン )も設置されているけれども ,補獲尾数が多い場合には当然使用水が

不足することになる。 それ故これから補獲数の多い時の処理なども考慮して, この時期の補獲直

後魚卵の受精度合を審養池と1-1・:.較したわけである。
調査日の河川水温は0 ̃ 5 '〇,書養池水温は5 . 0 ~ 7 . 0 '〇, P H 6・ 4 ̃ 6- 6 , I) 0 は 9 . 6 ̃
1 0 9 p  p M ( 7 6 . 5̃ 8 5 . 5 % ) ,媒精水も水温6 . 0 ̃ 8 , 0 ℃,, P H 6 . 0̃ 6・ 4 , D 0 9 . 1 一一
1 1 . 0 ( 7 5 . 5 ̃ 9 3 . 5 % )で在来より好条件であったo事業場職員と協会職員lこよる毎月1回

の測定では河川水のP Hは現在までのところ7 . 0内外である o

今年度の試験も前年までの結果と比較する必要から前年と同様な方法を採用するよう心掛lナた。

試験の使用親魚は雌雄合せ, 審養魚は体重2.0 ~ 4 . 5 Ke, フオ ー ク ' レ ングス 6 3・ 0 ̃ 7S.0cm,
補獲直後魚は体重1. 7 ̃ 5 . 3 的, フオ ー ク ・ レ ン グ ス 5 6 . 0 ̃ 7 5 . 0 c m ,両者共 ,年令は3、・ 4

年で, 7 7 %以上が4年魚だった。試験卵径は前者で6 . 4 5 ̃ 7 . 6 m ( 平 均 7・ 2 2 m ) , 後者で

6. g ̃ 7. gm ( 平 均 7 . 4 3m )の範囲で昨年とそれ程差異がなかつた o 蓄-式 ,也水温は前述した如
く水温が低く, 従つて魚体温も書養魚で6.0 ̃ 6 . 5 °C (平均 6 . 1 1℃ , ) , 捕獲直後魚ではさらに

低く ,  3 . 0 ̃ 3 . 5 ℃, ( 3 . 2 1 '〇 )の範囲で,前年までと同様,環境水温より約0 . 5̃ 1・ 0 ℃高か

つたo

ここに使用した語は昨年に準じた。 また均等卵とは数尾の親魚から採卵した混合卵, 混合精子

とは一定容器に数尾の親魚から搾出した精液を意味するo
経過

1. 媒精水の相違による試験

今年より媒精水に河川水を採用したので, この試験も井戸水による試験を中止したo 試験に

は雌雄を合め, フオー ク ・ レ ン グ ス 6 5. 0 ̃ 7 1 . 0 c m , 卵径 6 . 9 ̃ 7 . 5 m を使用した o雌 5尾

の均等卵を2分し,媒精,吸水,洗維水には, 一盆を河川水,他方を事業場のふ化用水を使つ
た。両組とも昨年までの事業卵の如く粘着性がなく,見掛lナ上,受精後約40分で, 吸水 , 正

常卵の如く卵膜は平滑に, i.li力性をもっよ う にな る 。 24時間後の卵標本lこ・よる卵分割,不受

橋割合について調査r lJであるが,前年度試驗と同様, 8 ̃ 16分割の範囲にあり, 不受精卵も

それ程変りない。 河川水とふ化用水による発限期淘汰後の受精率は次表に示す如く良好';il成績
であったが, 事業場ふ化用水使用の方が, 僅かに悪かつた。

死 卵 数
項 目 収容卵数

収容翌日 1 - . .
( % ) l 淘 汰 前 淘汰後 計

発眼卵数 発眼率

河 川 水

ふ 化 用 水

6 , 6 4 2

6 , 6 4 2

2 5 4

( 3 . 8 )
4 0 1

( 6 . 0 )

1 6 1

1 6 9

1 0 8

1 0 2

5 2 3

( 7 . 9 )
6 7 2

( 1 0 . 1 〕

6 , 1 1 9

5 , 9 7 0

92 .1

8 9 . 9

2. 難親魚の相違による試験

この試験は雌個体卵によって受精にどの程度の違いを生づるか, 蓄養魚と補獲直後魚でおこ

なった。蓄養魚のフオー ク ・ レ ン グ ス は 6 4 . 0 ̃ 74 . 0 cm , 卵 径 6 . 4 5̃ 7 . 4 5 m l1:-対し,捕
獲直後魚は5 6 . 0、・ 7 2 . 0 c m と 7 . 1 5̃ 7 . 6 0 naの範囲であったo審養魚の1尾づつ5組 ,捕
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按直後魚では4組に, 両組共それぞれ5尾の混合精子で媒精したo

その結果, 発眼時点の受精率は蓄養組の一例を除き, 直後組共に各個体毎に相違が少ない。

この試験結果では蓄養1lltiまa、より補獲直後」比速魚の方が成積が良い傾向が認められたo 蓄養組の低
い受精率を示した一例の原因は混合清子が同一条件なので, 卵質のためか, 成熟度合にあるか,
それに伴なう無理な採卵操作によると考えるo

項目
番卵
個
号体

死 卵 数
発眼卵数 発 眼 率収容卵数

翌 日 ( % ) 淘汰前 淘汰後

4 3

8 3 3

4 3

2 1 8

5 7

計 ( % )

蓄

養

魚

1

2

3

4

1l、

3.0 4 4

2 , 4 9 2

3 , 1 8 9

3 , 6 8 0

3 , 2 2 0

t 9.t)
t?i)
( i3 )
9 7
( 2 . 6 )

t i i )

1 3

9 5

1 5

1 1 5

2 2

1 6 5
( 5 . 4 )

1 , 0 6 0
( 4 2 . 5 )

ti.i)
4 3 0
( 1 1 . 7 )

2 1 6
( 6 . 7 )

2 , 8 7 9

1 , 4 3 2

3.0 7 3

3 , 2 5 0

3,0  0 4

94.6

5 7 . 5

96.4

8 8.3

9 3 . 3

捕

獲

直

後

魚
l ;1 4 l =:l =

1 5

l ( 0 5 )

3 1
( 1 . 0 )

7 3
( 2 . 8 )

1 4 5
( 4 . 9 )

1 2

2 6

1 1

4 1

1 9

3 l

4 2

l 1 8

l 9
( 1 . 6 )

3 8
( 2 . 9 )
1 2 6
( 4 . 7 )

3 0 4
( 1 0 . 2 )

2 , 8 5 4

2 , 9 0 0

2 , 5 3 0

2 , 6 8 4

9 8.3

97 . 1

9 5 . 3

8 9 . 8

3. 難親魚の相違による試験

蓄 ;表j;1美lはフオ ー ク ・ レ ン グ ス 6 5 . 0 ̃ 7 4 . 0 cm, 卵径 7 . 0 - 7 . 5 m, 直後角、で は 6 2・ 0 ̃
7 4 . 0 cn , 卵径 6 . g ̃ 7 . 4 51'mであるo試験2と同様 ,  両類魚それぞれの均等卵を作成, 4 組
づっに分lナ, それに雄・a4,l体4尾の精子を媒精した。媒精直前各個体の結液中の精子の活力を検
鏡し確認して試験を行つた。 発眼時の結果は次表の如くである。

番雄
個

号体

死 卵 数
発限卵数 発 限 率項目 収容卵数

翌日( %) 淘汰前 淘汰後 計

蓄

養

角.

1

2

3

4

] , 9 9 2

2 , 9 0 5

2.4 9 2

2 , 4 9 2

9 7
( 4 . 9 )

1 0 :2
( 3 . 5 )

1 4 1
( o . 7 )

1 7 1
( tl . 9 )

2

1 5

1 3

9 8

4 9

8 4

1 3、「

1 6 8

1 4 8
( 7 . 4 )

i9; )
2 9 1
( 1 1 . 7 )

4 3 7
( 1 7 . 5 )

1 , 8 4 4

2.7 0 4

2 , 2 0 1

2 , 0 5 5

9 2 . 6

9 3 . 1

8 8 , 3

8 2 . 5

補

整
直
後
魚 ;

2 , 3 2 4

3.0 2 1

1. 6 6 0

2 , 0 7 5

( i.さ )
t 9.3 )
8 8
( l li. 3 )

t i.1)

l 1

l f
l

3 5

1 0 4

6 4

l 2 7

8 0
( 3 . 4 )

i 言,9 )
1 6 9
( 1 0 . 2 )

2 7 5
( 1 3 . 3 )

2 , 2 4 4

2 7 7 1

l , 4 9 l

1.8 0  0

9 6 . 6

91 .7

8 9 . 8

8 6 . 8

上表より両組共に9 0 %以下の受精率を示したもの2個体づつあった o  均等卵を使用したの

で, この原因は精子の活力の相連によるものと思われる。受精率からいつて, それ程悪いとは
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いえない。 2 と  3の試験を比較して, 雄個体による精液の相違の方が受精率に大きな影響を

与えるように思われ,  混合精子の良いことがさらに明らかにされた。

4. 演卵試験

試験には フ オー ク ・ レ ン グ ス 6 2 . 0 ̃ 75 .0cm, 卵径 6 . 9 ̃ 7 . 7 m範囲の捕獲直後角、の親

魚を使用し,雌5尾の均等卵を4組に分lナ,その2組に潰卵を加え,残り2組には潰卵を加

えなかつた。 次lこ潰卵の一組と無演卵の一組を洗卵水で洗卵後, 雄5尾の混合精子で媒押1を
おこなった。各組の均等卵は外見的に4等分し, 1 . 5 %の潰卵を加えたoその結果は次表の

ように予想に相連し, 良好な受精率となった。

漬卵
% 洗卵

死 卵 数
発眼卵数 l 発卵一:-収容卵数

翌日 ( % ) 淘 汰 前 淘 汰 後 計

0

0

1.5

1.5

2 , 4 9 2

3 , 1 2 1

3 , 3 2 1

4 , 1 5 2

7 2
( 2.9 )

?it)
2 5 2
( 7 . 6 )

9 7
( 2 . 3 )

1 4

4 1

8 4

4 8

3 1

3 3

5 1

1 8 4

1 1 7
( 4 . 7 )

i9.3 )
3 8 7
( 1 1 . 7 )

3 2 9
( 7 . 9 )

2 , 3 7 5

2, 8 1 3

2 , 9 3 4

3 , 8 2 3

95 .3

90 .1

88. 4

92 . 1

行

″

//

各組により, まちまちの受精率となり, 洗滌したものの方が悪い成績であったこ とを考え

て見ると, 先づ漬卵を加えたものと, さらに洗滌した組の比被では, 潰卵は粘性が高く, 拡

散しにくいため, t費拌が不充分であったとも考えるo洗滌した組が悪かつたのは潰卵混合,

洗滌する時の取扱い, また, 洗卵水を試験直前に処法したため充分でなかつたことが考えら

れる。 この点, より正確な実験を詳細におこなう必要があろう。

5. 死後時間経過による試験

使用魚のフオー ク ・ レ ングス 6 9 . 0 ̃ 7 1 . 0 c m , 卵径 6 . 9 ̃ 7 . 7mの範囲で, 審養約 3 0
分後の雌2尾, 雄3尾を撲殺後,容器に混合精子を搾出,雌の魚体は平型容器に入れて,事

業場に運搬した。 ( 所要時間2 0分 ) ,雌親魚はふ化室に2 0分放置し ,撲殺後5 0分後に

ふ化用水で受精した結果次表のように良好な成積を得た。

死 卵 数
発限卵数 発 眼 率収容卵数

翌 日 ( % ) 淘 汰 前 淘 汰 後 計

6.2 2 6 2 6
( 0 . 4 )

7 9 1 6 4 ?ii) 5.9 5 7 95.7

以上の各試験項日は1 - 2回しかできなかつたので, これだけで充分な判断を下すことはで
きないだろうが, 今年度から湧別川の河川水を卵の受精, 吸水, 洗滌に使用するようになり,

寒冷時期の事業卵の卵膜硬化改善になり, 収容, 移殖時の減耗卵の減少に役立つたものと考え

る o  .

今年は補獲尾数が少なかつたので, 蓄養数lこ. も無理がなかつたことも相まって死卵数を1 o

%以内にとどめ得たのであろう。

現在河川水貯水タンクでは, 予備タンクがあるとはいえ,  1日の採卵処理尾数に限界がある
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ので,捕獲尾数の多い時のことも考えて,湧別川溯_t:角.の補獲直後角.の受精試験を実施した結果,

この時期の、機別川産さけ魚の一部に体内死卵が稀にみられるが, 始んどの角.の卵はi識 した角1の

卵との間に殆んど受精率には差異がなく好成横を示したo

さ らに, 死後一時間位のこの時期には, 魚体の凍結と採卵時の受精に際して充分環境条件, 操
作に注意するならば, 受精には何等支障がないことが認められたo

(21 さけ卵受精、発生機構に関する試験

千歳川の西越採卵場で捕獲されたさけの未要:精卵, 精子による受精と発生の機構について試験

した経過について述べる。

A )  さけ卵はリンゲル液中では精子の進入を受けても発生が起らないlナれども, 水に入れると

卵内表鷹部に並ぶ表属胞崩壊, 第 2 '題体の放出などの変化が始まり,接水後約10時間で2
細胞期になる。

そこで希望する時刻にほぼ同じ発生段階の卵を多量に得るための方法として,卵をリンゲル

液中で受清させ, リンゲル液に入れたまま保存し,  所定の時間に卵を一斉に水に移せばよい

と考えられる。そこでリンゲル液中で'要:精させた卵を, 1 4時開保存後水に移してみたo  リ
ンゲル液中保存は5 '0前後の冷蔵度と室温15 ̃ 18℃,で試驗をおこなった。

水に移した.卵を冷蔵1重に保存した場合, ほぼ正常に発生したのに反し, 室温保存の場合は,

接水後7 o時間前後で1lll11んどの与Pが白濁した。室温保存卵の 11lll分割率は接水後2 o時問

( 1 6̃32細包期、で調ぺたところ10 %以下で,正常発生させた1ll11l照卵の92%より著しく 1l度下してい1t:o
卵が接水後70時間前後に自濁するのは卵分割しない卵がこの時間の間に死んできたと言えるo

次に室温保存卵が何故卵分割しないかを組織切片で調ぺて見ると, リ ン ゲ ル 液 に l 4 時 間

保存しただけで接水させない卵では59核は正常な成熟未受卵表

精卵と同様第 2成熟分裂rl:'期の,'犬態にあり, 紡錘体の長軸
を卵表に直角に向け,表面近くに位置するのに対し,精核

は三極性の紡難体を作つて卵表近くにあった。 ( 図 l )

接水により卵核は第2極体を放出し, 卵前核は胚盤のほぼ中央へ向つて移動するが, 三極

性の紡錘体の精核は, そのまま三極分裂を行い, 接水後5時間l,一は胚盤表面近くに小さな星

状体が 3̃ 4ケ見られ,それぞれの屋状体に主かのクロマチンが付着していた(図2 )

接水5時間 e
つ,

図 2
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この星状体は非常に小さく, 細胞質の分裂を起し得ないと考えられるo

その後, 卵前核と精子由来のクロマチンの境りとの合一の徴候は見られず, やがて核様の
構造物は接水8時間後の卵には見られなくなる。 以上の結果から室温保存卵の卵分割が見ら

れないのは卵核が未受精接水卵の状況lc-あり, また精i?については単独で小さな星状体を作
り, その星状体の発達が起らないためであると結論される。

B )  さけ未受精卵を水に2分間入れると急激に受精率が低下する。 2分間接水した卵の組織切

片を調ぺると, 表層胞の崩壊は未だ殆んど始まっていないが, これを .l1 ンゲル液に移すと表

属胞崩壊,囲卵腔の形成がリンゲル液の中で進行するoまたりンゲル液で予め受精させた卵

を2分間接水させた後リンゲル液に移すとリンゲル液中で囲卵腔が現れるだlナでなく,約

1 o時間後に2細胞期になる。従つて卵が発生を開始するに充分な刺戟は接水2分間によっ

て成立していると考えオaばならないo

さけ卵はp H 2 . 0 ̃ 3 . 0リンゲル液や重金属を含むリンゲル液lこ入れると,表層胞の崩壊

なしに用室名律が形成され, 前以一::,てリンゲル液中で受精させてあれば, 」91l分割が引続き起るこ
とが分つている。 そこで酸や重金属で何分処理すれば卵発生開始に充分な刺戟が成立するか

を調ぺた。

結果は表の通りになる。

第 - 処 理 第 二 処 理
、 l '

1 0  0%卵分割を起させるに

充分な第一処理時間(分 )リ ンゲル液 (対照 ) リ ン ゲ ル 液

水

0.2%Z n S o・ ー リ ンゲル
o. 2%0 ac l 2  ー リンゲル
0.5%N i c l 2  ー リ ンゲル

0.5%c o 0 l 2  ー リンゲル

0.5%Mnc 12 ー リ ンゲル

酸性 リ ン ゲ ル ( P  H 2 . 0 )

リンゲル液

l
//

//

/

//

//

//

2

8

5

1 5

6 0

1 2 0  .

1 / 4

表より確とか金属イオンが短時間に卵に作用することを示し, 媒精前の成熟卵の取扱いに

ついて注意が必要なことを意味している。

2 0  0

2. さけ・ます稚魚の生理・生態に関する調査

l11 さけ・ます稚魚の生態調査

さけ・ます資源の増大を図るためには健康な稚角、の育成が大きな製-素であることはいうまでも
ないことである。 現在, 健康な稚角.の生産の一つの手段として全面的な人工餌の給餌手段がとり
入れられている。 最近の資源の大巾な增加はそれらの効果と評価されている。

しかし乍ら, 放流数の増大のためには必然的lこ養魚池への収容量の増大(過密度)と飼育効果

を高めるための集約的な養魚池の利用は稚'tlll、の発育機能に色々と障書を生む危険性のあることが

指適される。従つて德康な推魚の ・判定には流れに対する稚魚の最大泳力(稚魚のスタミナの度合)

で表示するのが最も適当と考えられ, その測定法が考案された。

その結果, 養魚池への収容密度が高まれば, また注水最が少ない場合には生産稚魚の泳力は減

少する傾向が明らかとなった。千歳支場における放流稚魚の泳力( 4月1 9日,平均体重 o. 9 1

9 ) の最大泳力は1 6 . 4 ̃ 3 3 . 0 c m/秒, 平 均 2 6. 5 cm/a1、,それに対して自然産卵による確角.
( 4 月 1 9 日 採 集 , 体 重 0 . 7 4 11l ) の そ れは 2 6 . 6 ̃ 4 9 . 1 c m /秒 ,平均3 7 . 2 c m//秒と示され,

人工ふ化稚魚の泳力は天然f能魚の7 o %前後という値が得られた。 そして機魚の泳力はその置か

れた条件lこ.よって大きく変動し,その連動録の多募が大きく作用することが知られた。また断 1llEl

処置による体11llの減少は泳力にも反映し, 断fEl1 ケ月の処置により体重が12 ̃ 2 1 %減少に対

して泳力は2 o - 4 3 %の減少が示され,体力の減少は泳力の減少に大きく反映することが明ら
かにされた。

(21 河川の餌料条件に関する調査

稚魚の降海期における河川内の餌料環境条件を調ぺるため, t;支場1河川において流下民虫調

査を実施した。

また , 千才川においては流下iii虫の採集方法の検討のため, 水生昆虫の流下生態を調査したo

流下生物は主に水生昆虫で占められており, これらは種類により流下生態が異なることからさ

lナ・ますf1lll更lll、のi?として利用度合の高いものはある程度限られて, 稚魚の降海期の日中に大量に

流下する小型の種類が重要となる。このような観点から,ユスリカの幼虫・端・羽化成虫 ' 遊 泳

型のコヵゲロゥ・陸上落下1llll,.虫(双翅目・膜翅目・半理目)を中心とした流下状態を調査した。
ュスリヵ,陸上落下民虫は稚魚の摂餌時間である目中に流下量が多く, カゲロウ類は夜間に流下

量が多いという, これらの種類特有の生態的な面からの量変動がみられたが, この他に, 流速の

増加など物理的な面から流下量を大きく変動させる 1i因もあり,  生態的な流下とは流下生物の種
類の面でも異なった様相を示すため, 河川性状の相連による流下生物組成の相違がみられたo

また, 流下生物を水深別に採集をしたところ種類により, 発青段階に応じて流下水深が異なる

ため, 採集目的に応じた水深での採集方法を検討する必要性が認められた。

(3) 姉別川の生物生産機構に関する調査

根室海区の風蓮川を中心とした将来の合理的資源拡大のための基礎資料として , さけ ' ます稚

魚期の生長及び生残りに大きな関連をもっ河川内生物生産機構lこついて, 支流姉別川地区で若千

の調査を行なった。

今回は河川内生産力機構の一つとして,サケ・マス稚魚の餌となる水生昆虫・落下昆虫の時期
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的, 場所別の変動を把握するため3月̃ 7月にわたつて3定点を設けて調査したo

上・中流域においてさけ・ます稚魚の常留量の多い5月末までは流水量1m'当りの流下生物量

は上流で6 . 3 ̃ 1 3 . 6 'り, 中流で2.6̃ 7 .5りと示され,稚魚の生育場として惠まれた環境条件
にあるといえる。

下流域は底質が砂泥地の個所が多く安定していないが, 各期を通してュスりヵ類の流下が多く,

又6月以降は落下昆虫が多くなり,流水量1 m.'当りの流下生物量0.6̃ 5 . 2 ''号は上・中流l,::.比較
して少ないが, 1ilIとしての利用度合は高いものと考えられるo

姉別川をさlナ・ます稚魚放流河川として利用している放流事業の現状から, 姉別川におlナる流

水量:L nf当りの必要流下生物量を試算すると少なくとも2. o 'り以上と示され, 実際の各地点での
流下量と比較してみると, 現状の稚魚放流数は流下量に見合つた放流数といえる。 今後放流数の

増大に当つて生産力の有効利用などの適切な対応策は勿論であるが, 現在の生物生産力をさらに

高めるため水質の保全・河川性状の安定・保持に努める重要性が強調されるo

(4) 川ロ沿岸の餌料条件に関する基礎調査

行つた調査

沿岸水域調査の「広域的な生育環境条件に関する調査」で行つてきた岩壁からのプランクトン

ネツト採集と対応させるため, それに近似した条件を選んで採集を行い, 採集法の差異による変

動の吟味と出現プランクトンの概況の把握を行つた。

採集場所は余市港岩壁の3ケ所に定点を設定した(図1)。

用いたネツトは口径25cm, 長 さ 1 'n, 網地NXX 1 3のもので, それを長さ6 'nの竹年の先
につlナ, 1.5mの高さの岩壁の上から竹竿の根元をもって曳行した。曳行距離は3 o m往復

( 計 6 0 m, ) o

5月4日の採集は s T.1で水深別と昼夜による差をみるため, 昼間は表面, l m , 2mの各1i
について採集, 夜は表面と1 m,属について採集した。

5 月 2 7 日 は s T.1 , 2および3で採集し,港のわき,外側, 内側といつた至近距離にありな
がらかなり環境の異る所での差を調ぺた。

7 月 5 日, 昭和 4 9 年 1 月 3 1 日お よび 2月 2 5 日はそれぞれ S  T.1および3で採集した。
標本の測定は, コぺボーダについては幼体が多く種の同定の困難からノウプリマスとカラノイ

ダ, シ ク ロ ボ イ ダ, ハルパクテイコイダに大別して個体数を算えた。他の諸動物も網目程度に分

けて数えた。 .

実際の算定は標本を50  0 claに うすめ, その中からスポイトで 2 ̃ 4Claづつ数回,計8 ̃ 2 0

llaをとりだし,その中の金数を数え,全最に換算した。結果は表1に示した。なぉ1月以降の標

本は現在測定中なので表には含まれていない。

測定結果について

5月4日の水深別採集では, 日中には定説の通りコぺポーダは表面より底属の方が多い傾向が

みられ,特にノウプリアス期のものにその傾向が著しかつた。夜間はそれが逆転し,表属の密度
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が高くなった。 ガンマルスは日中は2 m,属から値かとれただけだが, 夜間急増したo

5月 2 7日の値はコぺボーダの密度が, s T.3のノウプりアスが他の2点にくらぺて多いのが

注目された他は,地点間でかなり近似している。港外のS T.1および3と比較して ,港内のS  T・

2では巻貝幼体や尾虫類が少いが, 出現しなかつたことが指摘されるo

7 月 5日も s T.1 に く らぺs T.3 で ノ ウプ 、) アス と カ ラ ノ イダの多かつたのが目立つo
3回の採集の間の季節的な変化は出現した種類の同定がなされなければ論じることは始んど無

意味1iが, 概観した限りでは出現種は富栄養化の影響をうけて本来の種類相とかなり異つている

印象をぅけた。今後富栄養化の問題を考慮に入れての, 地域のブラ ン クトン歴作りの地道な仕事
が要求されよう o
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表 l .  余市港岸壁からの水平曳ネツ ト採集標本中のプランク トン個体数

二
日 付

s T.番号

時 刻

種 類 曳 行 水 深

l 9 7 3 年  5 月  4 日_
1

1 1 : 3 0 1 1 : 4 5 1 2 : 0 0 1 9 : 5 0 1 9 : 4 0

0 m, 1 m1

2 m ・

0 m. 1 lli

コぺポーダ ノウプりアス

カ ラ ノ イ ダ 幼 * , 成体

シ ク ロ ポ イ ダ 幼 * , 成・1年

ハルパクチコイタ-幼 * , 成体
ガ ン マ ル ス

エ ビ 幼 体

巻 貝 幼 体

二 枚 貝 幼 体

ポ り キ ー タ 幼 体

尾 虫 類

ヒ ド ロ 水 母

1 6.3 0 0
5.7 8 0
3 , 7 5 0

8 7 5

0

3 , 8 1 0

4 4 0

1 9 0

2 3 , 7 0 0

5 , 1 3 0

2 , 4 7 0

8 1 2

5 9.1 0 0
1 1.7 0 0
3 , 4 1 0

1 , 0 3 0

9 0

4 7 , 0 0 0

1 6.5 0 0
1 5 , 3 0 0

3 , 3 4 0

3 1 0

3 1 , 9 0 (

8,56C

1 3 , 3 0 (

3 , 1 9 (

1 , 4 4 (

6 (

6 6 (

6 l

1 2 1

6 3 l

9 l

5,50 0

1 2 5

3 4 0

3 0

5 , 5 0 0

8 8 0

6 0

3 0

1 , 1 9 0

1 6 0

3 0

* コぺポダイトをさす

* *  ノトルカなどの輪虫類が多数出現した。またi/プリス幼生も出現したo

図 1 .  採 集 地 点

2 0 4-

:tS T. 3

5 月 2 7 日 7 月  5 日 * *

l 2 3 1 3

1 0  : l 0 1 0  : 2 0 1 0  : 3 0 1 0  : 0 0 1 0  : .2 0

0. 5 ln 0 . 5 m・ 0. 5 a 0. 5 m・ 0. 5 m ・

4.4 5 0
1 , 3 8 0

1 6 , 1 0 0

l 8 0

1 , 4 0 0

5 0

l 6 0 0

1 , 4 5 0

3 , 0 5 0

1.3 5 0
1 4.9 0 0

l ::
1 2.3 0  0
9 8 0

1 6.3 0 0

4 5 0

4 3 0

5 0

8 0 0

7 5

2 1 , 4 0 0  l 4 5 , 0 0 0

l
3.9 4 0  j 7 , 2 50

3 , 4 4 0  ' 3 , 0 0 0

1 2 5 1 8 7

1 9 0  1.0 0 0
1 , 1 9 0  7 5 0

3 8 0  ' 1.1 9 0
1.5 0 0  1.3 1 0

1 9 0  l 3 1 0

2 0 5-



(5) さくらます稚幼魚の生態に関する調査

木年度の調査は目名川において,稚魚放流前日の5月22日, 7月 6日 (チり派造小田 ,栗林

両氏への河川調査法指導にかねて), 8 月 l 3 ̃ 14日に行つたo内容は放流魚の定着状態と生
長についての概括的な状況把握である。

前年度も春から夏にかけての降雨が少なかつたが, 本年はさらlこその傾向が著しく, 農業用水

に取水されている支流ではほとんど水がない状態のところも出現し, さくらます幼魚の生育に相

当の影響があったと考えられた。 しかし本流は農用水路からの還元もあり, 幼魚の生息は1llli調で

あった o

標識再捕法による生息救推定は行わなかつたが, 投網による漁種状況から, 本流の各定点にお

ける生息密度は l 9 7 2 年の場合とほ 、'同じであった o本流上流の田下の放流点 ( S T 9 ) か ら
s T.6 (記念橋)までの間は高い密度で分布し,その高密度はS T. 6 と S  T.5 (三笠橋 )の中間
の所まで及んでいた。 三之助沢川合流点附近では密度はかなり低下しており, S T. 5では密度は

きゎめて低かつた。

尻別事業場から,その下の s T. 4の附近までの間はきゎめて密度が高かつたo S T. 3 ( 頭首工
下)および2 (つばめの沢)附近では密度は低かつたが, その程度は前年度と同じか少し上理る

位であった。

今後, 放流効果確認のための河川生育状況把握の手段として, 如何なることを行つていくぺき

が問題となってきた。 今画は投網の単位漁獲努力当り漁獲数をめどに行つたが, これは一定の熟

練度と年々の調査者の継承性が必要であり, 一方標識再補法と, くり返し漁獲法による密度測定

はより客観的なデ ー タ を う る こ と が で き る が, 必要な労力はきゎめて大きいo現在その選択の時

期にきている。

(6) さけ・ます稚魚の栄養に関する調査

この調査は, 1 9 7 2 年 に引続いて ,  人工飼育された推魚の降海時における生残りを向上させ

ることを目的に第l表に示した言日料を用いて一定期間, さけ稚魚を飼育し解料中の無機成分,殊
にカルシュ ームとリンの合有比および過剰に加えられた鉄力事l料ii1庫や稚魚の健康ならびに海水移

行時の生残りにどのように影響するかを調べたものであるo

第 l 表

区分

1

2

3

4

5

試験餌料の調整※

C a : P

3 : 1

2 : 1

1 . 5 : 1

1 : l

1 : 1 . 5

6 1 : 1 . 5  F e を 3 0 四 fパ9餌料 過剰に添加

来 主原料およびビタ ミ ン配合は事業用と同じで無機質添加量はマツカラム氏塩,1eS l 8 5 を 使 用
して c a ,  pおよびF  e量が表中の比および含姐になるようにしたものであるo

-2 0 6-

推

定

増

重

倍

率

1 5

1 0
9
8

7

6

5

結果および考察

1. 稚魚の生長に及ぼす o a /P比および過剰に添加したF eの効果

c a / p比と生長との関係は,  第1図に示したとぉりである。すなわちi耳付時の生長はCa

と pの比が1 . 5 : 1 お よび 2 : l のi耳が与えられた区で最も良い結果が得られた。しかし,

これらの試験区では実験中に飼育魚が逃げたため次回の測定時に飼育開始時より収容重量が

減少したり( c a / p= 2/ l ) 始んど増加しなかつたりした o ( C  a /P = 1・ 5 / 1 ) o
したがつて, js付時のi画料に必要な o aとPの比については, 再度検討することが必要と思

ゎれる。しかしながら, 最も生長が良い0 a と Pの比は一般にはカワマスで知られている
1 : 1の比に近づけた方が良いとされているが, さけの場合はより多くのC aを必要とする

ことが推察され, また用水のc aが著しく少ないことから,  ニジマスと同様に環境水中のl l a

濃度の影報lを受け易いことが推察されるo

4

3

飼 育 日 数

第 1 図  飼料中のoyp 比 と成長 との関係
a図は飼育総重量, 又、 b図は 2 8日日の値1'て:平均体重を用いて・
そ・れぞれ算出したものである。

次に f ll料中のpのflljにっいてであるが, 一般に知られているとおりさけの場合もC a 量 よ
りもょり多く含まれると 1i日付開始3 o日以後lこ生長が阻害され始めることが知られ ( 第 1 図 )

そのpの生長阻害作用は, F eの過剰添加によつてかなり防止することが可能であることが

推察される。そしてこの理由については, マツカラムにより知られているとぉ り F  e が P と

結合して過剰なPを体外に排出させるためと考えられる。

なぉ, pの阻害原因であるが, これは過剰にpが与えられると体内のC aと結合して体外

lこ.排出されるためと考えられているが, その結果については今後の分析結果により明らかに

する予定であるo
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2. 解料効率と c a / P比 との関係

t“料効率に対する o a /Pの影響については, 前項の場合と同様に2回目の測定時に収容
量が減少した試験区が生じたため確定的なことは云えないが, 第2図に示したとぉ り第 1回

日および第3回目以降の測定結果からみると, i耳料効率は o a と Pの比が 1 . 5 : l のとき最

も良くかつ安定しているように思われる'。

3. 海水移行時の死亡率,体重減少率および血液性状とC a / P と の関係

第 2 表は, 海水移行時の死亡率および体重減少率を, また第3表は血清蛋白質とへマ ト ク

リツト値を各試験区別にそれぞれ表示したものであるo

第 2 表  海水移行時の死亡率と体重の減少率

Ma y 2 1 J u n e  2 0 J u l y  2 3 A u g. 2 3

試験区

死亡率 減少率 死亡率。装 減少率 死亡率※ 減少率 死亡率 減少率

1 5 1 4 . 1 6% 2 0
商

9 . 62
0

-i-

9 . 34 0 5 . 9 1

2 1 5 1 2 . 4 1
3 5-,i 1 2 . l 6

1 0

itS-

1 0 . 2 5 0 5 . 93

3 5 1 2 . 5 4
4 0-i「 1 3 . 6 8 1 0

-i-iS-

1 0 . 8 4
5
5

7 . 5 5

4 l 0 4 .96
2 0-2.l) 7 . 0 4

5

-i-

7 . 3 5 0 4 . 7 3

5 5 7 . 3 6
0

-li-

8 , 2 4
1 5

-ilS-

I 6 . 5 3
3 0
3 5

8 , 3 0

6 0 9 . 69
5

一i-1S-

1 1 . 9 8
l 5

-i-1i-

l 7 . 6 0
0
5

4 . 24

※ 分子および分母の数値は, それぞれ2 4時間後および4 8時間後の死亡率を表わす。

第 3 表  血清蛋白量とh e 値

J u l y 2 3 ( 9 1 );美 A u  g.2 2 ( 1 2 l ) 0、'美
Ca : P 試験区 S P h e S P h e

3 : l

2 : l

l . 5 : l

1 : 1

1 : 1.5

l : 1 . 5F e

1

2

3

4

5

6

7 . 0 2

6 . 9 7

5 . 3 9

5 . 4 1

3 . 7 8

4 . 4 l

5 1i.8 4

5 6 . 9 l

5 8 , 9 9

6 1 . 5 3

5 7 . 4 5

6 3 . 9 4

6 . 2 5

6 . 3 1

6 . 7 6

5 . 4 4

3 . 7 2

4 . 4 9

5 1 . 9 2

5 2 . 3 2

5 2 . 8 8

5 0 . 9 8

5 4 . l 7

5 5 . 2 7

- 2 0 8-

l11ll ( )内の数値は飼育開始

後の日数である。
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これらの結果によると,  これまでの実験では一般に体重の減少率が著しい試験区ほど海水

移行時の夕li亡率が大きかつたが, 今回の実験ではそれほど大きな脱水現象がなかつたと思わ

れる試験区でも多くの魚が死亡した。 この原因については, 事業用に飼育していたさくらま

すの幼角.に細菌性青臓病が発生し, 死魚の取上げに試験用の容器を使用していたため, この

病気が試験魚に伝染して海水移行時の抵抗性が弱められたためと思われるo

なぉ, 飼青時における死亡も従来の実験時に較ぺて多いようであった o  したがつて海水移

行時の死亡と o a / P比との関係は明らかにすることが出来なかつたo

しかしながら過剰なPの影響は, 第3表に示したとぉり血液の性状に明らかに現われ, p

がo aより多くなると血清蛋白量が減少することが知られた。

なぉ, 千才支場で飼育され大量の死魚の発生をみていたさくらます幼魚の血清蛋白:量はサ

ケに較ぺて著しく少なく ( 3 . 6 ± 0 . 8 9 /d 1 ) ,  Pを過剰に添加した餌で飼育したときの

サケの血清蛋白量と同じ程度と考えられる。 このことから餌料中の最適なC aとPの比は魚

種によって著しく異なることが推察される。

要 約

1 )  特殊な生態を持つさけの降海時における生残りを向上させるに必要な解料中のc a と

Pの比を知るためにこの調査は行なわれたものである。

2 ) i国付時は c a : P が 1 . 5 : 1の iElの時最も生長が良く,幼魚期はC a : P が 2 : 1 と

よ り c aの多いiilで生長がすぐれていた。そして o aがこれらの値より多くても少なく

ても成長は阻害される。

3 )  さけに必要なiilは, 一般lこいわれている ・aiIのc a / P 比 よ り も , よ り 多 く c aを必要
とする。

4 )  特 に P がc a よ り多くなると ,生長は極めて阻害され ,魚はビンへツド状にやせて死

にやすくなり海水移行時の死亡率も最も高くなる。

5 )  Pの生長阻害作用は, 鉄の添加量を強化することにより防止可能である。

なぉ,血清蛋白量が著しく減少するため, この現象を利用すると, さけとさくらます

の館料に必要な c a と Pの比は異なることが明らか lこされた。

2 1 0

3・ さけ・ます親魚の生理・生態に関する調査

l1) 人工ふ化事業用親魚の利用率向上に関する調査

湖上さlナ親魚のうち, 完熟するまでに長期間の蓄養を要するものの利用については, 昨年の調

査から性ホルモン処理によって催熟期間を短縮させ , この期間に発生する死亡を減少させること

により利用率を向上させることの可能なことが明らかにされた。 しかし反面, 実験魚の血液上の

変化のうえで未処理魚および処理魚のいずれにおいても血清のポーラロ蛋白波が異常に亢進する

ものがみられ, これらは実験中のストレスに起因するものか, どうかを知る必要が生じた。

したがつて,本年は , 巾6 0 c m X深さ 6 0 c m X長さ 2 7 0 c m ( 水深 4 0 c n位 )のビニール製水

糟に放養尾数が6尾と18尾のそれぞれ放養密度を異にする2つの実験区を設け, このような環

境条件が親lllaの成熟現象にどのように影響するかを知るための実驗を渡島支場において1 0 月

2 4 日 か ら 1 1 月 6 目 までの間に 2回にわたって行なった。

結果については日下取攫め中であるが, 完熟時の血清蛋白最は, 6尾区の方がやや多い傾向に

ある。 しかし, 成熟の時期などには特別な相進は認められなかつた。 また未熟魚は書養中に体重

の減少が多く完熱魚はそれが少ない領向にあることが知られた。 なぉ, 本年は血清中の糖蛋白質

の分析を予備的に試みたところ, 死亡現象と特別な関係にあるようにみぅけられるため目下資料

の検討中である。
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4. さ け  ・ ます資源動態並びに生物統計に関する調査

(1) さけ ・ ます稚魚の標識放流試験調査

さけ・ます推魚の標識放流試験は下記の通り夫々の目的をもって行なった。

魚 種 河 川 名 放流時期 放流尾数 標識部位 日 的

1 9 7 4 ・ 3

″ 4

" 5

20万尾

2 0

2 0

脂びれ

左腹びれ

右腹びれ

放流稚魚の密度を一定にした
場合の放流時期の相異による

回帰効果の確認

さ け 西 別 川

1 9 7 4 ・ 3

" 4
″ 5

1 0 . 9

1 0

1 0

11旨びれ

左腹びれ

右腹びれ

からふとます 徳 志 別 川 同 上

(21 さけ ・ますの生物統計調査

昭和48年度の北海道沿岸, 河川へのあきさlナ来遊量と主要河川の年令組成は次表の通りであ

る o

来遊状況

昭和48年度のあきさけの来遊は832万尾であり戦後最高を記録した。各海区の来遊状況

は次の通りである。

(1) ォホーツク海区

こ の海区は 3 2 4 万 尾 と 昭和 4 7 年 ( 3 4 6 万 尾 ) に 及ばなかつたが 3 0  0万尾の大台を

越える豊漁であった。そして,網走川系の回帰魚が著しく多く15 0万尾と推定され,  また,

東側域の河川群の回帰魚も例年に比し多かつたo

(21 根室海区

この海区は24 7万尾と戦後最高を記録した。特に標津川系の回帰魚が多く, また ,西別

川系も例年を上担つた。

(3) ェリモ以東海区

この海区で最も来遊量の多かつた昭和4 o年 ( 1 9 6 万 尾 ) と 略同程度の 1 9 2 万 尾の来

遊がみられた。特に釧路川系が例年より多かつたo

l4) ェリモ以西海区

この海区は68万尾来遊し,平均水進の2倍を示した。 これはェリモ以東海区系が回遊し

たこ とにも ょ るが,茂辺地川系,遊楽部川系など, この海区系の回帰も多く,加えて,本州

系の回遊も多かつたものと推測される。

(5) 日本海区

この海区系の資源は極めて少なく本年も4万尾程度の来遊しかなく,顕著な資源量の增加

は認められなかつたo

・ 年令組成

(1 ) オホ ー ツク海区

4年魚が主群であるが, 東側域の河川群は若令魚の比率が高かつたo

- 2 1 2-

(2 ) 根室海区

野付半島南側域の河川系群は4年魚が主群であったが北側域の河川系群は3年魚が主群で

あるo

(3) ェリモ以東海区

十勝川系は4年魚が主群であるが, 釧路川系及び歴舟川は3年魚の出現が多かつた。

(4) ェリモ以西海区

河川によって年令組成が著しく異なり, 静内川系は4年魚が少なく, 遊楽部川系は4年魚

が主辞である。また, 津軽海峡域の河川系群は3年魚が卓越していた。

(51 日本海区

北側域の河川系は高令魚が主群であり,特に暑寒別川系は著しく, 9 5 %以上が5年魚で

あった。 これに反して南側域の河川系は若令魚の出現が多かつた。

昭和 4  8年のあきさけの漁獲量

単位 :千尾

海 区 名 オホ ー ツク

3 , 0 7 9 . 8

1 5 5 . 5

3 , 2 3 5 . 3

根 室 エリモ以東

1 , 6 8 4 . 2

2 3 5 . 3

1.9 1 9 . 5

エリモ以西 日 本 海

2 2 . 3

1 9 . 3

41 . 6

計

7 , 7 2 3 . 6

5 9 7 . 0

8.3 2 0 . 6

沿 岸

河 川

計

2 , 3 1 8.4

1 2 8. 1

2 , 4 4 t). 5

5 . 2%

6 1 8.9

5 8.8

6 7 7 . 7

溯 上 率 4.8% 1 2 . 3% 8.7% 4 6 . 5% 7.2%
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1 9 7 3 年 ( s 4 8 ) あ きさけ年令組成

年 令 組 成
海区名 河 川 名 性別

2 3 4 5

計 -

率

3

T

7 0

1 2 5

1 9 5 ( 4 3 . 2 )

1 5 9

8 8

2 4 7 ( 5 4 . 6 )

6

2

8 ( 1 . 8 )

2 3 5

2 1 7

4 5 2

斜 里 川 2

2 ( 0 . 4 )

オ

ホ

l

ツ

ク

海

区

9

8
T

4

4 4

4 8 ( 2 3 . 0 )

7 9

7 8

l 5 7 ( 7 5 . 5 )

2

2 ( l . 0 )

8 5

1 2 3

2 0 8

綱 走 川 1

1 ( 0 . l l l )

9

S

T

2

6

8 ( 8 , 0 )

6 2

2 6

8 8 ( 8 8 , 0 )

2

2 ( 2 . 0 )

6 6

3 4

1 0 0

常 呂 川 2

2 ( 2 . 0 )

g・

3

rr

4 4

1 0 7

1 5 1 ( 2 2 . 6 )

3 3 5

1 5 9

4 9 4 ( 7 4 . 1 )

1 5

7

2 2  ( 3 . 3 )

3 9 4

2 7 3

6 6 7

1勇 別 川

9

0
T

後 志 別 川 6

6 ( 1 3 . 4 )

2 5

2 5 ( 5 5 . 6 )

7

7 ( 1 5 . 5 )

7

7 ( 1 5 . 5 )

4 5

4 5

gl

6

T

1 5 0

3 4 7

4 9 7 ( 5 6 . 4 )

1 2 5

1 2 4

2 4 9 ( 2 8.2 )

5 0

1 0

6 0  ( 6 . 8 )

3 2 5

5 5 7

8 8 2

幌 別 川 7 6

7 6  ( 8 , 6 )

1i

0

T

2 4

2 3

4 7 ( 2 8 , 5 )

2 7

5

3 2 ( 1 9 . 4 )

3

3 ( 1 . 8 )

5 4

1 1 1

1 6 5

屯 別 川 8 3

8 3  ( 5 0 . 3 )

gl

3

T

4 8

1 3 7

1 8 5 ( 6 4 . 2 )

5 4

4 5

9 9 ( 3 4 . 4 )

1 0 2

1 8 6

2 8 8

羅 臼 川 3

3 ( 1 . l )

1

1 ( 0 . 3 )

根

室

章

1S

T

4 7

7 0

1 1 7 ( 7 5 . 5 )

2 2

7

2 9 ( 1 8 , 7 )

6

3

9 ( 5 . 8 )

7 5

8 0

1 5 5

意 別 川

1i

6

T

2 5

1 2 7  '

1 5 2 ( 2 7 . 3 )

2 6 1

8 0

3 4 1 ( 6 1 . 1 )

5 0

l 2

6 2 ( 1 1 . 1 )

3 3 6

2 2 2

5 5 3

伊 茶 仁 川 3

3 ( 0 . 5 )

海

1i.

0

T

9 7

2 1 1

3 0 8 ( 5 5 . 5 )

1 4 8

8 6

2 3 4 ( 4 2 . 2 )

7 .

2

9 ( 1 . 6 )

2 5 2

3 0 3

5 5 5

標 津 川 4

4 ( 0 . 7
区

l
9

合

T

1 0

6 9

7 9 ( 3 4 . 8 )

1 0 4

3 9

1 4 3 ( 6 3 . 0 )

1

5

6 ( 2 . 2 )

1 1 8

1 0 9

2 2 7

西 別 川

1
1 5

l ;:( 2 9 . 9
1 0 6

4 8

1 5 4 ( 6 0 . 6 )

1 1

3

1 4  ( 5 . 5 )

1 3 2

1 2 2

2 5 4
風 蓮 jl 1 0

1 0  ( 4 . 0 )
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海区名 河 川  名 性別
年 令 組 成

2 3 4

1 3 3

1 3 5

2 6 8 ( 5 6 . 1 )

5 計

9

3

T

2 0

5 6

7 6 ( 1 5 . 9 )

8 1

5 3

1 3 4 ( 2 8 , 0 )

2 3 4

2 4 4

4 7 S

別寒辺牛川

エ

リ

モ

以

東

海

区

1il

1S

T

5

7

1 2 ( 3 3 . 3 )

l 3

1 1

2 4 ( 6 6 . 7 )

1 8

l 8

3 6

4 6 2

6 7 3

1,135

音 別 川

s
3

T

-i-

;S

T

9 9

4 4 6

5 4 5 ( 4 8 , 0 )

3 3 8

2 0 1

5 3 9 ( 4 7 . 5 )

2 5

1 8

4 3  ( 3 . 8 )

9ll 路 川 8

8 ( 0 . 7 )

5 3

1 3 5

1 8 8 ( 2 8.6 )

2 0 6

l 7 9

385 ( 5 8 .-o )
4 2

4 1

8 3 ( 1 2 . 6 )

3 0 1

3 5 7

6 5 8

十 勝 川 2

2 (0.3)

1il

8

T

5

3 8

4 3 ( 5 6 . 6 )

2 0

1 3

3 3 ( 4 3 . 4 )

2 5

5 1

7 6

ft 舟 川

9

1S

T

23

4 6

6 9 ( 4 5 . 1 )

3 1

6

3 7 ( 2 4 . 2 )

2 2

6

2 8 ( 1 8 , 3 )

7 6

7 7

1 5 3

静 内 川 1 9

1 9 ( 1 2 . 4 )
エ

リ
モ

以

西

海

区

9

お

T

5 4

81

1 3 5 ( l 0 . 5 )

6 4 8

4 4 9

1 , 0 9 7 ( 8 5 . 4 )

2 8

1 5

4 3  ( 3 . 4 )

7 3 0

5 5 4

1,284

遊 楽 部 川 9

9 ( 0 . 7 )

9

0

T

3

2 1

2 4  ( 5 . 8 )

1 2 3

2 2 5

3 4 8 ( S 3 . 9 )

3 1

1 2

4 3 ( 1 0 . 3 )

1 5 7

2 5 8

4 1 5

茂 辺 地 川

9

1S

T

3 1

6 0

9 1 ( 7 9 . 8 )

7

1 2

1 9 ( 1 6 . 7 )

4

4 ( 3 . 5 )

4 2

7 2

1 1 4

知 内 川

1
9

・、〇
T

天 塩 川 3

3 ( 6 . 3 )

2 2

2 2 ( 4 5 . S )

2 3

2 3 ( 4 7 . 9 )

4 8

4 8

'S-

6

T

2

5

7 ( 3 . 6 )

1 1 6

7 1

1 8 7 ( 9 5 . 4 )

l l S

7S

1 9 6

号 寒 別 川 1

1 ( 1 . 0 )

字

8

T

1 8 4

1 5 0

3 3 4 ( 4 4 . 7 )

2 2 -o
1 2 3

3 4 8 ( 4 6 . 5 )

1 4

1 4

2 8 ( 3.7 )

4 2 3

3 2 5

7 4 8

2 0 6

2 5 3

4 5 9

石 狩 川 3 8

3 8  ( 5 . 1 )

1i

6

T

98

1 7 5

2 7 3 ( ;:i 9.5)

9 3

4 7

140 ( 30 . 5 )

1 5

7

2 2  ( 4 . 8 )

利 別 川 2 4

2 4 . ( 5 . 2 )

厚 沢 部 川 1 l 1 1 7
l 1 1 7 ( 1 5 . 6 ) 表 ( 2 7 1 ) 業 ( 55 .9

5

6

1 1  ( 1 .4 )

2 8 8

4 6 2

7 5 0

- 2 1 5-



美

支

5. 環境条件ならびにその保全に関する調査

(1) 美笛川(千才鉱山排水)の支笏湖への影響調査
近年, 有機・無機物質による水質汚染が各地で大きい問題になっている。 そのため湖畔に千才

鉱山があり, その排水が美笛川を通じて湖へ流入する支笏湖においても, 付近住民は重金属の湖
への影響, ひいてはヒメマスへの書積にたいし一抹の不安をもっていたo美笛川の支笏湖への影
響lこついては, すでに1 9 6 3年 1 0月に調査し ,その当時としては問趙のないことが確められ

ていた。しかし, そのt表, 1 0年を経過し ,その間にどのように変化したか,また最近のデータ

を示すことによって住民の不安も解消しうると考え調査を行つたo

その結果は表1の通りで,比較のため10年前のデータも併記した。

表 1

a採 水 地 点 年 月j

鋼 ( P P b ) 亜 船 ( P P b )

1 9 7 3 - 1 X - 1 3 1 9 6 3 -X- 2 3 1 9 7 3 - 1 X - 1 3 l 9 6 3 -X - 2 3
造笛川(千才鉱山下)

″ (美笛橋下)

t笏湖 (湖心 ・表面 )

2 . 0

1 . 4

1 . 0 l :: 8. 2

4 . 7

1 . 2

3 . 4

・ 2. 9

* P P  b= 1 / 1 0  0 0 p pm

表1の結果から美笛川の銅,亞船は普通のきれいな川の値より僅かに高くなっているが, 重金

属汚染という程ではない。 ま た 1 o年前の値と比較しても減少傾向にある。 これは1ill1らく時代の

趨勢を考え鉱山が排水処理に関心を示したものと推察される。 したがつて, 現在では支笏湖の重

金属による汚染は問題ないと考えてよい。 千才鉱山の排水中に重金属含通の少ないのは, この鉱

山が石英脈中に産する金, 銀鉱を採掘する鉱山であるからであるo

比較のため十和田湖, 阿寒湖の重金属合量を表2に, 日本水産資源保護協会が19 6 5年に設

定した水産用水基準を表3に示したo

表 2

採 水 地 点

阿 寒 湖 ( 表面 )

十 和 田 湖 ( 表 面 )

採水年月目 銅 ( P P b ) 亜 鉛 ( P P b )

1 9 7 3 - lX - 1
1 9 7 0 -m- 2 6

1 . 1

3 . 0

1 . 3

8 , 4

十和田湖の童金属含鑑が多いのは湖畔の鉛山鉱山が黄銅鉱 ・ 内亜鉛鉱 ・方鉛鉱を主産物とする

鉱山であるからである。

表 3  重金属の許容限界機度(PP b )

1 銅 1 亜 鉛 l 鉛 1 ヵ ド ミ ウ ム

水産用水基準  1 o 1 0 0  1 0 0  3 0

重金属の分析は東水大森田博士をわづらわした。 分析方法はジチゾン四塩化炭素溶液で抽出換

縮 i娯素分解法により硝酸々性溶液中に逆抽出し原子吸光分析した。 ジチゾン抽出時の色から判

断して鉛も銅と同程度または, それ以下と思われ , またカ ド ミ ウム量は亜船量の1 / 1 0  0程度

がふつうなので 0 . 1 P  P b以下であるo

- 2 1 6-

(21 溶存至素ガスがサケ仔魚の発育におよぼす影響調査

この調査は, 用水に高機度の窒素ガスが溶存するふ化場において, 昭和42年以来数次に直つ

て発生したサケ仔魚の死亡事故が, はたして溶存する窒素ガスに起因したものかどうかを明らか

にするとともに ,  サケ仔魚に対する溶存空素ガスの致死種度を知る目的で行なわれているもので

あるo

本年は,昨年に引きっづいて望素ガスがより高濃度になるように実験区を設定して, 卵の発生

および仔魚の発育にどのように影響するかを検討した。
方 法

1. 溶存ガスの測定法

溶存ガスの測定は, 前回と同様に管原・小山 ・ 佐伯らによる炭酸ガス誘出法に改良を加えた

ものを用いておこなった。なぉ,本年は, ガスビユ ー レツト内の温度による誤差をより正確に

補正するためビユ ーレツトのガスが溜つた部分の管壁に片側をプラスチックで被つた銅片を密

着させ, この金属部分にタカラ精器製のサーミスタ温度計の感温部を接続し, 指針の変化がな

くなったときの温度をガス体の温度とし前報の式 註1 )を用いて補正した。

2. 供試卵ならびlこ実験月日

試験用のさけ卵は, 1 9 7 3年 1 2月 1 8日に千代田採卵場で得られ ,のち札内事業場に収

容されたもので, 1 9 7 4 年 1 月 1 7 日頃に発眼した ものである。なぉ,この卵の事業工程で

のふ化月日は, 同年2月 1 3目であった。またこの実験は, 1 9 7 4 年 2 月 8 日 か ら 同 年 3 月

2 9 日 までの 5 0日問にわたって札内事業場ふ化室でおこなった。

3. 試験水の調整

試験水は , 前年と同様にメン川の川水と高機度の窒素ガスを合む自噴水とを第1表lこ示した

割合で混合して調整した。

なぉ, これら原水の理化学的性状は第2表に示したとぉりである。

言主 1. 北海這さけ ・ますふ化場 昭和47年度事業成積書
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第 1 表  試験水の調製および実験水量

試験区

流 量 ̃ , / 分 混 合 比 実験槽への

流 入 量

終了時 miy分
開 始 日 ( 2 月 5 日 ) 終了ltlat 3 月 2 9 日 ) 開 始 時 終 了 時

自項水 川 水 自嘖水 川 水 自噴水 川 水 自噴水 川 水

1

2

3

4 *

5 *

6 ,l'

0 6 0 0

2 7 0 5 0 0

1 9 6 2 6 0

4 9 2 1 6 4

6 7 0 1 4 4

7 3 0

0 -
2 5 2  5 3 0

2 0 2  3 2 0

3 4 6  1 8 0

5 6 8  1 0 8

0 : 1

1 : 1.9

1 : 1.3

1 : 0.3

1 : 0 .2

1 : 0

3 1 2

3 8 4

2 9 2

4 8 6

3 1 8

5 2 8

1 : 2.1

1 : 1.6

l : 0.5

1 : 0.2

* 小型のェヤーポンプにより通気

第 2 表  試験用源水の理化学的性状

年 1 9 7 3 1 9 7 4

用 水 名 自 噴 水 川 水 自 l資 水 川 水

月 日 1 . 3 1 3 . 1 5 1 . 3 1 3 . 1 5 2 . 7 3 . 2 9 2 . 7

一6 . 0 *
3 . 2 9

水 温 °〇 15.9→12.1 16.0→12.9 3 . M . 9 3.8-7.1 143→12.7 →14 .7 →9.g

16.6溶存量

c a / .e
N 2 21.7 20.8 17.3 17.4 21.5 21.7 17 . 2*

0 2 0.1 0.2 8,9 8.4 0.3 0.1 g.g * 7.5

飽和度

%

N 2 1 5 1 1 4 6 1 0 8 1 0 9 150.6 157.7 105 .4* 110.2

0 2 2 3 1 0 4 9 9 3.7 2 0 112 . 8 * 93.8

P H 7.7 6.9 7.59* 7.49*

c a PPm 27.2 11.8

M g P Pm 5.9 3.0

] 1 i ' e P Pm 1.18 0.1

* 実験水糟で測定したもの

1. 実験の条件

各試験区の水温, 溶存ガスならびにその他の理化学的性状を第3表および第4表に示したo

なぉ, 本年は降雪が始んどなかつたため, 試験水の調製lに用いたメン川の水量が実験終了時に

激減したため, 実 験終了時直前 ( 3 月 2 8 日 ) に は,大型ポンプによる場水が不可能となり,

小型ボンプを使用したため, 場水量が著しく減少した。 このため実験終了時に川水区では3月

2 8 日 1 0 時 半 か ら 1 2 時 ま で , ま た同 じ く 2 9 日には 9 時か ら 1 2 時 までの間に,それぞれ

9 . 3 ℃ が 1 2 . 4 ℃お よび 6 . 8 0が 9 . 9 '〇まで上昇するなど試水温に著しい日中変動が生じたo

したがつて, 2月 9日から 3月 2 7日までの平均水温 ( 1 0時観測 ) を計算し ,  ( 第 3 表 ) ,

平均水温に対する開始時および終了時に測定された溶存ガス量の飽和度( % )を計算して期間

推定値として表示した (第 4表 ) 。これらの結果から,本年溶存条件は前年よりも安定し,よ

- 2 1 8-

り高濃度の溶存ガスが比較的安定した状態で保たれたものと考えられるo

2. ふ化率ならびに浮上率と溶存ガス量ならびに水温との関係

実験:.境始後に生じた死卵, 死魚の発生率ならびにふ化完了後におけるふ化仔魚の死亡率を第
5表に, またふ化率の推移と水温との関係ならびに実験開始からふ化が完了するまでに必要な

日数と水温との関係をそれそれ第1図および第2図に示したo

第 3 表 各試験区の水温, P H , C aおよびM g

聞

水 温 P H

(=:日:開 始 時 期間平均±標建編差 終 了 時 13111ll 將 3  *

(2月8日)

終了時
Mgppm

( 3月29日)
( 2月6日, 8日) (2月9目、,3月27日) ( 3月2 9日 ) (3月29日)

1

2

3

4

5

6

6.0*  ( 1 0 :1 0')

8.2 *  ( 1 2 :1 0'〕

9 .5*  ( 1 3 : 1 5 1
l

1 0 . 5 ** ( 9:5 o)

1 1 . 6 * * ( 1 1 :1 5'1

1 2 . 3 * * ( 1 3 : 2 2':

6.1 ±0.9

8.4 ±0.6

9.2 ±0 . 6

10.6 ±0 . 6

12.0 ±0 . 5

12.9 ±0 . 5

6 . 9 (  9 :4 9 )

9 . 2 ( 1 0 : 5 8 )

1 0 . 7 ( 1 1 : 3 6 )

1 2 . 5 ( 1 2:1 5 )

1 3 . 0 ( 1 3 : 0 4 )

1 3 . 1 ( 1 3 :5 3 )

6.9

7.2

7.4

7.5

7.5

7.6

7.4 9

7 .47

7.50

7 .46

7 .49

7.59

l1.8

15.0

17.6

21.8

24.5

27.7

3.0

4.1

4.0

4.8

5.2

5.7

表中*および * * は ,  それぞれ2月6日およこ11 2月8日に測定したものであるo  また 3 *は比色

に よ  り和l定したものである。

第 4 表  各試験区の溶在ガス最(飽和度% )

試験区

溶 存 望 素 溶 存 船 素

開始時 期間推定値 3 * 終了時 開始時 期間推定値 3 * 終了時

( 2月6.8日) ( 2月9日̃ 3月27日) ( 3月29日) ( 2月6.8日) ( 2月9日̃ 3月7日) ( 3月 2 9日 )

1

2

3

4

5

6

1 0 5 . 4 *

1 1 8 , 8 *

1 2 4 . 4 *

1 2 9 . l * *

1 3 2.2 * *

1 3 4 . 3 * *

105.7 ̃ 107.9

119 .3 ̃ 115.4
1 2 3.5 ̃ 120.3
129.3 ̃ 125.4
135.9 ̃ 129.8
136.1 ̃ 122.7

110.0

117.6

124 ,6

130.9

1 1i2.7

123.2

l 1 2:3

88,4

70.3

56.8

42.5

44.7

113.1 ̃ 109.6
88,9 ̃ 98,0
69.7 - 83.1
57.0 ̃ 60.5
42.9 ̃ 39.0

45.3 ̃ 49.2

112.1

100.1

86.4

63.6

40.0

49.5

表中*印および * *印は第 3表を参照, 3 *印で示1した期間推定値は, 開始時および終了時の溶

存ガス卅を実驗期間中の平均水温に対する飽和度としてそれぞれ換算して示したものであるo
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第 5 表  死卵, 死魚の発生率および浮上率3 *

試 験 区

供 試 数

1 2 3

2 0 0

4 5

2 0 0

0

3 5

6

1 9 7 1 9 8 2 0  0

1 9 9-

死 亡 数
.i l, 化 前
ふ 化 後

1

9

0

6

0

1 4 3 *

0

2 4

7 7 * *

死 亡 率 %:;: 9 0.5

4.6

0

3.0

3 8. 7 * *
1 7 . 67 1 . 5 * 1 2 . 0 17.5

ふ化完了後の死亡率 % 4 .1 l . 5 70 .9* 8.8 8,3 2 8 . 7

浮上率Cn 供試卵に対して
95 .4 97.0 2 9 . 5 * 88.0 8 2 . 5 4 3 . 7 * *

ふ化完了後の仔
魚数に対して

95.9 9 8 , 4 2 9 . 0 * 91.2 91 . 6 7 1 . 3

* 実験開始後20日および2  9日後に試水の流入事故が発生して, それぞれ6 9尾および

6 2尾望息死したためであるo

* *  ふ化開始時にふ化直後, .i,化の途中および卵責の突出などで死亡したためであるo

3 *  低温度区では, まだ卵黄の吸収が完了していないが生き残つた仔魚を金て浮上魚として

計算した。

すなわち実験卵は, ふ化の途中で大常の死亡をみた第6区のような特殊なものを除けば(後

述 ) ,  殆んど正常にふ .化することが知られた。 しかしふ化した仔魚は, 断水による空息死と云

う死因が明らかな第3区をll余く と窒素ガスが第4区における機度以上に溶存する試験区におい

てふ化後の仔魚の死亡率の高いことが推察される(第5表) 。 したがつて,窒素ガスが少くと

も第 4区の溶存量 (期間推定値1 2 9 . 3 % ̃ 1 2 5 . 4 % )以上用水に合まれるとふ化後に仔魚
が死亡し易く, 浮上率を悪化させることが推察される。

しかしながら, ここに示された :室素溶存量は過去, 中川事業場で発生した仔魚死亡時の望素
溶存最 註2)と同程度かそれ以上のものと考えられる。それに反して中川事業場における仔

魚の死亡は比較にならないほど多かつたため, このときの死亡は'l集素ガスの港存?のみに起因

したものでなく, 昨年の結果からも推察されたと同様, 卵自体にも内的な要因のあることが考

えられる。

また, H uoH , A , P o s t o n ( 外 2 名 ) ら に よ る と , 望素ガス溶存量が 1 0 7 . 7 % と 1 2 0 . 3

%の用水でニジマスとブラゥンマスを飼育した場合,  死亡率は, 2過間の平均でニジマスでは

0 . 4 ± 0 . 0 3 %が 0 . 8 ± 0 . 2 'bに ,ブ ラ ゥ ン マ スでは 0 . 5 ± 0 . 0 1 %が 0 . 9 ± 0 . 3 6 %にそれぞ
れ増加し ,またsEl料効率もニジマスでは, 1 . 2 0 ± 0 . 0 が 1 . 4 ± 0 . 0 2 と それぞれ悪化するこ
とが知られている。註 3 ) し たがつて, 用水の窒素ガスが, 仔魚の大最死亡を起させない機度

であっても,浮上率に能響がみられるような少くとも期間推定値1 2 9 . 3 - l 2 5 . 4 %以上用
水に含まれる場合には, 飼育用水として重要な問題を提起するものと思われるo
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なぉ自項水のみを操気して使用した第6区では, ふ化開始時に,塩水処理時における異常,i

化 註4 )のように ,卵黄が突出して死亡した l) , あるいは , ふ化直後に死亡するものが大量

に出現した ( 第 5 表 )。 この原因については, 第1図ならびに第2図などから第6区の.i,化開
始時期が他区に較べて著しく促進されていることが知られるため, 試験卵の収容されていたふ

化構の水温が9.8℃であったことから急激な温度の上昇(2.5℃, )によつて早期ふ化の現象が

生じたことも考えられる。 また早期にふ化した未熟な仔魚は発育中に著しく死に易いことが推

察される。 ( 第 5 表 ) 。

なぉ, 実験開始から.i l・化までの日数と水温との関係は, 今回の実験では第2図に示したよう
に D=- 1 . 5 2 θ + 2 1 . 1 , r = - 0 . 9 9 1 3 ( 但 し D は 9 0 %の卵がふ化するまでに要する
日数)で表わされ,前回の実験結果とほt i一致した。證 5 )

要 約

1. この調査は, ふ化用水中の溶存望素ガスが卵のふ化や仔魚の発青にどのように影響するかを

昨年に引続いて調査したものであるo

2. 今回おこなった実験における室素ガスの溶存条件の範囲内では, ふ化前の卵に対する空素ガ

スの影響は認められなかった o

3. 用水中に :整素ガスが 1 2 9 . 3 %~ 1 2 5 . 4 %以上合まれると, .i l,化した仔魚は発育中に死に
易< ,浮上率を悪化させることが知られた。

4. 環境水の温度が或る温度から一定の限界以上急激に上昇する(本実驗では9.8 '〇か ら 1 2. 3
℃1まで )と ,ふ化真1lliい卵は.1,,化時期が著しく促進され, 異常ふ化現象の生じることが知られ

た o

5. 早期ふ化の現象によって.1,・-化した未熱な仔魚は, ふ化後に死に易いことが知られた。
1ll1ll4 北海道さlナ・ますふ化場研究報告 第 2 5 号 ( 1 9 7 1 ) P 6 1

1it5 北海道さlナ・ますふ化場研究報告 第 2 8 号 ( 1 9 7 4 ) P P 3 7 - 4 3
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(3) 塩素酸ソーダ系林地除草剤 (デゾレート)  のヤマぺ幼魚に対する毒性試験報告一ll

(嫌悪濃度の測定ならびに致死漫度に及ぼす温度の影響について)

この研究はやまぺに対する本薬剤の影響が先の報告から知られる-とおり比較的低漫度でも現わ

れ, 河川への流入量も長時間lこわたって , かなり高い濃度で保持されること, また散布が1・奉に
行なわれることから, 水温上昇との相乗作用が考えられることなどから, 散布地域河川生態系へ

の影響が態念されるためlこ行なったものである。 その結果, 薬剤溶液の嫌忌作用は, 溶液より成

形剤を除いたものの40倍の効力がある。 このため薬剤の嫌忌作用は主に成形剤であるベントナ

イトに起因し, このべントナイトは散布時の最大溶存量の1/1 3 の 1 . 8 P  P mの機度でも嫌忌

作用を示す。水温の影響については, 1 5 一一 1 6 '〇以上になると致死接度が温度の上昇と強い相
関関係をもって減少する。以上のことから, ベントナイトを多量に含む除草割デゾレー トの空中

敏布は散布地域の河川にいる魚の″すみわけ″に強く影響して, 河川生態系を破壊する恐れがあ

り ,  散布が夏季に行なわれるとその影器はいつそう強められるものと考えられる。

(4) 力一パメイト系殺虫剤P H C剤、B P l‘ C剤および有機燐系D E P剤のさくらます幼魚に対す
る毒性について

カーバメイ  ト系殺虫剤は, 大型化された牧野におけるマダニにl通因する牛の疾病を防く' た め に

空中散布剤として急速に開発されてきたものである。本研究は北海道における代表的な淡水魚の

さくらます幼魚に対する影響が懸念されるようになったため, 致死濃度および河川生態系への影

響を検討したものである。 この結果カーパメイ ト系殺虫剤は,商換基の僅かな違いによつてその毒

性が著しく異なり, 2 一 セカンダリーブチルフ ェニル基の化合物(B  P M C 剤 ) は 2 一 イ ソ プ ロ
ポキシフェニル基の化合物(P  H o剤)の毒性よりT  L m48値からみて約8倍も毒性が強い。

また B  P M o割に使用されている成形剤は毒性を助長し, 死魚の発生をみないような低濃度(0.

4 p  p m)の条件下でも,魚は古椎 ・の骨折原因になるような特異な反応を示すoしたがつて本薬

剤が散布されると, 基準散布量から推算して奇形魚の発生や河川生態系が破壊される危険性が高

いo

なぉ, この集剤に対するさくらますの感要:性は致死濃度から換算してコイのl6倍に相等するo

このため現行農薬取締法による薬剤の類別法は不適当であり, 冷水性魚種に対する毒性から地域

的特殊性が考慮されることが必要であるo

2 2 3



6.  支笏湖の生物生産に関する調査

支笏湖のひめますの生産構造解明のための資料の蓄積を主体lc.した生物統計調査(漁獲量の推定,

漁獲物の組成)及び生育環境調査(主にlili料生物)を行なった。

昭和4 8年度のひめますの主群は1 9 7 0年級群であり ,  この年級群の資源量が大きく,これに

反して19 6 9年級群の資源量は小さいものと推測された。従つて,魚辞は魚体が小さく, この年

に成熟するものでは雄が多く, 難は未成熟のものが多いo

西料条件については5,  6 ,  7 ,  8 ,  1 1 月 ,  4 9 年 2 , 3月に定点でプランクトン採集を行い

個体数の算定を行つた。結果は研究報告28号に示されているが, 昭 和 4 7 , 4 8年同様 ,  アカン

ソデイアプトマスとダフニヤが優勢で ,  その生息数は高い水準が維持されたo

2 2 4

.lI 沿 岸 水 域 調 査

'. 沿岸水域におけるさけ 。 ます稚魚の生態調査
網走地区を中心とした, オホ ー ツク沿1:,1滞留期のさけ ・ ます推魚の生態とその生活条件を知るた
めに昨年に引続いて4月̃ 7月の間, 常呂川河口から斜里川河口までの間の調査を行なった o 調 査

定点は1 0ケ点とし ,各定点において水深5 n', 1 -o m線での稚魚の分布状況,餌料条件並びに海
洋条件(水温,塩分, 透明度 ,栄養塩 )について調査した。また網走地区においては沖合8Kmまで

の範囲の定点観測調査を行なった o

能取山甲と知床半馬のウトロを結ぶ線内の紹走湾の海洋条件については昨年同様, 比較的:理い時期

まで低水温条件が観測され, 対馬暖流の分派海流の影'?を;要tける常 1目、地 ll1ll或は沖合の海洋条件と明

らかな相通が知られた。

また注角内の沿;j.域の肥沃度については場所による多少の変動があるがN H・ - N ,  P 0 「は何
れも4月が高く時期の推移にともなって漸次低下する。特に6月, 7月のィ氏下は明らかで沿岸域の

生物l1l:産が春期lこ高く,  夏期へと通:成イ頃向のあることが暗示されたo網走地l?の1ll1l角、の沿岸域の分

;南一移動については,昨年同様,把提することが出来なかつたが, 降海確魚は5月下旬に沖合1 ̃ 4

K:nに濃密な群を構成し, 6月中旬まで11li留する。そして湾内は稚魚の生青のため, 極めて良効な条

件を持続することが明らかにされた。
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角: と 卵 1 4 1 号 ,  1 4 2 号

ふ化場研究報告 2 S 号

資 料 1 1 9  昭 和 3 1 年̃ 4 7 年 さ け

資 料 1 2 0  昭 和 3 9 年 .̃ 4 8年さ lナ
資 料 1 2 1  さけ・ますふ化放流施設

昭 和 4 9 年 3 月̃ 5 0 年 3 月

ます商姓i;1ll:卵・ふ化放流数,  水系別

ます再生産実績数,海区別 --・・
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]lI 他研究機関との共同研究

'. サ口べツ原野開発にともなう漁業への影響調査
サロべツ原野開発にともなう内水面漁業並びに生息魚類̃、の影響度合の基礎的資料を得るため,

サロべツ川流域( ,、ンケ沼, ぺンケ沼を含む)の生物調査並びに環境調査を行なった。その結果,

生息魚類は31種,貝類はl 0種とその種類数は通めて豊富であるが,漁業として価値あるものは

ヤ マ ト シ ジ ミ , ス ジ ェビ ,  フナ, ハ ゼ, ウ グ イ で あ る o 特 に ヤ マ ト シ ジ ミ , ワヵサギ ,スジェビは

一部漁業者によつて生産され, その増新遭, 漁業の将来性も大きいo

さけ ・ます類については上流域の河川躍'境条件が比較的良好と 見られるが, 現状ではその繁殖実

績は皆無に等しいことが知られた。 しかし将来, 人為的に生産を図る場合には充分検討の余地力 ・;あ

ると判断された。またイトゥについては相当数の分布が認められ,遊魚種として早急に適切な俣護

対策が望まれる。

下流域の漁業上重要群はャマト i / ジ ミである。本種の生活は海水に由来する最度が最も必要な要

素である。当河川ではその繁殖は1, 0 o o P P m前後で行なわれているものと推察され, ' l1医鹹度で

は生長が良好で, 3年目から成員となl1漁獲の対象となる。 そして費源量は近年著しく増大したこ

とが明らかとなった。

サロべツ川への海水の流入は天塩川の流水量と密接な関係があり, 天塩川円山観測所での水位が

0 . 5 m近くに減水するとサロべツ川の下流域の大凡12 ̃ l5Kmの範開の底届部に海水が流入し,

水位1 m以上の增水となると次第に淡水化する。サ ロべツ川下流域の鹹度の変動がシジ ミ生産(繁

;f i, 生長)と密接に関係一;-ることから , サロべツ川の放水路の開削に当つては海水の流入条件に充
分な配慮が差望まれる。

一一 資 料 の 刊 行 =

1 9 7 2 年度 ( 昭和 4  7年度)の北海道沿岸河川域へのア キサ ケの来遊状15t並びに

1 9 7 1i年度 ( 昭 和 4 s年度)の来遊予報について ----一……一一一一・ 昭 和 4 8 年 8 月
H召和4 9 年 3 月

昭:和 4 8 年 1 2 月

昭 和 4 9 年 1 1 月

昭 和 5 0 年 3 月


